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C ワ 7 earn7g Sysre カ 全 .3 巻 の 雄 成 


この 「CP ン M Learning System」 は 全 3 巻 の 予定 で あり , 次 の よう に 構成 され ます . 
入門 CPM……… ひ CPM が どの 様 な も の で ある か を 解説 し ,CP/M を 使う た め の 基 礎 
知識 。 日 常 よく 使う 各 コ マン ド の 実習 な ど を や さ し く 具体 的 に 解説 し 
ます . 
今 ま で CPM に つい て は 全く 知ら な か っ た 読者 で も , 本 書 に より 
CPM の 概要 を 理解 し , 一 通り CPM が 使え る よう に な れる よう 
配慮 され て いま す . 
実習 CPM……… CPM の 全 コ マン ド と, その ほとん どす べ て の 使い 方 を 徹底 的 か つや 
さ し く , 具体 的 に 実習 し な が ら 解 説 し ます . また , CP ン ノン M の ハー ドウ 
ェ ア 及 び ソ フト ウェ ア の 構成 に つい て も 解説 し , CPM の 実用 例 と 
し て , CPM アセ ンプ ブラ に よる , マシ ン 語 開発 の 全 過 程 を 実習 し ま 
す . 本 書 は , 読者 が 本 格 的 に CP ン M を 使う よう に な っ た 場合 , CP 
グ M の コマ ンド ・ ハ ンド ブッ ク と し て , 随時 参照 する こ と に な る で し 
ょ う . 
応用 CPM……… CPM を さら に 深く 広く 応用 する 場合 に つい て の 解説 書 で す . マク ロ 
アセ ンプ ブフ に よる マシ ン 語 開発 ,。 シ ステ ム ・ コ ー ル , 各 種 高 級 言語 の コン パ 
イル , アプ リケーション や ユー ティ リティ ー の 実行 な ども , 分 り 易 い 
実行 例 に 基づい て 解説 し ます . さら に CP ン M の 内 部 構造 , BIOS の 
変更 , メ ディ ア 変 換 の 実例 な ど , 本 格 的 な CPM ユー ザー と し て , 
いずれ は 必要 と な る 知識 を 提供 し ます . (発売 子 定 ) 
各巻 は それ ぞ れ に まとまっ て いま す の で , 必要 に 応じ て どの 巻 を 手 に され て も 利用 する こと が で き 
ます . 
本 シリ ー ズ は , CPM version 2.2 を 基 に し て 書か て れ て いま す が , 旧 バ バー ジョン で ある 。, version 1. 
4 を 使う 場合 の こと を 考慮 し , 共通 で な い コ マン ド に つい て は , その つど 注意 書き を 付け 加え て あり ま 
す . 


CP ン M@ は Digital Research 社 の 登録 商標 で す . 
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要 毒 / 容 尼 C ウ 77 な 


本 書 は , 本 書 の み で , CPM の 実用 書 と し て 活用 で きる よう に , すべ て の コマ ンド の ,。 そ の ほとん 
どの 使い 方 を 実例 で 具体 的 に 解説 し て いま す .. よっ て , 既刊 「 入 門 CP ン M」 に 生 複 する 部 分 も 敢えて 
解説 し て いま す (より 高度 に 解説 ) 

し か し , 基本 的 に は 「 入 門 CP プ M」 の 意図 する , CP ン M の 基礎 知識 は ,。 すでに ある も の と し て 構 
成 さ れ て いま す の で , “これ か ら CPM を ……? と いう 方 は , ぜひ 「 入 門 CP ン M」 も 合わ せ て ご 覧 
下さ い . 

本 書 は , 具体 的 な 実行 例 リ スト を, 紙面 の 許す 限り ,。 た くさ ん 載せ まし た . これ ら の リス ト は 。C 
『/M ユ ー ザ ー に よる キー 入力 部 分 と , それ に 対す る CP/MZ の 応答 を , よく 対比 し て 読ん で 下さ い . き 
っ と , 文章 に よる 解説 以上 の 理解 が 得 ら れる こと と 思い ます . 

また , 本 書 で 示さ れ て いる 実行 例 は , それ ぞ れ の コマ ンド を 解説 する た め の . ー つ の 例 に すぎ ず , 
使い 方 に よっ て 。 い くら で も バリ エー ショ ン が 可能 で す . 本 書 は , その How To Use の 基本 を , わか 
りや すく 提供 する こと を 第 1 の 目的 と し て いま す . 
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論考 まそ が き 


既刊 の CPZM シリ ー ズ 第 1 巻 「 入 門 CPZM」 は , 各 方 面 の 多く の 方 々 か ら , 大 変 好評 を 頂い て 
お り ,「 早 〈 続 着 を 出し て ほし い 」 と いう , た くさ ん の ハガキ が アス キー に 寄せ られ まし た . 筆者 に と 
っ て 。 こ ん な に うれ し いこ と は あり ませ ん . な の に , 本 書 「 実 習 CPM」 の 発刊 が 少し 遅れ まし た こ 
と を お 詫び 致し ます . 

本 書 は , 世の中 の CPM の 実用 参考 書 と し て , 中 心 的 役割 を 果す 充実 し た も の に まとめ られ て い 
ます . すべ て を 実例 に よっ て , これ ほど 多く の 使い 方 を 分 か り 易 〈 具 体 的 に 解説 し た も の は , 今 まで 
内 外 と も に あり ませ ん . 今 ま で の マニ ュ ア ル や 参考 書 で は , 触れ られ て いな か っ た り , ウ ヤ ム や で あ 
っ た 高度 な を コマ ンド の 使い 方 な ども , 本 書 に より , 実例 と し て 読者 の 前 に 明らか に な る こと で し ょ う . 

今 」。 パ パーソ ナル ・ コ ンピュータ に お いて , 日 米 間 の ハー ドウ ェ ア ・ ギ ャ ッ プ は 完全 に 埋 り , 例え ば , 
NEC の PC-8800 や OKI の if 800 Model 30 な ど を 始め と する , 日 本 の 第 2 期 の パー ソナ ル ・ コ ン 
ピュ ー タ と で も 言う べき 各社 の 製品 は , むし ろ 先 を 行っ て いる と 言え る で し ょ う . 

し か し , ア メリ カ で 次 々 と 生ま れる 各 分 野 の 優れ た ソフ ト (最近 は , ソー シ ム 社 の 「 ス ー パ ー カ ルク 」, 
マイ クロ ソフ ト 社 の 「 マ ル チ プ ラン 」, マイ クロ プロ 社 の 「 カ ルク スタ ー」 な ど , ビジ ネス ・ ソ フト の 
開発 が 目 に つく . いずれ も CP ン M 上 で 実行 され , 今 ま で の 内 外 の 同種 の ソフ ト に 比べ 格段 に 多く の 
機能 が ある .) に 接し , 肌 で 感じ る こと は , 日 米 間 の ソフ トウ ェ ア ・ ギ ャ ッ プ は , “むし ろ 広 が っ て 行く 
の で は な いか ” と いう 人 危 恨 の 念 で す . 

筆者 は 。 パー ソナ ル ・ コ ンピュータ に お ける この ソフ トウ ェ ア ・ ギ ャ ッ プ を 埋め る 鍵 は , CPM の 
普及 を 置い て 他 に は な いと 思っ て いま す . CPM (ある い は CP ン M 相当 以上 の OS) を 使い こなせ 
な けれ ば , コン ピュ ー タ に 対す る 良い セン ス を 養う こと は で き な い で し ょ う . 一般 の DISK_BASIC な 
どの , 必要 最少 限 で 付け 足し 程度 の OS し か 持た な いも の で は , コン ピュ ー タ を 活か し た 験 は で き 
ませ ん . 何 の た め の デ ィ ス ク ・ シ ステ ム な の か , も っ た いな い 限 り で す . ' 

現在 の アメ リカ の ソフ トウ ェ ア 水 準 (*ー ソ ナル ・ コ ンピュータ の ) は, 一般 の 多く の CPM ユー 
ザー が 支え て いる と , 明言 する こと が で きま す . ご く 〈 低 価格 の 学習 用 マシ ン を 除き , コン ピュ ー タ を 
仕事 に 使っ て いる 人 は , ほとん ど が CPM を ベー ス に し て いま す . 要する に 役 等 は . コン ピュ ー タ 
の 基本 (まとも な OS の 意味 ) の 上 に 立っ て , BASIC 言語 な り , アプ リケーション な り を 実行 し て い 
る の で す . 日 本 の メー カー が , CP ン M の 走ら な い ぃ い BASIC マシ ン ( デ ィ ス クタ 付 ) を 輸出 し よう と し て 
も , 相手 に され な いと 言う の は 当然 の 話 な の で す . 

ソフ トウ ェ ア ・ ギ ャ ッ プ ……。 1C1 個 , 抵抗 1 本 の 増減 を 問題 に する OEM の エン ジニ ア 諸 兄 は 列 
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著者 まえ が き 


と し て , 一 般 の ユー ザー が , コン ピュ ー タ の 機種 選び に , CPU チッ プ の 優劣 な ど を 第 1 の 間 題 に する 
時 代 で は あり ませ ん . も っ と も っ と ソフ トウ ェ ア 環 境 (OS と その 上 で 走る ソフ トウ ェ ア ) に 目 を 向け な 
けれ ば な ら な い の で は な いで し ょ うか . 「 日 本 人 は 只 の 人 金物 職人 」 と 思わ れ な い 為 に も …… も 


し か し , 本 書 , CPM シリ ー ズ に 対す る 反 響 か ら も , 予想 以上 に 多く の 方 々 が , CPM (つま り 
は ソフ トウ ェ ア ) に 大 き な 関 心 を 持っ て いる こと を 知り , この 差 も 近い 将来 , 急 加速 で 追い つく こと が 
で きる と 確信 し て いま す . 

1982 年 の 末 ま で に , 日 米 間 の CPM マシ ン 台 数 は 50 万 台 を 軽く 突破 する と 予測 され て いま す . 本 
書 が . これ ら 多 く の CPM ユー ザー か ら , メイ ン の 実用 書 と し て 愛用 きれ る こと を 願っ て いま す . 


堅い 本 な の で , 少し で も 彩り を "と 思い , 挿絵 を 斎藤 因子 さん に 描い て いた だ きま し た . 武蔵 野 の 
風景 と の こと で す . 


1982 年 1 月 村瀬 康治 
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DIR (ファ イル 名 リス ト ア ウト コマ ンド ) 


TL 35 
実習 の DIRL_xfillename.ext 0 し ああ: 坦 い の 1 (0 ある 30YA 電 仙人 寺 の ぐあい 29 の 1 人 0 人 作ら この に ば に な ao 3/ 
rt の 5 き みな 6 38 


TYPE (ファ イル 内 容 タ イプ アウ トコ マン ド ) 


で mt だ を まる Ge な 43 


REN (ファ イル 名 変更 コマ ンド ) 


実習 REN__x: 新 fename.ext ニ 昌和 fllename ext 和夫. 夫人 47 


ERA (ファ イル 削除 コマ ンド ) 


実習 ] FRA__xfllename.ext 人 すい: の いす 全便 還 の の 、 介 (0:0 (の 人 和 0@: や 人 の の" の あの 0 村人 件 全 Y9.0 1 る 、 介 WV あい 1 人 07 に 邊 人 あ 、、「: 仙 5 な 、 52 
に ノ ERA__,xfllemach 0660 る 06: の る 9 あの 050e 信 9: Ci67.0 ま る 56 @: る 2@:e 0 の 6 の 66 853 る. ES. る 、 as の 9100 み の 90/ 二 01:e ele @ ee.9:0:@se Oc る 7 あの が 89cae る 54 


SAVE (メモ リ 内 容 デ イス ク ・ セ モー プ *・ コ マン ド ) 


に 才 全 林 ま Co > 夫 は 1 5 に 2 ーッ CKY ス て トー スバ テト タメ アル アオ テア と トイ トマ トト ツン アキト イイ キザ に 60 


USER (ユー ザー・ エ リア 移行 コマ ンド ) 


実 財 SER アル ルルル ルル ルル アバ ルト ルナ トバル エア ャ エチ ョ フラ カチ アア の ああ る を ある さす 本 な ずる を を か な の を を みた を あな Se すま ネ まお tee 68 
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最も 大 本 な ハー ドウ エア 構成 


1.1 最も 基本 的 な ハー ドウ ェ ア 構 成 


CPM を 走ら せる た め に 必要 な 最小 限 の ハー ドウ ェ ア 構 成 を 次 に 示し ます . 

1) 8080, 8085。 Z80 系 の CPU を 持つ コン ピュ ー タ 本 体 . 
CPM に , それ ぞ れ の CPU に 対す る バー ジョ ン が ある わけ で は な く , 8080 用 に 書か れ た も 
の で す が , 8085, Z80 は 8080 の マシ ン 語 に 対し て , アッ パー・ コ ン パ チ ブ ル で すか ら , その ま 
ま 便 用 で きま す . 6502, 6809 な ど , 他 の CPU に は , "2Z80 カ ー ド ? な どの ハー ドウ ェ ア ・ オ ォ オプ 
ショ ン が 必要 と な り ま す . 


各種 周辺 凌 置 の サポ ー ト が 可能 


ドッ テ 入 導 


Figure-1.1.1 CPM マシ ン の ハー ドウ ェ ア 構 成 と 周辺 装置 の 拡張 


CP/M の ハー ドウ エア 構成 


RAM は アド レス 0 H か ら 連 続 し て いな けれ ば な ら ず , 最小 で 20K バ イト , 実務 に は 48 氏 バイ 
ト 程度 は 必要 で す . “ 

(2) コン ソー ル (キー ボー ド 付 き の CRT ター ミナ ル ). また は , それ の 代用 と な る も の (VRAM 
2 リ 

(3) フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ (ディ スク ・ コ ント ロー ラ を 含む ). 
標準 ドラ イブ と し て は 8 イン チ ナチ 片面 単 密度 で す が , 両面 倍 密度 や ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク , 
ある い は ハー ド ・ デ ィ ス ク な ど , いずれ で も 使用 で きま す . ドラ イブ の 数 は 1 台 で も CP/M を 
走ら せる こと は で きま す が , ディ スク ・ シ ステ ム (フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 場合 ) は , CP/M 
に 限ら ず 汎 用 機 と し て の 実務 に は 2 台 以 上 で な いと 能率 が 上 ら ず , 仕事 に な ら な いで し ょ う . 


以上 拳 げた (1) (2) (3 が 最も 基本 的 な CP ン M マシ ン の 構成 で あり , Figure-1.1.1 の 点線 内 が その 最 
小 構成 た 示し て いま す . この 構成 で も , コン ピュ ー タ の メモ リ 人 容量 き え 十 分 で あれ ば , CPM の も と 
で 走る ほとん どの ソフ トウ ェ ア ガ が 実行 可能 で す . ( 


1.2 周辺 装置 の 拡張 


CPM マシ ン は , 一 般 の BASIC マシ ン で は 不可 能 で あっ た 多種 多様 な 周辺 装置 を , 簡単 な 操作 
で 取り 扱う こと が で きま す . 

周辺 装置 の 扱い に つい て は , 「PIP コマ ンド 」 と 「STAT コマ ンド 」 に 深く 関係 し ます の で , 詳細 
は それ ぞ れ の コマ ンド の 項 で 解説 し ます が , ここ で その 概要 に つい て 述べ て お きま し ょ う . 


ディ スク ・ ド ライ プ “ 

ディ スク ・ ド ライ ブ の 種類 は , ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク か ら 大 容量 の ハー ド ・ デ ィ ス ク ま で , 片 
面 。 両面 。 密度 な ど , どの よう な 規格 の も の で も 使用 可能 で す . 接続 可能 な ドラ イブ 数 は 16 台 (CFP ン 
M Version1.4 は 4 台 ) まで で す . 1 ドラ イブ 当り , CPM が コン トロ ー ル 可能 な 最大 容量 は 8 M バ 
イト で す が (CPM Version2.0 以上 た ),、 フィ ジ カ ル な ドラ イブ 数 を 減ら し て 1 耕 の ドラ イブ の 谷 量 を 
増す こと は 可能 で あり , 例え ば , ハー ド ・ デ ィ ス ク を 1 台 の み 接 続 する 場合 に は , 最大 128M バ イト の 
容量 の も の まで コン トロ ー ル 可能 に な り ま す (1 つの ディ スク を , AA BC じ 。 …… に 分 割 し て 使用 
する . 16 台 X 8 M=128M). 但し ,・1 つの ファ イル 長 は や は り 8 M バ イト 以下 で な く て は な り ま せん . 
雑誌 な どの CPM の 記事 に , 時 々 「CP プ M は ファ イル の 容量 不足 」 と いう こと が 書か れる こと 
が あり ます が , 何と 比較 し て いる の で し ょ うか . CPM は Version2.0 (1979 年 発売 , 現在 は 2.2 で あ 
る .) か ら , 1 ファ イル 最大 8 M バ イト の 容量 を 持つ こと が で きる の で す . 但し , ファ イル は 別 の ドラ 
イブ に また が っ て 作る こと は で きま せん . フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 容量 の 小さ いも の を 使用 し て いる 


ノイ 


周辺 装置 の 拡 張 


場合 は , その ドラ イブ の 最大 容量 が 1 ファ イル の 最大 容量 と な り ま す の で , 制約 を 受け る 場合 も ある 
で し ょ う (CP ン M の 溢 の Version か ら は , 1 ファ イル 64M バ イト に 拡張 され , 異な る ドラ イブ 上 の 
ファ イル と の チェ イン が 可能 と な る ). 

ディ スク ・ ド ライ ブ を 複数 台 接 続 する 場合 , 同機 種 の も の で な く て も か まい ませ ん . 例え ば ミニ と 
8 イン チ ・ フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク 。 それ に ハー ド ・ デ ヂ ディス ク の 9 種類 を Figure-1.2.1 の よう に 使う こ 
と も で きま す . 実際 に , 4 台 の ミニ フロ ッ ピ ー と 4 台 の 8 インチ ・ フ ロッ ピー を 同時 に コン トロ ー ル で 
きる よう た 作ら れ て いる パー ソナ ル ・ コ ンピュータ も あり ます . 


例え ば , この よう な ドラ イブ 名 の 割り 付け を する こと も , BIOS の 書き 方 に より 
自由 に で きる . 


9 パン ナリ レ ィ は ん キュ ンチ 本 博 凍 0 み の 増設 用 の 8 イン チ ・ 特別 に 増設 し た 
ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク プロ 必 写 mm* イ スク 大 容量 の ハー ド ・ デ ィ ス ク 


Figure-1.2.1 各種 ディ スク ・ ド ライ ブ を 同時 に 接続 


ディ スク 以外 の 周辺 装置 < ロジ カル ・ デ バイ ス , フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス > 

周辺 装置 に は 大 きく 分 類 し て 4 種 の “ロジ カル ・ デ バイ ス ” が あり , その それ ぞ れ に 対し て , さら 
に 4 つの “フィジカル ・ デ バイ ス “ を 任意 に 割り 当て る こと が で きま す . つま り 計 16 種 の 周辺 装置 を , 
常時 接続 し て 取り 扱う こと が 可能 な の で す . ロジ カル ・ デ バイ ス の 4 つの グル ー プ の , それ ぞ れ の 意 
味 を 次 に 示し ます . 


っ CON と いう ロジ カル ・ デ バイ ス 名 で 代表 され る , コン ソー ル に 類する 4 種類 の コン ピュ ー タ 
5 


プロ セス うー 


と の 対話 用 入出 力 姜 置 . (TTY: CR BAT: UC1: 
@ い RDR:7 と いう ロジ カル ・ デ バイ ス 名 で 代表 きれ る 。 紙テープ ・ リ ー ダ な ど に 類する 4 種類 の 入 
テレ タイ プ ペー パー テー プ ・ リ ー ダ ユー ザー・ リ ー ダ #1 ユー ザー・ リ ー ダ #2 
力 装置 . (TTY: PTR: UR1: 3 


CP/M の ハー ドウ エア 構成 


@ PUN と いう ロジ カル ・ デ バイ ス 名 で 代表 され る , 紙テープ ・ パ ンチ ャ な ど に 類する 4 種類 の 


8 テレ タイ プ ペー パー テー プ ・ パ ンチ ャ ユー ザー・ パ ンチ ャ 桂 1 ユー ザー・ パ ンチ ャ 韻 2 
出力 装置 (TTY: PTE: UP1 ro) 
@ LLST: と いう ロジ カル ・ デ バイ ス 名 で 代表 され る , 2 リン タ な どの リス ト 装 置 に 類する 4 種類 
テレ タイ プ 大 まま サーン オイシ ンプ サザ サシ ガチ 区 か ーッ ド オ 表 
の 出力 装置 . 邊 絆 全 CR]: 1 凍 9 UL1: ) 


以上 の 4 X 4 三 16 種 類 の 周辺 装置 を 取り 扱う こと が で きま す . ( ) 内 の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス は , 
それ ぞ れ , TTY と か PTP と か LPT な どの 記号 名 で 呼ば れん ます が , それ ら の 実際 の 装置 が テレ 
グイ イデ や あり 。 ペー パー チー アグ ・ パ ンチ ま ャ で る あり, ライ シン ・ プ ブリ シダ で ある 礁 本 は あり ませ ん 、 材 え 
ば 記号 名 が *TTY? で あっ て も , ハー ドウ ェ ア , ソフ トウ ェ ア 共 に 接続 が 可能 で あれ ば , 高速 の CRT 
ター ミナ ル を 接続 し て も よい し , 電話 線 を 使っ て 交信 する , モデ ム を 接続 し て も よい の で す . 

モデ ム を 使用 する 場合 は "RDR:? の 1 つ に , その 受信 部 を 設定 し , “PUN:” の 1 つ に その 送信 部 を 
設定 する 場合 ね ある で し ょ う . これ ら フ ィ ジ カル ・ デ バイ ス の ポー ト 形 式 は , セン トロ ニク ス 規 格 , 
RS-232C, IEEE-488 な ど , ユー ザー の 要望 に 合わ せ て 自由 で あり , それ ら の 10 ルー チン を BIOS 
に 設け て お け ば , どん な 装置 で も CPM マシ ン の 周辺 装置 と し て 取り 扱う こと が 可能 に な り ま す . 

この よう に CPM マシ ン は , 周辺 装置 と の イン ター フェ イス さえ る 設け れ ば , 完備 され た デー クタ 転 
送 用 の コマ ンド (PIP) を 使っ て , 多く の 周辺 装置 と の デー タ 転 送 が 自由 に 行え を る の で す . 

周辺 装置 の 割り 付け に 関し て は , 第 4 章 の 「STAT コマ ンド 」 の 項 を , デー タ 転 送 に 関し て は 「PIP 
コマ ンド 」 の 項 を 必読 下さ い . 


フィ ジ カ ル ・ フィ ジ カ ル ・ フィ ジ カ ル ・ フィ ジ カ ル ・ 
デバ イス 名 デバ イス 名 デバ イス 名 デバ イス 名 


ロジ カル ・ ロジ カル , ロジ カル ・ ロジ カル ・ 
デパ イス 名 。 デバ イス 名 。 デバ イス 名 。 デバ イス 名 。 


CP/M が 直接 に 呼ぶ こと が で きる の は , CON : , RDR : , PUN : , LST : の 4 つの ロジ カル ・ デ バイ ス で あり , ユー ザー は 事 
前 に , STAT コマ ンド , ある い は |I/0 バ イト 操作 な ど で , 各 ロ ジ カ ル ・ デ バイ ス に 対し て , それ ぞ れ の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス 
を 指定 し て お いて か ら , 目的 の 装置 と の デー タ 転 送 を 行う . 

フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス 名 は 特に 意味 は な く , “TTY” で あっ て も 。, 実際 に TTY で ある 必要 は な く , BIOS の 書き 方 次 第 で , ユー 
ザー の 必要 と する ポー ト 形 式 を 自由 に 当て は め れ ば よい . パー ソナ ル ・ コ ンピュータ 用 の CP/M は , すでに 何 種類 か の 入出 力 
ポー ト が サポ ー ト され て いる も の が 多い . 


Figure-1.2.2 ロジ カル ・ デ バイ ス に 対す る フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の アサ イン (割り 当て ) 


周辺 装置 の 拡張 


OO フイ キネ だ いそ 〒 

アド レス 03 是 の 1 バイ ト は “IO バイ ト ? と 呼ば れ , 前 述 の Figure-1.2.2 に 図示 され て いる , 各 ロ 
ジ カ ル ・ デ バイ ス に 対す る フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 割り 付け を , 通常 用 いる STAT コマ ンド を 使用 
せ ず に , 直接 この “10 バイト ? を 操作 する こと に より 行う こと が で きま す . 実は 。STAT コマ ンド 
に よる フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 割り 付け (第 4 章 「STAT コマ ンド 」 の 項 ,「 実 習 ⑨」 を 必読 ) と は , 
STAT] コマ ンド を 介し て , この 1O バイ ト を 操作 する こと に 他 な ら な い の で す . 

SA] コマ ンド に より , 10 バイ ト の 値 が 変化 する 実例 を 次 に 示し まし ょ う . 


25TAT DEVs / 
CUN: is TTY 
RDRs is TTYs 
FUN: is TTY 
に お G15 19 !!Y』 


>DDT/ 
DDT VERS 2.2 
ーD う 。 さ / 


n>STAT _ RDR:i =PTRgi / 
Q>STQT FUN:=FTFI / 


QA>STAT DEUVi / 
CUN』 1 TTYs 
RDRz is PTRs 
PUNs 15 FTFs 
LGST is TTYi 
仙 ラ > 


仙 >DDT 

DDT VERG 2。.2 
ーD さ る 。 さ 

O00 る 3 14 。 
ー^ ビ 

2 診 2 


Figure-1.2.3 STAT コマ ンド に よる フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 割り 付け で , 変化 する IO バイ ト の 例 . 


上 記 の 操作 で , 1O バイ ト が 00 一 14 と 変化 し まし た . この 意味 は 次 の 表 に より 明らか に な る で し ょ う ). 


CP/M の ハー ドウ エア 構成 


引 に 当 に 6 


ニニ に に トー トニ ロ E ゼロ 人 EEEE ERREEEEREEEEE 間 還 胃 


bit ! bit 内 bit | bit: bit | IO バイ ト ( ア ドレ ス 03H) 
6 5 , 4 3 cw 2 ) 0 の bit ポジ ショ ン 
[0 0] | [0 0] 
TTY: TTY: 和 Ne 
[0 |!] | [0 1] | [0O 1] [0 日 
[バイ ナリ ・ デ ー タ ] CRT PTP: PTR: CRT 


フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス 名 [」 0] 


UPI: 
[1 1] 


[| 0] 
URI: 


[ | 


[| 0] 


Figure 一 | .2.3 の 例 で , 


0 4 
IO パイ トニ I4H に な る 理由 , (TTY:) | (PTP:) (PTR:) 4 (TTY:) 


Figure-1.2.4 IO バイ ト に お ける ロジ カル ・ デ バイ ス と フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 表現 


この 1O バイ ト の 操作 に より , 各種 周辺 装置 の 選択 は STAT コマ ンド に 依ら ず , ユー ザー・ ブ ログ 
ラム の 中 で 自由 に 行う こと が で きま す . 例え ば , 「UR1 : と UR2 : の 両 RDR : 入力 ポー ト を 監視 し 
な が ら , 入力 の あっ た 方 か ら デ ー タ を 受け と り , ディ スク に ファ イル し , ファ イル 終了 後 その 内 容 を 
今度 は , PTP : と UP 1 : の 両 出力 ポー ト に 順に 送り 出す.」 と いう よう な 仕事 も , アド レス 03H の デ 
ー タ を 任意 に 変え ん る こと に より , ユー ザー・ プ ログ ラム で 自動 的 に 行わ せる こと が で きる の で す . 

但し , IO バイ ト の 値 に よる , デバ イス の 選択 に 関し て の ソフ トウ ェ ア (例え ば , IO バイ ト が 14H 
で あっ た 場合 ,。 Figure-1.2.4 の 下段 に よう な 選択 を 行う ため の ル ー チ ン , Figure-1.2.2 に 示す それ ぞ 
れ の い ス イッチ? の 部 分 に あたる も の .) は , BIOS に 組み 込ま れ て いな けれ ば な り ま せん . 標準 CP ン 
M で は , 4 つの ロジ カル ・ デ バイ ス の ルー チン が 組み 込ま れ て いる だ け で , そこ まで は 作ら れ て いま 
せん . BIOS を 設計 され る 方 が , 独自 に 作る 必要 が あり ます . し か し , パー ソナ ル ・ コ ンピュータ で 
各種 の IO ポー ト を 内 蔵 し て いる マシ ン の CPM は , た いて いこ の 10 バイ ト が すでに サポ ー ト され 
て いま す の で , その まま で 1O バイ ト を , フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 選択 に 利用 する こと が 可能 で す ( 各 
マシ ン の CPM マニ ュ ア ル を ご 覧 下さ い )、. 
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CP/M シ ステ ム の 構成 


本 章 は CPM の 内 部 に つい て , ある 程度 理解 し て いた だ くだ た め に , CP ン /M の 構造 。 メ モリ マッ 
プ , ディ スケ ッ ト 上 の CPM シス テム ,。 CPM 起動 の メカ ニダ ズム な ど に つい て 。 その 概要 を 解説 
を 

本 章 の 内 容 は , CPM 上 で 各種 高級 言語 を 使っ た り , ワー ド ・ プ ロ セ ッ サ や ビジ ネス ・ プ ログ ラム 
な どの アプ リケーション ・ プ ログ ラム を 実行 する だ け で あれ ば , さほど 必要 な 知識 で は あり ませ ん . 
し か し , アセ ンプ ラ で 書か れ た ソフ トウ ェ ア を 開発 し た り , CPM の BIOS を 変更 し て , 新しい CP/ 
M シス テム を 作成 し よう と する 場合 な ど は , 本 章 で の 知識 が 必要 に な っ て きま す . 


2.1 CP/M シ ステ ム の 構成 


通常 “CPZM シス テム ? と 呼ぶ 場合 、^“ シ ステ ム ” と は ハー ドウ ェ ア の “装置 ? を 指す の で は な く , 
CPM の “OS? (オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム ) の こと を 言い ます . 
CPM シス テム は 次 の 4 つの モジ ュー ル か ら 構 成 さ れ て いま す . 
BIOS (Basic I/0 System) 
。 マシ ン の ハー ドウ ェ ア と , CP/M と の 入出 力 に 関す る イン ター フェ イス 部 . 
BDOS (Basic Disk Operating System) 
ディ スク の ファ イル 管理 な ど を 行う CP/M の 心 蔵 部 . 
CCP (Console Command Processor) 
。 。 キー ボー ド か ら の コマ ンド 入力 を 解釈 実行 する 部 分 . ビ ルト イン ・ コ マン ド は この 中 に 含ま れ て いる . 
TPA (Transient Program Area) 
ト タ シ ジェ シト ーー プログ ラム や ユー ザー: プロ グラ ム が ロー ド さ れる エリ ア 。 


以上 の 4 つの モジ ュー ル が メモ リ 上 の 所 定 の 位置 に 配置 され , CPM の すべ て の 働き が コン トロ ー 
ル さ れ て いる わけ で す . で は 具体 的 に どの よう な メモ リマ ッ プ に な っ て いて , 各部 は どの よう な 働き 
を する の で し ょ う . その 様子 を Figure-2.1.1 に 示し ます . 

Figure-2.1.1 の 各部 の 実 ア ドレ ス 値 は , 58K CPM の 場合 の 値 で す が ,。 こ れ は それ ぞ れ の コン ピ 
ュー タ の 使用 可能 メモ リ 容 量 に より , この 図 で 示さ れ て いる CCO00H EZ7FFH 間 の シス テム 部 が 前 
後に リロ ケー ト き され , 通常 は , 許さ れる 最高 位 ア ドレ ス に 設定 され ます (リロ ケー ト に つい て は , 第 4 
章 の 「MOVCPM コマ ンド 」 を 参照 ) . 

CPM サイ ズ の 大 小 に よる 違い は , TPA と 呼ば れる ユー ザー・ プ ログ ラム ・ エ リア が , 広い か 狼 
いか だ け の 間 題 で あり , CPM の 基本 動作 に は 何 の 違 いも あり ませ ん . し か し , ユー ザー・ エ リア は 
広い 方 が 良く , 例え ば White Smith 社 の C じ コン パイ ラ の よう に 大 き な プ ログ ラム に な る と , \59KK バ 


まう 
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@ る ウォ ー ム ・ ス ター ト の エン トリ サ ・ ボ イン トド 

@10 バ イト. 

@BDOS へ の エン トリ ・ ポ イン ト . 

@ フ ァイル ・ コ ント ロー ル ・ ブ ロッ ク ・ エ リア . 

@ イ ンプ ブ プット, アウ トブ ッ ト の DMA バ ッ フ ァ . 

な など. OP/M シス テム の スク ラッ チ ・ エ リア と し て 使わ も れ 
る . 


メイ ン ・ メ モリ キダ に っ 


ユー ザー・ プ ログ ラム ・ エ リア . 

ファ イル 名 の エク ステ ンション が “COM” で ある プ ブログ 
ラム は , アド レス 1I00H か ら こ の エリ ア に ロー ド さ れ 実 行 
され る . 


ンーーーーーー 一 


ン し た コマ ンド を 解釈 実行 する プロ セッ サ . 

ビル トイ ン ・ コ マン ド の 各 プ ログ ラム を 含ん で いる . 

ビル トイ ン ・ コ マン ド 以 外 の コマ ンド が 与え られ た 場合 は , 
ディ スク 上 の ファ イル 名 か ら 該 当 プ ログ ラム を 捜し 出し て , 
トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド と し て 実行 す る. 


ディ スク ・ ド ライ ブ プ の セレ クト , ファ イル の オー プン , ク 
ロー ズ , リネ ー ム , イレ ー ズ , リー ド , ライ ト な どの ディ 
スク の 基本 的 な 操作 を ダイ ナミ ッ ク ・ ア ロケ ーション て で 管 
理 す る CP/M の 心臓 部 . 


ーーーーーーー ヽ 、 


それ ぞ れ の コン ピュ ー タ の ハー ドウ ェ ア に 合わ せ て , 独自 
に 作ら な けれ ば な ら な い , CP/M の 中 で 唯一 の ハー ドウ ェ 
ア に 依存 する 部 分 . ' 
コン ソー ル へ の 入出 力 ル ー チ ン , ディ スク の リー ド ・ ラ イ 
ト ・ ル ー チ ン , プリ ンタ へ の 出力 ルー チン な どの , ハー ド 
ウェ ア と 直接 関係 する 各 IO ルー チン な ど を 収め た 部 分 . 


ーーーーー 


8 B> な どの プロ ンプ ト の あと に , ユー ザー が キー イ 


(* は 58K CP/M の 場合 ) 


ーーー-ー ニ ーーーーーーーー 


So NN は CP/M の 場合 , CP/M で は 使用 し な い 空 き エ リア . 
ユー ザー 独自 の VRAM や ROM な ど を 置く こと も で きる . 


Figure-2.1.1 CPM シス テム の 構成 


イト CPM 以上 で 使う よう に ? な ど と 指示 が あっ た り し ます 。 プ ログ ラム に よっ て は 注意 が 必要 で 
す 。 基本 的 に は , CP ン M サイ ズ は 最小 20K バ イト (BIOS の 終り が 4FFFH) か ら , 最大 64K バ イト 
まで 任意 の 大 き さ に 設定 する こと が で きま す . 

これ ら の CPM サイ ズ の 関係 を 図示 し た も の を Figure-2.1.2 に 示し ます . 
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Figure-2.1.2 CPM の メモ リ ・ サ イズ に よる 比較 
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64K CP/M 
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2.2 CP/M の 動作 の 流れ < ビル トイ ン ・ コ マン ド と トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド > 


CPM が 何ら か の コマ ンド を 実行 する 場合 , その 内 部 の 流れ は どう な っ て いる の で し ょ うう. 簡単 な 
と し で , ビル トイ ンー コマ ン で ある TYPE コマ ンド を 例 に 解説 し まし ょ っ う . 

TYPE マセ ンド は ,。 6 つの ビル トイ ン ・ コ マン ド の 内 の 1 つ で 。 ディ スク 上 の 任意 の アス キー・ フ ァ 
イル を コン メー ル に | タイ プア 必 上 し ます . 

ここ で ,。 DUMP プロ グラ ム の アセ ンプ ブリ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル で ある “DUMP . ASM” を タイ プア 
ツウ ト す る 実行 例 を Figure-2.2.1 に 示し ます . 下線 部 を キー イン し “JJ” で リタ ー ン する と , 以下 の リ 
スト が コン ソー ル に 表示 され ます . 実行 が 終る と, 自動 的 に CPM に も どり , 再び “A>?” の プロ 
ンプ ト が 出力 され て いま す . 


人 n>TYPE_ DUMP. AS / 
FILE DUMP _ PROGRAM 。 READG AN INPUT FILE AND FRINTS IN HEX 


COPYR1BHT (C) 197。 1976。 1977。 197 日 
DIGITAL RESEARCH 

BOX 579。 PACIFIC GRDVE 

CALIFURNIA。 9395O 


URG 100H 
BDQS EQU O005H 5 DOUS ENTRY FUINT 
COUNS EDU 1 5READ CONSOLE 
TYPEF EQU 2 5s TYPE FUNCTION 
FRINTF EQU 9 5 BUFFER PRINT ENTRY 
BREF EDU 4 1 5 BREAE EEY FUNCTIOUN (TRUE IF CHAR READY ) 
ロ FENF EGU 15 sFILE OPEN 
READF EQU 20) s READ _ FUNCTION 
B FIXED MESSAGE AREA 
SIBNONi DB "FILE DUMP _ VERSION 1。.4 ま " 
DFNMSGi DB CR。LF。 "NOD INFUT FILE PRESENT UN DIS ド を" 
5 VaRIABLE AREA 
| IBF's DS ン - sINFUT BUFFER PUINTER 
QOLDGFP:  D5 アス sENTRY BP VaLUE FROM CCF 
5 STACEK AREA 
DS 6 人 4 s RESERVE 32 LEVEL STACK 
STKTOPs 


END 


Figure-2.2.1 1 ドコ ゲン ド 人 を ネネ プア ウト され だ た DUMP プロ グラ と の アー えー ブフ ァイル 


1 人 4 


CP/M の 動作 の 流れ (ビル トイ ン ・ コ マン ド と トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド > 


さて , この TYPE コマ ンド が 実行 され る 場合 の 「 キ ー ボ ー ド か ら コ マン ド の 入力 ラディ スク 上 の ファ 
イル “DUMP . ASM” の 内 容 の 読み 出し う ス クリ ー ン へ の 表示 」CP ン M 内 部 の 流れ を , BIOS, 
CCP, BDOS の 3 つの モジ ュー ル に 関し て 図示 解説 し た も の を Figure-2.2.2 に 示し ます . 


① キー ボー ド か ら の コマ ンド ・ ラ イン TYPE DUMP.ASM 』” が BIOS を 通し て CCP に 送ら れる . 


② CCP は 送ら れ て きた コマ ンド ・ ラ イン を 解読 し , 制御 を CCP 内 組み 込み の “TYPE” プロ グラ ム に 渡す . 
TYPE プロ グラ ム は ディ スク 上 の ファ イル “DUMP .ASM” を 読み 出す た め に , ディ スク の 操作 を 
BDOS に 依頼 する . ] 

③( ず BDOS は ディ スク ・ ド ライ ブ の ハー ドウ ェ ア に 直結 し た BIOS 部 を 通し て ディ スク を アク セス し , 
ファ イル 内 容 を メモ リ に 読み 込む . 
⑤ メモリ に 読み 込ま れ た ファ イル の 内 容 は , BIOS を 通し て 人 逐次 スク リー ン に 出力 され る . 


注 ) 上 記 は 基本 的 な 流れ を 示し た も の で , 補助 的 な 詳細 は 略し て あり ます . 
Figure-2.2.2 ビル トイ ン ・ コ マン ド ("TYPE_ DUMP. ASM” ) が 実行 され る 場合 の CP ン M 内 部 の 流れ 


Figure-2.2.2 の 例 は CCP モジ ュー ル 内 に 常駐 し て いる ビル トイ ン ・ コ マン ド を 取り 上 げ て いま す 
が 。 トラ ンジ ェ シ ト ・ コ マン F 主 條 の チチ プリ ケー ショ ン ・ プ ログ テム 導 本 場合 に は CCP は まず 、 
実行 し よう と する プロ グラ ム を ディ スク 上 か ら 捜 し 出し , TPA に ロー ド し な けれ ば な り ま せん . 目的 
の プロ グラ ム が 見 つか っ て , 100H か ら の メモ リ へ の ロー ド が 終り , 制 御 を その プロ グラ ム に 渡せ ば ( ロ 


1 ら 5 


に : 
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ー ド し 終っ た 後 , CCP は 直ちに 100H に ジャ ンプ する ) CCP の 役目 は 終り ます . も し 長い プロ グラ 
ム で あれ ば , CCP の エリ ア に 侵入 し , そこ を 破壊 し て 使っ て も いい の で す . 例え ば トラ ンジ ェ ン ト ・ 
コマ ンド の DDT は , 最終 的 に は CCP の エリ ア に オー バー・ ラ イト され る の で す . 第 4 章 の 「DDT 


2.3 シス テム ・ デ ィ ス 友 み き 


シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト と は 。*\CP/M シス テム が 記録 きれ て お り , その ディ スケ ッ ト を ドラ イ 
ブ A に 挿入 し , リセ ッ ト ・ ボ タン や IPL ボタ ン を 押す こと に より CP/M を 起動 で きる ディ スケ ッ 
ト の こと を 詩 い ます . 

ここ で は CP ン M の 基礎 知識 と し て , この シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト 上 に どの よう に CPM が 記録 
され て いる の か , その フォ ー マ ッ ト に つい て 人 解説 し まし ょ う . 

ディ スク に つい て は , 8 イン チ 片 面 単 密度 の 標準 ディ スケ ッ ト を 代表 し て 取り 上 げ ま す が , 両面 倍 
引 度 や ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 場合 も ,。 ディ スク の 両 サ イド を 使っ た り , トラ ッ ク や セク タ の 数 
が 増え た り 減 っ た りす る だ け で , 基本 的 に は 全く 同じ 考え 方 で す . 

Figure-2.3.1 に シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト の フォ ー マ ッ ト を 示し ます . 


トラ ッ ク 00, セク タ 0| 
(裏面 ) この セク タ に は , コー ルド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ と 呼ば れる 短い プロ グラ ム が 記録 され て いる . 


一 部 分 に CGCP/M は 記録 され て いる . 


トラ ッ ク 76 


8 イン チ 標 準 デ ィ ス ケッ ト 
@ | セクタ は |I28 バ イト 
全 - ト ラッ ク 人 は 26 セ タツ 
@ ト ラッ ク 数 77 本 

の 場合 


ヘッ ド ・ ウ ィ ン ド ウ 


Figure-2.3.1 CPM シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト の 記録 状態 
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シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト 


図 は ディ スケ ッ ト の 裏面 (ラベ ル の 貼っ て な い 側 ) を 示し て いま す . ディ スク は 矢印 の 向き に 毎 分 
360 回 転 し .。 リー ド プ ライ ト ・ ヘ ッ ド は 紙面 に 垂直 に 長 円 形 の ヘッ ド ・ ウ ィ ン ド ウ を 通し て ディ スク 表 
面 に 接触 し ます . 実際 の 動作 は , ヘッ ド 自 身 が 動く の で は な く 〈, ヘッ ド は ディ スク 表面 か ら わ ず か に 
離れ て 固定 され て お り , リー ドブ プラ イト を 行う 時 に , ヘッ ド の 反対 側 か ら ヘ ッ ド ・ ロ ー ド ・ ア ー ム に 
付い て いる フェ ルト の パッ ト で , ポリ エス テル ・ フ ィ ル ム の や わら か い デ ィ ス ク を ヘッ ド に 押し 付け 
ます 。 この こと を ペック ドロ ロー ドー と 言い まず 。 

また , 両面 の ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 場合 は , ディ スケ ッ ト を 挿入 し て フタ を 閉じ た 時 点 で , 
両 サ イド と も ヘッ ド が ディ スク 表面 に 接触 する (ロー ド 状 態 ) 構 造 の も の も あり ます . その 場合 に は , 
電源 が 入っ て いれ ば 常に ディ スク が 回 転 し て いる の で は な く 〈《, ディ スク が アク セス され る ご と に , 回 
転 ・ 停 止 を くり 返し ます . | 

さて , 図 の 77 本 の トラ ッ ク の 内 , 最 外周 の 2 本 (トラ ッ ク 00 と 01) に CPM シス テム は 記録 され 
て いま す . この トラ ッ ク の こと を パシ ステ ム ・ ト ラッ ク ? と 呼び ます . トラ ッ ク 2 本 分 の メモ リ 容 量 
は , 128 X26X 2 三 6656 バ イト で あり , 標準 CPM ディ スク の フォ ー マ ッ ト を 採用 する 場合 に は , BIOS 
部 を 含む CPM 全 シ ステ ム は 約 6.5K バ イト 以内 に 収め る 必要 が あり ます . 但し , ディ スケ ッ ト の 五 
換 性 を 考慮 し な けれ ば , 何 も 2 本 の トラ ッ ク に 無理 し て 詰め 込む 必要 は な く , シス テム ・ ト ラッ ク の 
本 数 は 任意 に 設定 可能 で あり (CP ン M に 付属 の “DISKDEF . LIB? と ぃ いう 特別 の アプ ログ ラム を 利用 
し て 行う ), BIOS を ユー ザー の 仕様 に よっ て は , さら に 大 きく 拡張 する こと も で きま す ( 標 準 デ ィ ス 
ケッ ト は , その 互換 性 こそ , 第 1 の 存在 理由 な の で , 誰 も そん な こと は し ませ ん が ). 

2 本 の シス テム ・ ト ラッ ク の 1 番 最初 の セク タ (トラ ッ ク 00, セク タ 01) に は , 128 バ イト 以下 の コ 
ー ル ド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ (コー ルド ・ ス ター ト ・ ロ ー ダ な ど と も 呼ぶ ) と 呼ば れる 特別 を プロ グラ ム 
が 入っ て いま す . この コー ルド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ は , 2 本 の シス テム ・ ト ラッ ク 全 体 を 読み 出す と 同 
時 に , その 読み 出さ れ た CPM シス テム を メモ リ 上 の 所 定 の アド レス に ロー ド す る 重要 な 働き を し 
9 「 

2 本 の シス テム ・ ト ラッ ク に 続く 〈 3 番目 の トラ ッ ク (トラ ッ ク 02) も 特別 の トラ ッ ク で あり , ディ 
スク 上 の 各 フ ァイル の 住所 録 と で も 言う で べき “ディ レク トリ ” の 格納 トラ ッ ク に な っ て いま す . 8 イ 
ンチ の 標準 ディ スケ ッ ト の 場合 ,、 ディレク トリ ・ エ リア に は この トラ ッ ク 02 の 内 , 16 の セク タ を 当て 
CM る ます 
スキ ュー (セク タ の 飛 ぴ 越し 読み 書き ) 

た いて い の DOS が そう で ある よう に , CPM も 回 転 し て いる ディ クス 上 の デー タ を , 少し で も 
高速 に リー ド ノ プラ イト で きる よう に , セク タ の 飛び 越し 読み 書き (( ス キュ ー” と 呼ぶ ) を 行っ て いま 
9 OU "KA 表 この の なく 。 ク ク を る 2 8 の の と 順序 通り リード プ ライ ト す る 場合 に は , セ 
クタ 1 を リー ドラ イト し て , その デー タ を コン ピュ ー タ 内 部 で 処理 し , 次 の セク タ 2 を リー ドラ 
イト し よう と し て も , セク タ 2 は すでに 通り 過ぎ て お り , も う 1 回 転 待た な けれ ば な り ま せん . 
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これ で は , ディ スク 1 回 転 に つき , 1 セク タ し か リー ドブ プラ イト する こと が で きず , ディ スク ・ ア 
クセ ス の スピ ー ド は た い へ ん 遅く な っ て し まい ます . 

これ を 解決 する 手段 と し て ,、 1 セク タ の リー ド プ ライ ト に お ける コン ピュ ー タ 内 部 で の 処理 時 間 分 
の セク タ の 回 転 を 見 送り , 見 送っ た 次 に 来る セク タ を , ロジ カル 的 な next セク タ と すれ ば , 1 回 転 
に 何 セ クタ も リー ドブ プラ イト する こと が で まき, 最大 の パフ ォ ー マ ンス が 得 ら ちら れる こと に な り ま す . 8 
イン チ の 標準 ディ スケ ッ ト の 場合 、 こ の スキ ュー・ フ ァ ク タ は 6 で あり , 6 セク タ ご と に 飛び 飛び に 
リー ド ノ プラ イト され て いま す . よっ て トラ ッ ク 02 の ディ レク トリ ・ エ リア も こ の スキ ュー 通り に 記録 
され , 具体 的 に ディ レク トリ が 記録 さき れる セク タ は , 

1,。 7, 13, 19, 25, 5, 11,。 17,。 23。 3, 9, 15, 21。 2, 8, 14 
の 順に 計 16 セ クタ が 当て られ て いま す (21 つ っ 2 の よう に , 6 セク タ ご と で な い 人 箇所 も あり ます ). 実際 
に この トラ フッ ク 02 の , セク タ 01 と 07 を ユー ティ リティ ー・ プ ログ ラム の セク タ ・ デ ィ ス プレ イ で ダン 
プ し た も の が , 第 3 章 「DIR コマ ンド 」 の 項 の Figure-3.1.16 に 示し て あり ます の で 参照 し て 下さ い . 
ディ レク トリ ・ ト ラッ ク で ある トラ ッ ク 02 の , ディ レク トリ と し て 使用 する 16 の セク タ 以 外 の セク 
と , 最終 トラ ッ ク で ある トラ ッ ク 76 ま で は , ユー ザー・ フ ァイル の 格納 エリ ア で あぁ あり, CP ン M の 各 
種 ト ラン ジェ ント ・ コ マン ド ・ フ ァイル や ユー ザー の 各種 ファ イル な ど が 記録 され ます . 

以上 述べ た 8 イン チ の 標準 ディ スケ ッ ト の フォ ー マ ッ ト 一 覧 表 を Figure-2.3.2 に 示し ます . 


(8 イン チ 片 面 単 密度 .77 ト ラッ クン ディ スク , 26 セ クタ ント ラッ ク , 128 バ イト ノ セ クタ ) 


コー ルド ・ 上 昌 522SE4R PSERIES2E 記 詞 議 スタ ー ト )・ ロ ー ダ 
CCPーーーConsole Command Processor 


BDO0S 一 一 Basic Disk Operating System 


ト に 山 入 ミミ へ て で の 


BIOS 一 一 Basic Input Output System 


Figure-2.3.2 8 イン チ 標 準 デ ィ ス ケッ ト の フォ ー マ ッ ト 
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CFM 起動 の メカ ニズム 


2.4 CP/M 起 動 の メカ ニズム 


CPM を 起動 する の は 非常 に 簡単 で す 。 シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト を ドラ イブ A : に 挿入 し , リセ ッ 
ト ・ ボ タン (ある い は FL ポタ ン な ど ) を 押す こと だ 刺 馬 直入 枝光 スク の シス テム ・ ト ラッ ク に 
格納 され て いる CPM シス テム が 読み 出さ れ , メモ リ に ロー ド さ れ CPM が 起動 し ます . 

日 常 , 当り 前 の こと と し て 何気なく 行っ て いる この “起動 ” の メカ ニズム を 理解 する こと は , これ 
か ら 行 う 、 すべ て の CPM コマ ンド の 実習 を 始め る 前 知識 と し て も 意味 の ある こと で す . 

で は , リセ ッ ト ・ ボ タン な ど で CPM が 起動 する , 一 般 的 な CPZM マ シン の 場合 に つい て 解説 
に 本 た よう 。 


起動 の メカ ニズム は 大 きく 分 け て Figure-2.4.1 - 2.4.3 に 図示 する , 3 つの ステ ッ プ が 連続 し て 実 
行 さ れ ま す . 


(STEP | ) (STEP 2 ) 
イニ シャ ル ・ プ ログ ラム ・ ロ ー ダ の 助け を 借り て , トラ ッ ク 00, メモ リ 上 に ロー ド さ れ た コー ルド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ が 働き 出し , 
セク タ 0| 上 の コー ルド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ を メモ リ 上 に ロー ド す る . トラ ッ ク 00 と 0| の 2 本 の トラ ッ ク 上 の OCP/M シス テム 全部 を , 


所 定 の メモ リ に ロー ド す る . 


0H 0Hr 


トラ ッ ク 00 
和裕 - ゲ . 放 條 


ピン ンド よっ て 上 


トラ ッ ク 00 
は マシ ン に よっ て 異な 
る 場合 も ある 


COP- - 
の 始ま り 
FFFFH FFFFH 
CP/M シス テム 全体 を メモ リ に ロー ド す る に 必要 な 小さ な 外部 ROM の コン トロ ー ル は 切り 離し , CP/M 自 身 が 持っ 
プロ グラ ム (1I28 バ イト 以下 ) を , 外部 の ROM に よっ て デ て いた コー ルド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ に より , CP/M 全体 を メモ 
ィ ス ク か ら ロ ー ド する . り に ロー ド す る 。 
Figure-2.4.1 起動 の メカ ニズム (STEP 1 ) Figure-2.4.2 起動 の メカ ニズム (STEP 2 ) 
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(STEP 3 ) 
CP/M シス テム 全体 の ロー ド が 終了 する と , コン トロ ー ル は 
コー ルド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ か ら OP/M に 移り , CP/M が 完全 
に 起動 する . 


Transient 
Program 
Area 


( ユー ザー・ エ リア ) 


CP/M が 完全 に 起動 し た 状態 . 


* は 58K CP/M の 場合 の アド レス . 
CP/M が 完全 に 起動 する と , BIOS を 通し て コン ソー ル に 
プロ ンプ ト “A>” が 出力 され , キー 入力 待ち に な る . 


Figure-2.4.3 起動 の メカ ニズム (STEP 3 ) 


STEP1 

シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト を ドラ イブ A に 挿入 し , リセ ッ ト ・ ボ タン を 押す と , その 時 に 限り アク テ 
ィ ブ (常時 は メイ ン ・ メ モリ の アド レス 空間 に は 存在 し な い 一 一 存在 し て いる マシ ン も ある が 一 一 ) 
に な る PL (イイ 舞 シ ャ ル ・ プ ログ ラム ・ ロ ビ ダ ) が 働き 、。 ン システム 。 えま ス ケット - 上 の トラ テ メ ク 00, 
セク タ 01 の 128 バ イト の デー タ を 読み 出し , アド レス 0 から メイ ン ・ メ モリ に ロー ド し ます (この ロ 
ー ド ・ ア ドレ ス は , コン ピュ ー タ に よっ て 異な り ま す . 例え ば PC-8001 CPM の 場合 は 、 C000 耳 か 
ら )。 ご この 328 バ 家人 ト に は 爺 ヨー ル F*Y フー ト ・ ロ ー ダ ” と 呼ば れる 燈 い プロ グラ ム が 書か れ で おり , 
これ が CP ン M を 起動 きせ る た め の メ イン ・ プ ログ ラム に な る の で す . 

STEP2 

トラ ッ ク 00, セク タ 01 の 1 セク タ に 収まっ て いた プロ グラ ム を メイ ン ・ メ モリ に ロー ド し , 制御 を 
その ズ 入 が な で ある コー ルド で と ズー トッ ローダ に 淫 半 ば , だ し は ディ スエ ニーズ イル に だ に なり, 名 開 
間 に は 存在 し な く な り ま す (常駐 し て いる マシ ン も ある ). 


ン ロ 


アド レス 0HーFFH の CP/M が 使用 する エリ ア に つい て 


FL か ら 制 御 を 引き 継い だ コー ルド ・ プ ブート ・ ロ ー ダ は , 直ちに 自分 自身 の 入っ て いた セク タ を 除く , 
ト フ ッ ク 00 と 01 の 2 本 の トラ ッ ク 全 体 を 読み 出し , 所 定 の アド レス に ロー ド す る 作業 を 始め ます .CP ン 
M の メモ リ 上 の 婚 発 点 で ある CCP の 先頭 アド レス か ら 順 に , メイ ン ・ メモ リ に ロー ド し て 行き , 2 
本 の シス テム ・ ト ラッ ク 全 体 を 無事 に ロー ド し 終っ た こと を 確認 する と , コー ルド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ 
は , BIOS 部 の 先頭 に 位置 する BOOT? の エン トリ ・ ポ イン ト (第 4 章 Figure-4.10.8 参照 ) に と 
び 込 ん で , その 役目 を 終り ます . 「 

STEP3 「 「 

BIOS の 先頭 の ェ ン トリ ・ ポ イン ト BOOT に 引き 継が れ だ 制御 は ,。 スク リー ン の オー ル ・ ク リア, 
CPM オー プ ニ ン グ ・ メ ッ セ ー ジ の 出力 ,。 そ れ に 各 I プ 0 ポート の イニ シャ ライ ズ な ど を 行ない , 
Figure-2.5.2 に 示す アド レス 0H の ウォ ー ム ・ ブ ー ト と , 05H の BDOS ヘ へ エン トリ する た め の 各 べ 
クト ル を 書き 込ん だ 後 ,CCP へ ジャ ンプ し ます . 

CCP は , コン ソー ル へ CPM プロ ンプ ト *A>? を 出力 を し た の ち キ ー ボ ー ド の スキ ャ ン を 開 
始 し ます . これ で 完全 に CPM が 起動 し 。 すべ て の コマ ンド を 受け 付け る 準備 が 整っ な わけ で す 、 
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CP ン M の ユー ザー・ エ リア (TPA) は , Figure-2.4.3 に も 示し た よう に , アド レス 100H か ら 始 ま 

っ て いま す . で | ょ 一 体 0H か ら FFH まで の 256 バ イ ト は 何 に 使わ れ て いる の で し ょ う ). 

この 256 バ イト は , “シス テム ・ エリ ア ? と か シス テム ・ ス クラ ッ チ ・ エ リア ? な ど と 呼ば れ て お 
り , CP /M が 働く た め に , な く て は な ら な い ワ ー ク ・ エ リア に な っ て いま す . 

その 内 部 の 様子 を Figure-2.5.1 に 示し ます . この 中 で 色 が 付い て いる 部 分 が , CPM の 動作 上 な 
く 〈 て は な ら な い 命令 や デー タ や バッ ファ で あり , その 他 の 部 分 は 現在 の CPM (Version 2.2) で は 
使わ れ て いま せん . 必要 で あれ ば , ユー ザー・ ブロ グラ ム で 使用 し て も か まい ませ ん . 


1 


CP/M の ソフ トウ エア 構成 


る る と さと 
未 使用 エリ ア (RSTI 一 6) 
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(FcB) 
RT TRIM15l5llsmlsslwlsmlselsole| 


adaMcNcWRY&tacyazmgaggzWazdecssn3 っ 


Figure-2.5.1 CPM が 使用 する スク ラッ チ ・ エ リア (0HーFFH) の メモ リマ ッ プ 
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も う 少 し 詳し く 〈 く 解説 し まし ょ う . 参考 の た め に , CPM が 起動 し た 直後 の 0000H 一 00FFH の メ 
モ り の 内 容 を Figure-2.5.2 に ダン プリ スト と し て 示し ます . 


CFP/M の 起動 の 際 初期 設定 さ ね る の は この 部 分 だ け で ある ,. 
その 他 の 部 分 の デー マタ は 坦 味 は な い , 


コー フード ロタ の om コミ 
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0020 52 03 EH DBM EC 0EIO1 C3 0P 09 DA CD 41 00 326 日... ,。、.A。 > 
003O BB BO DS EB DB EC|IB7 F2 41 0O DB EB 27 2 さ CS 34| 。。。。...。A、。。.uW.4 
OO4O |OO DB EB E6 9D CB 1D C2 02 OO さ 2 Q QO 2F D マ FF ーー  。 。 
Qoo5O 5 GO OO OO OO OO 0000 00 00 00| .P。。、。。.。、。....、 
OO060 IO00 00 00 00 00 90'O9 OO GO OO 09 00 OO OOIEA FB 。。.。.。.。。、..。..、・ 
O07O  E2 F 昌 02 さ 2 32 Oo 4 PD De BN 22.、.P 1 。 
oogo OoQQ oo oo oo oo oo 60 00 00 00 JJ 
OO9O OO OO oo oo oo Qoo oo oo oo oo 

ooaO Oo oo oo oo oo oo Oo oOQ oo oo 
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00Hー02H (ウォ ー ム ・ ス ター ト ・ ベ クト ル ) 
この 3 バイ ト は , ウォ ー ム ・ ス ター ト の 入口 へ 導く , BIOS 部 先頭 の ジャ ンプ ・ ベ クト 
ル へ の ジャ ンプ 命令 が 書き 込ま れ て いま す (Figure-4.10.8 の BIOS ジャ ンプ ・ ベ クト 
ル 付 近 の リス ト を 参照 . ラ ベル“WBOOT:? が それ に 当る ). 
CPM の アセ ンプ ブラ や DDT な ど が 終了 し て CPM に も どる 時 や , キー ボー ド か ら 
CtrlC を キー イン し た 時 な ど は , まず この アド レス 0000H に ジャ ンプ し て 来 ま す . そ 
し て , ここ か ら BIOS の 先頭 より 2 番目 に 位置 する ウォ ー ム ・ ス ター ト の エン トリ ・ ポ 
ドン て 4E き ウレ ォ ュー ム > 共 相 が 直り ます . 
ジャ ンプ 命令 の イン スト ラク ショ ン ・ コ ー ド で ある *C3H?” に 続く 2 バイト は , - ジ ャ ン 
プ 先 アド レス で あぁ あり, この 値 は CPM の サイ ズ に より 変化 し ます . CPM 上 で 走る 
応用 プロ グラ ム を 作成 する 場合 、 プ ログ ラム の 終了 に は ^JMP OH/ を 実行 きせ , リブ 
ー ト させ て CPM に コン トロ ー ル を も どす の が 一 番 安全 確実 な 方 法 で す . 

03H (1O バイ ト ) 
10 バイ ト と 呼ば れ , CPM が ディ スク 装置 以外 の 周辺 装置 を 扱う 時 に , その 割り 付け 
(4 つの ロジ カル ・ デ バイ ス に 対す る , それ ぞ れ の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 割り 付け ) 
や 選択 に 。 この 1 バイ ト を “チャ ネル ・ ス イッ チ ” と し て 使用 し ます . 1 バイ ト の 8 ビ 
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ッ も 才 2B ッ ト す ずつ 4 つの ロジ カル レル ・ デ バイ ス に 割り 当 で て で.・ そ 析 ぞ れ の 2 ビッ ド の 
組み 合わ せ で , 4 通り の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 指定 が 可能 で す . この 詳細 に つい て は 
第 1 章 の 「1O バイ ト に つい て 」 の 項 で 説明 し て いま す の で 参照 くだ さい . 

04 村 (ログ イン > ディ スタ. Ro) 
ログ イン ・ デ ィ ス ク (Currently 1ogged Disk) の 番号 を 保持 し て いま す . A : =00H,B := 
01H, C : = ニ 02H, PE: ニー0E 革 で 表 き れれ ます, Figure-2.5.2 で は 。 超 動 直 後 の :A>“ 

状態 で すか ら , 値 は 00 と な っ て いま す . 

05Hー07H (BDOS エン トリ ・ ベ クト ル ) | 
シス テム ・ コ ー ル の た め の BDOS へ の エン トリ ・ ポ イン ト で で あり, ファンクション No. 
と >% ラ メー タ を 各 レ ジグ 和み 名 に 持っ て 。 この ドレ ス 405 提 を し AL し し?" する こと に より , 
で れ ぞ れ の ファ ンク ショ ン が 容 有 さん まま すま 。、 ま た 二 紅 の AE イン スト ラグ クン シン 
た 0 に 凍 ツジ ャ ンプ 人 先 ど と ドレ レス は で だ の 天 を ズ だ に よろ て 季 枚 た こと の アプ 
ドレ ス 値 が BDOS の 最 下 位 ア ドレ ス 十 6H で あり , ユー ザー・ プ ログ ラム で 使用 可能 な 
最高 アド レス 十 7H を 表し て いま す . 但し , DDT な どの トラ ンジ ェ ン ト ・ プ ログ ラム が 
CCP 部 に オー バー レイ (重ね 書き ) され る 場合 は , この ジャ ンプ 先 ア ドレ ス が , 適当 な 
中 継 ア ドレ ス (最終 的 に は PBDOS へ 導く ) に 書き 圧 え られ ます . DDT を 起動 し た 場合 
の 00 一 FEFH 間 の メモ リ ・ ダ ンプ リス ト , Figure-2.5.9 と Figure-2.5.2 を 比較 し て 
みて 下さ い . 


2 2 ガ 変化 し 8 \ 人 る . 
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OOFO IO4 DS 11 BB 0Q6 1 BE C2 02 01 23 1 る OS C2 FS OO 
DDT DUMP.COM 7 ” を 実行 し だ 直後 の 状態 . 


FCB の 内 容 や , DMA バッ ファ に は DUMP.COM の 最後 の - 
デー ン ガ 見 られ る < っ こと に 注 *DUMP.COM” の 最後 の 1268 バ イト . 
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Figure-2.5.3 DDT 起 動 後 の 0HーFFH の メモ リ 内 容 
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38H-3AH (DDT で の リス ター ト ・ ベ ベクトル) 
DDT で ,。 デ バッ グ 中 の プロ グラ ム か ら コ ント ロー ル を DDT に も どす た め の 。 RST 7? 
の ベク トル が 書き 込ま れ ま す . この 使い 方 は 「DDT コマ ンド 」 の と ころ で 解説 し て いま 
す の で 参照 し て 下さ ぃ . この "RST 7? の た め の ベ クト ル は , CPZM に よっ て 書き 込 
まれ る の で は な く , DDT が 起動 し た 時 点 で DDT が 書き 込み ます . Figure-2.5.3 と Figure 
-2.5.2 を 比較 し て 下さ い . 
また , この ジャ ンプ 先 ア ドレ ス が CPM の サイ ズ に よっ て 変化 する の は , ほか の も の 
と 同様 で す . 
5CHー7CH (FCB: フ ァイル ・ コ ント ロー ル ・ ブ ロッ ク ) 
CPM DOS の ファ イル に 関す る すべ て の 働き は , この FCB を 通し て 行わ れ ま す . 
FCB の 考え 方 は , CPM に 限ら ず , 細部 の 違い こそ あれ , ほとん どの DOS に 用 いら 
れ て いる も の で , ディ スク 上 の ファ イル 処理 ・ 管 理 に 必要 な 各種 の パパ フラ メー タ を 1 つの 
プ ブロック と し て 持た せる も の で す . Figure-2.5.3 に 示さ れ て い ぃ る, DDT で DUMP . COMZ 
を TPA に ロー ド し た 場合 の FCB アド レス の 内 容 に 注目 し て 下さ い . DUMP. COM ? 
が その 中 に 書か て れ て いる こと が 分 か り ま す . FCB に 関す る 知識 は ディ スク の アク セス を 
含む プログラム を 開発 する 上 で 必要 で す . この FCB に 関し て の 詳細 は 続 巻 応用 CP ン 
M? で , バシ ステ ム ・ コ ー ル / に 関連 し て 解説 を 行い ます . 
(アド レス 5CH 一 7CH は デフ ォ ル ト 値 で あり , 任意 の アド レス に 設定 可能 . ) 
7DHー-7FH (ラン ダム ・ レ コー ド ・ ポ ジ シ ョ ン ) 
ラン ダム ・ ア クセ ス を 行う 場合 の ラン ダム ・ レ コー ド No. と その ディ スク 上 の ポジ ショ 
ン を 示し ます . 最初 の 2 バイ ト が 0 65535 の レコ ー ド No. を 表し ます . これ ら の 部 分 
は Version 1.4 に は あり ませ ん . 
_ (アド レス 7DH - 7FH は デフ ォ ル ト 値 で あり , 任意 の アド レス に 設定 可能 
80HーFFH (DMA バッ ファ ・ エ リア ) 
DMA (Direct Memory Address また は , Disk Memory Access) バッ ファ と 呼ば れる 
128 バ イト の ディ スク の Inmput お よび Output 用 の バッ ファ で す . ディ スク へ の 読み 書き は , 
必ず この バッ ファ を 通し て 行わ れ ま す . 「 「 
Figure-2.5.3 の アド レス 80H - FEFH の 内 容 と , DUMP. COM” を ダン プ し た 最後 
の 128 バ イト と を 比較 し て 下さ い . コマ ンド “DDT DUMP . COM” に よる ディ スク ・ 
アク セス の 一 番 最 後 (DDT が 起動 し . それ に よっ て ファ イル “DUMP. COM?” を 1]PA 
に 読み 込ん だ 最後 の ゲ ィ スク ・ リ ー ド に よる 128 バ イト ) の デー タ が , この DMA バッ 
ファ に 残っ て いる こと が わか り ま す . 
(アド レス 80H 一 FF は デフ ォ ル ト 値 で あり , 任意 の アド レス に 設定 可能 . ) 
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以上 が アド レス OH FFH 間 の CPZM シス テム ・ ス クラ ッ チ ・ エ リア と 呼ば れる 部 分 の 概略 で 
す . この 部 分 は CPM で の 実行 を 目的 と する , アセ ンプ ブラ に よる ソフ トウ ェ ア 開 発 に 密接 に 関係 す 
る 部 分 で あり , この 辺 の 知識 が 絶対 的 に 必要 に な り ま す . また , 続 巻 で 解説 する シス テム ・ コ ー ル と 
も 密接 に 関連 し て いま す . し か し , CPM 上 で 各種 高級 言語 や アプ リケーション ・ ソ フト を 実行 する 
上 で は , 特に 知る 必要 は あり ませ ん . その 場合 , CPM は 各種 ソフ トウ ェ ア を 走ら せる た め の , 単 な 
る 縁 の 下 の OS に すぎ ず , これ ら の 面倒 な こと は な る べく 我々 の 目 に つか ず , 透明 な 方 が 良く 出来 た 
OS と 言え る の で す . 


ど 4<) 


実 省 の は じ め に 


ナス や ー テ 
実 槍 の は ば ど め だ に 
これ か ら 色 々 な コマ ンド を 通し て CPM の 機能 を 解説 し て 行き ます が , その 前 に 次 の 事 を よく 頭 


に 入れ て お いて 下さ い . 


支 実 習 に 使用 する 2 の 枚 の ディ スケ ツ ト に つい て 


実習 は 原則 と し て この 2 枚 の ディ スケ ッ ト で 行い ます . 


ド 才 < グル に は 


ドラ イブ 号 : に は 


実習 の は じ め に 


大 た 四 イン ・ デ ティ スタ 。 プ ログ ラム ・ デ ディスク と アフ セス さわ る ディ スク に つい て 


CPM を 合い こなす に は , 現在 の ログ イン ・ デ ィ ス ク と , 実行 し よう と する プ ブログ ラム (コマ ンド ) 
5 作 在 する ディ ォ ズ ク 。 それ に 。 そ の プロ グラ ム に より アク セス まき れる ディ スク の 三 者 の 開 係 を 。 コマ 
ンド ・ ラ イン に 自由 に 記述 で き な け れ ば な り ま せん . 

慣れ な いう ち は 少 し 戸惑い ます が , 原則 は 極め て 単純 な こと な の で す . 


ファ イル 名 の 頭 に は 。 必ず ドラ イブ 名 (A :, B:。…) を 付け る 。 
但し 。 ドラ イブ 名 が ログ イン ・ デ ヂ ディス ク と 同一 の 時 は 省略 し て よい . 


だ だ と これだけ の こと で す 。 つま り ,。 夷 行 し よう と ずみ ブ ログ テム て の 電 みや) 吉 人 の 頼ま 包 相 天 ち 
を 付け , その プロ グラ ム が アク セス する ファ イル 名 の 頭 に も , ドラ イブ 名 を 付け れ ば よい の で す . 

で は , 4 章 で 紹介 する STAT コマ ンド を 使っ て , これ ら 三 者 の いろ いろ な ケー ス を 実行 し て み ま 
す の で , その 実行 例 か ら 三 者 の 関係 を 学ん で 下さ い . ログ イン ・ デ ィ ス ク 名 を 表す A>′ や ^B>? 
と ファ イル 名 の 頭 に 付け る (ある い は 省略 され て いる ) ドラ イブ 名 に 注目 し て 下さ い . 


Pa 凍 Ni 


ドラ イズ 月 に: に は 


ど 4 ニ 


実習 の は じ め に 


>STAT BiQSM。 COM 」 
だ た 44 あ MNO も PBUD ロ ーーーーー ドラ イプ B ・ 上 に ASMLCOM は な いい 


A>Bs リ --ーーーー- - ログ ディ スタ を B・ に ラ ェ ッ シ 


B>STaT MO。CON 7 
ら STAT プ ーーーーーーーー ドラ イブ B : に は STAT コマ ンド で ある “STAT.COM" が ガ が ない. 


B>As STAT MBO.CON 7 
ReC5 Bytes Ext acc 3 DAT ラク トク an 
1 マフ 18k 2 R/M BMBO. CDM ーー-ーーー ド フ イブ A・ 上 の ST「AT コマ ンド を 実行 
Bytes Remaining Un Bi 1k M80.COM” は ドラ イブ B : 上 に ある . 


B>nsSTAT ASM。COHM 7 
Fi1@ Not FQOUund - 一 一 一 一 * ぶ ASM.COM” は ドラ イブ B : 上 に は な い . 


B>QA:iSTAT giQASM.。CON / 
RecC5 Byte5 Ext AACcC 
64 日 に 1 R/M Ai ASM. COM - ---ー- ドラ イブ A : 上 に “ASM.COM” ガ あ る . 
Bytes Rema1ining Un az 74k 


y 有 4 ーーー ラー ジーー ソイ ンー テース フフ を ^ し に ナ エ ン ン 、 


コマ ンド 一 般 形 で 使用 する 記号 に つい て 


コマ ンド の 一 般 形 で 使用 する 記号 の 意味 は 次 の 通り です. 


ドラ イブ 名 ファ イル 名 ファ イル ・ マ ッ チ Ctrl-C な ど 
意 | AーP ま で の ドラ イブ | 「filename.ext」 の 時 は フ |`*" は , プラ イマ リ ・ ネ ー ム ま | の コン トロ 

名 (実際 に ドラ イブ | ルネ ー ム , 「filename」 の | た は エク ステ ンション の すべ て ” | 一 ル ・ キ ャ 

が 接続 され て いる も | 時 は プラ イマ リ ・ ネ ー ム | を 表し , `~ ? "は , そ の 位置 の ^ す | ラク タ . 

の ) を 指定 する . の み を 使用 する . べ て の | 文字 "を 表す . 


DUMP.ASM *.COM 
ED.COM TEST.* 
ABCDEFGH.123 た 区 7 イプ 
I2AB.Z0 7 7 12.* 
ABCD ※.* 

123 も だ 

な ど . 


ン 


実習 の は じ め に 


方 本 書 の | リス ト に 使用 する 文字 の 字体 に つい て 


本 書 で は , 誤植 な ど を 避け る た め , リス ト 類 は すべ て コン ピュ ー タ の プリ ンタ 出力 を その まま 使用 
レ ゼロ エル イチ 
し て いま す が , 0O と 0, 1 と 1 な ど 紛 ら わ し いも の も あり ます の で , ご 注意 下さ い . 


太 コ ント ロー ル ・ キ ー に よる ライ ン ・ エ デイ ツテ ィング 機能 こつ いて 


2 ド を キア 和 人力 する 際 や 。 エディタ (ED) や DDT 内 で 次 学 列 や サ プ ッ コマ ンド を キー 大方 す 
る 際 に , いく つか の ライ ン 編 集 機能 が 働き ます . また , 次 々 と 表示 され て 行く スク リー ン (コン ソー 
ル ) 上 の 表示 を 一 時 ポー ズ (フリ ー ズ ) 状態 に し た り , スク リー ン に 表示 され る も の を 同時 に プリ ン 
まま たり スト ・ バ イス ) へ 出入 きせ る こと も で きま すず す 。 

これ ら の 機能 は キー ボー ド か ら の コン トロ ー ル ・ キ ャ ラク タ に よる コマ ンド で 働き , 次 に 示す 合計 
10 種 類 ほ どの コマ ンド が あり ます . これ ら は Ctrl キー と 共に 用 いま す . 


DEL/RUB 最後 に 入力 し た 文字 を 1 文字 づつ 削除 する . 削除 され た 文字 は マシ ン に より , 
又は スク リー ン 上 か ら 消去 され る も の と , 再 表示 (エコ ー バ パック) され る も の と が 


] 

に Back Space ある. 

リ 

を Ctrl-H 同上 . 但し 削除 され た 文字 は スク リー ン 上 か ら も 消去 され る . Yersion 1.4 で は 
この 機能 な し . 

1 [ CtrlU 入力 し た 1 行 を 全部 キャ ン セ ル し , キャ ン セ ル し た 行 の 最後 に “キャン セル さ 

ィ れ た / と い 意味 の \# 記号 を 表示 し て , カー ソル を 次 の 行 の 先頭 に セッ ト す 

ド る . 

キモ 

ヤ 

ン | CtrHX 同上 . 但し キャ ン セ ル さ れ た 行 は , スク リー ン 上 の 表示 も 同時 に 消去 され る . 

ル カー ソル は 同行 の 先頭 に も どる . version 1.4 で は Ctrl-U と 同じ 機能 . 


QJ 
0 


で ー ロ ーY ロ ・ マ ーー ニハ 


ー 伴 ・Y へ 山 
ーー -/ ッ 


Ctrl-S 


Ctrl-R 


Ctrl 上 -E 


Ctrl-M 


Ctrl-J 


Ctrl-』 


Ctrl-P 


Ctrl- じ 


Ctrl-/ 


実 洗 の は じ め に 


スク リー ン 表 示 が スク ロー ル し て いる 時 な ど ,。 一 時 ポー ズ (フリ ー ズ ) 状態 に 
する . 再び Ctrl-S 又は 他 の キー を 入力 する と キャ ン セ ル さ れる . 


入力 され た 1 行 を 次 の 行 に ほれ い に 清書" し て 再 表 示す る . 1 文字 削除 で エ 
コー バッ ク さ れ た 見づらい 行 を 確認 する 場合 な ど に 使う (1 文字 削除 に お いて 
エコ ー バ ッ ク し な いも の も ある ). 


スク リー ン 上 の 表示 の み に 関 する 復帰 ・ 改 行 . この た め に 入力 され て いる コマ 
ンド が 実行 きれ る こと は な い 、。 


Carriage Return と 同じ . 


Line Feed と 同じ .version 2.0 以上 は Carriage Return の 代用 と し て 使 
用 可 . 


8 文字 ご と の タブ 機能 

スク リー シン に 表示 され る も の を EST "デパ バイ ス (通常 は ゲ プリンタ) に も 同 
時 出力 する . プリ ンタ が 動作 可能 な 状態 で な いと , そこ で hang-up (立ち 往生 ) 
し て し まう の で 注意 する こと . Ctrl-P は 入力 の た びに ON-OFEF を くり 返す ト 


グル 動作 に な っ て いる 。. 


リブ ー ト (ウォ ー ム ・ ス ター ト , ウォ ー ム ・ ブ ー ト ) を 超す .。 コマ ンド ・ ラ イ 
ン の 最初 に 入力 し た 時 の み 有 効 . 


ED 肉 に 大 い て , イン サー ト ・ モ ー 了 る 表 了 する : また 、 サー チキ 和 還 き 挽 の メタ 
ー ミ ネー タ と し て 使用 する . PIP の ター ミネ ー タ と し て 使用 する . 


づ 1 


実 省 の は じ め に 


文 C じ P/M の エラ ー に つい て 


CPM を 運用 し て いる と , [BDOS ERR ON A: R ノ 0| と か , [NO SPACE]| と か , いろ いろ な 
場合 に いろ いろ る な エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 表示 され る こと が あり ます . その ほとん ど は , ユー ザー 側 の 
問題 で あり , CPM 自身 が お か し か っ た り , ハー ドウ ェ ア の トラ ブル な どの エラ フラー は, ます 発生 し ま 
せん , も し その よう な エラ ー が し ば し ば 発生 する よう で あれ ば , ハー ドウ ェ ア の 欠陥 か , BIOS の ソ 
フト ウェ ア 的 な 欠陥 が ある の で す . コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム 全 体 の チェ ッ ク を 行う 必要 が あり ます . 

CPM が エラ ー を 検出 し て 出力 する エラ ー・ メ ッ セ ー ジ の 種類 は , CPM に 共通 な も の と , 各 コ 
マン ド や プロ グラ ム に 固有 の も の と が あり ます が , エラ ー の 原因 は , 通常 湊 に 示す よう な 単純 な も の 
が その ほとん どですか ら , 適切 な 処理 を 行え ば , 解決 する で し ょ う ). 


Oo ディス ク の 全 メ モリ 容量 を オー バー し て 書き 込み を 行っ た . 

oO ディ スク の 収容 可能 な ファ イル 数 を オー バー し て , ファ イル を 作成 し た . 
oO フ ァイル 名 の 指定 や ドラ イブ 名 の 指定 を 誤 っ た . 

O デ ィ ス ケッ ト を 変換 し た 後 。 Ctrl-C を 行わ ず に 書き 込み を 行っ た . 

ORK プ 0” の ファ イル に 削除 や 書き 込み を 行っ た . 

O 未 フォ ー マ ッ ト (ある い は 異な る フォ ー マ ッ ト ) の ディ スケ ッ ト を 使用 し た . 
oO ディ スク 上 の デー タ が 何ら か の 原因 で 破壊 され て いた . 

Oo 損傷 し て いる ディ スケ ッ ト を 使用 し た . 

na 


CP/M が エラ ー を 検出 し て , 処理 が スト ッ プ し た 場合 , 通常 は Ctrl-C じ を キー イン し て , 今 ま で の 処 
理 を キャ ン セ ル し , CP/M に 戻し ます . し か し CtrL-C 以 外 の キー イン を 行う と , エラ ー の 種類 に よっ 
て は , エラ ー を 無視 し て , エラ ー の まま て 処理 を 続行 で きる も の も あり ます . この 場合 は 後 で 必ず , 
提 直 され た デー タダ タ を チェ ッ ク し な けれ ば な リ ま せん . 


づ 


た を 
内 昌 プア 


3 旋 PP プ イン < コマ ン だ 般 庭 実 妖 


ーー ーーーー ーー = 
ーー 


や 5 や ーー ーー 
中 あみ) は 1 < 削 。 て 
ここ どの) ビ 
か ん っ ) ? た 
# デ する f 
7 バ 


ズ スコ 


トル まま) 4 


DIR 


3.1 。DIR (ファ イル 名 リス ト ア ウト ・ コ マン ド ) 


ーmsBReetery、。 コ マ ンド ーーー 
コマ ンド 形式 ・ 機 能 


まま 
ドラ オイ ザー ォ - 上 の すべ て の ファ イル 名 を り ズ ベト アウ ト す ずる. 
2 DIR_.x : filename.ext ' 
ドラ イブ x : 上 の ファ イル 名 “filename.ext” を 捜し , 存在 し て いれ ば その ファ イル 名 
を りえ ト ア ウト する . 
3 DIR、x : filematch 
ドラ イデ ヂ x ・ 上 の ブフ ァイル 名 か ら フ ァイル ・ マ ッ チ し た も の を すべ て リサ リ スト 
る . 
注 |) x : は それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる . ' 
注 2) SYS” アトリビュート の 付い て いる ファ イル は , いずれ の 場合 も リス ト ア ウト され な 


い . 


ログ イン ・ デ ィ ス 安 が A : の 夫 合 


Figure-3.1.1 ドラ イブ A : 上 の すべ て の ファ イル 名 を リス ト ア ウト . 


うら 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実 習 
ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : の 時 , 


>DIR Bs/ 

Bi BaASLIB REL 』 BaASCOUN 
Bs TESTPROU BaQS 』 FORLIB 
4 と 。 


Figure-3.1.2 
ト 


ドラ イブ B : 上 の すべ て の ファ イル 名 を リス ト ア ウト する . 


COM 』 NMBO COM 』 LBO CON 
REL 』 MBABIC CON 


グイ シメ ュ ブイ 生み 柱 の まま で ,、 ギラ イブ 日 ・ ト の すべ その ファ イル ま を サザ 和 ネ トチ マウ 


ログ イン ・ デ ィ ス ク を BB : に チェ ンジ し て 実 行 。 


仙 >BI 7 

B>DIR 7 

Bs BASLIB REL s』 BASCOUNM 
Bs TESTPROU BAS 』 FOURLIB 
B> 


Figure-3.1.3 


CONM ョ 』 MBO COM 』 LBO CON 
REL s MBABTIC CUN 


ゲス アタ アップ ナオ ま を お お だ に チェン テ し て か ら 、 ギラ イダ 所 上 0 よく て の テテ イル を 


リス ト ア ウト . Figure-3.1.2 と 結果 は 同じ . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が だ B : の 時 。 


B>DIR gm/ 


SM 
PTBOUOT48 ASNM 


Figure-3.1.4 


う 


ディ スク A : 上 の すべ て の ファ イル 名 を リス ト ア ウト する 。. 


SUENMIT XSBUB CON 
DDT LOUAD CON 
DUMP BIOS SN 
DISKDEF FTBIOUB48 ASM 
DUMP 


Figure-3.1.1 と 結果 は 同じ . 


:fllename.ext 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : の 時 , A : 上 の 1 つの ファ イル を 確認 する . 


Figure-3.1.5 
目的 の ファ イル は 存在 し て いた . 


Figure-3.1.6 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が B. : の 時 , B : 上 の 1 つの ファ イル を 確認 する . 


Figure-3.1.7 
目的 の ファ イル は 存在 し て いた . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : の 時 , ドラ イブ B : 上 の 1 つの ファ イル を 確認 する . 


Figure-3.1.8 
目的 の ファ イル は 存在 し て いた . 


目的 の ファ イル は 存在 し な か っ た . 


DIR 


う ノ 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実 洗 


Figure-3.1.9 
目的 の ファ イル は 存在 し て いな か っ た . 


ログ イン ・ デ イス ク が A : 以外 の 場合 の 実習 は , 今 ま で の も の と 同様 な の で 省略 . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : で , A : 上 の ファ イル 名 の エク ステ ンション が ASM で ある すべ て の フ 
ァイル 名 を リス ト ア ウト する 場合 . 


Figure-3.1.10 プラ イマ リ ・ ネ ー ム に ファ イル ・ マ ッ チ を 使っ た 例 . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が B : で B : 上 の ファ イル 名 の エク ステ ンション が COM で ある すべ て の ファ 
イル 名 を リス ト ア ウト する 場合 . 


Figure-3.1.11 上 と 同様 に プラ イマ リ ・ ネ ー ム に ファ イル ・ マ ッ チ を 使っ た 例 . 


づつ 8 


DIR 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : で , A : 上 の ファ イル 名 に “2?” と “※ ネ ” を 使っ た 場合 . 


000707070 022 の SO32GG9S2O296GR22 の SR2GSO092S0COOS22 が KR da ヽ 
QA>DIR PT?2224 フ .* リ 
QRs PTBIOUS4 ヨ B ABSM 』 PTBIUT48 SM 
。 Figure-3.1.12 
た ンジ CO 3 近 。 メ フイ マリ ネーム 
に “7?” を 同時 に 使っ た 場合 . 
ペーー て エ し し u| し UI5 


「D |IR ※。※ ま が]| は 「DIRJ」 と 同じ で す . 


QR>DIR ま 。% リカ 


Rs MOUVCPN に しり け 』 ビ 1 ピ CON 』 SUBMIT COUNM 』 XSUB CON 
As ED COUN 』 ASM CUMN s』 DDT CUN sg LOaD CONM 
sg STAT CUM 』 SYSGEN COUNM 』 DUHNMP COM gs BIOS 24 に) 
ns CEIODS ASM 』 DEBLOCK SN 』 DISKDEF  LIB 』 PTBIOG4 昌 ASMN 
as FTBOOT4 ロ ASM 』 PTCPM4B CONM 』 DUMP nSI ト 1 


ム ャ 


Figure-3.1.13 Figure-3.1.1 と 同じ 結果 で す . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : で 。 ド ライ プ B : 上 の エク ステ ンション が COM で ある すべ て の ファ イル 
名 を リス ト ア ウト する 場合 . 


mn 
QA>DIR Bsw.COUN 7/ 
Bi BASCOUN COUM 』 MBO COM 』 LBO COM 』 MBASTC COUN 


仙 > 


Figure-3.1.14 ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ドラ イブ に も ファ イル ・ マ ッ チ は 使え る . 
ログ イン シン ・ デ ィ ス ク が B : で 。 ドラ イブ A : 上 の フラ ァイル に ぁ も と 2 を 使っ た 場合 、 


B>DIR aaPT22224 フ 。* / 


Rs PTBIOUS4B ASM s FTBOUOT48B SN 
B> 


Figure-3.1.15 
Figure-3.1.12 と 同一 結果 . 


ーー ンス 


う 紀 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 克実 泊 


解説 DIR 


DIR コマ ンド が 実行 され る と , 8 イン チ の 標準 ディ スケ ッ ト の 場合 は 。 トラ ッ ク 02 上 の セク タ 1, 
2 3。 9。 5 2 を 6 は で 衝 S の た 2 才 スー の の 0 っ 
て いる の で , この よう な 順序 に な る , “スキ ュー に 関し て は , 第 2 章 の 2.3 を 参照 ) の 計 16 セ クタ を 
占め る ディ レク トリ ・ エ リア を 読み 出し , 目的 の ファ イル 名 を コン ソー ル に リス ト ア ウト し ます . 

この ディ レク トリ が 実際 に どの よう に 記録 され て いる の か , 最初 の 2 つの セク タ (セク タ 1 と 7 ) 
が オー の テテ ログ ま ム (シン クウ ェ ア ュ ラメ アメ ズ 電 人 見学 まし ャ う ] 


こい 


A>BsSECD18/ 


に し に だ た に SECTDR DISPLAY PROGRAM  V1。5 ー エ テニ ニニ 
CODyF1q ロ ht by BYNCMARE LABS 


1input diswk name 人 一 D 2 人 

1nput track 帳 OO-76 >02 

1 mnDUt 名 に も ロレ 幕 O1 一 26 >01 

D) isp1 ay。 N ) @x 七 5 ら に 上 Or dieD。。 Q) uu 上 OO next。 X )  &n ツ 色 昌 こも 上 ロレ R) @bOot CCP/M 
1 nDUut M。 放 。 内 。 え 。  R。 >zD 


DISK=Q TRACK=O2 SECTUR=O1 

AsQOO  QO 4D 4F 56 43 5O 4D 20 2O 4 さ 4F 4D QO OO OO 4C  .MOVCPM COM。 。 。 し 
和 N440 0 03 04 09 04 07 08 09 ONA OB OO QO QO O00 OO0 DO  、、。、。。。。 こ に 。。。。>。 ょ > 
Ai2O OO SO 49 50 20 20 20 20 20 4 さる 4F 4D QQ OO OO 3 。.PIP COHM。 。 に 』 
130 、 り 0 し 0D AE OK 40 41 12 13 00 00 900 OO QOO 00 OO 0O0  。、。。。、。。。。。。。。 > > 
sa40 OO 53 SS 42 4D 49 54 20 20 4 さ 4F 4D OO OO OO QA  。.SUBMIT COM...。 
SO 14 15 00 00 OO 00 00 00 00 OO 00 00 QO OO _ 00 00 に 、。、。、。、。、。。。、。。。。。。 
As6O OO 58 5 さ 55 42 20*20 20 2 4 くさ 4F 4D OO OO QO 0Q6  。XSUB CUN。 。 。 。 
内 70 16 00 00 00 00 0O OO 00 00 OO0 OO 00 OO OO QO OO  。。。。。、。、。。<。 <。。。 


DISK= 人 Q TRACK=O2 SECTUR=O7 


aaOO OO 45 44 20 20 20 20 20 20 43 4F 4D OO OO OO 34 。 。.ED CON 。 。 。 4 
A41O 17 189 19 1A 48 1 1D 00 09 00 OO OO OO OO OO OO 
as2O OO 41 53 4D 20 20 20 20 20 43 4F 4D OO QQO OO 40  。aABSM CONM 。。 。 の 
Az うつ 0 1E 1F 20 21 22 23 24 25 00 00 00 00 OO OO0 OO OO  。。 ! "人 馬 あ ん 。。。。。。、。 
As40O OO 44 44 54 20 2O 20 20 20 4 さ 4F 4D QQ QQ OoQ 26  。DDT CON 。 。 。 & 
As ら GO 26 27 2 日 29 2A OO OO OO 00 OO OO 0O0 0O0 OO OO OO  &"() ま 。。。。。。。。。。。 
Rs6O OO 4C 4F 41 44 20 20 20 20 43 4F 4D QOQ OO OO QOE  。LOAD CON 。。。 。 


人 37O 2B 2C 00 00 OO 00 OO O0 OO OO OO OO 00 OO OO OO0 すす に に 、 よ に 


D) isp1ay。 N ) @x 上 5 らら ヒ と モ 上 O ロ Fr diS5D。。 Q)u い 上 O ロ next。 X ) any 呈 己 に 上 〇 ヒレ R) eboot CP/M 
1 npDut りり 。 NMN。 。 た 。 R。 > 


Figure-3.1.16 ディ レク トリ が 記録 さき れ て いる セク タ を 見 る . 


40 


DIR 


この よう に , DIRK” で リス ト ア ウト し た 場合 と 同じ 順序 で 各 フ ァイル の “住所 録 ” が 並ん で いる の 
が 分 か り ま す . 1 つの ファ イル に 32 バ イト が 割り 当て られ , 最初 の 16 バ イト が ファ イル 名 な どの エリ 
ア , 後 の 16 バ イト が 実際 に ファ イル が セー ブ さ れ て いる , ディ スク 上 の 位置 を 示す ディ スク ・ ア ロケ 
ーション ・ マ ッ プ と な っ て いま すず 上 つの ファ イル に 対し で 32 バ イド を 必要 と ずる ディ ビク トド が ま 16 
セク タテ 16X128 バ イト =64X32 バ イト の エリ ア を 持っ て いる の で , 計 64 個 の ファ イル を 1 つの ディ ス 
ケッ ト に 収納 する こと が で きる わけ で す (8 イン チ ナ 標 準 ヂ ディ スケ ッ ト の 場合 ). 

ファ イル に “SYS” アトリ ビュ ー ト (System ア トリ ビュ ー ト ) が 付い て いる 場合 。 その ファ イル は , 
KR コマ ンド で は り ス ト ア ウト され ず , 「^ 存 研 ない" よみ な る れ ま す . 

ア 上 リゼ ュー ト に つい て は SLA] コマ ンド の 芝 で 詳し て 解説 し ます で が, ここ で 参考 まで に 方 SM. 
DDT, ED, LOAD の 4 つの 各 COM ファ イル に SYS? ア トリ ビュ ー ト が 付い て いる 場合 の 。STAT 
フアン ド に よる ファ イル 名 の り リストア デ テウ ト ょ と 。. 届 民 コマ ンド に よる り ス トチ ウト を 承 も ます 


5 凡 ] コマ ダシ ド に よる り リスト アウ ト 


AA>STAT *※。%/ 


ReCs Bytes Ext Acc 


6 人 に 1 1 R/M Aa (ASM。CODM) 
6 12 ト 1 ド R/M BIOUS。ASNM 
69 4 1 R/M agCBTIOUS。 ASN 
3 ウド 1 R/M gs (DDT。CO ロ NM) - 
O 10 ド 1 R/M agDEBLOCR 。 SN 
49 フ k 1 R/M ADISEDEF。LIB 
ささ ウト 1 R/M ai DUMP 。 SN 

4 1 ド 1 R/M az DUMF 。 CDN 
に アゲ 7 フ ド 1 R/\ 人 ag (ED.CON ) oo 
14 2 ド 1 ド R/M gs (LOAD.CON)  -- 
76 1Ok 1 R/M ag MOVCPN. CDM 
ら 日 日 k 1 R/ ゆ MM agPIFP.CUN 

ゲー- ど 4 に 12 2 R/ ゆ \ AgPTEIOS4 昌 . ASN 

2 っ 6 4 に 1 R/M\ AgPTBOOT4 昌 . ASMN 
6 9k 1 ド R/\ agPTCPM48. COH 
4 1 6k 1 R/M RgSTAT。.CON 

1O ンド 1 R/M agSUEMIT 。 CON 

に ) 1 ド 1 ド R/M ASYSGBEN. CUNM 

(に) 1k 1 R/ ゆ M ag XSUB。. CON 


Bytes Remainling ロ n gz 106k 


和合 > 


Figure-3.1.17 ( ) の 付い て いる ファ イル 名 に 注目 。 


この よう に や YS" アト リピ ビュ ー ト の 付い て いる ファ イル は ( ) で 表示 され ます . 


4 1 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 克 実 習 


DIR コマ ンド に よる リス ト ア ウト 


Figure-9.1.16 上 の STAT コマ ンド で ( ) の 付い て いた ファ イル が ,。 リス ト ア ウト され て いな いこ と 
に 注目 . 


ご の よう た ます ま PDIRK で は "SYS アデ アトリビュート の 付い だ た ファ イル は リサ リストア ウト きれ ませ ん : 


4 


半 療 に 


9 TYPE (ファ イル 内 容 タ イプ アウ ト ・ コ マン ド ) 


ーーTYPE out コマ ンド ーーー 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


TYPE ix : filename.ext 


ドラ イブ x : 上 の アス キー・ フ ァイル filename.ext” を タイ プア ウト する . 
注 ) x : は それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる , 


TYPE.__x:filename.ext 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : の 時 。 A : 上 の ファ イル , “DUMP . ASM” を タイ プア ウト する . 


レーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


(azTvg DUIF 。 SN 7 


| 
| 
| 
| 
| 


FILE DUMP PROGRAM。 READS AN INPUT FILE AND FRINTS IN HEX 


CFPYRIGHT (C) 1975。 179/6。 177/、 17/ 晶 
DIGITAL REBEARCH 

BOX 579。 FACTIFIC GROUVE 

CALIFURNIQA。 93950 


| QRG 1OOH 

| BDQB EDU ooo5H 』DOS ENTRY POINT 

| COhNS EQU 1 s READ CUNSDLE 

| TYPEF Eu っ s TYPE FUNCTI ロ N 

| PRINTF EQU 9 3 BUFFER PRINT ENTRY 
BRKF EQU 1 1 > EREAK EEY FUNCTIUN (TRUE IF CHAR READY) 
FENF ERU 15 saFILE OPEN 

| READF EQU 2 の s READ FUNCTION 

| 
5 FIXED MESSAGE AREA 

| BIBNQN: DE FITLE DUMF VERSIDN 1.4$ 
DPNMSG: DB CR。LF。" NOD INPUT FILE PRESENT UN DISE** 
1 VARIABLE AREA 
1BP : DS っ 3s INFUT BUFFER FUDINTER 


人 4 コ 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 往 底 実習 


ロ LDSP』 DS っ s ENTRY SF VALUE FRDM CCP 
1 』 
| STACK AREA 
DS 64 si RESERVE さ 2 LEVEL STACK 
STKTOP』 
| 』 
| END 
| Ay 


で 


Figure-3.2.1 DUMP プロ グラ ム の ソー ス ・ フ ァイル を タイ プア ウト する . 


イア ィ 4 沙 全 問 を タイ プア ウ ト し 和 る と 。 こ の よう に で て P ン M に も どり ます ダネ オプ アウ ト き れ で て い 
る 途中 で , Ctrl-S ら を キー イン する と , その 時 点 で タイ プア ウト 動作 は ポー ズ (フリ ー ズ ) 状態 に な り ま 
す . ポー ズ を 解除 し タイ プア ウト を 続行 する に は , 何ら か の キー イン を 行い ます . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : の 時 , B : 上 の ファ イル TESTPRO . BAS′ を タイ プア ウト する . 


QA>TYPE BiTESTPRO。 BAS リ 


| 
| 
| 1O ' = モニ ビニ デーmmranmeanmonmmm ニ ニニ ニニ デモ mmmmanammmmcnmnananannampnaoananooanananranamamiranansnr 

| go " 

| Oo IT1 CS UCS FOR MOUSE 

| 40 

| ら SO "= ニニ エニ デニ ニー エピ デー ニ コロ ニコニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー エニ ニュ ニコ ニニ ニニ ニニ エニ ェ エニ ニュ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ェ ニ ニニ ェ ニ ロ ョ 

| 0 り 

| 7O PRINT  " 生 計 = DISCRIMINATED AVDIDANCE-SQME PROUGRAM MITH 4 BDUXEG == ェ ニュ = 
| BO PRINT 


| 100 " ル ※※※ ポ ルキ INITIAL GET ポポ ま ポキ 
120 DEFINT A-Z "DEFAIN ALL VALIABLES TU INTEGER 
140 "DISK FILE NAME DEFINE 


150O_ INPUT "FILE NAME"3FILENAME IN も 
16O0_ INPUT "DATE"』DATE IN ま 


1HO "DISGK FILE OPEN 
19O UPEN "R" 。 社 1。FILENAME IN* 
4 


20O 
210 "ーーー DATA STDRE AREA DIM DEFINE ーーー 
22O0 "DATA BYTE BIT ASSIGBNMENT 
2 さく O "BIT フ 。BIT6 ---- O O = NO LEVER RESPONSE 
| 人 40 リ ーーーー O 〇 1 = RESPONSE AT CS 
| 250 * W ーーーー 1 〇 O = RESPOUNSE QAT UCS 
| 260 * BIT5。4。 さ 。2。 1 。O ーーーー LEVER RESPUNSE CDUNTER AT ITI 
に メア / 
28O DIM DATABDX (4。10O) * BDX1 一 BHX4 DATA BUFFER 


| 29O DIM DSKDATA$ も (4) 


すず 村 


Figure-3.2.2 ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ドラ イブ 上 の , BASIC 言語 の ソー ス ・ プ ログ ラム を タイ プア 
ウト する 。. 


この ファ イル は 最後 まで タイ プア ウト され て いま せん . タイ プア ウト の 途中 で CPZM に も どっ て 
いま す . この よう に タイ プア ウト の 途中 で ブレ ー ク を か け , TYPE コマ ンド を 打ち 切る に は , ポー ズ ・ 
コマ ンド で ある CtrL-S 以 外 の 何ら か の キー イン を 行え ば , その 時 点 で CPM に も どる こと が で きま 
ま 。 ( 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : 以外 の ケー ス も 同様 な の で 省略 . 


ファ イル 名 に ファ イル ・ マ ッ チ は 使え ませ ん . 


Figure-3.2.3 
だ オレ デップ 大林 うと この よ テテ に エチ テー 
と なり ます . 


解説 TYPE 


TYFE コマ ンド は , 任意 の ファ イル を 読み 出し , その 内 容 を その まま コン ソー ル に 送り ます . コン 
ソー ル は 送ら れ て きた デー タ を その まま 表示 し ます の で , 指定 する ファ イル は アス キー・ フ ァイル ( 文 
字 フ ァイル ) で な けれ ば , コン ソー ル は 表示 する こと が で きま せん . 諾 し に PHIP COM と か ,。 ED 
COM な どの マシ ン 語 ファ イル を タイ プア ウト し て みて 下さ い . メ チャ クチ ャ の 表示 に な っ た で し ょ う . 

まだ た , コン ソー ル へ の 表示 は , 8 文字 ご と の タプ 処理 が 行わ れ ま す の で , Figure-3.2.1 で は 。 ラベ 
ル , オペ ラン ド , コメ ント な どの 欄 の 頭 が 捕 っ て いま す . 

ここ で 参考 まで に Figure-3.2.1 で タイ プア ウト し た DUMP . ASM の ファ イル の デー タ を , 直接 16 
進 で 見 て み ま し ょ う . 16 進 表示 部 の 右側 は , その アス キー・ コ ー ド を 文字 に 変換 し た も の で す 。. TYPE 
コマ ンド で の 表示 と 比較 し て 下さ い . タブ は \09H/, 復帰 改行 は OUDH?. い 0AH? で ある こと が 分 り 


4 ら 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実 翌 


まま ね 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ツーーーーーーーーーーーー 


>Bs DUMHFHA_DUHNP . AGN リ 


mm FILE DUMP(HEX & ASCII) PROUGRAM  V1。.5 ら に に に に し 
CODyF1 ロ ht by  -SBYNCMARE LABBー 


4D 5o 20 5o 52 4F 47 』.FILE DUMP PRQG 
呈 S 20 41 4E 20 49 4E RAM。 READS N IN 
41 4E 44 20 5O 2 49 PUT FILE AND PRI 
5B QOD QA 3B QD Oa 3B NTB IN HEX。。』..』 
54 20 28 4 さ 29 20 る 1  .COPYRIGHT (C) 1 
2 20 さく | 37 の さ 7 7 2C 27289。 1776。 1977。 
44 49 47 49 4 41 4C 197 昌 .。』.DIBITAL 
OD On 3B O9 42 4F 5B RESEARCH. 。』.BDX 


49 46 479 43 20 47 5 コ 2 ら 79。 PACIFIC GR 
4C 49 46 4F 52 4E 49 OUVE.。』.CAL IFURNI 
OA 3B OD QA QO9 4F 52 ^A。 93950・. 。 』 . . . 0 ド 
44 4F 53 O9 45 51 55 日.100H。 。 BDO0S.EU 
4F 53 20 45 4E 54 5S2 OOQOSH。 DOS ENTR 
43 4F 4E 53 09 45 31 YFOINT。.CUNS . ED 
20 43 4F 4E 53 4F 4C 有 U.1.gREAD COUONSOUL 
4 らら) 55 09 う 32 0 ラ 7 3B 上 。 TYPFEF 上 E0U、。』 


NO リク 


Figure-3.2.4 DUMPHA プロ グラ ム は CP ン M に は 含ま れ て いま せん が DDT コマ ンド で も 同じ よ 
うに 見 る こと が で きま すず す . 
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REN 


負い REN (ファ イル 名 変更 コマ ンド ) 


ーーREName コマ ンド ーーー 
コマ ンド 形式 ・ 機 能 


REN、,x : 新 filename.ext 三 旧 filename.ext 
同一 ディ スク : 上 で , ~ 旧 filename.ext” を ~ 新 flename.ext" に , ファ イル 名 の 変更 を 行う . 
注 ) ミミ * は それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク グ の 場合 。 省 時 で きる . 


filename.ext 三 旧 filename.eXt 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 上 の ファ イル 名 を 変更 する . “ 
まず , REN コマ ンド 実行 前 の ログ イン ・ デ ィ ス ク 上 (現在 は A : ) の 全部 の ファ イル 名 を , DIR 
マン ド で リス ト ア ウト し て , Figure-3.3.1 に 示し て お きま す . 


Figure-3.3.1 実習 前 の ファ ル 名 の 確認 . 


この 中 の 右端 の 3 行 目 の ファ イル “BIOS . ASM? を “12345678 . YXZ” と いう ファ イル 名 に リネ 
ー ム し て み ま す . 


Figure-3.3.2 
REN コマ ンド の 実行. 


人 イノ 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


KEN コマ ンド が 実行 され まし た . 再び DIR で 全体 の ファ イル を 見 て み ま し ょ う . 


COM 』 PiP COM 』 SUBMIT COUNM 』 XSBUB COUN 
as ED CON 』 SM CONM 』 DDT CUM 』 LOAD COUN 
As STAT CON 』 SYSGEN CONM 』 DUMP CUM 』 1234567 日 XYZ -- 注目 
as CBIOS ASM 』 DEBLUDCK ABSM 』 DISKDEF  LIB 』 FTBIOS48 ASN 
PTBUOT4B ASM 』 PTCPM4B COUM 』 DUMP SHM 


Figure-3.3.3 結果 の 確認 . 


たま 26828 。 導 に だ リネーム され ぞい ゆい ます 、 
を ほこ の ファ イル (内 容 は BIOS. ASM7) を TYPE コマ ンド で , 参考 まで に リス ト ア ウト し て 
み ま す . 


人 n>TYPE 1234567 日 。 XYZ / 


MDS-BOO 1/ ロ Drivers for CF/NM 2。2 
(Our driv 551n ロ 1 den51ty マソ ら 上 51 On ) 


Version 2.2 February。 198O 


3 

明 

$ 

8 

5 

V 包 GU 22 8 ソ ら 5S1On 2。2 

5 

5 CoODyF1 ロ ht (Cc) 198O 

H Di ロ ita]1 RS ほら arcCh 

5 Box 579。 PacCi 和 iC ロ FOv@ 

5 じ a1 1 ヒロ ni a 。 ワウ さ 95O 〇 

5 

5 

tru@ 朋 0f† 和 キイ 和 † 和 fh valu@ Of "tru@" 

†a1 5 己 い n 〇 ロ 上 と ぃ 5 "fa1se" 
呈 い †a1 らら @ 5 上 Fu 1 和 † 上 己 5S 寺 上 D}1OS5 


Figure-3.3.4 中 身 は BIOS . ASM で す . 


この よう 伝導 験 です が . 中 輩 は BMMUG、 ASM7 で す 、 


4 コロ 


REN 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ドラ イブ 上 の ファ イル 名 を 変更 する . 

ドラ イブ プ B : 上 の ファ イル MM80 COM (マイクロソフト 社 の マク ロ ・ ア セン プラ ) を MMIAGRO- 
80 . COM” と , ファ イル 名 を 変更 し まし ょ う . ログ イン ・ デ ィ ス ク は A : の まま で 行っ て み ま す . 

その 前 に ドラ イブ B : 上 の 全部 の ファ イル 名 を ,DIR コマ ンド で タイ プア ウト し て 示し て お きま す . 


>DIR Bg / 
Hi BaSLIB REL 』 BASCDNM COM 』 NMBO COM 』 LBO 


Bs TESTPROU BAS 』 FORLIB REL gs MBAS1IC CUN 
> 


Figure-3.3.5 実行 前 の ファ イル 名 の 確認 


で は . REN コマ ンド を 実行 上 ます . 


A>REN BNMACROU-BO。 CDM=MBO 。 CDNM / 
A> 0 


Figure-3.3.6 
REN コマ ンド の 実行 . 


この 確認 は 後に し て , ドラ イブ B : 上 の も う 1 つの ファ イル \L80 . COM” (マイ クロ ソフ ト 社 の り 
ンカ ー) を “LINK-80 、 COM” と ファ イル 名 を 変更 し て み ま す . 今回 は ログ イン : デ ィ ス ネス ク を B。: に 
チェ ンジ し て か ら REN コマ ンド を 実行 し ます . 


仙 >Bs 】 

B>REN LINK- ヨ O. CHM=LBO 。 COUN / 

B> Figure-3.3.7 

ログ イン ・ デ ィ ス ク の チェ ンジ 後 。 REN コマ ン 


ド を 実行. 


REN コマ ンド が 実行 され まし た . REN に 続く コマ ンド ・ ラ イン に Figure-3.3.6 に あろ る. \B: 々 が 
な いこ と に 注目 し て 下さ きい. 

さて , これ で ドラ イブ B : 上 の 2 つの ファ イル 名 が 変更 きれ まし た . DIR コマ ンド で 全体 の ファ イ 
ル を 見 て 確認 し て み ま し ょ 2 う . 


と 1 こ 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


Figure-3.3.8 結果 の 確認 . 


同じ ディ スク 上 に , すでに 存在 する ファ イル 名 に は リネ ー ム で きま せん . 
ド ダ イプ 4 1 上 に は すず すでに. ファ イル BEEBLOCK ASM と か あり ます . この ディ スク 上 の ラフ テイ 
ル “DUMP . ASM′ を 。 “DEBLOCK . ASM” に リネ ー ム を 試み ます . 


Figure-3.3.9 
すでに 存在 する ファ イル 名 へ の リネ ー ム は で き 
な い . 


この よう に 「 フ ァイル すでに 在り 」 の メッ セー ジ が 出力 され て , リネ ー ム は 不可 能 で す . 


新旧 2 つの ファ イル が , 異な っ た ディ スク 上 に 在 る 場合 の リネ ー ム は で きま せん . 


Figure-3.3.10 


同一 ディ スク 上 に な い フ ァイル 名 の リネ ー ム は 
で き な い . 


この よう な 2 つの ディ スク に また が る REN コマ ンド は 受け 付け られ ませ ん . 


ファ イル ・ マ ッ チ は 新 ・ 旧 どちら の ファ イル 名 に も 使え ませ ん . 


Figure-3.3.11 
ファ イル ・ マ ッ チ は 使え な い . 
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REN 


すべ て の COM エク ステ ンション の ファ イル を 。 OBJ エク ステ ンション に リネ ー ム し よう と 試み ま 
す が 。 この よう に 在 本 能 です 。 


解説 HEN 


REN コマ ンド は , 変更 し よう と する 上 ファ イル 名 を , 該当 ディ スク の ディ レク トリ りか ら 捜 し 出し , 
も し その ファ イル 名 が 存在 し て いれ ば , ディ レク トリ の その ファ イル 名 の 部 分 の み , 新 フ ァイル 名 に 
書き 堆 え ます . あと は 変化 する 部 分 は 全く あり ませ ん . 

Figure-3.3.2 の REN コマ ンド に より , ディ レク トリ が 書き 夫 え られ る 様子 も, コマ ンド の 実行 前 

と 実行 後 の 該当 ディ レク トリ を 対比 し て 示し ます . 


DIGK に = TRACK=O2 SECTUR=1 さ 

AsOO QO 5S さ 5S4 41 54 20 20 20 20 4 さ 4F 4D OO QO QQ 29  . ら STAaT CUM。。 。 ) | 
仙 410 ZD 2E 2F 3③0 31 32 00 00 00 00 00 0O0 00 0O0 00 QO -、/012。。。 。。 。 。 。 。 。 | 
RiZO 0QO 53 59 5 さく 47 45 4E 20 20 4 ミ 4F 4D OO OO OO OB  .SYSGEN COM。 。 。 。 | 
内 4 つの 0 うう OO 00 0O 00 OO 00 OO 00 OO 60 00 OO OO 00 OO 3、。。。。。。。。。。。 。 。 。 | 
人 Qs40. OO 44 ー Me 2 ンー re の ーー 4F 2 OO_ OO _ QO 04  。DUMF ・ DNM。 。 。 < 
asSO 34 2 OO Q0O0 0OO OOQO_ OO ーー ーー ーー 。 


Ai6O OO 49 BS 2 は 1 35 20- を 1 お 4D 4F 5 20 20 20 42 49 4F 5S 20 20 20 20 41 5S-4D 41 53 OO OO 0O 60  。 上 BIOS _ ASM.。. = 注目 


as7O 3③5 37 3 日 39 3A 3B 3C さ D SE SF ー QO_ OO 0QO OO 567B91 1 くら >79。 。 。 
D) i sp1 ay。 N) @x 寺 上 5@ ヒ 上 Or di15D。。 人 Q)u 上 O ne@xt。 X ) any 所 与 に 上 〇 ロレ R) eboot CP/M 


| 
<REN コマ ンド 実行 〉 | 
1 

DISK=Q TRACK=O2 BECTDR=1 さ 
AOO OO 5 さ 54 41 54 2 20 20 2 4 さ 4F 4D OO QO oo 29  。 ら TaT COM. .  ) 
A010 2D 2E 2F 3O さ 1 32 00 OO0 00 00 00 00 OO 00 OO 00 =.。/012。。。。。。。。 。。 
As2O OO 5 さ 3 59 5 47 45 4E 20 20 4 さ ミ 4F 4D OO QO QO OB  .SYSBEN COM。。。。 
A430 3 ささ 00 00 OO OO QO 00 00 DO GO 00 0Q 00 CO 0D GO 3、。、.。。。。。。。。。。。 | 
Ai4O OO 44 55 4D 5O 2O 20Q 2o 2O CS 4F 4D QQ QQ OO O4  .DUMP 0M。 。。、 
ASO 34 .O0 OO QO OO 0QO 0O OO O0 0O 0O 00 DO 00 00 0O 4.、。、、。、、。。。。、。。。 


人 As6O OO 1 3 さ 2 さく 3 さ 4 35 36 さ 3Z さ 8 SB S9 SAl OO OO QOQO 60  :12345678BXYZ に 。 注目 
As70 35 36 37 3 39 3 3B 3C さ D さ E 3 さ F 40 OO OO OO OO 567B9』 』 く = テッ >?⑳。 。 。 < 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


いし Pu の N ) @X 上 geGC キ Or dis5D。。 人 Q) ut 上 O next。 X ) any 呈 己 に も 〇 ロレ KR) eboot CP/M 


デジ 


Figure-9.93.12 REN コマ ンド 実行 前 ・ 実 行 後 の グ ディレク トリ の 変化 . 


0 
が , 書き 替え られ て いる こと が 分 か り ま す . これ が すなわち , リネ ー ム され た と こと た か の 人 き 、 


要 
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9.4 ERA (ファ イル 削除 コマ ンド ) 


meE 灯 96 計 ぎ ー ド ーー 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


1 ERA. ix : filename.ext 
ドラ イブ x : 上 の ファ イル `filename.ext” を 削除 する . 
2 ERA. x: filematch 


ドラ イブ x : 上 の ファ イル ・ マ ッ チ する ファ イル を すべて 削除 する . 
注 |) “R プ 0” アト リ ビ ュ ー ト の 付い て いる ファ イル は , いずれ の 場合 も 削除 で き な い . 
津 2). を は を れれ が ログ イン ・ デ ディスク の 場合 。。 着 中 でき る. 


ーX:fllename.ext 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 上 の ファ イル filename . ext” を 削除 する . 
まず , ERA コマ ンド 実行 前 の 現在 の ログ イン ・ デ ィ ス ク A : 上 の ファ イル を DIR コマ ンド で 示し 
ます 、 


Figure-3.4.1 実行 前 の ファ イル の 確認 . 


この 中 の 最初 の ファ イル “MOVCPM . COM^ を 削除 し て み ま す . 


ら つ 


ビ ド A 


全 >ERA_MUVCPN。 CON / 
仙 > 


Figure-3.4.2 
1 つの ファ イル を 削除 . 


コマ ンド が 実行 され まし た . DIR で 確認 し て み ま し ょ 2 う . 


>DIR リ / 


Rs PFPIP COM 』 SUBMIT COUNM 』 XSUB CON 』 ED COH 

ns SN COM 』 DDT COM 』 LOUAD COUM : STAT COUN 

s SYSGEN COM 』 DUMP COM s BiOS QASM g』 CEBIOS 4 に 】w 

ag DEBLUCK 。 ASBM 』 DISEDEF  LIB gz PTBIOS4B ABSM 』 PTEOOT48 ASNM 
日 


PTCPNM4 昌 DUNMP 


Figure-3.4.3 結果 の 確認 . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ドラ イブ 上 の ファ イル を 削除 する . 
まず , ERA コマ ンド 実行 前 の ドラ イブ B : 上 の ファ イル を ,。 DIR コマ ンド で 示し ます . 


>DIR Bs リ / 
Bs BASLIB REL gi BASCONM じ COM 』 MBO COUM 』 LBO CDUH 
Bi TESTPRO BaAS 』 FORLIB REL g MBASIC | 

、 


合 > 


て 注目 


Figure-3.4.4 実行 前 の ドラ イブ B : 上 の ファ イル の 確認 . 


の ドラ ティ オン . の ファ イル FORIIB、 RELI" を ログ イン < スィ スク は し: の 秋本 で 間際 し 
(プン を 束 


QA>ERA BsFURLTIB。REL 7 
人 向 > 


Figure-3.4.5 
ログ イシ ・ デ ォ ズ スク 以外 の ギラ イプ 土 の フ ラフ ァ イ 
ル の 削除 . 


つづ 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


コマ ンド が 実行 され まし た . DIR で 確認 し て み ま し ょ 2 う . 


Figure-3.4.6 結果 の 確認 . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 上 の すべ て の COM エク ステ ンション を 持つ ファ イル を 削除 する . 


Figure-3.4.7 
ファ イル ・ マ ッ チ を 使っ た 実行 例 . 


コマ ンド が 実行 され まし た . DIR で 確認 し て み ま し ょ う . Figure-3.4.3 と 比較 し て 下さ い . 


Figure-3.4.8 結果 の 確認 . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ディ スク 上 の すべ て の ファ イル を 削除 する . 
ファ イル ・ マ ッ チ 記号 『* . *※? で ,。 すべ て の ファ イル の 削除 が で きま す . 但し 事 が 重大 な の で , 
CPM は コマ ンド の 再 確認 を 求め る メッ セー ジ を 出力 し ます . 


ら 4 


ERA 


Figure-3.4.9 
ドラ イブ B : 上 の ファ イル の オー ル 削 除 . 


CPM の 問い に , “Y” と 答え て リタ ー ン すれ ば 実行 され , “Y? 以外 の 文字 また は 何 も 入 力 せ ずり リ 
すべ て の ファ イル を 削除 きれ た ディ スク B : を DIR で 確認 し て み ま し ょ う . 


Figure-3.4.10 
結果 の 確認 . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク を 目的 の ファ イル が 存在 する ディ スク に チェ ンジ し て か ら ERA コマ ンド を 実 
行 す る 方 が 。 "うっ か り ミ ス "” の 防止 上 突 全 で す 。、 

例え ば , Figure-3.4.5 の 場合 な ど は , 次 の よう に 行う 方 が 安全 で す . ディ スク ・ チ ェ ン ジ し て か ら 
DIR で 確認 し て いる 点 に 注目 . 


Figure-3.4.11 ERA コマ ンド を 安全 確実 に 実行 する . 
^R グ 0” (リー ド ・ オ ン リ ー) アト リ ビ ュ ー ト の 付い て いる ファ イル は 削除 で きま せん . 


現在 , ドラ イブ A : に 挿入 きれ て いる ディ スケ ッ ト 上 の ファ イル の 状態 を , STAT コマ ンド で 調べ 
ああ ます 。 


らら 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 克 実 習 


ーーーーーーーーーー ーー ューーーーーーー 一 ーーーーーーー 
ププ 


人 An>BISGTAT ま 。※ リ 


RecCs Bytes Ext Cc 


96 12k 1 R/M ABIOB.QBN 
69 9k 1 R/M ACBIOB。 ASNM 
BO 10k 1 R/M AsDEBLOCK . BN 
49 7k 1 R/M AsDISEDEF .LIB 
ささ 5k 1 ADUMP。ASM ーーー 注目 
222 2 日 k 2 R/M AsPTBIOS4 昌 . ABNM 
26 4k 1 R/M AiPTBOOT4B。 ASN 
Bytes Remaininq ロロ n gs 166k 
A> 
SS 00000530NE28XSSRSRR NSRRSDANN 


Figure-3.4.12 STAT コマ ンド に よる ファ イル の 確認 . 


この まっ う に. ] 春 在 し て いる ファ イル の 夫 肖 がり メト デ 用 トト きま 札 ま も た な た: こと や ナァ オル BMM6GE . 
ASIM” の み “R プ O“ と 表示 され て いる こと に 注目 下さ きい, 
この “~R プ O0” すなわち “書き 込み ・ 消 去 禁 止 ′ の ファ イル に RA コマ ンド を 実行 し て み ま し ょ 


き 


ブフ 。 


ーーーーーーーー ア ーーー プ ーー て ーー ーー ーー て ーーーーーーーーーーーー へ 


QA>ERA _ DUMP 。 ASM リ 
Bdosg Err ロ n as Filie R/0 


人 > 


Figure-3.4.13 
R〆O ファ イル に 対し て , ERA コマ ンド を 実行 . 


この よう に “ファ イル は R プ 0 で ある ” 旨 の メッ セー ジ が 出力 され 削除 で きま せん . この 状態 で は 
に ビン MM に も どっ て いま せん の で , CtrL じ を キー イン も し て CPM に お どじ ます 

オデ 人 MP 人 机 生 まる は は 、 長 / り 。 デ ト サ サビ ュー ト を 、 あ / WS (リア ドッ ラテ ライト) アト 
け ビ ュー キキ に 論 更 し て か ら EKRA コマ ンド を 実行 し ます , 


ーーーーーーーーーーーーーーーー プ ーー ブー プー プー プーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー へ へ 


>Bs STAT DUNMP 。 AGM ま R/MJ / へ 


DUMP 。 AGM set to R/ 
< ァ 
Figure-3.4.14 


R プ DO フ ァイル を RW ファ イル に 変更 . 


ら 6 


ヒビ RA 


詳し く は 第 4 事 「STAT コ マン ド 」 で 解説 し ます が , この よう に SE を 』 コマ ンド で チキ 上 リピ ビュー 
ト を 変更 し ます . これ で `R プ W′ すなわち “書き 込み ・ 消 法 可能 ′ ファ イル に 変更 きれ た の で , 再 
度 ERA コマ ンド を 実行 し て み ま す . 


Figure-3.4.15 
| RW ファ イル に 変更 後 の ERA コマ ンド の 実 
行 . 


今度 は 実行 され まし た . DIR で 確認 し て み ま し ょ う . 


Figure-3.4.16 結果 の 確認 . 


解説 ERHA 


ERA コマ ンド も , カレ ント ・ ユ ー ザ ー・ エ リア (現在 の ユー ザー・ エ リア , 第 3 章 「USER コマ 
ンド 」 の 項 参照 ) 内 の ファ イル に 対し て の み 有 効 で す . 他 の ユー ザー・ エ リア の ファ イル に 対し て は 

*※*. *※/ を 使っ た ALL ERASE コマ ンド を 実行 し て も 影響 を 与え を ませ ん . 

ERA コマ ンド を 我々 は 普通 , 「 フ ァイル を 削除 する 」 と 言っ て いま す が , 物理 的 に は ディ スケ ッ ト 
上 か ら デ ー タ を “消去 * する の で は な く , 該当 ファ イル の ディ レク トリ の 最初 の 1 バイ ト を , “E5" 
(HEX) に 書き 替え る だ け な の で す . つま り , 今 ま で “有効 "で あっ た ファ イル に , 無効 "の 印 (ES5H) 
を 付け る の が ERA コマ ンド で ある と 言え ます . 

その 様子 を A :, B:, 2 つの ディ スケ ッ ト の デー タ を 比較 ・ ダ ンプ する ユー ティ リティ ー・ プ ロ 
グラ ム で ある (シン クウ ェ ア ・ ラ ブ ズ 社 ) “CMPDISK” で 見 て み ま し ょ う . 最初 は 全く 同じ 2 枚 の デ 
ィ ス ケッ ト で , A : が THigure-3.4.1 で 示さ れる 内 容 の , 元 の ディ スケ ッ ト で あり , B : は Figure-3. 
4.2 の ERA コマ ンド を 実行 し て 。 フ ァイル “MOVCPM . COM? を 削除 し た ディ スケ ッ ト で す . 


ら ノ 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 区 実 習 


全 >CMPDTISK / 


に DISK COMPARE PRDGBRQAM  V り 1.。5 に に に に だ コ | 
。 Copyright by  -BYNCMARE LABBー- | 
Th1 包 DrOqFAm COmDAFG dis5kQAg with digkBi py 上 LaCk 5 選 ヒ 上 Or 上 tacCk gegctor 。 | 


INSERT SUURCE DISKET ODN DRIVE as | 
OBJECT DISKET ODN DRIVE Bs | 


1n ロ Put 名 上 a レ 上 キビ ak 本 OO-76 >00 

1 nDut 上 a レ 人 ト COr 梓 O1 一 26 >01 
D)ump 1 sector。 じ )heCKk COmD 。@ レ Or 。 谷 ) ut 上 O dumD & Comp。@FrOr check。 
N) ex 上 dumDp。 X) any dump。 R) eboot CP/M。 

AOPU も を DD。 じ 。 A。 M。 X。 R。 > じ 


CUMPARE ERRUR UN TRACK= O2 BECTOR= O1 


+++++ END OF LAST TRACK +++ ャ ++ 
11111 COMPARE ERROR EXIST !!!!! 


COMPARE ERRDR ON TRACK= 02 SECTDR= O1 --ーーーー 肛 当 ピ フジ を 正 時 9 


As OO 2 4D 4F S6 43 5O 4D 2O 2O 4 さ 4F 4D OO OO OO 4C  .MOVCPM CON。 。 。 し | 
Bs QO ーー クア クー ジジ ジー ニー ご ここ ジ や ジジ と や モ や ーー ・MOVCFIM CON。 。 し 


仙 g 10 り 2 09 904 05 906 97 08 909 0OA QB CO OO OO QO_ 00 OO  。、。。。。。。。。。。。。 、。 


Bi 1O に 5 1 5 レコ に ヒコ に コ し に ココ 5 に コ に に 9 LLS EE LIL RI JR MR RE RI HE 】 | 
Qi 20 OO0 SO0_ 49 5BO 20 20 20 20 20 43 4F 4D OO OO QQO 3 。PIP CON 。 。 。 』 
Bs 20 0 am am sm cn ーー -- 提 -] 上 - 間 半 ] 08 am Fー ゴ 35 ー 放 。 じ エピ CONM 。。。s 


仙 ョ さ O り じ し MD OE OF 19 3】 12 】3 00 OO 00 00 OO O0D 0O OO  。。。。。。。。。 。 。 。 。 。 。 。 


Bs さく O に に コ に ヒコ に ゴ ヒコ ゴ し コ に コ に ゴ に に に 5 に LE MELMR MR SR LR EE MR RE 0 】 


Qi40 OO 53 55 42 4D 49 54 2O 2 の 43 4F 4D oO oO OO Oo 。BUBMIT COM.。。。。 | 
Ba4O0 テテ テモ セテ = = mm = = = = = = =  。SGUBMIT COM。。。。 | 


Rs5O 19 1 00 GO 00 90 00 00 00 00 00 0O0 00 0O0 00 OQ  。。。。。。。。。。。 、。 。 。 。 


B』 SQ 志 に ヒー に コ に に コ に に 8 宅 ヒコ 空 に コ 三 三 RE JE ER MR IRM ER NR RE 0R RE 


人 6O OO _ 58 53 55 42 2O 20 20 2 の 4 4F 4D OO OO QQ Oo6  。XGUB に 入 料 。。、。。 
Bs 6O チー】 Fー1 ココ 1 に コ トー 1 に トコ Fー am FE- コ トー トー ーー 上 1 トー 。 X ら GUB 0 | 


仙 s 7O 46 00 O0 00 00 900 00 OO0 OO 00O OO OO 9O0 00 00 00  。、。。、。。。。。。。。。。。。 | 


Bs 7O ar = 上 ココ 1 トー トー-] に 三 上 -] コ Fー ーー ーー トー トー 


* inDut any key > 


Figure-3.4.17 ERA コマ ンド 実行 前 の も の と , 実行 後 の 2 枚 の ディ スケ ッ ト を 比較 する . 


この A :, B:, 2 枚 の ディ スケ ッ ト を 比較 し ます . まず ^CMPDISK” を 起動 し て , ディ スク の 最 
初 の トラ ッ ク , セク タ か ら 最 終 ま で , ディ スケ ッ ト 全 面 の 比較 チェ ッ ク を 行い まし た . 結果 は Figure 
-3.4.17 に 示さ れ て いる よう に , トラ ッ ク 02 の セク タ 01 に の み , 比較 エラ ー が 見 つか り ま し た . ここ が 
ディ レク トリ 部 で ある こと は , 「DIR コマ ンド 」 の 項 で 解説 し て いま す . Figure-3.4.2 の ERA コマ 
ンド を 実行 し た こと に よる ディ スケ ッ ト 上 の デー タ の 変化 は 。 トラ ッ ク 02 の セク タ 01 の み で ある こと 
が 分 か り ま す . 


ら 


ERA 


炎 に この セク タ を , A :, B : 同時 に ダン プ し た も の が Figure-3.4.17 の 続き に 示さ れ て いま す . 
16 進 ダン プ 部 の B : 側 の “=” は , A : と 等 し い バ イト を 表し ます . どこ の バイ ト が A : , B : 異な 
っ て いる の で し ょ う . そう , “MOVCPM . COM? の 32 バ イト の ディ レク トリ の 最初 の バイ ト が 00 一 E 
5 に 変っ て いま すね . この よう に , ERA コマ ンド は ファ イル の 実際 の 内 容 を 消去 する の で は な く 〈 く , デ 
ィ レ クト リ の 最初 の 1 バイ ト を “ES5H” に 書き 堆 え る だ け で ある こと が 理解 され た と 思い ます . よっ 
て 一 旦 削除 され た ファ イル で も , その 後に 書き 込み な ど が 行わ れ て いな けれ ば , ディ スク 上 の この 部 
分 を 書き 替え る こと に より “生き 返ら せる ” こと も 不可 能 で は な いわ け で す . 

し か し これ ら の 物理 的 な こと を , 我々 ユーザ ー が 気 に す る 必要 は あり ませ ん . ERA コマ ンド は , あ 
くま で も ファ イル の 削除 "で あり , ERA コマ ンド を 実行 する と , その ファ イル は “消え て な く なる? 
と 思っ て 運用 すれ ば よい の で す . 


ら 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 克 実 習 


3.5 SAVE 。 (メモ リ 内 容 デ ィ ス ク ・ セ ー ブ ・ コ マン ド ) 
ーーSAVE コマ ンド ーーー 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


SAVE、 mx : filename.ext 
ドラ イブ x : 上 に , TPA の 始ま りか ら n ペー ジ 分 の メモ リ ・ イ メー ジ を , ファ イル 名 
^fillename.ext" と し て セー ブ す る . 
注 |) TPA の 始ま り は アド レス 100H か ら . 1 ペー ジ は 256 バ イト (nm は 10 進 数 ). 
注 2) x: は それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる . 


SAVE コマ ンド 


HH- 一 - *SAVE n x : ABCD.XYZ” を 実行 「 
100H --- 
256 Xn バイ ト 
ドラ イブ x : 上 の ディ スク に , アド レス I00H か ら 
(256Xn) バ イト 分 の デー タ を , ファ イル 名 
*ABCD. XYZ′ と し て セー ブ す る . 
FFFFH - --- 


Figure-3.5.0 SAVE コ マン ド の 機能 


E_n__X:fileBnhame.eXt 


ロゲイン シッ ヂ ギィ スク 上 に TFPFA の メモ リー・ イ メー ジ を せ ペ ー ジ 分 プ ァ イル する 。 
現在 の TPA の メモ リ 内 容 は , 何 が 残っ て いる の か 不明 な の で , ます 実行 可能 な 簡単 な プロ グラ フラ ム 
を アド レス 100H か ら 書 き 込 み 。 それ を ディ スク に セー プ ブ し て み ま し ょ う . 書き 込む せ ゲ ログ ラム は 「 ア 


こ 1@ 


ドレ ス 4000H か ら 4FFFH まで の 4 K バ イト に , 00 か ら 始 まり ,。 1 バイ ト ご と に 01, 02,。 03…… と イ 
ンク リ メ ン ト さ れる デー タ を 書き 込ん で 行く 」 と いう 働き を し ます ,. この プロ グラ ム は 僅か 17 バ イト 
で す が , SAVE する 時 は 実習 の 意味 で 2 ペー ジ 分 ファ イル し て み ま す . あと で 確認 し や すい よう , プ 
ログ ラム を 書き 込む 前 に アド レス 100Hー4FFH に 55H? (ASCII コー ド の U) を フィ ル ( 満 す ) 
て お きま す . これ ら の 作業 は の ちほ ど 解 説 す る DDT を 使っ て 行い ます . 

その 様子 を 示し ます . 


DDT VERS 2。.2 

ーF 100,4FF 。5 き ーーーー ン | 
ー 人 100) ーー ワ ト 
O1OO _ LXI H。40007 
O1O3 MVI B。O/ | 


O105 MOV M 
O106 INX H 
O1O7 INR B 

人 


ペー 
ト 
プ ト 


| 

1 

O1O08  MUV 

010 ゲ 9 し に P}) うら O 
O1OB  JNZ 105 7 

| 010E JPMF 60】 

の 1 1 1 ナーーーーーー- 最後 は 7 の み で , ライ ン ・ ラン プル を 終る 


2 がく テ 
プ 


D100。51F7 リ ー 


O1OO 21 OO 40 0O6 OO 70 23 04 7C FE SOC2 So1 CS QQ 9 4o_0 9 70 23 9 7F-FE_o-2-og oi-C-ool ・9・・P 循 。 1 。P。。。・・ 
O11O 55 55 らら らら ーー) 55 ・UUUUUUUUUUUUUUU 
oO12O 55 中 55 55 55 5 SH 56 55 に ーー らら 55 55 ーー 5s UUUUUUUUUUUUUUUU 
013O 55 55 85 55 55 55 55 55 55 55 585 55 55 55 55 SS UUUUUUUUUUUUUUUU 
0140 BS 58 55 55 55 ココ 55 55 55 5S 55 SH 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUUU 
O1BO 5 BS SR 35 55 55 35 55 58 BS 55 55 55 55 GS 53 UUUUUUUUUUUUUUUU 
O160 55 5 B5 55 55 SB 55 55 55 55 SS 55 55 BS 59 5 _UUHUUUUUUUUUUUUU 
0170 5 58 5 85 55 35 55 55 55 55 55 58 55 55 55 58B UUUUUUUUUUUUUUUU 
O1BO 55 55 SS 95 85 55 55 55 85 SS BS SB BB 55 55 SS _UUUUUUUUUUUUULUU 


O4BO SS SS 55 SSSSSSS55S5555S5S555S555S 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUUU 

O04CO SS SS 55 SS SS 55 SS5555555 55S 55 55 55 55 55 UUUUUUUUUUUUUUUU 

04D0 SS OS 55 55 55 55 55 55 ら 55 SS 55 553 55 SS SS 5855 UMUUUUUUUUUUUUUULUU 

O4EO SS 55 55 55 55 55 SS5 SS 55 55 585 55 55 55 55 85 ULUUUUUUUUULULUUUUU 

04FO OS GS 55 55 55 55 SS ら 55 5 85 55 55 855 58 55 58 UUUUUUHUUUUUUUULUU 

0 の 00 じ う つう 19 00 /A Ea 9 OF OF OF FC9 CD 03 う 03 7 4F 21 。。。 ぇ >。 日 。 。 。 、。 。 、。 届 ! 
15 


OS51O0 42 06 09 4E CD りり 2 う 4E し D 15 00 OE 220 CD 13 8B、、M、。、W0M、。、。、。 。 、 


ee か で 07 RS Scoos c2250068 NEO)/RK メ we テー 
ニー へ 選 ーー ニーーーーCtrLC で リプ ー ト し て CP/M に 戻る . 
4 2 


Figure-9.5.1 ディ スク 上 に セー ブ す る デー タ を 作成. 
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ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実 泊 


この よう に 目的 の プロ グラ ム を , アド レス 100H か ら , DDT の “A” コマ ンド (ライ ン ・ ア セン プ 
ラ ) で 直接 書き 込み ます . 

デー タ が 有 出 只 た ら 。 TTA の 2 ペー ジ 分 (100H 一 2FF 甘 ) を セー プ し まず > この ファ イル に は 
"TESTSAVE . COM” と いう 名 を 付け まし た . 即 実 行 可能 な マシ ン 語 ファ イル な の で , ファ イル 名 
め の エ クス テン レ ョ ン は も OM よし に ます 、 


Figure-3.5.2 
SAVE コマ ンド の 実行 . 
256X 2 バイ ト 分 を セー ブ す る . 


SAVE コマ ンド の 実行 が 終り まし た . コマ ンド ・ ラ イン の 2? は 2 ペー ジ 分 を 指定 する 数 字 で す . 
で は , セー プ さ れ た TESTSAVE . COM′ を DIR で 確認 し て み ま し ょ う . 


Figure-3.5.3 
結果 の 確認 . 


確か に ファ イル が 生成 され て いま す . どの よう な ファ イル な の か , この ファ イル の 状態 を STAT で 
調べ て み ま す . (STAT コマ ンド に つい て は 第 4 章 「STAT コマ ンド 」 の 項 を 参照 . ) 


Figure-3.5.4 
セー ブ さ れ た ファ イル の 状態 を 確認 . 


この よう に TESTSAVE . COM” は ,。 ファ イル 長 が 1 KK バイ ト で ある こと が 分 か り ま す . 2 ペー 
ジ 分 , 256X 2 バイ ト し か セー ブ し て いな い の に , 1 KK バイ ト の ファ イル が 出来 て いる 理由 は , 8 イン 
チ の 標準 ディ スク で は , CPM の ファ イル 管理 が 最小 で も 1 K バ イト 単位 で 行わ れ て いる か ら で す . 
生成 され た ファ イル の 内 容 は , DUMP コマ ンド で も 見 る こと が で きま す . その サン プル ラン を 次 に 


っ アス 


ら SAVE 


示し ます (DUMP に つい ぃ て は , 第 4 章 「DUMP コマ ンド 」 の 項 を 参照 ). 


nA>DUHP TESTSAVE,CON / 


QOQOOO 
O01O 
OO20 
OO さい 
OO4O 
OO5O 
OO060 
O07O 
OOBO 
OQ09O 


Figure-3.5.5 DUMP コマ ンド に よる ファ イル の 内 容 の 確認 . 


この よう に マシ ン 語 の プロ グラ ム と , “55H? の コー ド が 2 ペー ジ 分 ファ イル され て いる こと が 確認 
の 導入 た だ 


SAVE コマ ンド と は 直接 関係 あり ませ ん が , COM ファ イル と し て セー ブ さ れ た , この 短い プロ ン 
フ ム を 実行 し て み ま し ょ う 、 ア ドレス 100 古 スタ ー よ の ブロ グ ム な の で この ジロ ググ スム 名 の メデ タラ ィ イ 
マリ ・ ネ ー ム を キー イン し ,。 リターン する こと に より 依 動 的 に 実行 きれ ます . 


>TESTSAVE / 
人 > 


Figure-3.5.6 
セー ブ さ れ た プロ グラ ム の 実行 . 
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ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


この プロ グラ ム の 最後 は “JMP 0′ の リブ プ ブート (ウォ ー ム ・ ブ ー ト ) に な っ て いま す の で , 実行 が 
る と この より に リサ プー トド し て て (て F/ ノ MM に も どり ます . 
一 応 , 実行 結果 を DDT の ダン プ ・ コ マン ド で , 4000H-4FFFH が どう な っ て いる か 見 て み ま し ょ 


ADDT リーーーーDDT を 起動 . 


DDT VERS 2。2 
ーD さ FEO。 5O1F 7 - - - - 実行 結果 を ダン プレ し て 仙 認 


1 り 電 争 ん 287 () ます 。ー。/ 

O12 う 4567 日 9 5 く ラ ウ 

の BCDEFGBHIJKLMNO 

PQRSTUVMXYZE 間 1 

*abCdeGf ロ hi j に 1mnO 

Pr5StuVwWk yz て 1 は て 。 

1F | ER NR NR NR RIR RE RE ER RE RE EE 」 

ここ のみ の プー ツン は 

アス キー・ コ ー ド に 当 つ て いる . 


Figure-3.5.7 DDT に よる 実行 結果 の 確認 . 


この よう に 目的 通り , 4000H か ら 00, 01, 02…… と 書き 込ま れ て いる こと が 確認 され ます . 


4 


ご AV ヒ 


DDT と 併用 し , 既存 ファ イル を ドラ イブ x : 上 に コピ ー す る . ディ スク ・ ド ライ ブ が 1 台 で も , フ 
ァイル の コピ ー が 可能 

DDT と SAVE コマ ンド を 使っ て , PIP コマ ンド を 用 いな いで , 既存 ファ イル の コピ ー が で きま 
す 、 人 し 。 テテ オル が 大 きく て 。 PA だ に ロード まれ な らい も の は ダメ で す . 

で は , CFM の アセ ンプ ブラ で ある “ASM . COM” を この 方 法 で コピ ー し て み ま し ょ う . せっ か く < く 
DDT を 使う の に , た だ コピ ー す る だ け で は つま ら な い の で , アセ ンプ ブラ の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ の 一 部 
を , カナ で 表示 する よう に 変更 し て コピ ー し ます . 


>STAT ASM. COM / 


Recs Bytes Ext Acc 
64 Bk 1 R/M az QSM。 CONM 


| Bytes Remaining ロ n ai 10O5k | EL ok 
| ファ イル “ASM . COM” の ファ イル 長 の 確認 、 
6 A> の Recs の 項 の 「64」 を メモ し て お く . 
TTY. 、- 
2 の 0 os 
QA>QASM XXXX リリ 
CP/M ABSSEMBLER - VER 2.O Figure-3.5.9 
ND_ SHURCE FILE PRESENT - この リレー ミ >) を と と っ 
還る 。 | た モン デラ の ユラ ーー・ メ テッキー ジ 婦 よ つ の 出 の 
し | 例 . この "NOSOURCE……′ を カナ に 変更 し 
6 / て コピ ー す る 。 
OO は AN 8 3 0 2 0 0 3 
>DDT _ ASM。CUNM J - 一 ---DDT を 起動 レ し て, ASM.COM を TPA に ロー ド す る . 
DDT VER 2.2 
NEXT PC 
2100 0100 
ーDFBO。FEF ーーーー-- 交 ほ と する エラ の 部 分 の アンプ 


OFBOQ 2 ら 6 45 52 2o 2 2E so op 4E 4F <O らく 3 4F 55 S2 _ VER 2。O。NO SOUR 
OFCO 43 45 20 46 49 4C 45 20 5O0 52 45 53 4 4E 54 OD CE FILE PRESENT 。 


ー ら SF B9 リ 穫 さ 倫 え て 人 
OFB9 4E BF/ 
OFBB 2O BD7 
OFEBC 53 207 
OFBD 4F CC』 
OFBE SS 7Z リ 
0FBF 92 BZ/ 
OFCO 43 D9 リ 7 
OFC1 45 207 
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ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 展 実 泊 


ーDFBO。FEF ) ーーーー ーー 変更 し だ 部 分 の 確認 の ゲン 
OFBO 20 56 45 52 20 2 2E さ O QD BF BO BD 20・CC Aa7 B2 VER 2.0. ソ ー ス ファ イ 
OFCO D9 2O B6 DE 20 B1 D 昌 CF BE DD 20 20 2 20 2O OD ル カカ " アリ マセ ン 。 
ー へ CC ーーーーーーCtF に C に より DDT を 終了 レ し CP/M に 戻る . 
A> 
Figure-3.5.10 DDT に ょ より ASM . COM を TPA に ロー ドレ し , 一 部 に 変更 を 加え る . 
SYS の AcOc か の 2 cx Cooe 222C が 2 が Rx22 が 2 OCS の SA の 3022 の 0 の SG22 べ SaooOoCGocoaoGOcoocscoxoxoogsccx 。 
A>SQAVE 32 ASMSAVE 。 COM Figure-9.5.11 
AA> 一 部 変更 され た TPA の ASM . COM の メモ 
リ り ・ イ メー ジ を , 先ほど メモ し た 「64」 を 1 
| 2 し た ペー ジ 数 分 SAVE す る (も し 割り 切れ な 
い 場 合 は 切り 上 げ ). 
NT ヤマ エエ エエ TTY 
人 9、 
A>BTAT ASMSAVE . CDM 」 ] 
| 
RecCs Bytes5 Ext Acc | Figure-3.5.12 
64 Bk 1 R/M AASMSAVE . CONM ゲ 認 
Bytes5 Rema1ininq ロ Un az 594 に ST 人 AT に よる SAVE され だ た ファ イル の 確認 
オリ ジ ナ ル と 同じ 容量 の ファ イル が セー ブ さ れ 
^Q> て る 。 
00022422302022NSOA00202000020002000202200000000000022000008 
AKG2SR2RCGOOG _。 へ 
人 XXXX 」 Figure-3.5.13 
CP/M ASSEMBLER - VER 2.0 2 ー ャ セー プ き され た 
ソー スズ ファ イル カカ" アリ マセ ン ニーーーーーー カ ナ に 変更 され だ . た 導 ea 中 を 変更 し て , セ e 統 新 
し ゅ アセ ャ ンプ ブラ で ぞ で,、 ファ イル 表 生 半 入 を た 平 
^A> | ン ブ ル す る . エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が カナ て で 出力 
/ され て いる こと に 注目 . 
33000303HRR3822008H3838382230SS32808RGS2RGHHH035223208083288RGSRSRSRIR SSR 
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注 ) カナ 文字 を 表示 する に は , も ちろ ん カナ 文字 が 使え る CPM で な く て は な り ま せん . 国産 の パ 
ー ソ チル ・ ユ レビ ュー み グ 用 の も と / 上 で は 。 は と ん ど で み カナ の 本 用 が 町 前 す : 


こっ 


USER 


3.6 USER (ユー ザー・ エ リア 移行 コマ ンド ) 
ーーUSER コマ ンド ーーー 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


USER_in 


ユー ザー・ エ リア n に 移行 する . n= テ 0 一 15 の IO 進数 . 


解説 USER 


USER コマ ンド は , MPZM (マル チ ・ ユ ー ザ ー の CPM) で 使用 する ディ スク と の コン パチ ビリ 
ティ を 持た せる た め に , CPM Version 2.0 か ら 追加 され まし た . 複数 の 人 が 同時 に 一 つの 装置 を 使 
用 する MPZM に お いて , この USER コマ ンド が な せ ぜ 必 要 な の か , 本 項 に より 明らか に な る で し ょ 
が 

CPM で は , 大 容量 の ハー ド ・ デ ィ ス ク で も 使わ な い 限 り , 通常 は USER コマ ンド を 使う 必要 性 
は まっ た く あ り ま せん . USER コマ ンド より , 実際 の ディ スケ ッ ト を 何 枚 か 使う こと を お 勧め し ます . 

さて USER コマ ンド は , 各 ド ライ ブ 上 の 1 枚 の ディ スケ ッ ト を 仮想 の 16 枚 の ディ スケ ッ ト に 分 割 し , 
その 16 枚 に 0 か ら 15 ま で の 番号 を 付け , コマ ンド “USER n/” を 実行 する こと に より , あたかも 1n1 番 
目 の デ ィ ス ケッ ト の み を 単独 で 使っ て いる よう な 効果 を 与え る も の で す . 言い 堆 えれ ば , 物理 的 に 同 


通常 は . ユー ザーNo. 0 の この ディ スケ ッ ト 仮想 の 16 枚 に 分 割 さ れ て いる | 枚 の ディ スク . 
の み を 使っ て いる と 考え れ ば よい . 


例え ば “USER、.2J“” を 実行 する と, 
ユー ザーNo. 2 の ディ スケ ッ ト の み を 
使用 する の と 同じ 効果 を 与え る . 


Figure-3.6.0 USER コ マン ド の 機能 


6 フ 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 克 実 泊 


ー デ ィ ス ケッ ト で あっ て も , ユー ザー・ エ リア が 異な れ ば 別 の ディ スケ ッ ト と 同等 な の で す . 異な る 
ュー ザー・ エ リア の ファ イル に 対し て は , ディ レク トリ すら 表示 で きず , すべ て の コマ ンド が 無効 で 
す (PIP コマ ンド の 特別 な 使い 方 を 除く ). 要する に , 物理 的 に は 同一 ブ ディスケット 上 の ファ イル で あ 
っ て も , ユー ザー・ エ リア が 異な れん ば , それ ら は 存在 し な い の で す . 

ユー ザー・ エ リア は , すべ て の ドラ イプ に 対し て 同時 に 効果 を 与え を ます . ドラ イブ プ A : が ユー ザー・ 
本 な ち | ドラ イブ も まだ に な っ て ゆま す 。 [ 

CP/M が 起動 し た 時 の デフ ォ ル ト の ユー ザー・ エ リア は 0 で あり , この 0 エリ ア は CPM Version 
1.4 の ディ スケ ッ ト と コン バチ ビリ テー の ある 只 一 の エリ サザ ア で す , 0 以外 の ユー ザー・ エ リア で は , 
Version 1.4 の ディ スケ ッ ト は 読め ませ ん . 


_ 実習 USER_n 
/ AA>DIR/ ー 見 る 
| As MOUVCPM COM 』 PIP COM 』 SUBMIT COM 』 XSUB CON [ 
| A』 ED COM 』 ASM COM 』 DDT COM 』 LOAD CONM | 
| As STAT COM 』 SYSGBEN COM 』 DUMP CUM 』 BIOS ASM | 
| Ag CBIOS ASM 』 DEBLOUCK ABSM 』 DISKDEF  LIB 』 PTBIOB4 ASM | 
| As PTBOOT4B ASM 』 PTCPM4B COM 』 DUMP ASNM | 
| | 
| A>UBER ョ 7) - | 
A>DIR 7 - | 
NO FILE - | 
QA>DIR Bs/ [ 
NO FILE - 
A>USER OJ 
| >DIR Bm7ー--- : 上 の ディ レク トリ を 見 る . は 「 ル : に 
| Bs BASLIB REL 』s BASCODM COM 』 NMBO COM 』 LBO CONM 


| Bs TEBSTPRO BAS 』 FORLIB REL 』 MBASIC COUN 


A>2STAT USRsa リ ーーー-- 現 
員 と ヒモ 上 1 ツマ U5er g QO ーー- 

仙 と エモ 上 ュ v 呈 Filesz O - -ー- 
向 > 


Figure-3.6.1 USER コマ ンド の 実習 . 


0 以外 の ユー ザー・ エ リア へ , ファ イル を コピ ー す る 実例 が , 第 4 章 の 「STAT コマ ンド 」 の 実 普 
10 と 。 PIP コマ ンド の 「[Gn] PIP パラ メー タ 」 の 項 に あり ます の で 参照 し て 下さ い . また , “STAT 
USR : ? の 使い 方 も , 「STAT コマ ンド 」 の 項 を 委 照 し て 下さ い . 


っ 1 ご) 


eee る 


SN 


Ni 
倒す 
て 


ら 「AT 


4.1 STAT (ファ イル や 周辺 装置 の 設定 お よび 状況 報告 プロ グラ ム ) 


ーーSTATistical information programーーー 
コマ ンド 形式 ・ 機 能 


< ファ イル に 関す る コマ ンド > 
1 STAT 
コー ルド ・ ス ター ト や ウォ ー ム ・ ス ター ト の 後 ,。 アク セス され た こと の ある ディ スク 
の 未 使用 エリ ア の 容量 と ,。 それ ら の ドラ イブ が RW プ か R グ 0 を レポ ー ト する . 
2 STAT_x: 
ドラ イブ x : の 未 使用 エリ ア の 容量 の み レ ポー ト す る . 
う ・a STAT、,x : filename.ext 
ドラ イブ x : 上 の ファ イル ~filename.ext” の , 各種 サイ ズ と アト リピ ビ ピュー ト を レポ ー 
ト す る . 
う 3・b STAT_ x : filename.ext_」$S 
3・a と 同様 で ある が , さら に ファ イル の サイ ズ の 表示 も 行わ れる . 
4・a STAT、 ix : filematch 
3・83 に ファ イル ・ マ ッ チ を 使用 し た も の . 
4・b STAT、,x : filematch_」$S 
4・a と 同様 で ある が , さら に ファ イル の サイ ズ の 表示 も 行わ れる . 
oO STAT_jx: filename.ext、,$atr ' 
ドラ イブ x : 上 の ファ イル “filename.ext” に 対し て , アト リピ ビュート atr” を 設定 す 
る (CPM Version 1.4 に は この 機能 な し ). 
6 STAT、 ix: filematch_」$atr 
5 に ファ イル ・ マ ッ チ を 使用 し た も の . 
く 周辺 装置 に 関す る コマ ンド > 
7 STAT_JDEV: 
周辺 装置 の 現在 の 割り 付け 状況 を レポ ー ト する . 
S STAT_ VAL: 
AT 当 マ ンド ャ ライ シン ーー メニ ュー と Ba ダ お ルル ・ デ バイ ス 球 ウィ ジジ カ ル ・ デ ノバ ギ 湾 
の 一 覧 表 を 表示 する (CPM Version 1.4 に は , コマ ンド ・ メ ニュ ー は な し ). 


1 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


9 STAT. logdevy: 三 phydev : 
各 周 辺 装置 (フィジカル ・ デ バイ ス ) を ロジ カル ・ デ バイ ス に 割り 付け る . 
10 STAT_,」USR : 計 
現在 の ユー ザー・ エ リア と ファ イル が 存在 する ユー ザー・ エ リア を レポ ー ト する (COCP 
M Version 1.4 に は , この 機能 な し ). 暗 毅 ・) | 
11 STAT_jx: DSK: 


ドラ イブ x : の 記憶 容量 や 入力 可能 ファ イル 数 な ど , ディ スク ・ ド ライ ブ の 諸 元 を 表 
示す る (CP ン M Version 1.4 に は この 機能 な し ). 
SEATR、。xs =R ブ 0 
ドラ イブ x : に リー ド ・ オ ン リ ー の ライ ト ・ プ ブロ テク ト を 設定 する . 
注 ) x: は , それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる . 


コー ルド ・ ス ター ト や 必 ォ ー ム スタ ダー+ ュ の 後 :. ア クセ ス さ れ た こと の ある を ディ スク の 未 使用 メモ 
時 スン ペー ス と それ ら の ドラ イプ が K/W で ある か , だ 0 で ある な か る お し あま m あ よる 


Figure-4.1.1 「 

ドラ イグ お た だ は: まだ アグ みせ えも を たと と が が 
い の で , ドラ イブ A : に 関し て の み レ ポー ト さ 
れ て いる . 


Figure-4.1.2 実習 の た め に DIR を 使っ て 、 ドライブ B: を アク セス し て みる 。. 


アウ 


ら 「AT 


Figure-4.1.3 
今回 は ドラ イブ A : , B: と も に レポ ー ト され 
あら 


この よう に (0P ン M は, アク セス し た す < こ で て の ドラ イジ ダ の テディ ォ レク トリ 情報 を , メモ リ 内 に 常に 保 
持 し て いま す . 


ドラ イブ x : に 関し て , 未 使用 の メモ リ ・ ス ペー ス の み レ ポー ト し ます . 


Figure-4.1.4 

ドラ イブ B : の 未 使用 メモ リ ・ ス ペー ス が レポ 
ー ト され て いる . “ 
Figure-4.1.3 と 比較 し て 下さ い . 


X:filematch 
こ ・ X:filematch_ お 


ドラ イブ x : 上 の ファ イル \filename. ext* に 関す る ロジ カル ・ エ クス テン ト 中 の レコ ー ド 数 (Recs), 
ファ イル の 全容 量 の キロ バイ ト 数 (Bytes), 16KK バ イト の エク ステ ント 数 (Ext)、 ファ イル の アク セ 
ス ・ ア トリ ビュ ー ト (Acc) な ど を レポ ー ト し ます . 


Figure-4.1.5 

ドス イプ は せ ・ 土 の "MM80 6M" (マイ クロ ソフ 
ト 社 の マク ロア セン プ ブラ) に 関し て レポ ー ト き 
れ た . 

ドラ イブ B : に は Figure-4.1.2 の ディ イィ スケット 
が 入っ て いる . 


ノコ 


ドジ エ 


ント ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


また , ファ イル 名 の あと に , \$S? オ プシ ョ ン を 付け て コマ ンド を 実行 する こと に より , さら に ファ 
イル に 割り当て られ た レコ ー ド 数 (Size) も 表示 され ます . 


\Size” が 表示 され て いる . 先ほど の Figure-4.1.5 と 比較 し て 下さ い . 通常 の ファ イル 
(シー ケン シャ ル ・ フ ァイル ) で は Size/ と Recs/ の 値 は 一 致す る . 


次 に 。 ファ イル 名 に ファ イル ・ マ ッ チ を 使っ て み ま し ょ う . 


Figure-4.1.7 

プラ イマ リ ・ フ ァイル ネー ム に ファ イル ・ マ ッ 
チ を 使い ,。 ドラ イブ B : 上 の すべ て の REL〉 
ファ イル を レポ ー ト し て いる 。 


ここ で , こら れ の コマ ンド に より 表示 され る , 各 項 目 の 用 語 の 説明 を し て お きま し ょ う . 


時 な 398 シー ケン シャ ル ・ フ ァイル の 場合 は , 次 の "Recs” の 値 と 一 致し . ファ イル に 


割り 当て られ た レコ ー ド 数 (1 レコ ー ド は 128 バ イト で , CPM 上 の 1 セク タ 
だ 大 る ) あ 馬 も ます . 

ラン ダム ・ ア クセ ス ・ フ ァイル の 場合 は ,。 ファ イル の 最終 (End Of File) レコ 
ー ド の 番号 (位置 ) を 示し ます . 


ーー レー テン ジャ ルッ ファ イカ 計時 おれ A06 ジ あと ミル 


アオ 4 


(標準 ディ スク の 場合 は , 16 多 バイ ト の プロ ッ ク を 1 ロジ カル ・ エ クス テン ト 
で 表す . ) に よっ て 占め られ る レコ ー ド 数 を 示し ます . この 場合 は , “Size” の 値 
に の > 際 

ラン ダム ・ ア クセ ス ・ フ ァイル の 場合 は , デー タ が 書き 込ま れ て いな い レ コー 
ド を も 含ん だ 。 ロジ カル ・ エ クス テン ト の レコ ー ド 数 を 示し ます . 


ら 「AT 


OK シー ケン シャ ル ・ フ ァイル の 場合 は 。 ファ イル に よっ て 占め られ る 実際 の バイ 


ト 数 (ブロ ッ ク 単 位 で あり , 標準 ディ スク の 場合 は 1024 バ イト = 1 K バ イト が 
最小 の 単位 と な る ) を 示し て いま す . 

フン ダム ・ ア クセ ス ・ フ ァイル の 場合 は , 実際 に デー タ の 書き 込み が 行わ れ た 
レコ ー ド の 合計 の バイ ト 数 が 示さ れ ま す . ラン ダム ・ ア クセ ス ・ フ ァイル の 場 
合 は 、 この “Bytes” だ けが 正確 な ファ イル の 容量 を 示す 値 に な り ま す . 


* ロ ジ カ ル ・ エ クス テン ト の 数 を 示し ます . 8 イン チ の 標準 ディ スケ ッ ト の 場合 


は 人 ジ カ ル ・ エ キク プス ザン キト により, 16 折 パオ もの ゲ が ィ イス タッ テロ 衝 ぶ シ ョ 
ン ・ マ ッ プ (1 K バ イト ・ ブ ロッ ク ご と の ファ イル ・ デ ー タ の 住所 録 ) を 表し 
ます . よっ て , ファ イル の 容量 が 16KK バ イト 以下 で あれ ば , “Ext” の 値 は 1 と 
な り , 16 人 KK より 大 きく 〈 く , 32K 以 下 の 場 合 は 2 と いう 具合 に な り ま す . 


て ファ イル ・ ア クセ ス の タイ プ 2eW。 ) ビュ ー ト ) を 示し ます . *R /0? か *R ノ 


W? か の いずれ か を 表示 し ます . \SYS? ア トリ ビュ ー ト は , ファ イル 名 に \( )? 
を 付け て 表示 され ます . 


「_x:filename.ext__S お atr 
「_x:filematch-- お atr 


ドラ イブ テ ェ : 上 の ファ イル "HHlename . ext” に 対し て 部 別に 由 ビ み w ト atr/ 介 R/ り 9R / W 


$ っ YS, $DIR) を 


設定 し ます . ファ イル 名 に は , フラ < 必 。 マッ チチ を 便 う っ こと も で きま ます . 


ここ で , ファ イル の アト リ ビ ュ ー ト (属性 ) の 種類 に つい て 解説 し まし ょ う . 


Read Only File. この アト リ ビ ュ ー ト が 付く と , ファ イル は ERA コマ ンド や 
REN コマ ンド , それ に ED や 同一 ファ イル 名 で の SAVE や PIP な どの 実行 
に よる ファ イル の 削除 や , 一 部 の 変更 な ど に 対し て , ライ ト ・ プ ロ テ ク ト が か 
か り ま す . 

KRead ノ Write File. 通常 の ファ イル が 持つ アト リ ビ ュ ー ト で あり , 自由 に ファ 
イル の 削除 や 一 部 の 変更 が で きま す . 

SYStem File. この ファ イル は , DIR コマ ンド に よる 表示 に は 現れ ませ ん . ま 
た , PIP コ マン ド に よる 転送 も 不可 能 で す . し か し , ERA コマ ンド や REN コ 
マン ド な ど は 有効 で す . この Yo と KU" の 2 つの アト トリ ピュ ー ト を 敵 


ノ ら 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


時 に 付け る こと が , ファ イル を 保護 する た め の 最 高 の ラ イト ・ プ ロ テ ク ト に な 
り ます . 、 

le DIRectory File. DIR コマ ンド に よ り 表 示さ れる 通常 の ファ イル . "SYS/ ア 
トリ ビュ ー ト の 付い た ファ イル を 通常 の ファ イル に も どす と き に 使い ます . 


これ ら の アト リ ビ ュ ー ト の 実習 の 前 に , 比較 の 意味 で 通常 の アト リ ビ ュ ー ト の 状態 ($R ド ン W で $ DIR) 
に お ける 各 フ ァイル の HIR コマ ンド と STAT コマ ンド に よる 表示 を 示し て お きま す . 


Figure-4.1.8 通常 の アト リ ビ ュ ー ト で の 表示 例 . 
ドラ イブ B : 上 の すべ て の ファ イル が 表示 され て いる . 


Figure-4.1.9 
通常 の アト リ ビ ュ ー ト で の 表示 例 . 


の 絡まり ュー ト 吉 本人 は て あま し ょ う 、 


Figure-4.1.10 

ドク イプ は : 上 の すこ で て の CU ラテ ァ イル だ に 。 
ドリ ビル ー 
ト が 設定 され た メッ セー ジ が 出力 され て いる . 


< 


>DIR Bs リリ 
Bs BASLIB REL i』 TESTFROU BAGS gs REL 
仙 > 
Figure-4.1.11 DIRK コマ ンド で は , この よう に “SYS? アト リ ビ ュ ー ト の 付い た ファ イル は 表示 され な 
い 。 Figure-4.1.8 と 比較 し て 下さ い . 
>PTIP ngi=Bi HBO。 CUNM 7 Figure-4.1.12 


NO FILEz =BiMBO. CON . 


向 > 


nA>STAT BTESTPRH. BAG $R/ ロ / 


TESTPRU.BAS set to KR/ ロ 
和合 > 


Qn>ERA BsTESTPROU。 BAS / 
Bdos Err ロ n Bi: Filie R/ ロ 
人 > 


QA>ED BTESTPRO.。 BAS / 


*%※ FILE IS READ/UNLY *※*【 
s ※\ け 」 


ロー-(Y/N) ?Y 


人 > 


PIP コマ ンド で SYS? アト リ ビ ュ ー ト の 付い 
な アナ オル を 転 透 し よう と し て も ,。 この すう に 
"ファ イル な し "の メッ セー ジ が 出力 され 実行 で 
き ない. 


Figure-4.1.13 

ドラ イブ B : 上 の ファ イル TESTPRO. BAS* 
に , KR プ 0” の アト リ ビ ュ ー ト を 付け る . メッ 
セー ジ が 出力 され て アト リ ビ ュ ー ト が 設定 され 
だ 


Figure-4.1.14 

この ^R プ 0” ファ イル を ERA コマ ンド で 削除 
に よう と し て も , この よう に 削除 で き な い 、 周 
様 に KEN コマ ンド (リネ ー ム ) も 実行 で き な 
い . 


Figure-4.1.15 

まき Ac を 才 な ッ ト ト 上 よう と まあ る と. 
この よう に “リード ・ オ ン リ ー? で ある 冒 の メ 
ッッ 真生 力 き まれ る | チ ペ ベッ ア ドレ し で デ ァ イ 
ル 内 容 の 確認 な ど は で き て も 最後 の E′ コマ 
ンド は 実行 する こと は で きず , 要する に エディ 
ッ ト す る こと は 不可 能 . 


ら 「AT 


YY4 


トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 竹 底 実習 


Figure-4.1.16 
Qn>PIP BTESTPRKO。 BAS=DUNMP . ASNM リ PIP コマ ンド に より 。 同一 ドラ イブ 上 に *R ノ 
DESTINATION IS R/0。 DELETE (Y/N) ZN 0? フ ァイル と 同一 ファ イル 名 で , 何ら か の ファ 
*#NHT DELETED** イル を コピ ー し よう と する と ,。 この よう な メッ 
A> セー ジ が 出力 され る . すでに 存在 し て いる ファ 


イル を 削除 し て も よい な ら , ~Y” を 入力 すれ ば 
コマ ンド が 実行 され , ~Y? 以 外 の も の を 入力 す 
れ ば 何 も 起 ら ず CPM に も どる 。. 

同様 に SAVE コマ ンド か ら も ,。“"R プ 0 ファイ 
は デ ロ ナ タダ タ ト る きれ る 。 


また SYS と *R/ZO” の つの アト トリビュート を 同 ー フ ァイル に 性 馬 あ も が で まあ ます 


QnA>GTAT BizMBO。CONM $R/D リ 
Figure-4.1.17 
NG 上 tt R/0 すでに SYS? アト リ ビ ピュー ト の 付い た ファ イ 
7 に きち だ SO あ 柏 住 な 。 
この 状態 が 最高 の ライ ト ・ プ ロ テ ク ト に な る . 


この 羽 馬 で 。 ドラ イブ BB: 上 の ファ イル の : R コマ ンド と る まし コマ シン ド し よる 表示 を 克 て で み 
まし ょ う . DIR コマ ンド に よる 表示 は Figure-4.1.11 と 同様 で す . 


>GTRT Bs※。% / 


ReCs Bytes Ex キモ 人 CC 
ピン / 29k 2 R/M Bs (BASCOM . CDM) cyc/ 


う フ ノブ 4 日 k さ R/M Bs BABL IB。REL 

182 2 さ に 2 R/M BsFURLIB.REL 

59 Bk 1 R/M Bs (LBO.CON) ュー 

1 37 18k 2 Bs (MBO. CON) ーー SYS で カ つ "R/O7 
188 24k 2 R/M Bi (MBASIC.COM) =-ー 

102 1 3k 1 Bs TESTPRO。BAS FR/O/ 


Bytes Remaining On Bs 7Bk 


人 > 


Figure-4.1.18 この よう に び Acc? の 項 と 。 “( )?” で 囲ま れ た ファ イル 名 に 注目 し て 下さ い . 初期 状態 
の Figure-4.1.9 と も 比較 し て 下さ い . 


これ ら の アト リ ビ ュ ー ト の 設定 は , デ ィ ス ク 上 の 各 フ ァイル の ディ レク トリ に 直接 書き 込ま れ ま す . 
ょ っ て ,。 リブ ー ト や コー ルド ・ ス ター ト を 行っ て も 消 減 す る こと は あり ませ ん . 但し , FIPF コマ ンド 


:/ 選 


ら 「AT 


や DD 上 二 SAVE コマ ンド で ファ イル を コピ ー レ し た 場合 , 新しく 出来 た ファ イル で は , 消滅 し て 通常 
の と 挟 /0" ファ イル に な り ま す 、 | 

アト リ ビ ュ ー ト の 変更 は , 再び STAT コマ ンド で 行い ます . ここ で 最初 の 状態 (通常 の アト リ ビ 
ュー ト ) に も どす 作業 を 行っ た サン プル ラン を 示し ます . 


Figure-4.1.19 
今 ま で に 変更 し た アト リ ビ ュ ー ト を , も と の 状 
態 に も どす . “DIRK” と RW? を 設定 し 直す . 


Figure-4.1.20 
この よう に , も と の 何 も な い 通 常 の ファ イル 状 
態 に も どっ て いる . 


ロジ カル ・ デ バイ ス に 対す る 現在 の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 割り 付け 状態 を レポ ー ト し ます . 


Figure-4.1.21 

ロジ カル ・ デ バイ ス し ON :” に は 政 在 CRT 
人 大 に は PTER が PHN : に は PTP 
が , “LST :? に は LPT が 割り 当て られ て いる 
こ を が 表示 きれ て いる . 


4 ご 」 


VALid デバ イス ・ ア サイ ン ( 各 ロ ジ カ ル ・ デ バイ ス に 対し て , 割り 付け 可能 な フィ ジ カ ル ・ デ バイ 
ス ) の 状態 を 表示 し , 同時 に STAT コマ ンド の コマ ンド ・ メ ニュ ー を 表示 する . 


Figure-4.1.22 STAT コマ ンド の コマ ンド ・ メ ニュ ー と 。 ロジカル ・ デ バイ ス に 対す る フィ ジ カ ル ・ デ 
バイ ス の 選択 表 が 表示 され て いる . 


こ - IOgdeV:=DhydeV: 


1 つの ロジ カル ・ デ バイ ス に 対し て , それ ぞ れ 4 つの フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 1 つ を 割り 付け ます . 


Figure-4.1.23 

に を き 生生 時 も 人 が 頑 富 す 還 。 多 Ne 3 思 

て は UP 1 を 割り 付け た . 今後 は コン ソー ル ど 8 
し て TTY: ( 姜 置 名 を TTY と 呼ぶ だ け で , 

何 も テ レタ イプ を つなぐ 必要 は な い ) が , パパ ン 

チャ (これ も 名 称 だ け で , 出力 装置 の 意味 ) と 

し て UP1 : が 働く こと に な る . 第 1 章 の 1.2「 周 

辺 装 置 の 拡張 」 を 参照. 


0 


ら 「AT 


mmーー- 


全 >SBTAT DEVs / 

CUNI is TTY&、 

RDRi is PTRI ー 
PUNI is UP1 ョ ーーー 
LSTs is LPTi 


Figure-4.1.24 

現在 の アサ イン 状況 を 調べ て みる と , この よう 
に 変更 され て いる . Figure-4.1.21 と 比較 し て 下 
さい . 


R | 


10 BTAT_UGR: 


現在 の ユー ザー・ エ リア と ファ イル が 存在 し て いる ユー ザー・ エ リア を 表示 し ます . ユー ザー・ エ 
リア に つい て は , 第 3 草 の 「USER コマ ンド 」 を 参照 . 


Figure-4.1.25 
フロ ッ ピ ー・ デ イス ク を 使用 し て いる シス テム 


n>STAT USRI / 


Active User 』 O で は , 普通 は ユー ザー・ エ リア 0 だ け を 使用 す 
ou る の で , この よう に 現在 の エリ ア は 0 で , か つ 


向 > 


エリ ア 0 の み に フ ァイル が 存在 し て いる こと が 
表示 され て いる . 


し か し , 上 の 例 で は お も し ろく な い の で , 他 の ユー ザー・ エ リア に ファ イル を 作っ て み ま し ょ う . 
*PIP. COM” を ユー ザー・ エ リア 5 と 8 に コピ ー し ます . 


ンーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
A>DDT PiP。CDM ) DDT を 起動 し て , PIP.OOM を TPA に ロー ド す る 。. 
DDT VERB 2。2 
NEXT PC 
1EOO O1OO 
も ご ーーー-ー こ CPM に 衣 る 
人 >USER 1 ガ ーー ザー 0 アジ と 
2BRVE_ 22 FIF.CHH ーー ヒー エ の FPP COM を 5 ディ スク に セー プ 
AAHIER | ーー コー ワー ジロー 
>BRVE < PITP。COM J ---- メ モリ 上 の PIP.COM を ディ スク フ に セー プ - 
na>USER C O へ の eS ーー ー ザ こく より うう ジ 0 に 戻る 


NM 


全 > 
上 で 、 コ ユー ザー ・ エリ ジ 6 と に PIP OOM が セー プ 出 来 だ 、 


Figure-4.1.260 SAVE コマ ンド に よる , 各 ユ ー ザ ー・ エ リア へ の ファ イル の コピ ー 


これ で ,。 ユー ザー・ エ リア の 5 と 8 に "PIP . COM” が コピ ー さ れ ま し た ., 再び 。 さき ほど の コマ 
ンド を 実行 し て み ま し ょ う 


8 1 


Figure-4.1.27 
ファ イル が 存在 する ユー ザー・ エ リア が 表示 さ 
れ て いる . 以前 の リス ト と 比較 し て 下さ い . 


x:DSK: 


ディ スク ・ ド ライ ブ x : に 関す る 諸 元 を 表示 し ます . ^x : ” が 省略 され た 場合 は , コー ルド また は 
ウォ ー ム ・ ス ター ト 以 後 。 アク セス され た ドラ イブ 全部 の 諸 元 が 表示 され ます . 


Figure-4.1.28 

こん を 省 徐 し た の で 、 ア クセ ス さ れ だ ど ゃ の 
ある A:,B: 両 ドラ イブ の 諸 元 が 表示 され て い 
る . “ 


こ ア 2 


ら 「AT 


Figure-4.1.29 
F ド ライ ブ プ を “B: ” と 指定 し た 実行 例 . 
ドラ イブ B : の み に 関 し て 表示 され て いる . 


こと で 表示 き 私 て で いる デ ォ スタ の 請 売 紅 つ ぬら て 解説 まま も + う . 
表示 され る 各 数 値 は 。 ディ スク の 種類 や BIOS の 作り 方 に よっ て 異な り ま す . ここ で 表示 され て い 
る の は , 8 イン チ 標 準 デ ィ ス ケッ ト の 場合 の 値 で す . 


1944 : 128 Byte Record Capacity 


1 レコ ー ド 128 バ イト の レコ ー ド (セクタ) の ,。 1 ドラ イブ に 収容 可能 な 全 レ コー ド 数 . バイ ト 数 に 
換算 すれ ば , 128X 8 = 1 K バ イト な の で , ディ スケ ッ ト 1 枚 に , 1944= 8 =243 人 KK バイ ト 収 容 可 能 で 
ある . 26 セ クタ (77 本 一 2 本 ) = ニ 1950 で ある が , 1 KK バイ ト (8 セク タ ) 未満 は 切り 捨て る . 


243 : Kilobyte Drive Capacity 


1 ドラ イブ に 収容 可能 な 2 氏 バ イト (64X32 バ イト ) の ディ レク トリ ・ エ リア を 含む 全 バ イト 数 . 
シス テム ・ ト ラッ ク に 使用 する バイ ト 数 は 含ま れ な い . 上 記 の 換算 と 一 致す る は ず で ある . 


64 : 32 Byte Directory Entries 


32 バ イト 単位 の ディ レク トリ の 入力 可能 総数 を 示す . この 例 で は 最大 64 個 の ファ イル を 収容 で きる 
こと を 示し て いる . 


こ 人 を ) 


ナ 


ラン ジェ ント ・ コ マン ド 徹 底 実習 


64 : Checked Directory Entries 


CPM の ファ イル 管理 上 , CPM の 内 部 で 参照 する た め の パ パラ メー タ と し て 使用 さき れる. フロ ッ 
ピー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ の よう な , メデ ィ ア を 変 換 で きる ドラ イブ に は , 上 記 の “32 Byte Directory 
Entries” の 値 と 同じ 値 に 設定 し て , ディ スケ ッ ト を 変 換 し た 場合 の ナチ ェ ッ ク を 可能 と し , ディ スク の 
ディ レク トリ 部 の 破壊 を 防止 する . ハー ド ・ デ ィ ス ク の 場合 は , メデ ィ ア 自体 の 交換 は な い の で ( メ 
ディ ア を 簡単 に 交 換 可能 な も の も 出現 し て いる が ), この 値 は "0" と する . 


128 : RecordsExtent 


1 エク ステ ント で 指定 可能 な レコ ー ド 数 を 示す . この 場合 、 1 エク ステ ント (1 ディ レク トリ ) で 
128 レ コー ド (128 セ クタ ) の ディ スク 上 の アド レス を 指定 可能 で ある こと を 示し て いる . つま り , 1 
エク ステ ント で 128 X128 三 16K バ イト を 表す こと が で きる わけ で ある . 


8 : Records/ Block 


1 ブロッ ク 当 り の レコ ー ド 数 が 8 レコ ー ド = 8 X128 バ イト = テ 1KK バ イト で ある こと を 示し て いる . 
8 イン チ ナチ 標 準 デ ヂ ディス ケッ ト の 場合 は , ファ イル の 取り 扱い の 最小 単位 が 8 レコー ド , つま り 1K バ イ 
ト で ある が , 容量 の 大 き な ド ライ ブ に な る と , 2 人 KK, 4 氏 , 8 氏 …… バイ ト な ど に 設定 され る . 


26 : Sectors ノ Track 


1 トラ ッ ク 当 り の セク タ 数 を 示す . この 場合 は 26 セ クタ で ある 。. 


2 : Reserved Tracks 


CPM シス テム 用 の 専用 トラ ッ ク 本 数 を 示す . この 場合 は , 2 本 の トラ ッ ク (トラ ッ ク #00 と #01) 
が 使用 ほれ て いる こと を 示し て いる 。. 


00 
ト 


ら 「AT 


ドジ イマ 共に mm ド ッッ オン リサ つの オキ ュ ブ 名 学 示 正本 症 に ます 


Figure-4.1.30 
ドラ イブ B : を 書き 込み 禁止 ドラ イブ に 設定 す 
る . [ 


Figure-4.1.31 

*R ン O? の 確認 . “ 

ドラ イブ B: が `R プ 0? と な っ て いる こと が わ 
か る . Figure-4.1.3 と 比較 し て 下さ い . 


Figure-4.1.32 

"R プ 0” ドラ イブ の 効果 の 確認 . 」 
ドラ イブ B : 上 の ファ イル を 削除 し よう と 試み 
る が , この よう に 実行 で き ない .R プ 0 の ライ ト ・ 
プロ テク ト は , ドラ イブ B : 全体 に 対し て 働い 
て いる . 実習 5. 6 の よう に “ファ イル に 対 
し て 働い て いる の で は な い 点 に 注意 . 


この “KO0” は , ファ イル の ^R プ 0′ アト リ ビ ュ ー ト と 違っ て , ディ スク に 書き 込ま れる わけ で 
は あり ませ ん . リブ ー ト また は コー ルド ・ ス ター ト に より 消 減 し ます 。 ご 注意 下さ きい. 


こ 1 で ) 


4.2 PIP (周辺 装置 間 の デー タ 転 送 プ ログ ラム ) 


ーーPeripheral Interchange Programー 一 一 
コマ ンド 形式 ・ 機 能 


1 PIP 
PIP プロ グラ ム を 起動 する . 
< く デ ィ ス ク 間 の コピ ー> 
の 提 117 ER 
filematch 
ドラ イブ d : 上 (destination の 意味 ) に , ドラ イブ s : 上 (source の 意味 ) の ファ イ 
ル filename.extf また は “filematch" を コピ ー す る . 
3 PIP、,d: newname.ext 三 s : filename.ext 
ドラ イブ d : 上 に , ドラ イブ s : 上 の ファ イル ~filename.ext" を 、 ファ イル 名 を “new- 
name.ext” と 変え て コピ ー す る . 
く 周辺 装置 間 の デー タ 転 送 > 
4 PIP_,CON : =s : filename.ext 
コン ソー ル ・ デ バイ ス の いずれ か へ , ドラ イブ s : 上 の ファ イル “filename.ext” を 
出力 する . 
5 PIP_ JPUN : =s : filename.ext 
パン チ ・ デ バイ ス の いずれ か へ ,。 ドラ イブ s : 上 の ファ イル ~filename.ext" を 出力 す 
る . 
6  PIP_,LST : =s : filename.ext 
リス ト ・ デ バイ ス の いずれ か へ , ドラ イブ s : 上 の ファ イル ~filename.ext” を 出力 する . 
7 PIP。,d : filename.ext ニ KRDEK : 
リー ド ・ デ バイ ス の いずれ か か ら デ ー ー タ を 入力 し . ドラ イブ d : 上 に ファ イル “filename 
xt” を 作る . 
8 PIP、,txdev : 三 rxdev: 
入力 デバ イス か ら の デー タ を , 出力 デバ イス へ 送り 出す . 
9 … 王 s:filenamel.ext。s': filename2.ext。s”: filename3.ext,… 
2 一 6 の コマ ンド ・ ラ イン で , 複数 の ソー ス ・ フ ァイル を 連結 し て , | つの ファ イル 
と し て コピ ー, また は 連続 し て 周辺 装置 に 出力 する こと が で きる . 


こ 1 こ ) 


PP 


注 |) PIP コ マン ド に は, 2 つの 実行 記法 が ある . その 1 つ は PIP プロ グラ ム を 形式 に よ 
り , まず 最初 に 起動 し , PIP が 起動 し た こと を 示す . ヾ *?” プロ ンプ ト が 出力 され た ら , 
その `※*? に 続け て , 形式 2 一 9 の 目的 を 指示 する コマ ンド ・ ラ イン を 記述 し て , 実 
行 す る 方 法 . この 場合 , 実行 が 終わ れ ば 再び ~*” に 戻る . 
も う 1 つ は , メイ ン ・ コ マン ド の `PIP? に 続け て , 目的 を 指示 する コマ ンド ・ ラ イ 
ン を 一 度 に 記述 し , PIP プロ グラ ム の 起動 と 同時 に コマ ンド ・ ラ イン の 実行 も や っ て 
じ ま う 方 法 。 この 場合 は , 実行 が 終わ れ ば CPM に 戻る . 前 者 の 方 法 は , いく つか の 
目的 の 異な る コマ ンド ・ ラ イン を 次 々 と 実行 する 場合 に 便利 で あり , 後者 の 方 法 は , 
た だ 一 つの コマ ンド ・ ラ イン を 実行 する 場合 に 便利 で ある . 

注 2) ドラ イブ 名 d : や Ss : など は , それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省 時 写る 


PIP の 実習 に 入る 前 に , 実習 に 使用 する ディ スケ ッ ト 上 の ファ イル を DIR コマ ンド で 示し て お き 
ます 


Figure-4.2.1・a ドラ イブ A : 上 の ディ スケ ッ ト の 内 容 . 


Figure-4.2.1・b ドラ イブ B : 上 の ディ スケ ッ ト の 内 容 . 


本 書 の 実習 で は , 周辺 装置 を 介し て 外部 の 機器 と デー タ 転 送 を 行う 場合 , 主 に も う 1 人 台 の CP ン M マ 
シン と, 互い の PUN : / と \RDR : ? の 各 デ バイ ス を 介し て 交信 する こと を 例題 と し て いま す .PUN : 
や RDR : は 具体 的 に は , RS-232C ポー ト な ど で あ る わけ で す . その 様子 を Figure-4.2.2 に 示し ます . 
し か し , 周辺 装置 は 何で あっ て も , 基本 的 に は 全く 同じ で す . パン チャ や リー ダ , ある い は モデ ム や 


コノ 


トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 徹 底 実 泊 


MT カセ ッ ト な ど , どの よう な も の で も , ここ で の 実習 と 同じ こと が 言え る の で す . 


RS-232O ポ ー ト も で RS-232C ポ ー ト 


Figure-4.2.2 2 台 の CPM マシ ン 間 の デー タ 転 送 


CPZM の コマ ンド の 中 で , PIP と DDT は ,. それ ぞ れ の プロ グラ ム の み を , 目的 を 記述 し た コマ 
ンド ・ ラ イン を 伴わ ず に , 単独 で 起動 する こと が で きま す 。 


Figure-4.2.3 ' 
PIP が 起動 し . コマ ンド ・ ラ イン の 入力 を 促す 
RE だい 


filename.ext 


に ナ filematch 


ドラ イブ プ d: 上 に , ドラ イブ s : 上 の ファ イル fename . ext′ を コピ ー し ます . この 場合 ,。 ファ 
イル 名 に ファ イル ・ マ ッ チ を 使用 する こと も で きま す . 


Figure-4.2.4 

コマ ンド ・ ラ イン の ED. COM は 本 来 “A : 
ED. COM” で ある が , 現在 の ログ イン ・ デ ィ ス 
ク が A : な の で , ドラ イブ 名 を 省略 で きる . ド 
ラオ プ -A ) 上 の 下 D 6OM/ が ドラ イィ デラ ・ 
上 に コピ ー さ れ た . 実行 が 終る と 再び PIP の プ 
ロン プ ト に も どっ て いる . 


ここ ) 


PP 


Figure-4.2.5 

上 記 実 習 の プロ ンプ ト ~※*? の あと に 引き 続い 
また キル ーッ 拓本 本 っ だ 仙 。 ドラ たき 、 
上 の エク ステ ンション が “ASM? で ある すべ て 
の ファ イル が , ドラ イブ B : 上 に コピ ー さ れ た . 
実行 が 終る と 再び PIP の プロ ンプ ト に も どっ て 
いる . 


ここ で 実習 し た , Figure-4.2.3-5 の PIP コマ ンド の 使い 方 に は , 特記 し な けれ ば な ら な いも う 一 
つの 使い 方 が あり ます . それ は 「 ソ ー ス ・ デ ィ ス ケッ ト (この 場合 ドラ イブ A : ) を 交替 し な が ら , 
デス ティ ネー ショ ン ・ デ ィ ス ク 上 (この 場合 ドラ イブ 時 : ) に ファ イル を 次 々 ど ウ ビー で きま る と そい 
うこ と で す ., この こと は , デス テイ ネー ジョ ン ・ デ ィ ステ ケッ ト を 任意 の ドラ イブ に 押入 し て ,、 PIE を 起 
動 し て お け ば , 別々 の ソー ス ・ デ ィ ス ケッ ト か ら , 必要 な ファ イル だ け を コピ ー す る こと が で きる と . 
いう こと で あり , この 手法 は 日 常 よく 使わ れ ま す . 試し に , ドラ イブ A : の ソー ス ・ デ ィ ス ケッ ト 
を , 列 の ディ スケ ッ ト と 入れ 礁 えて , その 中 の ファ イル を ドラ イブ B : 上 ヘコ ピー し て みて 下さ い . 

特記 事項 を も う 1 つ . PIP を 使っ て , ディ スク 上 の すべ て の ファ イル を , \* .*? な ど で , 別 の 空 
の ディ スク に コピ ー す る と , ファ イル が きれ い に 整 理 さ れ ま す . エディ タタ や, ERA SAVE. PIP コ 
マン ド な ど を た だ くさ ん 使っ て 作業 し た ディ スケ ッ ト は , 適当 な 時 に , ファ イル の オー ル ・ コ ピー を 行 
う と, バラ バラ に 散在 し て いた 1 つの ファ イル の デー タ が , 一 ヵ所 に 連続 し た ファ イル と な っ て コピ 
ーー きれ ま す の で ディ スク の リー トド < ズラ イト が ずら と 較 6 な か り ま すず 

さて , Figure-4.2.5 の 後 か ら 実 習 を 続け ます . 


Figure-4.2.6 

今回 は , コピ ー の 方 向 が 逆 に な っ て いる . ドラ 
イプ B : 上 の ファ イル TESTPRO. BAS? が , 
ドラ イブ A : 上 に コピ ー さ れ た . 実習 が 終る と 
再び PIP の プロ ンプ ト が 出力 され る . ここ で は 
PIP を すべ て 終了 し , CPM に も どす た め に バ \』? 
を キー イン し て いる .CP ン M に も どっ た こと を 
生ま - パ た っ 7 に 注 古 , 


8 


ナ 


ラン ジェ ント ・ コ マン ド 和 垢 底 実習 


Figure-4.2.4 一 6 の 結果 を DIR コマ ンド で 確認 し て み ま し ょ う . 


Figure-4.2.7 Figure-4.2.1-a と 比較 し て 下さ い . ドラ イブ B : 上 に は , “ED. COM? 以後 の ファ イル 
が 新た に コピ ー さ れ て いる 。. 


Figure-4.2.8 
ドラ イブ ん: た に は TPSEPRO BAS' が っ 
Em れ そ でき > 名 


PIP コマ ンド を 実行 する に は , 二 通 り の 方 法 が ある こと は 前 述 し まし た が , 例え ば Figure-4.2.4 は 
次 の よう に な り ま す . 


Figure-4.2.9・a 
実行 が 終る と 再び PIP の プロ ンプ トド *” に も 
どり , 次 の PIP 操作 が 可能 と な る . 


|I 結末 は 同じ . 


Figure-4.2.9・b 
実行 が 終る と PIP を 終了 し , CPM に も どっ 
まあ 


PP 


- PIP_d:newname.ext=s:filename.ext 


ドラ イブ s: 上 の ファ イル HHlename 。 ext を ,。 ドラ イブ dd 上 に アァ イル 名 を JeWIaH06 。 @X【“ 
ご 抹 要 し て ラオ ビー ます . 


人 an>PIP asMACROBO。 CDM=B iMBO。COM / 


Figure-4.2.10 

ドラ イブ B : 上 の ファ イル *M80 . COM^? を , 
ドラ イブ A: 上 に ファ イル 名 を “MACRO80 . 
COM” と し て コピ ー す る 。 


> 


aa>DIR MACROUBO. CUN 7 
sa MACRUBO COR 


TI Figure-4.2.11 


結果 の 確認 . “M80. COM” が “MACRO80 . 
に OM こと し て コピ あれ て \ ぃ ゅ ゆる. 


_PIP_CON:=s:filename.ext 


現在 の コン ソー ル ・ デ バイ ス と し て 割り 当て られ て いる 装置 (周辺 装置 の アサ イン に つい て は ,「STAT 
コマ ンド 」 を 参照 ) に 。 ドラ イブ s : 上 の ファ イル ~filename . ext” を 出力 し ます . 


n>PIP COUNI=BsiTESTPRO. BAS 7 


6 琴 還 上 圭二 圭二 ーー 圭二 す た た た た に に に すす す すす すす すす すす 1 すす 11 トト トト し し に た た すす し し し し! に 1 トト た た トル 


うり 1.11 し GB LLCLGO FOR MOUUGE 


te 還 呈 本 圭二 - す 二 -ー キ ーーー た に に キオ キオ した た キモ す た た た に に に に に し た た た に に た も すもも キ し た に た に に に た た た に に た に に し. 
ら り 
7O PRINT "=mm ェ = DISCRIMINATED AVOIDANCE-SAMNE PRUGRAM MITH 4 BUXEB ===== 


BO PRINT 

9O ”" 

100 '**※*※※% TNITIAL GET ポポ 

110 

120 DEFINT A-Z "DEFAIN ALL VQALIABLES TD INTEGER 
12o 『 


14O "DISK FILE NAME DEFINE 


9 1 


| 15O INPUT "FILE NAME "FILENANME IN$ も 
16O INPUT "DATE"' DATEIN$ も 


| 380 018K FILE OFEN 
| 190 OPEN "R"。#1。FILENANME IN まま 


210 "ーーー DATA BTORE AREA DIM DEFINE -- 

| 220 "DATA BYTE BIT ABSIGNMENT 

| 230 "BIT7。BIT6 --ー- O O = NO LEVER RESPUNBE 

| 240 ・ " ーーーー O 1 = RESPDNSE AT CS 

| 290 " n ーーーー 1 O = RESPUNSE AT UCS 

| 26O "BIT5。4。 さ 。2。 1。O -ーー- LEVER RESPUNBE CDUNTER AT ITI 


ABDRTED』 BzTESTPRD。BAS - 


| Az 
N 


Figure-4.2.12 現在 の “CON :” (コン ソー ル ) デバ イス は , 初期 状態 の まま な の で , 通常 その 出力 は ス 
クリ ー ン に 割り 付け られ て いる . よっ て , ドラ イブ B: 上 の ファ イル "TESTPRO. BAS? 
が スク リー ン 上 に 転送 きれ る こと に な る ,。 この コマ ンド ・ ラ イン は 結果 と し て TYPE コ 
マン ド を 使っ た の と 同じ で ある . 


習 王 PIP_PUN:=s:filename.ext 


現在 の パン チ ・ デ バイ ス と し て アサ イン さき され て いる 装置 に 。 ドラ イブ s : 上 の ファ イル filename . 
ext” を 出力 し ます . 


6 1 PUN Mo NB) 、 Figure-4.2.13 
し し いん し. し Lo | 現在 の \PUN :? (パン チ ) デバ イス に アサ イン 


| テイ ル い DUMP. ASM/ を 出力 する . この 場合 
| も 実行 中 に 何ら か の キー イン に よる プレ ー ク 機 


| 
| 2 | され て いる 装置 の 1 つ に , ドラ イブ A : 上 の フ 
| 
| 
| 


ヨク 


PP 


B PIP_LST:=sg:filename.ext 


現在 の リス ト ・ デ バイ ス と し て アサ イン され て いる 装置 に 。 ドラ イブ s : 上 の ファ イル \filename. 
0 あお し まま 。 


| >PIP LGST』=DUHMP 。 ASN / 
5sFILE DUHP_ PROGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 


5 
5 CDPYRIBHT (C) 1975。 1976。 1977。 197 日 
3DIBITAL RESEARCH 

3 BDX 579。 PACIFIC GROVE 

3 CALIFDRNIA。 9395O 


5 

ORG100H 

| BDOSEQUOOOSH』 DO08B ENTRY POINT 

CUNSEDU1 READ CUNSOLE 

TYPFEFEQU2s TYPE FUNCTION 

| PRINTFEBU9』 BUFFER PRINT ENTRY 

| BRKFEQU1 1 5 BREAK KEY FUNCTION (TRUE IF CHQR READY ) 
UPENFEQU15SsFILE UPEN 

READFEQU2O5READ FUNCTION 


シン 
ーー ーーー ーー ニー ニー ニー ニー 


5 
FCEEQUSCHsFILE CONTROL BLOCK ADDRESS 
BUFFEQDUBOH』 INPUT DISK BUFFER ADDREGS8 


5 
3 NUN GRAPHIC CHARACTERG 


CREQUODH』 CARRIAGE RETURN 
LFEQOUOAHs LINE FEED 


の 


Figure-4.2.14 現在 の *LST :?( リ スト ) デ バイ ス は , 初期 状態 の まま で , 通常 は “LPT : ? (プリ ンタ ) 
に アサ イン され て いる . こ の よう に プリ ンタ に ドラ イブ A : 上 の ファ イル \DUMP. ASM? 
が 出力 され て いる . タブ の 機能 が 働い て な いこ と に 注目 . これ も 同様 に キー イン に よる 
プ ブレー クタ が 働く 


3 


更 看 の りー ダ ・ デ バイ カイ ス ょ よし て で サイ ン 基 れれ そ いる 姜 還 か ら デ ー グ を 大 力も 。 その デー タ ぞ を 疾 イ 
プ d: 上 に ファ イル “ 曲 ename . ext” と し て セー プ し ます 。 
外部 機器 か ら の 受信 


>PIP RXDUMP 。 SM=RDRs [LE]/ 


FILE DUMP PROGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTB IN HEX 


5 

3 

5 COPYRIGBHT (C) 1975。 1976。 1977。 197 晶 
5 DIGITAL RESEARCH 

5 BOX 呈 79。 PACIFIC GRDVE 

CALIFDRNIA。 9 さ 395O 

5 


ORG 1 の OH 
BDOS EQU OOO5H 5DOS ENTRY POINT 
CUNS EQU 1 s READ CUNSULE 
TYPEF EQU っ s TYPE FUNCTIOUN 
PRINTF EQU シン 5s BUFFER PRINT ENTRY 
BRKF EGRU 1 1 s BREAK KEY FUNCETIHN (TRUE IF CHAR _ READY ) 


5 FIXED MESSAGE AREA 
SIGBNON』 DB *FILE DUMP VERSIOUN 1 。4$" 
DPNMSG』 DB CR。LF。" NO INPUT FILE PRESENT ON DISK*" 
5 VARIABLE AREA 
1 BP DS 2 sINPUT BUFFER PUINTER 
ロ LDSP』 DS 2 sENTRY BF VALUE FROM CCP 
H 
H STACK AREA 
DS 64 3 RESERVE さ 2 LEVEL STACK 
STKTOP』 
3 
END 
A> 


Figure-4.2.15 現在 の *RDR : / (リー ダ ) デバ イス に アサ イン され て いる 装置 か ら デ ー タ を 入力 し , ド 
ライ ブ A : 上 に ファ イル “RXDUMP. ASM” と し て セー ブ す る . 入力 デー タ は , 通常 
紙テープ ・ リ ー ダ や モデ ム , それ に 種々 の 通信 ポー ト か ら 入 力 さ れる が , ここ で は , RS- 
232C ポー ト に 入力 され る , 別 の CPM マシ ン か ら 送 り 出 され た DUMFP コマ ンド の 
アセ ンプ ブリ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル で ある . 
コマ ンド ・ ラ イン の 最後 の 『[E]* は 入力 デー タ を スク リー ン 上 に 表示 する た め の オ プシ 
ョ ン ・ コ マン ド で あり , 特に 付け る 必要 は な い . ファ イル の 最後 を 受信 する と , 自動 的 
に ディ スク へ の キモ セー プ が 行わ れる . 後述 「PIF パラ メー タ 」 を 参照 


NNNe 


この ! 


PP 


Figure-4.2.16 

セー ブ さ れ た ファ イル の 確認 . 

この よう に ファ イル “RXDUMP. ASM* が 作 
られ て いる . 内 窒 は 送り 出し 側 の ファ イル 
DUMP. ASM? と 一 致す る . 


参考 まで に , 送り 出し 側 の CPZM マシ ン に 与え た “DUMP.ASM? を 送信 する た め の コ マン ド を 
示 も で 青き まま 宇 。 
外部 へ 送信 


Figure-4.2.17 

前 述 の Fig-4.2.13 と 同様 で ある が , 最後 に 特別 
な 装置 名 の ^EOF : ” (後述 ) を 付け る . この 
*EOF :? を 送り 出す こと に より , 受信 側 は フ 
ァイル の 最後 を 検知 し , 自動 的 に ディ スク に セ 
Cy 4 


BV:= ニ 「XHBV: 


入力 デバ イス か ら 入 力 し た デー タ を , PIP を 通し て (と いう こと は , 後述 の PIP パラ メー タ に よ 
る 処理 が 可能 と いう こと ), 出力 デバ イス に 出力 し ます . 


Figure-4.2.18 
CP ン M マシ ン を キー ボー ド と し て 使用 する 一 例 . 
キー イン され た も の は , “PUN : ? デ バイ ス か ら 
出力 され る と 同時 に , スク リー ン に も 表示 され 
る 、CtrLZ の キー イン に より ,CP/M に も どる 、. 
Ctrl-Z に より , CPM に も どる と 都合 が 悪い 
場合 に は , コマ ンド ・ ラ イン の 最後 に 後述 の PIP 
2 パラ メー タ “|[O]?” を 付け て 実行 し て お け ば よ 
い . 


5 


…S:filenhame 1 .ext, "fllenameg ら .ext,S":fllename3.ext… 


ファ イル を 転送 する PIP 操作 の 場合 , 任意 の ドラ イブ の 任意 の ファ イル を , 複数 個 連 続 し て 転送 す 
る こと が で きま す . つま り 別 々 の ファ イル を 接続 し て , 1 本 の ファ イル と し て 転送 する こと が 可能 で 
ら 


>PIP BNEM。.TXT=DUHMP 。 SM 。 Bs BI0S.QSM。 DEBLOCK . SM / ] 
| 


仙 > 


Figure-4.2.19 ドラ イブ A : 上 の ファ イル DUMP . ASM? と ドラ イブ B : 上 の ファ イル BIOS . ASM? 
と ドラ イブ A : 上 の ファ イル DEBLOCK . ASM” を 1 本 の ファ イル “NEW . T 氏 T? 
ドル 肖 に に コピ ビー する 。 


仙 >TYPE BgNEM。TXT 7 


FILE _ DUMP _ PROGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 


COPYRIGHT (C) 1975。 1976。 1977。 197 晶 
DIGITAL RESEARCH 

BOX 579。 PACIFIC GROVE 

CALIFDRNIA。 9395O 


Figure-4 2.20 その 1 


DRG 1OOH 
BDQS EQU OOO5H 3D0S ENTRY POINT 
CONGS EQU 1 5READ CONSDLE 
TYPEF EQU 2 TYPE FUNCTION 
PRINTF EQU ら 8 BUFFER PRINT ENTRY 
BRKF EGU 1 1 5 BREAK KEY FUNCTION (TRUE IF CHAR READY ) 
DPENF EQU 15 sFILE DPEN 
READF EQU 2oO s READ_ FUNCTION 
3 
MV1 C。 READF 
CALL BDO0S 
POP B! POF D! POP H | 
RET | 
H | 
上 FIXED MESSAGE AREA [ 
ら SIENDN』 DB ?FILE DUMF VERSIUN 1 。4 ま " | 
| 


に 】< 


0PNMSGs DB CR。LF。" NO INPUT FILE PRESENT UN DIB に まま 


5 VARIABLE AREA 
IBFs DS 2 s INFUT BUFFER POINTER 
ULDSFs D5 2 3 ENTRY SF VALUE FROM CCP 
5 
H STACK AREA 

DS 64 5 RESERVE さ 2 LEVEL STACK 
STKTOPs 
5 

END 


(fQur _ drive sinqle dens1ity vergion) 
Version 2.2 February。 198O 
己 じ 5 己 口 い フク 5 ソ ほ 51On 2。 フ 
じ ODy ビ 1q ロ ht (Cc) 198O 
Diq ロ ita1 Research 


Box 5 ら 79。 Pacific BrOve 
Ca1ifornia。 93950 


pg Ps vpe NOS vgg へ PS spa で vpp ヽ mm vms vpn Np 


tu@ 台 U Of イキ すす 』 value Of "上 ue" 
fa1 =@ 口 い nt 上 と い 8 すら 1 5 馬 " 
らら 選 唱 い †a1 らら @ 3 上 じい 1 和 † 上 呈 5 人 上 biOg 
B 1O 1 drive 2。 さ 

1ODDs 5351 〇 D& み FameGter b1ock 

db Oh 353nOFrm&1 1/O ロ ODeFration 
1O 和 fs も 己 ら d† 31O funCt1On。 1n ロ itia1 read 
1 On db 1 3 nuUmDGr の O† 名 己 ヒ 上 上 ロレ ヒ % 上 〇 read 
1 Os db 〇 ff 品 キモ 3track number 
1 〇 8 db 1 5 史上 OF nuUmD@F 
1Ods ロ w D い ff 51 の & ロ ロレ g 号 品 
5 
5 
5 def1n 刀 am ar 刀 aB5 Or bdo5 ODeration 

己 ロ ロロ ら 生 

ae 


0 ルルル ルル ルネ ポポ ルル ルル ルネ ルル ルル ルル ルネ ネネ ネネ ネル ネネ ポポ ネル キネ ネネ ネル ルポ ポキ キ 


5 * し 1 

3 * Sector Deb1ocking A1qorithmss for CP/M 2。.O し 1 

3 * 2 

キホン ネ ポ ネ ポ ネ ル ネ ネ ネ ル ネ ネ ネ ネネ ボネ ネネ ルポ ネネ ネル ポポ ネネ ネネ ボキ ネネ ネル 

3 > 

5 いも 111 革 ツ macFO の compute smector mask 

に YUIT- も 3 上 = 8・) hb1k 

35 COmDu も @ 1Oq ロ 2(hD1 に K) 。 ヒモ uF ヒロ ⑳% ぬ S5 し 5u1 Figure-4.2.20 


PP 


その 2 


ブフ 


UnaCn て ts 
unad5k ド s 
Ua キレ に Ks 
UTA 呈 選 8 
9 

GFT1aq ロ 8 
rf†1a ロ 8 
FrG3HOD 
いじ キツ yD ロ * 
dmaadrs 
h 呈 tbufs 


人 Q> 


( つ ※*※ め ⑳x = hbD1 に On 上 urn) 


ち 己 上 hb1 に 

品 己 O 

COunt riqht 5=hifts5 Of る @y unti] = 1 
らら ロ て 上 B 

1 @y ビビ 1 

選 X1 て 上 mm 

ら ロ ロロ 1 和 † 


の ぐ y 15 ロロ 1 。 hif 二 上 Fight One PO51tion 


9 
k を る る る も $66 も 906《 も 9《6310390999996《《36993《6$3《1939336936113891139. 


sis 


5 1 3 una1 1 OC FC と ロキ 
唱 5 1 51a5t una11OC ロ 1i 史 に K 
d5 2 $1a55 モ 上 una11ocC track 
H5 1 3 1 a5 上 una1 1OC 5 呈 に も ロレ 
5 1 * 己 ビ ロビ DOFt1n ロ 
日 5 1 sa8H 5eCtor f1a ロ 
5 1 5s1 if read Operation 
5 1 5 いい ビ 1 七 己 DDEFLat1iOn ty 所 
5 な sa モト dma addF@ 選 5 
ぁ hs 上 呈 1z 3 ht DuUf† 馬 
3 
0 ルポ ポル ボネ ポポ ルル ボ ポポ ポポ ポル ル ポポ ポポ ネ ポポ ネ ポポ ネ ネル ボボ ボネ ポポ ポポ ネネ ルポ ポル ポポ ポル ホホ ポル 
% 
The ENDEF ma と FrO 1 ロ ソ マロ ヒ a& キ 上 1iOn ロロ OG5 here * 
※ 
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Figure-4.2.20 新しく 作ら れ た ドラ イブ B : 上 の ファ イル “NEW TXT” を TYPFE コマ ンド で 確認 


ご 』! こ 


する . この よう に 別々 の ファ イル で あっ た も の が , 1 本 に な っ て いる こと が 確認 され る 。. 
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PIP パ ラメ ー タ 


PIP に は ,。 PIP パラ メー タ と 呼ば れる オプ ショ ン ・ コ マン ド が あり , その 種類 を 決 の 表 に 示し ます . 
今 まで 解説 し て きた PIP コマ ンド ・ ラ イン の 最後 に 。 この PIP パラ メー タ を 付け て 実行 する こと に 
より , 各種 の 処理 を 行い な が ら デ ー タ の 転送 が で きま す . 


PIP バ パラメータ の 機能 

[ B ] (Block) 
プロ ッ ク ・ モ ー ド 転送 を 行う . X-off^ キャ ラク タ で ある Ctrl-S を 受信 する まで は , 受信 デー 
タ を バッ ファ に ロー ド し て 行き , Cr1-S を 受信 する と, バッファ に ロー ド さ れ た デー タ を ディ ス 
ク に セー ブ し , バッ ファ を 空 に し て , 再び 受信 デー タ の バッ ファ へ の ロー ド を 開始 する . 

[Dn] (Delete) 
ライ ン 文 字数 の 制限 転送 . アス キー・ フ ァイル や キャ ラク タ 入 力 を 転送 する 際 , 各 ラ イン の 頭 
か ら 1 文 字 を 越え た 文字 を 削除 する . 

[ E ] (Echo) 
装置 間 で 転送 きれ て いる デー タ を , コン ソー ル に も 同時 に 出力 する . 

[F ] (Form feed) 
転送 デー タ か ら フ ォ ー ム ・ フ ィ ー ド ・ キ ャ ラク タ (OCH) を 削除 する . 

[Gn] 
現在 の ユー ザー・ エ リア に お いて , 他 の ユー ザー・ エ リア n か ら , PIP に よる 転送 を 可能 に す 
る . 

[H] (Hex format) 
イン テル HEX 形式 の デー タ 転 送 の 際 , HEX 形式 と し て の エラ ー の チェ ッ ク を 行う . 

[ 1] (gnores null) 
上 記 [H] の 機能 に た. ヌル レコ ー ド (: 00) を 無視 する 機能 を 追加 し た も の . 

[ L ] (Lower case) 
すべ て の 大 文字 を 小文字 に 変換 し て 転送 する . 

[ N ] (iine Numbers) 
転送 ゲー タ に ライ ン No を 付け る . ライ ン No の 数 字 の 前 置き の “0? を 表示 させ る に は 【[N 2] 
2 パフ メー タ を 用 いる , 

[ 0] (Object files) 
転送 の 際 “EOF : ? (End Of File) キャ ラク タ の “1AH (Ctrl-Z2) に よる ター ミネ ー ト 処理 を 


に に ) 
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無視 する . アス キー・ フ ァイル で な い フ ァイル の 転送 も 可能 と な る . 
[ Pn] (Page ejects) 
n ラ イン ご と に ペー ジ 送 り を する . n が 1 また は 指定 され な い 時 は , 60 ラ イン が 初期 値 と し て 
指定 され る . 
[ Q 文字 列 へ Z] (Quit) 
転送 ゲー タ を サー チレ し 文字 列 ” が 来る と , 転送 を 終了 する . 文字 列 ” 自身 も 転送 され る . 
[ S 文字 列 へ Z] (Start) 
転送 さき れる デー タ か ら 文字 列 " を サー チ し 見 つか れ ば “文字 列 ” 自身 も 含め , 以後 の データ 
の 転送 を 開始 する . 
[ R ] (Read) 
YSYS” アト リ ビ ュ ー ト の 付い た ファ イル の 転送 を 可能 に する . 同時 に [W] パラ メー タ の セ 
ッ ト も 行わ れる . 
[Tn] (Tab) 
転送 デー タ 中 の タプ ・ ス ペー ス を n カ ラム に 設定 する . 
[U] (Upper case) 
すべ て の 小文字 を 大 文字 に 変換 し て 転送 する . 
[ V] (Verify) 
ディ スク 間 の ファ イル の コピ ー の 際 。 リー ド ・ ア フタ ・ ラ イト (書き 込み 後 。 即 読み 出し て 比 
較 ) の 確認 を 行い コピ ー・ デ ー タ を 保障 す る . 
[W] (Write in R/O) 
デ ネ テ ィ ムネ ー ジ ショ ピ の 民 /0 了 アトリビュート る 無視 し て 転送 を 邊 う 。 
[ Z ] (Zeros parity) 
入力 デバ イス か ら , デー タ の 受信 時 に 受信 デー タ の パリ ティ ・ ビ ッ ト を 0 に する 。. 


入力 装置 か ら デ ー タ を 入力 し て , ディ スク に セー プ す る 場合 , 送り 出す デー タ を 適当 な 長き の ブロ 
ッ ク に 区 切る こと に より , プ ブロック 単位 で 。 バッ ファ ・ メ モリ へ の 受信 ゆ ウデ ィ ス ク へ の セー プ ブウ 次 の 
プッ ク の イッテ テー メモ リ へ の 季 代 ウデ ディ スク へ の モー アウ ゆ ウ …… を で 用 既 し 。- か セット ょ テー ブ 和 や 
紙テープ な どの , シー ケン シャ ル な 出力 装置 か ら の デー タ を , ブロ ッ ク ・ バ ッ フ ァ リ ング に より , デ 
ィ ス ク へ の セー プ を 可能 に し ます . 但し アス キー・ デ ー タ が 対象 と な り ま す . 

デー タ の 送り 側が , 各 ブ ロッ ク の 終り に \ 双 -off キャ ラク タ ” で ある Ctrl-S を 送信 する こと に より , 
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受信 側 は , 今 ま で に 受信 きれ た バッ ファ 上 の プロ ッ ク を ディ スク に セー ブ し ます . すべ て の ブロ ッ ク 
の 送り 出し が 終 れ ば , 通常 の ^End Of File* キャ ラク タ の Ctrl-Z を 送信 する こと に より , 最後 の セー 
プ を 行い 。 モー プ し た ファ イル を クロ ー ズ きせ ファ イル が 出来 上 り ます. 

実習 例 と し て , リー ダ ・ デ バイ ス *RDR : ? か ら デ ー タ を 入力 し , \TEST ン B . TXT? と いう ファ 
イル 名 で ディ スク に セー ブ し て み ま し ょ う . 送り 出し 側 に は 便宜 上 CPM マシ ン を 使い 。 その キー 
ボー ド 入 力 を パン チ ・ デ バイ ス “PUN : ? か ら 出力 させ ます . この 場合 , 受信 側 の *RDR : ? と 送信 
側 の “PUN |: ” は RS-232C ポー ト など で 接 続き れ て いる と 考え て 下さ い . 


A>PIP TEBT/B. TXT=RDRiEB] / Figure-4.2.21 

受信 側 で の コマ ンド ・ ラ イン . 

パラメータ [B] を 付け て ,。 リタ ー ン し て お け ば 
受信 状態 と な る . `EOF : ? (Ctrl-Z) を 受信 す 
る と , PIP を 終了 し CPM に も どる . 


> 


>PIP PUN =CONI sEOFs / し ニラ イン フィ ー ド (LE キー の な い エ ー ボ ー ド は . 
nanRAARRAAAAARARAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 7 ナ LF 
BBBBBBBBBBBBBBBBBEEEBEBEBEBEEBBBBEEHEBEBB) リ LEF 
し し し に し じ に し じじ ECCEECEEECECCEEECCCECCCCCCCCPC 」) し 
へ S (実際 は この よう つ な ラ イン ・ ス ペー ス は 識 ガ な い ) 
134111414141111111111111111111111111111111) し ド た 

レン アア ギヤ アア アア アンアン アア アア アンアン ピ デア アア アデ アン デア ア ビア アン アア アア アンアン アタ し > 

に た ネネ ネネ ネネ ネネ ネモ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネモ モモ ネネ ネネ セト ネ ネネ ネネ) し F 
^S (向上 , 分 か り 易 ぐす る だ め に 空け て ある ) 
KKXXKKKKKXKXKXXX) く KKKXKXXKXX パ KKKKKKXXKXKKXKXXKXXXKKKKKKKKK ナビ F 


k244444444442444444444444444444444444444444444444 な 用 ヨ ョ 


そそ と る と の の ご ZZ アン ズン ン Z ン プン ZZZ ズ アア ZZZZ ズ ZZ アア メア ZZZZZZZ リ | し ビ 
に NMND 0UF し 1 お 81 。) 

べ Z - ーーー~ "時 後 は CtrlZ で 鬼 る . 
> 


Figure-4.2.22 送信 側 で の コマ ンド ・ ラ イン . 
キー イン ブッ ト が PUN : か ら 出 力 さ れる . 最後 に `EOF : ? を 送信 する た め に , 後述 
の FIP キー ワー ド “EOF :? を 付け る ,. キー イン され た 文字 は 同時 に スク リー ン に も 表 
示さ れる . 


この よう に , キー 入力 し た 各 ブ ロッ ク の 終り に は Ctrl-S を キー イン し て 行き 。 最後 に Ctrl-Z を キ 


ー イ ン す る こと に より , 受信 デー タ が ディ スク に セー プ ブ され, 送信 側 も 受信 側 も PIP を 終了 し CP ノ 
M に も どり ます . 
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セー ジ さ れ た アテ ァイル FES エン B TXT7 を TYPE コマ ンド で 確認 し で みみ まし ょ う 、。 


A>TYPE TEST/B.TXT/ ] 


| AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAARAA | 
| BBBBBBBBBBBEBBBBBBBBEEBEEEEEEBEERBBEBEEBB | 
CEEECCCEBECEEEEEEEEPEECCCECECEEECCCECCCCC | 
1111111111111111111111111111 | 
つの フフ フウ ウ ウフ クフフ フフ フフ フフ ラフ フス スス ウフ フフ ウフ フフ フフ ラフ フラ 222222 。 | 
ささ ささ ささ ささ さき ささ ささ ささ くさ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ さき ささ さる さ | 
ババ ババ KK く ペ KK パパ KKKK だ ババ ババ パパ KK パ KXKK バ パパ KK バ KKKK パ パパ KK バ KXXK バ パパ XX [ 
YYyYYYYYYYYYYYY ツ YYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY ツ YY ツア YYY ツ ツ | 
上 文人 入 信人 往信 信人 福 注 福 人 往 文 今 信 往信 補 往 今福 福久 注入 福 福 往 人 往信 人 文 今 飼 人 注文 往 福 飼 訪 信 今福 文 信 信人 文 福 飼 文 飼 飼 2 | 
END DF L1I8T。 | 

| 
a> | 


Figure-4.2.23 セー ブ プ さ れ た ファ イル の 内 容 の 確認 . 


デー タ 送 り 出 し 用 の CPM マシ ン が 用 意 で き な い 場合 は , 1 台 で も 次 の よう な コマ ンド ・ ラ イン 
に より , [B] パラ メー タ を 実習 する こと が で きま す . 


QA>PIP TEST/E.TXT=CUNsLB]」。EUF g / 


| 区 < 
ui い 


Figure-4.2.24 1 台 の CPM マシ ン で 実習 する 場合 , 自分 の マシ ン の キー 入力 が , 直接 バッ ファ へ の 
た 力 と な る 。 


(0 斬 上 1 IDn] バ ラメ ー タ 


アス キー・ フ ァイル や 入力 装置 か ら の アス キー・ デ ー タ を 転送 する 際 に , 各 ラ イン の 文字 数 を 最大 
n 文字 に 制限 し ます . 


nA>PIP COUNi =TEST/B.TXTED2O] 7 


21 人 る AT2T く 121212 す 1 の 121 人 2 す 2121612 す 2 る 1 
HEBEBEHBEHEBERHEHEBEBEBEBBREE 
し し じ し に に に に に じ に し し じじ し に し に じ に に 
ま 434111431111111111111 
バム メン スス フフ フス つの 2 マス フフ フフ スラ ラウ 2 
MM の ゆい yh 
パパ パパ KK パパ KK パパ KKKKKK パ XX 
アア YY ア Y ア アア アア アア YY アア YY ツ アア アア 
メメ アア メメ デメ メメ アメ メメ アア アァ メメ ズ ズ メ ズ 


END 0F LIST。 
、 ゃ 


で ペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


/ 
ニー 一 


| 
| Figure-4.2.25 

| 先程 の ファ イル TEST ン B. TXT? を 1 ライ 
) ン 20 文 字 に 制限 し て ,。 コン ソー ル に 出力 する . 


アー 


/ 
| 全 >PIP CON 』 =CON ED5S ] 7 


1 1 ご 2 ささ 44556789O)LF 


ーー ーーー ーー ーー ーー 


| き ] の [ヒビ ] バ パラ メー タ 


Figure-4.2.26 

キー 入力 を 自分 の コン ソー ル に 1 ライ ン 5 文 字 
に 制限 し て 出力 する . 最初 の 5 文字 が , 二 重 に 
な っ て いる こと に 注目 . コンソ ー ル 入力 (キー 
入力 ) は 自分 自身 に コン ソー ル へ の 表示 機能 が 
議 | や ある た め に , この よう に 5 文字 だ けが 二 重 と な 
/ り , [D 5] に よる 効果 が 確認 で きる . 


ーーーーーーーーーーーーーーーーー 


PP 


内 に 


ー 


業 置 間 で 転送 され て いる デー タ を , 同時 に コン ソー ル へ も 出力 し ます . アス キー・ デ ー タ で あれ ば , 
スク リー ン 上 で 内 容 の 確認 が で きる わけ で す . 


6 na>PIP Bg=DUMP。ASMEE]) 


RG 10OH 
BDOS EQU OO0O5H 
CONS EQU 1 
す Y ド に に た EQU て 
FRINTF EQU 。 
BREF EQU 1 1 


FILE DUMP _ PROGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 


COPYRIGHT (C) 1975。 1976。 1977。 197 日 
DIBITAL RESEARCH 

BOX 579。 PACIFIC GROVE 

CALIFURNIA。 9 さ 395O 


5 DOS ENTRY POUINT 

3 READ COUNSULE 

sTYPE FUNCTION 

s BUFFER FRINT ENTRY 

s EREAK EEY FUNCTIUN (TRUE IF CHAR READY) 


| 
DPENF EQGU 15 3FILE OPEN | 
READF ERBU 20 3 READ FUNCTION | 
5 
FCB EQU 5CH 3FILE CDNTROL BLOCK ADDRESS | 
BUFF EQU BoH j INPUT DISK BUFFER ADDRESS | 
| 

・ | 

・ | 
5 F 1 XED MESSAGE AREA 
SIGNDN』 DB FILE DUMP VERBIDN 1.4$" 
DPNMSG』 DB CR 。LF。" ND INPUT FILE PRESENT ON DIBK*" 
8 VARIABLE AREA 
1BPi DB 2 INFUT BUFFER PDINTER | 
DLDSP』 DB 2 j ENTRY BP VALUE FRDM CCP | 
5 
5 STACK AREA 

DS 64 5: RESERVE さ 2 LEVEL BTACK 
STKTOPs 
| 
END 

交 


Figure-4.2.27 ドラ イブ A : 上 の ファ イル DUMP ASM? を 下 ドラ イブ B : 上 へ コピ ー す る コマ ンド に , 
[E] を 付け る と , この よう に 転送 内 容 が 同時 に スク リー ン 上 で 確認 で きる . 


「[F] バ ラメ ー タ 


転送 デー タ の 中 か ら , プリ ンタ 用 紙 の フォ ー ム ・ フ ィ ー ド や ,。 スク リー ン の オー ル ・ ク リア に 使わ 
れる “Form-Feed? キャ ラク タ の “0CH” を 取り 除き ます . 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー へ 


W 
% 


A>PIP LGST』i =DUMP 。 PRN[ T 晶 ] ) | Figure-4.2.28 

[F] パラメータ を 付け ず に , MACRO-80 で アセ 
ンプ プル た 所 UMEE- ゲ ログ ラ み の プサン ト ・ フ 
ァイル を プリ ンタ へ 出力 する . [T 8」 は 後述 の 
タプ を 8 文字 に 設定 する パラ メー タ 。 
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n>FIP LGS1i=DUMP.PRNEFTB] 7 


Figure-4.2.29 
今度 は 先 の 例 に [F] パラ メー タ を 付け て 実行 
する . 


MACRU-BO さ . さ さ 12-Sepー-79 


A>PIP LST』=DUMP . PRNEFT 日 ] 


MACR ロ -BO さる. ささ 12-Sep-7 PAGBE | 】 


FILE DUMP PRDGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS 1N 


COPYRIGHT (C) 1975。 1976。 1977。 1978 
DIGITAL RESEARCH 

BOX 5S79。 PACIFIC GROVE 

CALIFDRNIA。 9395O 


FILE DUMP PROGRAN,。 READS AN INFPUT FILE AND PRINTS IN 坦 E 


COPYRIBHT (C) 1975。 
DIBITAL RESEARCH 
BOX 579。 PACIFIC GROVE 
CALIFURNIA。 9 さ 395O 


1976。 1977。 1978 


ORG 10OH 
BDOS EQU OOO5H 
CONS EGU 
TYPEF EQU 
PRINTF EQU 
BRKF EQU 
OPENF EQU 
READF EQU 


の の @ ェ ‥ 


OOO5 
OO01 
OOO2 
OOO マ 
OOOB 
OOOF 
oO14 


: DDS ENTRY POINT 
3 READ CONSOLE 

# TYPE FUNCTIDN 

# BUFFER PRINT ENTRY 
5 BREAK KEY FUNCTION (TRUE IF CHAR READY) 
FILE OPEN 

# READ FUNCTION 


ORG 100H 
BD0S EDU OOOS5H 
CONS EQU 
TYPEF EQU 
PRINTF EQU 
BRKF EQU 
UPENF EQU *FILE OPEN 
READF EQU 3 READ FUNCTION @ 
H 
OO05C FCE EQU sFILE CONTROL BLOCK ADDRESS 
QO8O BUFF EQU BOH # INPUT DISK BUFFER ADDRES 


OoOO5 
QooO1 
OO002 
OOO9 
OOOB 
QOOF 
0O14 


# DOS ENTRY POINT 
#READ CDNSOLE 

# TYPE FUNCTION 

* BUFFER PRINT ENTRY 

# BREAK KEY FUNCTION (TRUE IF CHaR RE( 蘭 


H 
OO5 ビ FCBE EQU 
QooOBO BUFF EQU 


FILE CDNTROL BLOCK ADDRESS 
#s INPUT DISK BUFFER ADDRESS 


NON GRAPHIC CHARACTERS 
EGU ODH # CARRIABE RETURN 


0 3 
NON GRAPHIC CHARACTERS EQU QAH jLINE FEED 


QOOD EQ ロ U ODH ji CARRIAGE RETURN 


OOOA EQU OAH # し LINE FEED FILE CONTROL BLOCK DEFINITIONS 


FCB+O # DISK NINE 

FCB+1 #FILE NAME 

FCB+9 # DISK FILE TYPE (3 CHARACTERS ) 
FCB+12  』FILE'S CURRENT REEL NUMNBER 

FCB+15  』FILE"S RECORD COUNT (O TO 128) 
FCB+ さ 2  』CURRENT (NEXT) RECORD NUMBER (O TQG 
FCB+ さ さ  』FCB LENGTH 


FILE CDNTROL BLOCK DEFINITIONS 
OOS5C EQU FCB+OQ #DISK NAME 
OOSD EQU FCB+ 1 #FILE NAME 
OO65 EQU FCB+ マ sDISK FILE TYPE ( さ CHARACTERS) 
OO68 EQU FCB+12  』FILE'S CURRENT REEL NUHBER 
OO6B EQU FCB+15  』FILE*S RECORD COUNT (O TO 128) 
O007C EQU FCB+ さ 2  』CURRENT (NEXT) RECORD NUMBER (O TO 
OO7D EQU FCB+ さ 3  』#FCB LENGTH 


こ 
いい 
SN 


UP STACK 

Oo10O* Oooo H。O 
Oo10 さ * SF 
ENTRY STACK PDINTER IN HL FRDM THE CCP 
SHLD DLDSP 
SET SP TO LOCAL STACK AREA (RESTORED AT FINIS) 
O107* LXI SP , STKTOP 

READ AND PRINT SUCCESSIVE BUFFERS 
O10A" CALL SETUP 』SET UP INPUT FILE 
O1OD* CPI 255 # 255 IF FILE NOT PRESENT 
O1OF* 6 JNZ DPENDK  』SKIP IF DPEN IS OK 


SET UP STACK 
O10O* 21 OOOO LX Ii H。O 
O10 さ * さ 9 DAD SP 
ENTRY STACK PUINTER IN HL FROM THE CCP 
SHLD OLDSP 
SET SP TU LOCAL STACK AREA (RESTORED AT FINIS) 
さ 1 024B* し Xi SF , STKTOP 

READ AND PRINT SUCCESSIVE BUFFERS 

O1Oa* CD O1B9* CALL SETUP # SET UP INPUT FILE 
O1OD* 区 だ CPi 255 * 255 IF FILE NOT PRESENT 
O1OF* C2 O11BY JNZ OPENDK  』SBKIP IF OPEN I5 OK 


Q104* O209* 


O104* 22 O209* 


0107* 


FILE NOT THERE。 GIVE ERROR MESSABE AND RETURN 
LXI D, DPNMSG 


FILE NODT THERE,。 GIVE ERROR MESSABE AND RETURN 
11 O1E7" LXI D, 0PNMSG 
MACR0- 昌 O さ . さ さ 12-5Sepー79 PAGE 1 一 1 


CD O194" CALL ERR 
O151* JP FINIS # TO RETURN 

ます 

DPENDK: 』OPEN DPERATION OK。 SET BUFFER INDEX TO END 
MVI 人 AA。BOH 
STA IBP # SET BUFFER POINTER TO BQOH 
HL CONTAINS NEXT ADDRESS TO PRINT 
し Xi H。O ぇ START MITH OOOQ 


O12 く 3* H 
O124* O19a* GNBE 
O127* H 
O128* O151* FINI5 


#SAVE LINE POUSITION 


NMACR0D-BO さ . さ さ 12ーSepー79 


#RECALL LINE POSITION 
CARRY SET BY GNR IF END FILE 


012B* 


OF 
O144* 


016a* 


O159" 


0151* 
0154* 


CD Q16a* 
2A O209* 
MACR0-BO さ <。 


O159* E5 
O15A* OE OB 
O15C* CD OOO5 
O1SF* ヒ 1 
O160* Cg 


Figure-4.2.30 |F |] パラ メー タ を 付け た 場合 と , 付け な い 場 合 の 印字 結果 ( 左 は 付け な か っ た 


3 さ 


12ーSepー7 マ 


B,A 
HEX VALUES 
FDR LINE FOLD 
和合 。 し 
OFH # CHECK LOM 4 BITS 
NNUN 
LINE NUMBER 
CRLF 


FOR BREAK KEY 
BREAK 

LSE = 1 IF CHARACTER READY 

# INTU CARRY 

FINIS # DON" T PRINT ANY MORE 

仙 。 

FPHEX 

仙 。 し 

PHE X 


NEXT LINE NUHBER 


END OF DUMP。 RETURN TO CCP 
(NOTE THAT A JMP TO OOOOH REBOOTS) 


CALL 
LHLD 
PAGE 


CRLF 
QLDSP 


1-2 


CD 0194* 
CO151* 


O11B* Bo 
O11D* O207* 


O12O* ooOQo 


O135* 


O13B* 
O1 さ 9* 


O1 さ 3 ビ * 
O1 さ D* 
O140* 
0141* 


O144* 
O145* 
0O14 ア * 
O14a* 
O14B* 
O14E* 


日 
OUPENOKs 


FALL 
JMP 


# DPEN OPERATION OK。 SET BUFFER INDEX TO END 


MVI 
STA 


HL CUNTAINS NEXT ADDRESS TO PRINT 


LXI 


PUSH 
CALL 
POP 
JC 
MOV 
PRINT 
CHEC ド K 
PV 
ANI 

り NZ 
PRINT 
CALL 


CHECK 
CALL 
ACCUN 
KRC 


ERR 
FINIS 


A, BOH 
IBF 


H。O 


GNB 
H 
FINIS 
B。 人 A 


HEX VALUES 


FOR し LINE 
As し 
OFH 
NONUNM 


し LINE NUMBER 


CRLF 


FOR BREAK KEY 


BREAK 
LSB = 1 


FINIS 


A,H 


# TO RETURN 


# SET BUFFER POINTER TO BOH 


#START MITH OOOQ 


s SAVE LINE POSITION 

#sRECALL LINE PUSITIODN 

# CARRY BET BY GNB IF END FILE 
FOLD 


# CHECK LODM 4 BITS 


IF CHARACTER READY 
#s INTD CARRY 
# き DON* T PRINT ANY MORE 


の の 人 @ の @ @ @ @ @ @ @⑥ @ @ ひ の @ @  @ の ⑨@ @ 人 @ る @ @ ゆ @ @ @ @ る @ 


10 ら 


合 , 右 は 付け た 場合 ) 


現在 の テー ザビ デー エリ ザ ゲー) 他 OS ス ネー ザー ャ エリ アテ か らち 、 PE だ よる ブ ィ イル の コピー を 還 衣 に し 
ます . 但し , 現在 の ユー ザー・ エ リア に 。PIP プロ グラ ム (PIP .COM) が 存在 する こと が 前 提 で す . 

実習 倒 と し て , ユー ザー・ エ リア 5 に "PIP . COM” を 作り ,」 そ の 上 で ユー ザー・ エ リア 0 か ら , 
エディ タ ・ プ ログ ラム の “ED . COM” を コピ ー し , その 確認 を し て み ま し ょ う . 


Figure-4.2.31 [Gn] パラ メー タ に よる 他 の エリ ア か ら の ファ イル の コピ ー, 任意 の ユー ザー・ エ リア 
に ファ イル を コピ ー す る 場合 は ,。 この よう な 手順 に より 行う . 


イン テル HEX 形式 の デー タ の 転送 の 際 。 送信 ・ 受 信 ど ちら の 場合 で も 。 デー タ の チェ ッ ク を 行い 。 
9 クサ ム を 含め て , HEX 形式 と 合致 し な い デ ー タ で あれ ば ,。 エ ラー・ メ ッ セ ー ジ を 出力 し ます . 
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PP 


AA>TYPE_ DUMP。HEX / 


1O0O1O000021000039221502 う 15702CDC1O1FEFFC2B4 
5s1O0O0110001BO111F3O1CDOCO1C35S1013EBO う 2 1 02 さ 人 n 
s 10O12000210000ESCDA2O1E1DAS1O1477DE6OFC2D 1 
10013O0004401CD7201 じ DS9O10FDA51O17CCDBFO1FF_ _ 言 
100140OOO7DCDBFO123 さ E20CD65O178BCDBFO1E32366 
s 10015O0001CD72012A1502F9C9ESDSC5SOEOBCDOSF 1 
s 1O0O016O00000C1D1E1C9ESDSCSOEO2SFCDOSO0C1D101 
5 10017000E1C93EODCD65O1 3EQORCD6501C9E60FFE2O 
s 1O001BOQOOOAD2B9O1C6 さ OCS8BBO1C6 さ 7CD65O1C9FSD6 
5s10O0190000FOFOFOFCDZDO1F1CDZ7DO1C9OEO9CDOSEA 
81001ROOOOOC じ 9 くさ A13O2CFEBOC2RBSO1CDCEO1BZ7 じ AB さく 7 く う 
5s1O0O01BOOOO137C9SF 16003 じ 32130221BO000197EB757 
s 1OO1COOOC9AF さ 27C001 15COOOEOFCDO8OOCESD52A 
s1001DOOO0C51 1S5COOOE14CDO5OOC1D1E1C946494 じ CE2 
s1O001EOO00452044S554DSO2056455 で 5 う 3494F4E2OS1DD 
s1001FOOOSEE う 424O0DOA4E4F 2O494E5OSSS42 つ 0464966 
s 100200004 じ 45205052455 さ 454ES54204F 4E2O4449B2 
sO03021000534B2429 

s OOOO0000000 


> 2 


FIgure-4.2.92 正しい HE 区 ファ イル “DUMP HE を TYPE コマ ンド で タラ イプ ヂ 攻 ト し た も の : 
ご の) 肝 有 お え ファ テ イ ル は , ゲン フィ ャ プ モ グラ ぬ あの ソー ス ・ ブ ファ イル DUMEP、 Ao5MM を 
アセ ンプ ブル し て 生成 され る . 


上 の DUMP . HEX? の 5 ライ ン 目 の 終り の 方 に ある パ …01 C3 23……… 2 
ィ タ を 使っ て ^CC” に 変更 し , わざ と エラ ー の ぁ る HEX ファ イル を 作り , これ を ERDUMP . HEX? 
と し また Y 等 。 


n>FTIP PUN: =ERDUMP。HEXEE]7 リ 


s 1OO1000021000039221502 さ 15702CDC1O1FEFFC2B4 
s1OO11O0001BO111FSO1CDOCO1C351013EBO321 さ 02 さ 人 
s 10Q012000210000ESCDA2O1E1DAS101477DE6OFC2D1 
s1OO13O0004401CDZ2O1CDS9O1OFDAS1017CCDBFO1FF ム っ メ 
s 100140007DCDBFO12 さ さ E2OCD65O17BCDBFO1EH2366 > と な つて い 
s1OO01SO0QOO1CD7SO1SA1GO2FOCOESDSCSOEOECDOSF 1 
s1001600000C1D1E1C9ESDSCBSOEOSSFCDOSOOC1D1O1 
810017000E1C ウ 3EODCD65SO13EOACD65O1 じ 9E6OFFE デ O 
s100180000AD2B ウ 01C630C3BBO1C637CD6501 じ 9FSD6 
3.10019000OFOFOFOFCD7DO1F1CDZ7DO1COOEO9CDOSEA 
s1OO01AOOOO0C93n1302FEBOC2BSO1 じ CDCEO1B7 じ AB う / マ 
s 1OO1BOOO0O1 さ 7C95F 1600 さ 3C3 ス 21 さ O02218B0O00197EBZ ロ 7 
gs 1O01COOO0C9aF う 27CO00115COOOEOFCDOSOOC ワ ESDS ブ 人 
s 1001DOOOC51 15COQOOE14CDOSOQOC1D1E1C946494 じ CE ジン 
s1OO1EO00452044554D5020564552 ロ 3494F 4EO さ 1DD 


トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 徹 底 実習 


s1001FOOO2E さ 4240DOA4E4F2O494ESOS55420464966 
8100200004 じ 452050524553454E54204F4E204449B2 
8 O30210005 さ 4B ロ 2429 

8 0000000000 


し 才 


Figure-4.2.33 エラ ー の あぁ る HEX ファ イル “ERDUMP . HEX” を パン チ ・ デ バイ ス に 出力 する . 分 
か り 易 いよ うに [E] パラ メー タ を 付け て , スク リー ン に も 表示 させ て いる . 何事 も な く 
最後 まで 出力 され た ., 


ンー 


6 >PIP PUN =ERDUNP 。HEXEHE ] / 


| g& 1O00100002100003③9221502315702CDC1O1FEFFC284 
5s1OO11OO0O1BO111FSO1CD9CO1C さ 51013EBO32 1 さ O2 さ 人 n 
s 10012000210000ESCDA2O01E1DAS1O1477DE6OFC2D1 
s1OO13O004401CD7201C じ DS9O10FDAS1017CCDBFO1FF 
| 


822 


s 10O140007DCDBFO1233E20CD65O17BCDBFO 1IEEE さ 66 
CHECKSUM ERRDR 


s 100140007DCDBFO123 さ E2OCED65O17BCDBFO1CC2 さ 66 ーーー ニ ニー ウー 
CURRECET ERRDR。 TYPE RETURN KR CTL-Z 。 
の 


| が > 
ーー ュー リー エー ャ ー ィ ゼタ ヤ ャ 0ー 


Figure-4.2.34 今度 は [H] パラ メー タ を 付け て 実行 する . 上 と 同様 に [E] パラ メー タ も 付け て [HE] 
と 複合 コマ ンド に し て 実行 し た . この よう に チェ ッ ク サ ム ・ エ ラー を 検出 し て その ライ 
ン を 表示 し , パパ ンチ ・ デ バイ ス へ の 送信 を 停止 し た . 


この よう に [時 じ パ ラメ ー タ に より , HEX ファ イル の エラ ー を 検出 し て 一 旦 停止 し ます . この 場合 , 
エラ ー・ メ ッ セ ー ジ に 表示 され て いる “RETURN” を キー イン すれ ば , エラ ー を 無視 し て 転送 を 継続 
し , Ctrl-Z を キー イン すれ ば PIP を 終了 し ます . “CORRECT ERKROR” と 表示 され て いま す が , 
この 9M で は ソー ス が ディ スク タク ・ フ ァイル を な の で 。 誠 の 例 で 下さ る よう だ エエ ウー を 再 下 し て , その まま 
転送 を 継続 する わけ に は いき ませ ん . 
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PP 


ーー デーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーー ペー ーーーーー-ーーーーー ーーーーーー ーーーー ーー ーー 


人 n>PIP_ RDUNP . HE X=RDR ig [上 H] 7 
CHECESUM ERROR 


s100140007DCDBFO12 さ さき E2OCD65O178BCDBFO1CC2 さ 66 
CUORRECT し す Y ピ と AA IN し す に こん 


つる ーーーーー- この 場合 , Ctrl-Z で PIP を 打ち 切 つ た . 
A> 
に 
Figure-4.2.35 受信 の 際 も [HH] パラメータ は 有効 で ある . リー ダ ・ デ バイ ス か ら HEX デー タ を 入力 
し "KRDUMP. HEX” と し て ディ スク に セー ブ す る 例 . 入力 デー タ は 先程 の "ERDUMP. 
HEX” を 使っ た . 


受信 の 場合 も この よう に エラ ー を 検出 し ます . この 場合 は , RDR : デバ イス が テー プ ・ リ ー ダ に 類 
する よう な も の で あれ ば , テー プ の 誤り を 訂正 し た 後 , 少し も ど し た 適当 な 位置 に セッ ト し て , リタ 
ー ン を キー イン すれ ば 継続 し て 正しい デー タ が 自動 的 に 編集 きれ て 受信 で きま す . Ctrl-Z を キー イ 
ン す れ ば PF を 終了 し ます . 


[1 バラ メー タ 


前 述 の [HH] パラ メー タ の 機能 に , HEX 形式 の ヌメ ルレ コー ド (: 00) を 削除 する 機能 を 追加 し た も 
送信 ・ 受 信 ど ちら の 場合 で も 有効 で す . 通常 は 紙テープ か ら の 入力 の 際 . テー プ ・ リ ー タ 部 な 
どの , 不要 な “00" デー タ を 無視 する た め に 使い ます . 


>PTP CONI =DUMP。HEX 7 


5 1001000021000039221502315702CDC1O1FEFFC284 
5 100110001EO111F3O1CD9CO1C351O013EBO う 2 1 302 さ 人 
s10012000210000ESCDA2O1E1DA51O1477DE6QOFC2D1 
sm1001.30004401CD7201CD59O1OFDA51O17CCDBFO1FF 


5s 1O0O01FOOO2E34240DOA4E4F20494E5055542O464966 
s 100200004 じ 45205052455 う 454E54204F4E2O4449E2 
s OS3O210O005 さ 4B2429 
s OOOOOOOOOC) 


全 > 


Figure-4.2.36 [1I] パラ メー タ な し の コン ソー ル ・ デ バイ ス へ の 出力 例 . 最後 の ライ ン の : 000…… に 注 
目 . 


10 


トラ ンジ エン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ーー プーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 一 


na>PIP CUNs =DUMF.HEXEI]」 


g1QOO11OOQ1BO111FSO1CD9CO1C さ 5101 さ EBO さ 21 さ O2 さ AQ 
s10O01EOOO210000ESCDASO1E1DA5S101477DE6OFCS2D1 
s1001 OO004401CDZEO1CDS901O0FDAS1O017CCDBFO1FF 


| 
| 
s 1001000021000039221502 さ 15702CDC1O1FEFFCS2B4 | 
| 
| 
| 
| 


s 1001FOOO02E3 さ 44O0DOA4E4F20494ESOSS542O464966 | 
s 1002O00004 じ 452050524553454E54204F4E204449B2 
s O30210005 さ 4BS429 


人 > 
4 
Figure-4.2.37 先 の 例 に パラ メー タ を 付け た 例 . 最 後 の ラ イン で あっ た : 000…… が 送信 され て いな いこ 
と に 注目 . 
バラ メー タ 


転送 ゲー タ (対象 は アス キー・ デ ー タ ) の , すべ て の 大 文字 を 小文字 に 変換 し ます . 送信 ・ 受 信 ど 
ちら の 場合 に も 有効 で す . 


Q>PIP _ CON =BIOS。 ASN / | 


MDS-BOO I/0 Drivers for CP/M 2。2 | 


B 
5 (†fOuF dd ビュ iv B1n ロ 1 denS1ty VeF51 On ) 
$ 
5 Version 2。2 February。 198O 
3 | 
V@ し 5 1c【『1 アー 5 ツマ ら ほら ビ S1On 2。 つ | 
9 
5 CoOpyF1qht (Cc) 1980 [ 
5 Di ロ ita1 RS ほら ビ こ h | 
: Box 呈 79 ウ 。 Pacific GrOve 「 
上 CalifOrnia。 93950 
( 
5 
Of†† 和 fh sva1u@ ロイ " キ ヒビ ue" | 
nOt tu 5 "fa1 名 呈 " | 
† ら 1 らら 3 上 FUuGG 1 和 † 上 呈 G モ 上 D わ 1O5 


ーーーーーーーーーーーーー ーーー ーーーーーーーーーーーーーーー プ ーー プー プーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー“" 


Figure-4.2.98 [上 L| パラ メー タ な L で , アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル BIOS ASM” を コシ ジー ル ・ 
デバ イス に 出力 する . 


PP 


>PIP CUNg=BIOUS。.ASMEL ] 7 


| 』 mds-BOO 1/o drivers for CpD/m 2。2 
| H (four drivG 5inqle density ver51On) 
| 5 
| H VGFr51On 2.2 february。 19BO 
H 
Ve ちち 避 U イン 5 VY ほ らら 1On ご 。 ン 
5 
| は CODPyF1ght (Cc) 198O 
| di ロ 1 上 a1 Fr ら らら は Ch 
| box 己 7 ワウ 。 DaC1 和 fiC FLOV@ 
| ca1ifornia。 93955O 〇 
| 8 
し # 
| trueg el Off イ fh  』value of "true" 
| fa] 口 い nOt 上 と い ぃ 5 "fa1 5 らら" 
| て 台 品 モ Gu fa1 5 らら 5 上 じい 己 1 上 己 5 人 上 D1O 旬 5 
| 
| 
| 。 
| 8 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー 


Figure-4.2.39 [上 | の パラ メー タ を 付け て 同様 に 実行 する . 大 文字 で あっ た の が , 小文字 に 変換 され て 
いる . 


8 [IN] パラ メー タ 


転送 デー タ (アス キー・ デ ー タ が 対象 ) に ライ ン No を 付け ほ ます. [N] と [N2] パラ メー タ に より 。, 
2 種類 の ライ ン No の 表示 法 が あり ます . 送信 ・ 受 信 ど ちら の 場合 に も 有効 で す . 


| >PIP _ CON =DUMF 。 ASMEN] リ 


1』 FILE DUMP PRHGRAM。 READS AN INPUT FILE QAND PRINTB IN HEX 
| 2! 5 
| さ 3』 CUPYRIGHT (C) 1975。 1976。 1977。 197 日 
4: 3 DIBITAL RESEARCH 
5』 5 BOX 579。 PACIFIC GROVE 
| 6』 CALIFURNIA。 9 き 95O 
| 7 ! 
| 日 ORG 10OH 
| : BDQB EQU OOO5H 』DOS ENTRY POINT 
10』 CONS EQU 1 s READ CDNS ロ LE 
11: TYPEF EQU 2 sTYPE_ FUNCTION 
| 12』 PRINTF EQU 9 5s BUFFER PRINT ENTRY 
1 さ : BRKF EQU 1 1 s BREAK KEY FUNCTIUN (TRUE IF CHAR READY) 
| 14: DFENF EQU 15 sFTLE OFEN 


5 
FCB 
BUFF 


EDU 20 s READ FUNCTION 
EQU ら じ H 5sFILE CONTROL BLOCK ADDRES 
EQU OH s INPUT DISK BUFFER ADDRESGS 


Figure-4.2.40 [N] パラ メー タ を 付け て ダン プ ・ プ ログ ラム の ソー ス ・ フ ァイル “DUMP . ASM? を 
コン ソー ル ・ デ バイ ス へ 出力 する . 


>PIP CUNi =DUMF . SMLN2]) 


OOOOO1 
OO0002 
OOOOOS 
O00004 
OO00005 
OO の OOO の 6 
OO0007 
OO00008 
OO000 
OOOO10 
O0O0 1 1 
OOOO1 2 
O0001 3 
OO0O14 
O0O015 
OOO016 
O00O1 7 
OO00O1 ピ 8 


> 


OODOCOKSCRONKORORSG205 


Figure-4.2.41 [N2] パラメータ を 付け て 同様 に 実行 し た 例 . 前 置 の 0 が 付い た ライ ン No が 付け られ て 
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BDOS 
CONS 
+Y ピ に ビ 


FILE DUMP PROUGRQM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 


CUPYRIGBHT (CC) 1975。 197 日 


DIGITaL _ RESEARCH 


1976。 1977。 


BOX 579。 FACIFTC BROVE 

CALIFOURNIA 。 9 う 9 ら らら 

0RG 100H 

EQU 00055H 5 DO0S ENTRY POINT 

EQU 1 sREAD CONS ロ LE 

EQU の っ s TYPE_ FUNCTION 

EQU 9 3 EUFFER PRINT ENTRY 

EQU 1 1 s BREAK KEY FUNCTION (TRUE IF CHAR _ READY ) 
E0U 15 3FILE UPEN 

EQU 20 s READ FUNCT IOUN 

EQU ら じ H sFILE CONTROL BLOCK ADDRESS 
EDU BOH s INPUT DISE BUFFER ADDRESS 


いる . 


PP 


)] パ ラメ ー タ 


転送 の 際 , “EOF” (End Of File) を 示す Ctrl-Z(1AH) に よる ター ミネ ー ト 処理 を 無視 し ます . [O] 
パラ メー タ を 付け る こと に より 送信 の 場合 は , デー タ 中 の Ctrl-Z に よ る PIP の 終了 が 起 ら ず , アス キ 
ー・ デ ー チ 以 外 の キオ キ プ ジ ェクト アー クタ な どの 送信 を 衝 う こと が 叶 能 と な り ま ず * デ ィ え クチ の OM 
ファ イル を 送信 する 場合 は , 自動 的 に この [0] パラ メー タ が 付け られ ます . 受信 の 場合 は , デー タ 中 
の CtrLZ を 受信 し て も PIP を 終了 せ ず , アス キー・ デ ー タ で な < く て も 受信 を 続け る こと が 可能 と な 
7 ま 定 。 

オプ ジェ クト ・ フ ァイル の “ED. COM? を 送信 する 実習 を 行っ て み ま し ょ う . "OUT : ? 装置 に 送 
り 出 し ます . “OUT :? 装置 は , 後述 の 「PIP の 特別 デバ イス 」 の 項 で 解説 し ます が , 筆者 の 使用 し 
て いる PIP ブロ グラ ム に は , この “OUT :? デバ イス に , 実験 の た め に 溢 の 機能 を 持た せ て あり ま 
す . OUT タデ バイ ス に 対し て 出力 され た デー タ は , アド レス 2000H か ら の メモ リ に すべ て 格納 き 
れ て 行く , その 最終 デー タ の 次 の アド レス に は , マー カー と し て 必ず FFH が 書き 込ま れる 」. と いう 
も の で す . 


A>DDT ED.COM / 

DDT VERS 2。2 

NEXT PC 

1 BOO 01OO 

-D1OO,1AFF 」 

O1OO C る CO O1 2O 4 さ 3 4F 50 5S59 52 49 47 4 54 20 28 4 ミ 。。。 COPYRIGHT (C 
O110 29 20 さ 1 る 9 さ 37 る 9 2 ヒビ 2 44 49 47 49 54 41 4C 20 ) 1979。 DIGBITAL 
O120 52 45 53 45 41 52 43 48 20 44 49 53 4B 20 4F 52 RESEARCH DISK ロ R 
O13O 20 442 49 52 45 4 く 3 54 4F 52 59 2O 46 55 4C 4C 24 DIRECTORY FUL し を 
O14O 46 49 4C 45 2 45 58 49 53 54 53 2C 20 45 52 41 FILE EXISTS。 ERA 
O15O 5 る 45 20 49 54 24 4E 45 7 20 46 49 4C 45 24 2 BE IT ま NEM F 1 し LE も * 
O16O 2A 2O 46 49 4C 45 20 49 5 くる 20 52 45 41 44 2F 4F * FILE 1 READ/ ロ 
O170 4E 4C 59 20 2 2 24 22 5 うる 5 の 呈 う 4 45 4D 22 20 NLY *%* 還 "BYBTEM" 
O1BO 46 49 4C 45 2 4E 4F 54 20 41 4 マ 4 さ 3 45 品 S 5 49 FILE NOT ACCESBI 
O19O0 42 4C 45 24 42 41 4B 24 24 24 42 41 4B 24 24 24 BLE$BAK 呈 呈 事 BAK 呈 呈 生 
O1AO 2D 28 59 2F 4E 29 さ ミ F 24 4E 4F 2O 4D 455 4D 4F 2 -(Y/N) つま NO _ MEMOR 
O1BO 59 24 42 52 45 41 4B 20 22 24 22 20 41 54 20 24 Y$ ま BREAK "あり AT $ 
O1CO 3】 4D 1A O1 4D 10D 11 04 00 CD P2 19 22 6D 1A 0OE 16。、M。。。、、、。 "nh。 。 
O1DO OA CD D7!\19 2B EB 21 さ 日 1B 7 る 7E さじ ピ 4F 06 OO 6O 。。。。+。! 日 、w て く D。 。* 
O1EO 69 CE om ep じ D 19 22 9 1B 1】 00 04 2 3 づ サ 9 1B 19 1、。、。、、" り 。、。、、45。 。 


4JOO 1 う 9 1A 9 し 47 し 7 F 16 00 7 26 SF 7A 23 9E 87 ED 。。。g。 。。《(。 zW。M。 
1210 ヒラ 06 0C 48 0OD C2 14 1A 3 さ D じ 2 13 1A C9 OO 00 OO 。。。H。。。。=。。。。、。。。 
4 90 _O0D 00 00 00 900 00 O0 00 OO 00 00 OO 00 OO 0O OO 。。。。。,。。。 < 。 < 。 
1 うつ 0 00 00D 00 09 GO0 00 00 00 900 OO OO QO CO_ 09_ 0O0 00 。。。。。。。。。。。。 。。。。 


ー-F 100。8O000。0O0 7 
ー ハ バド 
人 > 


ここ LITEB。 


た 5 


2 2 の 2 


Figure-4.2.42 アド レス 1C2H に 現れ る 最初 の 1AH? に 注目 し て お く . デー タ の 最後 は , アド レス 1 


AFFH で 終っ て いる こと に も 注目 . 確認 


に 人 を お 。 


し 終っ た ら , 100H 一 8000H で ぐら い を ゼロ クリ ア 


次 に “ED COM を ED . TST〉 と で も リネ ー ム し て お きま す 。 エク ステ ンション が “COM 
で ある ファ イル は 。 送信 の 場合 。 自動 的 に [0] パラ メー タ が 付い て し まう の で , それ を 実 洗 で は 訂 け 


た いた め に 行い ます . 


A>REN ED.TST=ED.COM / 
> 


これ で 準備 が 整い まし た . PIP を 実行 し て み ま す . 


>2PIP 0UUTsi=ED.TST』 


谷 > 


Figure-4.2.43 
実習 を 分 か りや すく する た め に , “COMP" 以 外 の 
エク ナシ ンション に 9 ネー な も で お ぐ 。、 


Figure-4.2.44 

紅 入 あー タタ な が し に イザ ほ ミダ か ょ アテ イオ 
寺 2093 DE TL 生ま ( あ 人 紅 す の を w/ パ イズ ス 革 送 
ママ アザ オス 人 が に デー アデ 
を アド レス 2000H か ら の メモ リ に 格納 し て 行く . 
PIP が 終了 し て いる こと に 注目 . 


PP 


>DDT 7 

DDT VERGS 2.2 

ー-D2OOO。 400O 7 

2O0O …・・ CUPYRIGHT (CC 
2010 ) 1979。 DIGBITAL 
2020 RESEARCH DISK OR 
203O DIRECTURY FULL ゃ 
2040 FILE EXISTS。 ERA 
2050 「 SE IT「 生 NEM FILE 和 を 
2060 ( * FILE IS READ/ ロ 


2O7O NLY *# 和 "SYSTENM" 
2080 FILE NOUT ACCESSI 
2090 BLE ま BAK も 生生 BAK 中 


2OAO 2 -(Y/N) ?$NO_ MEMOR 
2oBO Y*$BREAK "まり AT も 
2oOCO IFF| 1  。 。 
2oDO ーー 。 
20EO ャ ーー 
2OFO _ 。。  、.、~ 
210o ーー 


マー カー. ここ で 斬 送 が 打ち 切ら れ て いる . 


Figure-4.2.45 終了 し た PIP の 結果 を 確認 する .DDT を 起動 し て , ア ドレ ス 2000H か ら ダ ンプ し て みる 。. 


DDT に よる ダン プ で わか る よう に , PIP に よる 転送 は アド レス 20C1H で 止 っ て いま す . 決 の デー 
タ *FFH/ は 。。 最後 の ゲー タ を 示す OUT : 2 デバ イス の マー カー で す .。 

この ダン プ の 内 容 と Figure-4 .2.41 の オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル の ダン プ の 内 容 を 比較 し て 下さ い . 転送 
され た 最後 の ゲー タ ^…31, 6D? の 後に は \1AH/ が 来 て いた こと が 分 か り ま す . 

この よう に PIP に ょ る 転送 は 。 \COM〉 ファ イル 以外 CCOM” ファ イル は 自動 的 に [O] パラ メ 
ー タ が 付く ) の デー タ で あれ ば , [0O] パラ メー タ を 付け な けれ ば , 転送 デー タ 中 に "1AH? が ある と, 
その 時 点 で PIP を 終了 し ます . 送信 ・ 受 信 . どちら の 場合 も 終了 し ます . これ で は “1AH/ を 含む 可 
能 性 の ある オブ プシ ェクト ・ フ ァイル や デー タ ・ フ ァイル な ど は 転送 で き な い こと に な り ま す . 

次 に [0] パラ メー タ を 付け て 実行 し て み ま し ょ う . 


A>PIP ロ UT』=ED.TSTE0] / 
Figure-4.2.46 

[0] パ ラメ ー タ を 付け て , ファ イル \ED. TST ッ 
を OUT : ? デ バイ ス に 送り 出す 。 前 と 同様 に 
PIP が 終了 し た . 


各 > 


を 
KN で コ 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


人 A>DDT 7 

DDT VERB 2.2 

ーD2OOO , さ 谷 FF 』 

2OOO C さ CO O1 20 4 さ 4F 5oO 59 52 49 47 4 54 20 28 4 さ 。。。 CUPYRIBHT ( じ 
さ 9 さ 7 3 る 9 2C 20 44 49 47 49 54 41 4C 20 ) 1979。 DIGITAL 

45 41 52 4 さく 4 20 44 49 5 る 4B 20 4F 52 RESEARCH DISK OR 
52 45 43 54 4F 52 59 20 46 S58 4C 4C 24 DIRECTURY FULL も 
45 2O 45 SB 497 53 54 5 くる 2C 2 45 52 41 FILE EXISTS。 ERA 
49 54 24 4E 45 57 20 46 49 4C 45 24 20 BE I「 ま NEM FILE ま * 
49 4C 45 20 49 5 20 52 45 41 44 2F 4F #* FILE IS READ/0 
20 20 20 24 22 53 5S9 53 54 45 4D 22 20 NLY *%*\ 和 まま"SYSTENM" 

45 20 4E 4F 54 20 41 4 さ 43 45 5 さ 53 49 FILE NOT ACCESS1 
24 42 41 4B 24 24 24 42 41 4B 24 24 24 BLE* ま BK 生生 日 RK 呈 中 中 
2F 4E 29 さ F 24 4E 4F 2 4D 45 4D 4F 52 -(Y/N) 2 まま NO _ MEMOR 
52 45 41 4B 20 22 24 22 20 41 54 20 24 Y$ ま BREAK " 生 り AT 廊 
O1 4D 1D 11 O6 OO CD F2 19 22 6D 1 OE 1mm。。M。。。。。。。 | m。。 
129 2B EB 21 さ 日 1B 7 ミ 7E さ 3C 4F O6 OO 60 。。。。 す 。! 日 。@% く < くけ 。 
CD CD 19 22 る く 9 1B 11 00 O4 20 39 1B 19 1。。。。。" サ 9。。。。* ワ 。。 


67 C9 SF 16 OO 7B 96 SF 7A 2 ミ 3 9E 57 EB 。。。g。 。.(。 >。 り 。 
4 CD CD2 14 16 3D CZ 1 1A C9 00 00 00 。、。H。。。、*、。。。。 
80 CO DO DO 00 OO 00 00 00 00 0O 00 00 。。、、。。。、。。 
80 OO OO OO 0O 00 OO 0OD 0O 00 00 09 00 。。。。。。、。、。。。。、/・ < 
00 00 0O 00 OO 00 00 00 GO 00 00 00 00 。、。。。。。。。。。 < 
CO 0 OO OO0 OO 00 OO 00 OO 00 00 00 00 。。。。。。、。-。 < 
0O CO OO 00 0O 0O OO QO 00 OO 00 O0 00 。。。。。。。。。。。。。 < 
00 20 20 20 20 20 20 20 20 4F 49 42 00 。。。。 LIB。 
CD 0O 00 00 0O OO 00 OO 00 90 00O 00 00 、。。。。。。。。。、 
OO OO OO 5B 24 24 24 24 24 24 24 4 ビ 49 。。。。。。X 生 中 生 負 し 1 
OO 10 1A 10 10 10 1A 10 1A 46 1A 41A 10 日 。。。。。。。。-。。 
0 1010 10 1 10 10 1 10 1A 310 1 118 。。、、、。.、。。 
AI 10 10 40 10 10 10 14 4A 1A 10 1A 10 。。。。。/。。。。/ ここ 
3 010 410 010 0 10 110 10 10 120 10 10 10 。。。。、。。..。。、。・・・・・ 
40 10 10 1 00 10 10 1A0 1A 10 1A 1 1 。。。。。。。。。 に し 
10 10 10 10 1 1A 00 10 10 010 10 10 1 。、、。。。。、。。・ 
CO OO 00 00 CO0 00 CO OO QO OO 00 OO 00 。。。。。。。。。。。 。。。。 < 


Figure-4.2.47 [O] パラ メー タ を 付け て 実行 し た 結果 を 確認 する . DDT で ア ドレ ス 2000H か ら ダ ンプ 
する と 。 この よう に オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル が 完全 に 転送 きれ て いる こと が 分 か る . 


この よう に ,。 [O] パラ メー タ を 付け る こと に より PIP に よる アス キー・ デ ー タ 以外 の 転送 (送信 ・ 
受信 と も ) が 可能 と な り ま す . 
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プリ ント 用 紙 に リス ト を と る 時 な ど 。, 
略す る と, 自動 的 に n ニ 60 と な り ま す . 


>FIP LSTi =DUMFP 。 QSME 上 P4OT] 』 


FILE DUMP_PROGRAN。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 


COPYRIGHT (C) 1975。 1976。 1977。 197 日 
DIGITAL RESEARCH 

BOX 579。 PACIFIC GROVE 

CALIFURNIA。 9395O 


ORG 1OOH 

EQU OOC5H s DOS ENTRY POINT 

EQU READ CUNSOLE 

E0U YFE FUNCTION 

EQU UFFER PRINT ENTRY 

EQU * BREAK KEY FUNCTION (TRUE IF CHRR READY) 
EQU sFILE UPEN 

EQU 0 sREAD FUNCTION 


EQU FILE CONTROL BLOCK ADDRESS 
EQU # INPUT DISK BUFFER QADDRESS 


NON GRAPHIC CHARACTERS 
EQU ODH sCnARRIAGE RETURN 
EQU OAH sLINE FEED 


FILE CUNTROL BLOCK DEFINITIONS 

EQU FCBE+Q s DISK NIME 

EQU FCB+1 FILE NAME 

EQU FCE+9 3 DISK FILE TYPE (3 CHARACTERG) 

EQGU FCB+12  』FILE*S CURRENT REEL NUMBER 

EQU FCB+15 。 』FILE"B RECOURD COUNT (O TO 128) 

EQU FCB+ さ 2  :CURRENT (NEXT) RECORD NUMBER (O TO 127) 
EGU FCB+ さ る  』FCB LENGTH 


SET UPF STACK 

LX Ii HO 

DAD SP 

ENTRY STACK PUINTER IN HL FRDM THE CCP 

SHLD DLDSP 

SET SP TO LUCAL STACK AREA (KESTORED QT FINIS) 
し Xi BSP 。 STKTOF 

READ AND PRINT SUCCESSIVE BUFFERS 


ウ イシ 


PP 


ご と の ペー ジ 割 り 付 け を 行い ます . n を 1 また は 省 


Figure-4.2.48 

DUMP プロ グラ ム の ソー ス ・ フ ァイル “DUMP. 
ASIM′ を 1S1 "デバ イス へ 出力 する . |[P 
40] と 同時 に [T8] も 付け て 8 カラ ム の タブ ( 後 
述 ) 機能 を 持た せ た . 


CALL SETUP 3sSET UP INPUT FILE 
CPi 255 255 IF FILE NOT PRESENT 
JNZ FENOK #sSKIP IF OPEN IS OK 


FiLE NDT THERE。 GIVE ERROR IESSAGE AND RETURN 
LXI D, DPNNMSG 
CaALL ERR 
JMP FINIS s TU RETURN 
日 
OPENDKI 』OPEN OPERATIUN DK。 SET BUFFER INDEX TO END 
NMVI 人 。BOH 
STA IBP SET BUFFER PUINTER TO BOH 
HL CDNTAINS NEXT ADDRESS TO PRINT 
LXI H。O sSTART MITH OOOQ 


H sSAVE LINE POSITION 
BNB 
H RECALL LINE POSITION 
FINIS  』CARRY SET BY BNB IF END FILE 
B。A 

HEX VALUES 

FOR し INE FOLD 
A。 し 
OFH s CHECK LOM 4 BITS 
NONUN 

し INE NUMBER 
CRLF 


FOR BREAK KEY 
BREAK 
LSB = 1 IF CHARACTER READY 
s INTU CARRY 
FINIS # DON" T PRINT ANY IORE 


A。H 
PHEX 
A。 し 
PHEX 


Figure-4.2.49 [P40] に より 1 ペー ジ に 40 行 の 割り 付け が 行わ れ た リス ト 


11 フ 


トラ ンジ エント ・ コ マン ド 徹 底 実習 


人 へ Z] パ ラメ ー タ 


S? パラ メー タ は , 転送 デー タ を サー チ し て 行き , ~ 文 字 列 ” が 見 つか る と 実際 の 転送 を 開始 ( そ 
の “文字 列 ” を 含む ) し ます , “Q” パラ メー タ は , 転送 中 の デー タ を サー チレ “文字 列 "” が ある と そ 
こ で 転送 を スト ッ プ (その “文字 列 ” を 転送 し て か ら ) し , PIP を 終了 し ます . 

注 ) ^ 文 字 列 ? が 小文字 を 含む 場合 は , PIP の み 先 に 起動 し て お き ,PIP の プロ ンプ ト ^~※*” の 後に コ 
マン ド ・ ラ イン を 記述 する こと 。 下 の 例 の よう に , 1 行 で 記述 し た 場合 は ,、 コマ ンド ・ ラ イン が すべ 
て 大 文字 に 変換 され る の で , 小文字 の サー チ が 不可 能 で ある . 


Figure-4.2.50 CON :′ デバ イス に ファ イル DUMP . ASM” を 出力 する . S と Q パラ メー タ を 同 
時 に 使っ て 文字 列 "OPENOK :” か ら “GLOOP:” の 男 囲 を 出力 させ る . 


*SYS? アト リ ビ ュ ー ト の 付い て いる ファ イル を 転送 可能 に し ます . 同時 に 後述 の [W] パラ メー 
タ も 自動 的 に セッ ト さ れ ま す . | 


Figure-4.2.51 
SYS? アト リ ビ ュ ー ト の 付い た LOAD. COM? 
の 確認 . 


は 草 娠 


PP 


叶 
QA>PIP Bg=LOAD 。 COM 」 

Figure-4.2.52 
TS [R] パラ メー タ な し で , この ファ イル を ドラ イ 
A> プ B : 上 に コピ ー を 試み る が , PIP は *SYS? 


ファ イル を 発見 で き ない. 


n>PIP Bi mLOAD. COUMER ] 7 


0 Figure-4.2.53 


[R] パラ メー タ を 付け て 同様 に 試み ろ の . ドライ 
プ こ - 下 に ラビ ピー され て IP が 終了 七 て いる : 


[Tn] バ パラメータ 


Aa>PIP CON』 =DUMP 。 ASMET2O] 』 
FILE DUMP_ PROGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN 


し UPYRJGHT (し じ ) 1 ワ 975。 1974 。 197/、 197 昌 
DIGITAL RESEARCH 

BOX 579。 PACIFIC GROVE 

CALIFOURNIA。 9395O 


ORG 10QH 
BDQS EQU OQOQ5H DDB ENTR・・・・・・ 
CONS EQU 1 READ CON・・・・・・ 
TYPEF EQU 2 3 TYPE FUN...... 
PR INTF EQU 9 3 BUFFER P...... 
BRKF EQU 1 1 5 BREAK KE...... 
DPENF EQU 15 3FILE OFE・...。.. 
READF EQU 2o 3 READ FUN...... 
・ タブ の 間隔 に 注目 . 


> 


Figure-4.2.94 ファ イル “DUMP. ASM? を “CON :? デバ イス へ 。 タプ を 20 文 字 ご と に 設定 し て 出 
方 衝 名 。 
Figure-4.2.40 一 41 な どの 8 文字 ご と の 場合 と 比較 し て 下さ い . 但し "CON :? が スク リ 
ー ン の 場合 ,[] パ ラメ ー タ を 付け な く て も , スク リー ン の 機能 と し て 8 文字 ご と の タ 
プ が 行わ れる . 


トラ ンジ エン ト ・ コ マン ド 入 底 実習 


プス キー デ ャ デ ー グ の 小区 字 を 、 す べ て 大 文字 に 変 杯 し て 転送 し ます , 


>PIP CON: =BTODS。 ASMEU]/ 


MDS-BOO TI/0 DRIVERB FOR CP/M 2。2 
(FUUR _ DRIVE SINGLE DENSITY VERSION ) 


VERSIUN 2.2 FEBRUARY 。 198O 
EQU ビア - 3 VERSION 2。2 
COPYRIGHT (C) 198O 

DIGITAL RESEARCH 


BOX 579。 PACIFIC GBROVE 
CALIFURNTIA。 939580 


| >  ・aB ポ ーー 
ッ mF 
ゴ On 
参 四 


vg vpo vpg ps wma < で wes Npo vec mo won 
引 | 
づ 
の 


EGRU OFFFFH gsVaLUE OF "TRUE" 
EQU NOT TRUE 5 FALSE" 
EQU FALSE s TRUE IF TEST BIOS 


ーーーーーーーー ツ ーーー ツーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


Figure-4.2.55 ファ イル BIOS . ASM? 中 の 小文字 を , 大 文字 に 変換 し て “CON : ? デバ イス に 出力 
夫人 る 。 
オリ ジ ナ ル の リス ト Figure-4.2.38 と 比較 し て 下さ い . 


8 [VJ バ ラメ ー タ 


ディ スク か ら デ ヂ ディスク へ の ファ イル の コピ ー の 際 , 書き 込み 後 , 即 読み 出し て ソー ス ・ デ ー タ と 比 
較 し , その 一 致 を 確認 し な が ら コ ピー を 行わ せま す . コピ ー さ れ た 内 容 の 保障 が で きま す . 


ーーーーーー ーーーーー ボ ーー バーーーーー ペ ーー ツーーーーーーーーーー ツ ーー バー ツーーーーーーーーー ツ ーー ツーーーーーーーーーーーー ツ ーー ーーーーーーーーーーーー…ー 


QA>PIP Bs=ASN. CUM[V] / 、 
| の | Figure-4.2.56 
| ドラ イブ B: 上 に "ASM. CON” を [V] パ 
い リ )。。 ラメ ー タ を 付け て , 確実 に コピ ー し た . 


PP 


PIP 転送 に より ディ スク 上 に ファ イル を 作る 時 ,. すでに その ディ スク 上 に 存在 し て いる “R/0O〆 
アト リ ビ ュ ー ト の 付い た 同名 の ファ イル (も し その よう な ファ イル が あれ ば ) の “R/0” を 無視 し 
て , 新しい ファ イル の コピ ー を 可能 に し ます (IH フ ァイル は 削除 され る ). I 


Figure-4.2.57 
ドラ イブ B : 上 の "SYSGEN . COM” を YR 
O” ファ イル に 変え る . 


Figure-4.2.58 

[W] パ ラメ ー タ を 付け ず に ドラ イブ B : 上 に 同 
名 の “SYSGEN . COM^” を コピ ー す る . 

この よう に メッ セー ジ が 出力 され , “Y? を キー 
オグ も し を けれ ば コピ ビー きれ な い 。 


Figure-4.2.59 

[W] パラ メー タ を 付け て 同様 に 実行 し た . 
この よう に メッ セー ジ は 出力 され ず , 人 が 手 を 
掛け る こと な く コ ピー され て いる . 


デス キー デー グチ の 受電 の 隊 。 ん カ デ ー ク の ペリ チ ナチ だ リト を びに し ます (ピッ ト 7 を も に する )、 
ここ で は 2 人 台 の CPM マシ ン (カナ 文字 が 使え る も の ) を 使っ た 実例 を 示し て お きま す . 


(送り 出し 側 マ シン ) ・ (RS-232C) (受け 取り 側 マ シン ) 
PUN ! か ら ,。 キー 入力 デー タ を まお で 二 欄 も 、 ディ ャ エネ み 上 に 


送り 出す . ファ イル を 作る . 


12 1 


トラ ンジ エン ト ・ コ マン ド 竹 底 実 習 


na>PIP_ PUNi =CUNI 。EOF si 7 リ 
RBCDEFG hi jk1mnJLF 

1 2 る 456789O7F 

アイ ウエ オカ キソ ツケ コ リド ペッ 

合 > 


Aa>PIP_NON/Z 。 TST=INP』i / 


仙 > 


| Az>DDT NON/Z。.TST 7 
| DDT VERB 2。2 
NEXT PC 

O1 ヨ O O1OO 


D1Q0O。17F リ / 
O1OO 41 42 4 る 44 45 46 47 


Le 
と ー 
(CN 
Le) 
か ー 
や 
と ー 
ジ 
かー 
ジジ 
かー 
や 
を ー 
p と] 
ーー 
ゼ 
と ー 
ゼ 


を 確認 する . 


Figure-4.2.60 

送り 出し 側 マ シン 実行 例 . 

キー 入力 が "PUN:? デ バイ ス か ら 送 り 出 され る . 
カタ カナ の ライ ン に 注目 . Ctrl-Z を キー イン す 
る こと に より ) PBOE2 キャ ラク タ を 送り 出す : 


Figure-4.2.61 
[ Z] パラ メー タ な し の 受信 側 実 行 例 . 

LNPI” デバ イス か ら デ ー ブ アプ を 近 位 し) ファ イ 
NON / 人 TSE と も て そ デ ィ ォ ル グ みた ギー デ 
する . “PEOE" キャ ラク タ の 受信 に より , PIP が 
終了 する . 


6B 6C 6D 6E OD ABCDEFG hi jk1mn。 
OD OR B1 B2 B3 。12 う 4567 ヨ 90 。。 アイ ウ 
1 人 AA 1R 1 10 1A 子 4 有 カキ フケ コ 。。。。。。。. 。 
1 16 1 1 人 1 人 6 。。。。 
1 1 1 1 人 0 1 人 0 。。。。 
1 1 1A 0 16 16 
1 1 1 1 1 人 。。。。。 
1 1 1 1 1 人 。。。。 


カタ カナ も ファ イル され て お り , ビッ ト 7 は 0 に され て いな いこ と が 分 る . (アニ B1H= 


10110001) 


注 ) カタ カナ 表示 用 に 一 部 改造 し た DDT を 合用 . 


A>PIP PUT/Z。TSBT=INFsiLEZ] 7 


向っ 


1 ジン 


Figure-4.2.63 

[ Z] パラ メー タ を 付け た 受信 側 実 行 例 . 
今回 は ファ イル 名 を "PU ユエ //。 まま ST" と し て 
実行 し た . 


>DDT FUT/Z.TSTJ』 
DDT VERS 2。.2 
MEX「 PC し 

0918BO Q1OO 
ーD1OO。17F/ 

0100 
0110 
0120 


Figure-4.2.64 _ DDT に よる ファ イル PUT ノン Z. TST? の 内 容 確 認 . 


~-。 12 く 4567 日 90 。 。 1 2 


ABCDEFG hi jk1mn。 


4 もら 7 。、。。。。、。。。。 


ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


カタ カナ の デー タ で あっ た も の が ビッ ト 7 を 0 に され て , B1H-31H ニ “17 の よう に 変 


化し て いる 。, 


この よう に 受信 デー タ の パリ ティ ・ ビ ッ ト が 0 に 


され て いる こと が 分 か る . 


1 台 の CPM マシ ン (カナ 文字 が 使え る も の ) で も , 次 の よう に |[Z] パラ メー タ の 働き を 確認 


で きま す 。 コンソール か ら の 入力 を 。 コン ソー ル に 有 出力 する (要する に 
自分 自身 の スク リー ン へ 出力 する ) コマ ンド を 実行 し て み ま し ょ う . 


> キー ボー ド か ら の へ か カ を , 


/ 
| AP1IF 
\*CDN』 =EUN』 ) ----- パラ メー タ な し て で 実行 . 
AABBCCDD aabbccdd アア イイ ウ ウ エエ リ LF へ Zーー - 2 重 | っ 半 00 2 II 
MK ガ コ ン ソ ー ル 出力 の も の 、 
*CDNI =CONi [ Z ] ) ーー----- [Z] バラ メー ツ を 付け て 実行 
AnEBCCDD aabbccdd ア 172 ウ さ エ オナ LF へ 2 
* ア * と 入力 され だ も の ガ と 出力 され て ( - に 注 臣 
前 述 の 合 と 同じ 理由 に よる 
NM ヤー ーーーーー ー…。、、。 、 。 。 ー ー 
Figure-4.2.65 1 台 の CPM マシ ン で , [Z] パラ メー タ の 働き を 確認 する . 


1 ジコ 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


PIP の 特別 デバ イス 


PIP が 取り 扱う こと が で きる \ 装 置 ? に は , CON : ,。 RDR : , PUN : , LST : の 4 つの ロジ カル ・ 
デバ イス に 対す る それ ぞ れ 4 種類 の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス , 計 16 種 (第 1 章 の 「 デ ィ ス ク 以 外 の 周辺 
装置 」 お よび 第 4 章 の 'STAT コマ ンド 」 参照) の 他 に, 次 に 示す 4 種類 の 特別 な “装置 / が あり ま 
す . 


EOF: ファ イル の 終り (End Of File) を 表し , PIP に ター ミネ ー ト 処理 きせ る “1AH′ の コー ド 
を 送り 出す ロジ カル 上 の “装置 ". 
実際 の 使用 例 で ある Figure-4.2.22 や , Figure-4.2.60 な ど を 参照 . 

NUL : 40 個 の ヌル ・ コ ー ド (00) を 送り 出す ロジ カル 上 の “装置 /、 紙テープ ・ パ ンチ ャ な どの 場 
合 は , テー プア の リー ダ 部 を 付け る た め に 使用 きれる. OUT : デバ イス (筆者 の PIP コマ ン 
ド に は , 出力 する デー タ を アド レス 2000H か ら の メモ リ 上 に 格納 し て 行く 機能 が パッ チ し て 
ある ) を 使っ た 次 の 実行 例 を 参照. 


Figure-4.2.66 い OUT:? デ バイ ス に , キー 入力 デー ター40 個 の ヌメ ルー 再び キー 入力 デー タ の 順に 送信 さき 
札 も , 


PRN : LST :” デバ イス と 似 て いる が , 商 の 相違 点 が ある . 
@ ライ ン No が 付く . 
@ ク ブ が 8 文字 ご と に 設定 され る . 
@60 ラ イン ご と の ペー ジ 割 り 付 けが 行わ れる . 
これ ら の 機能 が ある た め , “PRN :? デ バイ ス は , 各種 の リス ト を 取る 時 に よく 使わ れる . 


1 フ 4 オ 


INP : 


NEXT 
1EOO 
OQ10Q 
O110 
O120 
ひ の 13O 
O14O 
O150O 
O160 
51 70 


>DDT PIP.CONM 』 
DDT VERS 2.2 


D10O0。1FF) 元 の 


PP 


ユー ザー が , PIP プロ グラ ム (PIP . COM) の 中 に パッ チ し て 組み 込み が 可能 な , 入力 の た 
め の 装置 ". 

PIP プロ グラ ム の 中 の パッ チ 用 の ユー ザー・ エ リア は ,。 DDT に より PIP . COM を ロー ド 
し た 時 の アド レス 109H 一 1FFH に ある . 

PIP が INP : デバ イス を 呼ぶ 場合 、 アドレス 103H が CALL され , 109H の デー タ を 入力 デ 
ー タ と し て 持っ て 行く . 

次 に , 筆者 が いろ いろ な 実験 に 使う 目的 で 。 この ^INP:” を パッ チ し た 作業 の 様子 を 示し 
て お きま す . パッ チ し た ルー チン の 内 容 は 前 可 し て ある 通り 、' ポ ー ト "F9”" へ の 入力 デー 
タ を アド レス 2000H か ら 順 次 格納 し て 行き , 格納 デー タ の 最後 に は 目印 と し て 常に “FFH7 
を 付け る .」 と いう も の で ある . ポー ト ・ ア ドレ ス は , 各自 の マシ ン に より 異な り ま す の で 
注意 し て 下さ い 、. 


に し 

0O100 

*PIP.COM” の 冒 限 部 分 を ダン プ し て みる . 
し う し に に 049 し 9 00 OO し 7 00 00 1A 00 OO 00 00 00 OO 。。。。。。。。。。。。。。。 > 
っ 2B 49 4E SO 3 2F 4F 55S 54 3 53 5O 41 4 る 45 29 (INP』 /0UT』 SBPACE ) 
28 49 4E SO 3 2F 4F 55 54 ささ 53 5O 41 4 さ 45 29 (INP』 /0UT Ii SPACE ) 
2H 49 4E SO さ 2 2F 4F 55 4 さ 3 53 5O 41 4 る 45 29 (INP』/ ロ DUTi BPACE ) 
2Z8 49 4E SO < 2F 4F 55 54 3 さ AA 53 50 41 4 くさ 45 29 (INPi /0UTi SFACE ) 
2 ロ H 49 4E 5O0 3 2F 4F 55 54 る QA 53 5O0 41 43 45 29 (INP』i / ロ UT si SPACE ) 
28 49 4E SO 3 2F 4F 55 54 さ A 53 850 41 4 る 45 29 (INF』 /0UT gi SFACE ) 
2 は B 49 4E 5O 3 2F 4F 55 54 さ 3A 5 る 3 SO 41 43 45 29 (INPs』 / ロ 0UTi SPACE ) 
28 49 4E 5O 3A 2F 4F 5S 54 3A 5 る 3 50 41 4 る 3 45 29 (INP』 /DUT is SPACE ) 
2B 49 4E 5oO38 2F 4F 55 54 3A 53 50 41 4 る 3 45 29 (INPs』 /OUTs SPACE ) 
28 49 4E SO 3 2F 4F 55 54 さ A 653 50 41 4 る 3 45 29 (INP』 /0UT』 SPACE ) 
2B 49 4E SO 3 2F 4F 55 54 3 53 5O 41 43 45 29 (INFsi / ロ UT 』 SPACE ) 
28 49 4E SO さ A 2F 4F 55S 54 さ A 5 る 3 50 41 43 45 29 (INP』 /0UT gi SPACE ) 
2 は 49 4E SO さ 3 2F 4F 55 54 3 53 5O0 41 4 る 3 45 29 (INPgi / ロ DUTi SPACE ) 
2 ヨ 8 49 4E 5O さ aA 2F 4F 55 54 さ A 5 る 3 50 41 4 る 45 29 (INPi / ロ UT gi GBPACE ) 
2 日 49 4E 5O さ 3 の 2F 4F 55 54 さ Q 5 る 5O 41 4 る 3 45 29 (INPsi /Q0UTi SPACE ) 


ー 人 1037 


0106 


ょ IM FB リ /ー-_ 


ーー 


し っ の アド レス に 値 2000H を 書き 込ん で お ご. 


AN 40 ーーーーー ラ > それ ぞ れ の マシ ン に よ つ て , ポー ト ア ドレ ス な ど が 異な る の で 注意 . 
JZ 1107/ ーー 

IN F9 ウ リー 

STA 1O09 7/ 

LHLD 1OE リ 

MOV NM。A / 


1 つら 


INX H リ 
MVI NM,FF 7 
SHLD 1OE/ 
RET 7 

ガ 


-D100。 12F/ 

01GQ C3 CE 0 2 10 01 0 の GO 0O6 1A GO 00 OO 00 00 20 。。。、。。。、。 。。、 
0110 DD FB E6 40 CA 10 6) DB 9 32 09 01 20 0OE 0O1 7 プ 7 。。.9。。。 2、、8. wu 
O120 2 く 3 さ 6 FF 22 OE O1 C9 55 54 3 5 5O 41 4 45 29・ 共 6。" 。。。UT』 SPACE ) 
ペッ じ 

A>SQAVE 29 PIP.COM / 

A> 


Figure-4.2.67 INP : デバ イス の パッ チ 作 業 


0UT : INP: / と 同様 に , PIP プロ グラ ム の 中 に パッ チ し て 組み 込み 可能 な “装置 " で ある . 
PE が MMU ま 7 を 呼 を ー レ ジス タ C に 出力 デー アカ も 振っ て と チ ド レ ス 106 時 が らん L 上 さ 
れる . 
次 に 筆者 用 に , “INP : “と 同じ よう に パッ チレ し た 部 分 の デー タ を 示し て お きま す , この ルー 
チン の 機能 は “OUT: デバ イス か ら 出 力 さ れる デー タ が “INP:” の 場合 と 同様 に . ア 
ドレ ス 2000H か ら 格 納 さ れ て 行く (転送 デー タ を メモ リ 上 に 出力 する 実験 用 の 機能 ). 


・ 20 人 多 時 し て お ここ と 。 
ーD10O。 1OF / 


O100 ES CE 94 PS 10 Oi CY 9O O1 1A OO 00 00 00 OO0 民 0| 、。、,。, ..。 ..、 
ーD18O。 1F 」 
O1BO 2A OE O1 71 2 さ 36 FF 22 OE O1 C9 50O 41 4 さ 45 29 *k。 6、" 。。。 PACE ) 
ーL 1 コロ O。 1 / 

O1BO  LHLD O1OE 

O1B3 MDV M。 ビ 

O1B4 INX H 

O1B5 MVI NM。FF 

O1 ヨ 7 BSHLD O1tOE 
Oo1BA RET 
O18B 


この パッチ は , マシ ン に 依存 する 部 分 が お ない の で て , すべ て の 
CP/M で その まま 使用 で きる . 


Figure-4.2.66 OUT : デバ イス の パッ チ 作 業 


4.3 


ED 


氏 は (チキ スト *・ 邊 デバ タタ ) 
ー 一 EDitor 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


ED ,x : filename.ext 


~fillename.ext” が 既存 ファ イル で あれ ば , その ファ イル に 対し て エディ タ を 起動 する . 
新 フ ァイル で あれ ば , 新 フ ァイル を 新た に 作り , エディ タ を 起動 する . いずれ も ドラ 
イプ x : 上 で 実行 され る . 

注 ま ギラ イプ 名 x は それ が ログ イン ・ デ ネバ 素 用 の 場合 省 遇 で きる : 


ED 内 コマ ンド の 機能 

ンー 清 導 morstxtton と ディ ッ ト ・ ィ バッ プア ァ に 、。 アイ まみ が か が ら チ テ ギ スト 大 村 到 ドド すみ, 

で 0A 0 ie エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ の 容量 の 半分 まで , ディ スク か ら テ キス ト を ロー ド す る . 
陸 計 に も CP を バッ ファ 内 テキ スト の 先頭 ( 寸 ) プ 最後 (一 ) に セッ ト す る . 
で 土 n 行 移動 し , その 行 の 頭 に CP を セッ ト す る . 

欄 5Pikitha 上 n 行 移動 し , そ の 行 の 頭 に CP を セッ ト し , その 行 を タイ プア ウト する (=nLT). 
Ci 上 記 土 m" の n 三 0 の 場合 . CP を その 行 の 頭 に セッ ト し , その 行 を タイ プア 
の ッ ウト する (= 0LT)、. 

動 ii CP を 次 の 行 の 頭 に セッ ト し て その 行 を タイ プア ウト する (= ニ LT). 

1 語 CCCCCCCCCCLCELL テッ アル の No.n の 頭 に セッ ト す る . 

hn CP を 土 n 文 字 移動 する . 

nT 文 字 列 …… サー チ の 柚 参 照 . 

nN 文 字 列 …… / 

土 nhT … の の tt CP か ら 土 n 行 分 タイ プア ウト する . 

0T ei 行 の 頭 か ら CP まで を タイ プア ウト する . 

る ni :mT …… ライ ン No. nーm の 間 の 行 を タイ プア ウト する . 

4 二 hP ………… CP か ら 土 nm ペー ジ 分 (1 ペー ジ は 23 行 ) を タイ プア ウト する . 

ウ 土 n 

ト 0 CC な あい 「CP の 移動 」 欄 参 照 . 

/ 


ま 妥 フ 


トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 弧 克実 泊 


1 
チ 


削 
際 


個 誰 ・ 必 貴人 w 較 


グ 強 


マ 
ン 
ロ 


1 ご 


r『 文 字 列 …… CP 以後 , バッ ファ 内 で n 番 目 に 出合 っ た “文字 列 ” の 最後 に し P を セッ ト す る . 
nN 文 字 列 …… バッ プア ァ 内 に 限ら ず , CP 以後 , ディ スク 上 の 未 ア ペン ド の 行 も 自動 的 に ア ペ ン 
ド し , 1 番目 に 出合 っ た 文字 列 ” の 最後 に CP を セッ ト す る 。. 


2 CP か ら 土 文字 分 を 削除 する . 
土 ………… CF の 行 以後 (CP の 行 を 含む ) 以 前 (含ま な い ) の n 行 分 を 削除 する . 


nJ 文 字 列 1 へ Z 文 字 列 2 へ Z 文 字 列 3 …… 「 置 き 替 え ・ 変 更 」 の 欄 参照 . 


ECOOCOCCOCEOE CP 以後 か ら イ ン サ ー ト 可能 な イン サー ト ・ モ ー ド に 入る . `~1? の 終了 は Ctrl 
っ 争 

| 文字 列 へ Z…CP 以後 に “文字 列 ” を 挿入 する . 

| 文字 列 す …… CP 以後 に “文字 列 ” を 挿入 し , そこ まで を 新しい 行 と し て CR プ LEF を 挿入 する . 

nJ 文字 列 1 へ Z 文 字 列 2 へ Z 文 字 列 3 …… 「 置 き 替 え ・ 変 更 」 の 欄 参 照 . 

Re mmX2 に より テン ポラ リ ・ フ ァイル *X$98996$.LIB> に あー プ さ ね れ て ぬる 行 
を , CP 以後 に 挿入 する . 

Rfilename …… エク ステ ンション が “LIB” で ある ライ プラ リ ・ フ ァイル を CP 以後 に 挿入 す 
る . (ライ ブラ リ ・ フ ァイル は , オリ ジ ナ ル ・ ソ ー ス ・ フ ァイル と 同一 ディ スク 
まだ は 、 ニニ ミー ファ イル が 作ら れる ディ スク ギド に な で ぐ て は な ら な い 。:) 


nS 文字 列 1 へ Z 文 字 列 2 
CP 以後 , バッ ファ 内 で nr 番目 に 出合 っ た ^“ 文 字 列 1” を “文字 列 2? に 置き 替 
え , CP を 文字 列 2” の 最後 に セッ ト す る . 

nJ 文 字 列 1 へ Z 文 字 列 2 人 Z 文 字 列 3 
CP 以 後 , バッ ファ 内 で 最初 に 出合 っ た ~ 文 字 列 17 の あと に 文字 列 2 を 挿入 し , 
その 後 “文字 列 3” に 出合 うま で の すべ て の 文字 を 削除 する (文字 列 3 は 残る ). 


この 動作 を 同一 ルー 内 で n 回 くり 返す . 


ロム 全 CCCCCCCPPPTP CP か ら n 行 分 を X コ マン ド 用 テン ポラ リ ・ フ ァイル に ^~X$$$$$$$ . LIB? と 
し て セー ブ す る .“nXX%? を 実行 する ご と に セー ブ さ れ た 内 容 は 継ぎ 足 さ れ て 行く . 

AKONYT 上 記 フ ァイル “AXA$$$$ ゅ ゅ ゅ . LIPB” を CP 以後 に 挿入 する . 

1 人 OTC 上 記 フ ァイル “A$$$ ゅ ゅ ゃ $ 、LIB” を 空 に する . 

土 U の … ~U“ の 実行 以後 入力 され た 文字 は , すべ て 大 文字 に 変換 さき れる. バーU? で \U? 
が キャ ン セ ル さ れる . 


nMcommand… “command? を バッ ファ の 最後 まで 。 n 回 くり 返す . 
Mcommand… “command” を バッ ファ の 最後 が くる まで 可能 な 限り くり 返す (0M, 1M と 同じ ). 


テー テツ ー ぐ ・ い 一 は 


に ね に 


ヒ D 


Ce *\ーV” で ライ ン No. が 表示 され な い モ ー ド に な る . \V? で 再び 表示 され る . 
(Version 1.4 で は , パーV” モー ド で ED が 起動 する の で , パ V′ に より ライ 
ン No. を 表示 させ る と 便利 で ある .) 


kc な エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ の 「 空 エリ アバ ッ ファ 全体 の サイ ズ 」 を 表示 する . 


6 る n=ー1 の 時 , 約 二 秒 (4 MHz CPU クロ ッ ク 時 ) の ディ レー・ タ イム を と る . 
コン ソー ル の 表示 を 遅く で きる . 


や エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ の 最初 か ら n 行 を , テンポ ラリ ・ フ ァイル `\filename . $$$? 
に セー プ す る . セー プ さ れ た n 行 は 。 エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ か ら 削 除き れる. 

Ke だ デイ オツ トン バッ プア の チキ スト と 、 羨 り の プー そ ゝ ファ イル あま デ ィ ス みみ に で て 
ー プ し 。 5 を 重 了 上 た ど だ / 本 だ に もど る. 

WSRKG ま ha 上 記 ~E コマ ンド を 実行 し た 後 , 再び 同一 ファ イル 名 で ED を 起動 する . 
今 ま で 行っ て きた エディ ッ ト 作 業 の 内 容 を 安全 を 期す た め に , オリ ジ ナ ル ・ フ 
ァイル に 組み 入れ な が ら ED を 続行 で きる . 

un 今 , 行っ て いる すべ て の こと を , キャ ン セ ル , クリ ア し ED が 起動 し た 時 の 状 
衣 に も どす . 

EC ED を 中 止 し て , CPM に も どる . オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル は 何 も 変 更 き れ な い . 


n: command CP を ライ ン n の 頭 に セッ ト し , “command/ を 実行 する . 
・n command …command′ を CP か ら ラ イン n ま で に つい て 実行 する . 


注 ) 


OCP は キャ ラク タ ・ ポ イン タ の 略 

Oo 土 の 士 記号 は 省略 で きる . 

On が 1 の 時 は 1 を 省略 で きる . 

o 各 コマ ンド は 並べ て 記述 で きる . 

oO 1T。 S, J,。 R,、F な どの コマ ンド を 大 文字 で 与え た 場合 。 小文字 を 含む テキ スト は 小 
文字 の 部 分 が , 大 文字 に 変換 され て し まう . よっ て , 小文字 を 含む テキ スト の エディ ッ 
ト に は , これ ら の コマ ンド は 小文字 で 与え る こと . 

oOED 内 で , コン トロ ー ル ・ キ ー に よる ライ ン ・ エ ディ ッ テ ィ ング 機能 が 使用 で きま す (「 実 
習 の は じ め に 」 参 照 ). 

さら に Ctr-L に より , バ 』? を 使わ ず に CR ン LE を 文字 列 の 中 に 挿入 する こと が で き 

ます 。 


1 


トラ ンジ ェ エン ト ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


Figure-4.3.1 新しく 作成 する ファ イル を “ABCD . XYZ′ と し て ED を 起動 する . “IT”" コマ ンド で 
イン サー ト ・ モ ー ド に 入る . \1^ を 大 文字 で 与え る と, 小文字 で キー イン し た テキ スト 
が 大 文字 に 変換 きれ て し まう の で 注意 . 


イル の エディ ッ ト 


第 5 章 の 「CP ン M に よる マシ ン 語 開発 実習 」 で 作成 する アセ ンプ ブリ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル の ^SORT . 
ASM? を 題材 と し て , ED 内 の すべ て の コマ ンド の 使い 方 を 実例 で 解説 し ます . 実際 の コマ ンド で は , 
複数 の コマ ンド を 並べ て 記述 し て いる も の が 多い の で , どの よう な コマ ンド が 組み 合わ され て いる の 
か 注意 し て 見 て 下さ い . 


例え ば “BFEQU へ AZ0LT” ほう B 十 F 十 0L 十 征 の 組み 合わ せ . 
けり 上 よ 店 の へ は CMaZ7 を 示し ます 。 
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1 5 
1 介 s 
1 ら 5 
16s 


Figure-4.3.2 


に 


SORT PROGRAN for CFP/M Learnin ロ By5@m 幕 つ 


5 This prOgram SURT 日 bit data at addre55 ら 4O0OOH tO 4FFFH (4 ド K by 上 e@5) 


5 デー ニー デー エーーー エー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ーー ニニ エー ニー ニー ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニー ニテ ビー エ エ ニニ ニー ニー ニニ ビニ ーー ニー ビー by Y 。 MURAGE = 忌 忌 = 


DATTUFP 
DATEND 
ENDADR 
BDO0S 


NEXT1』 


5 
NEXT2』 


SURT』 


DONE 


MSGSTRTs 
MSGENDs 


0RG 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 


LXI 
MV1 
CALL 


LX1 


LXI 
MVi 


DB 
DB 


END 


1OOH 
40OQH 
4FFFH 


(DATEND+1 ) 


OOQOQO5H 


D。MSGSTRT 


じ ツマ 
BDOS 


D。DATTQ ロ P 
H。 DATT ロ P 


に 。0 
QA。M 


SORT 


EXT2 


D。 MSGEND 


じ 。 ワ 
BDOS 


SHR 日 


3sDQTA AREA TUF ADDRES 
s DATA AREA END ADDRESS 

3HIGH ヨ BIT DF NEXT "4FFF' = SO" 
5SYSTEN CALL ENTRY POINT 


3 ) 
9 2 


5) START MESSAGE 0UT SYSTEM CALL 


s ら SET TOP ADR IN D,E 
sSET TOP _aDR IN HL 
2 に | り AN と 


GET DATA 
5 CUMPARE MITH C 
31F の n=C JUMP SORT5 

wTHIS STEP NOT A=C,。 GO _ NEXT DATA 
sjSET HL FOR NEXT DATA ADR 

*CHECRK OUF DATA END 
3GBET HIGH B BIT OF NEXT DATA ADR 
s CUHMRARE MITH HIGBH 日 BIT OF BUF END ADR 
51IF NOT END。 GO _ NEXT DATA 

%wTHIS STEP END OF DATA BUFFER 
sSET NEXT PATTERN 
s IF C=O JUMP PROUGRAM END 

wTHIS STEP CENEXT FATTERN。 COUNT INUE 


5s) ADJUST D,E = HL 
s C=NEXT PATTERN AND GBD LOOP 


wTHIG STEF Q=C。 SOURT THE DATA 


5) DUNE DNE DATA_ EXCHANGE PROCESS 

s INCREMENT SORT DATA STURE POINTER 
s INCREMENT DATA POINTER 

sJUMF _ CHECK DATA END RUUTINE 


*wFRUGRAM END。 RETURN TO CFP/M 
# ) 
W ) 
3) END MESSAGE OUUT SYSTEM CALL 


sEND ロ F THIS PRUGRAM。 RETURN TO CP/H 


ODH。 OAH。 "SORT PROGRAN START NOM。。...。"。ODH。 ONAH 。 "あり 
ODH。 OH。 "FUNCTION CUMPLETE" 。ODH。 ORH。 "まま" 


今 か ら エ ディ ッ ト す る オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル の “SORT . ASM” の リス ト . 
ライ ン No. は リス ト ア ウト 時 に 付け た も の で , オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル に は 付い て いな い 。, 
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ノン ーーーーーーーーー eo ニー ーー 
| n>ED SORT 。 ASM 7 ロ 東 
| きま O 人 ナーーー-ー-ー ディ スク が ガ ら テキ スト を バツ ファ の 半分 き に ひる . この 剛 で は テキ に が 短 い の で , 
| 1』 *4T/ 分 マイ プア ウト . 部 が ロー ドド され だ. 
| 24 8 BODRT PRDGBRAM for CP/M Learning Bystem 則 2 
| さ 』 | This proOgram SURT 日 bit data at addres5 4000H 上 4FFFH (4K by ソト te5) | 
人 4 cc by Y。 MLURKQGE === | 
1 』 *ーBー4T ) ----CFP を バッ フフ ア の 最後 に も 4 行 朋 ガ ら ダ イブ プア つ | 
らら 5』 。 MSGSTRTi』 DB ODH。 OAH。 SBDRT FROGRAM START NDN。。 。 、。 > ODH。 ORAH 。*" 生 ? | 
56』 MSBEND』 DB 6DH。OAH。 FUNCTION COMPEETE' 。ODH。 ORH 。" 第 " | 
7! 
5 日 』 END 
 #BJ ナ ーー------CP を バッ ファ の 先頭 に セッ | 
1』 #9LT ノ ーーー---CP を 9 行先 の 行 の 綱 に セ で りう の メー 2 た 
1Ok  BDOS EQU 0 の sSYSTEM CALL ENTRY POINT 
1 の 』 ま ー4 し T 7 ーーーーーCP を 4 行 の 頭 に セツ ト し , その 行 を ダイ プア ウト 、. 
3 ロ RG 10oH | 
ム 4 W 四 / ーー-ー ニ ーーー0 じ を ら 8 過 に セツ に し , その 行 を タイ プア ウト . 8LT と 同じ 
14s CALL Bpos 85) START MESSAGBE OUT SYSTEM CALL | 
4 ま ー ズ ナーーー ニ ーー ニーCP を な を 21 D6 ソ に し 。 その 行 を タイ プア ウト 。 -2 し T と 同じ 、 | 
123 LX 1 D, 6BTRT 3 ) | 
1Z! ま / ーー- CFP を 火 の に ン 。 その 行 を ダイ ブフ アウ F 
1 さ 』 MV1 ビ 。 9 5 ) : | 
1 う 3』 */ - NO 
14s CaLL Zoo 記 ST MESSABE HUT SYSBTEM CALL | 
4144 #204「 ) -ーーー ニ P を 豆 に セッ ト し , その 
20』 MV 6 M_ ET DATa 
20s # う 証 / 刀 
ん 失 Thi progran SORT E bit data = addree 0 tO 4FFFH (4 ド K bytes) 
2 まま /1 し リーーー- 
B bit data at address 4oooh to 4FFFH KC13 bytesy 
さき > し 1 J) ーーーー-O チノ 
SURT 日 bit data at addrese 4oooh to 4FFFH (4K の 
0 本 は ニー 


2 Thi 5 Progr am BoRT 8 Bit data も addrase 4OOOH to 4FFFH (4K ロッ y ッ キ 5) 
さき 4 #*125k114TJ - 一 - 
12* LXi D。 MSBSTRT_ 5 ) 


| 
| 
| 
| 
| 
1 さ : MV1 じ ,9 5 ) | 
14! CRLL BDOS 53) SBTART MESSAGE DUUT SYSTEN CALL | 
12』 *B7 -- を パッ ファ の 先頭 に セッ | 
1』 *2FSORT^ZT ーー ーー ジン 秋 目 の 文字 タ PF を 1 | 
日 bit data at 0O 4000H to 4FFFH (4K ヤー | 
2 き 接 けり ナーーーー 休 を タ 
2 会 Th1 生 prOdr am SURT 日 Bit data at address 4000H to 4FFFH (4K bytes) 
5 *#/ 
1』 *MFSORT^Z3ZOT ) ---ー- ソフ ァ 内 の 文字 列 "SORT* を すべ て 捜し . ライ ン の 頭 か の ら そ こま で を タマ イプ アウ | 
2Z4 5 SURT ツ ティ | マン ド "32 に より の , 1 行 ず つ デ ィ レ ー を と つて 表示 され る 2 | 
2. Thi5 program SORT | 
アイ スイ ] JZ SORT | 
22』 JZ SQRT 5 IF =C JUMP SORT 
37。 ! *THIS STEP QA=C, SORT [ 
さ う 日 ,。 SORT | 
人 4 る s INX D s INCREMENT SORT 
らら 5s MSGSTRTz DB 
BREAK "義人 AT の Zーー も う 見 つ 7 な い の で フ # ガ ガ | 
9 コ s』 %2&T リ ーーーー-- | 
| "で 和 SORT PROGRAN for CP/M earntng yt 馬 m 特 つ 
| 2』 *19CT)- と | | 
| PRUGRAM for CP/NM Learning ymtem Wa | 
2 *BDOTT) --- - - | つ ROGRAM が ザ げ 肖 | 除 さ ね だ | 
| も SORT for CPZ Learning Bystem 間 2 | 
| 。 *#120T)- :P ね 〔 | 
| 12: LX1 D, MSGSTRT ま Figure-4.3.3 その 1 | 


1 コジ 


ビ D 


12 ョ *4 ド T リ 
12: LXI D, DATTOP 3SET TUP ADR IN D,E 
123 *#10: 1 マ T/ 
10』  BDOS EQU OO005H SYSTEMN CALL ENTRY POINT 
113 
12』 LXI D, DATTOP 3SET TOPF ADR IN D,E 
1 3: LXI H。 DATTOP RT TOFP_ ADR IN H。L 
1Ok ーー ーーーーーー- 〇 ) 
と SORT for CP/M Learning BB レ at 栖 つ 
と 4] - 
2』  』aBCDEFG 1 ina 1 2 さ 45) 
る 5 。 1nSert INSERT 2 419 
し ん 
4i 1ir5T/ 0 を 了 . 
21 。 BCDEFB hi jk1nm 123455 
28 1n9 ど も INSERT 2 11ngsw 
44 』 SURT for CFP/M Lgarnin ロ Bysstem 相 2 
rr This program SURT 日 bit data at address 4OOOH to 4FFFH (4 ド bytes ) 
Z8 \ の 本 / 
2』 。 BCDEFG hijk1nm 12 さ 45 
25 %*7CIVMXYZTZOLT / 
2』 BCDEFGVMXYZ hijktnm 12 さ 45 
5 %7 じ IOD ロ Fs も tu 】 
*1ig7T】 
2』 人 ABCDEFGOPQRSTU 
さ 』 。 VMXYZ hi jk1mn 12 さ 45 
4: insert INSERT 2 1ines 
2 SURT for CP/M Learning By 呈 モ em 蘭 2 
人 This5 program SRT 日 bit data at address 400O0H to 4FFFH (4 に bytees ) 
プ ョ ぅ 。 デー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ビニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニー ニー ビー ニニ ニニ ニー モーmonmm ニ ニー ニー エー デ ニ ーー エピ エニ ーー デビ by Y.。MURQAGE == ェ = 
15 *7X ナ -CP ] 
1』 *ーBFJ ーーーー 
s *ー11T リ ノーーーー 拉 続 状 態 の 確 嘆 -8 
ら 4』 MSGSTRTi DB ODH, ORH。" SDRT FRUGRAM START NUM。。。。。。" 。ODH。 ONH。 "も" 
らら 5 MSBEND』 DB ODH。 QAH。" FUNCETION COMPLETE" 。 ODH。 OAH。” 
ら 6』 
ら 7 ョ 』 END 
ら 9』 QABCDEFGOUPGRSTU 
- 6O』 VMXYZ hi jk1mn 12 さ 45 
ら 61』 insert INSERT 2 1ines 
ムズ 』 SURT for CP/M Learning yt@m 暮 2 
63』 This nrogram SURT 日 bit data at address 4OOOH to 4FFFH (4 に by ト @s%) 
ム ら 4s ーー ンーーーーーー ニ ーー ニーーーーーー by Y 。 MURAGE = ニコニ = 
s \*RDISEDEF / 
58 あら 62s470T/ - 続 状 態 の 確認 . 
62s SURT FOR CP/M LEARNING SYSTENM 昔 2 
ら 6 うさ 53 THIS FRUGRAM SURT 日 BIT DATA AT ADDRESS 4OOOH TO 4FFFH (4 ド BYTEG) 
ム ら 4 』 3 ーーーー ニ ーー ニー ニー ニ ニ ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ニニ テニ ニニ テー ニー by Y。 MURAGSE = ェ = ェ ェ = 
653 3 CP/M 2.O DISRK RE-DEFINITION LIBRARY 
66* 3 
人 が CUPYRIGHT (C) 1979 
68k s DIGITAL RESEARCH 
お も ゲ ォ  # BOX らら 79 
は まま PACIFIC GROVE。 CA 
62』 *BFEQUZOLT 7 - 
1O』s DaTTOP EQGU 4O000H sDQTA AREA TUP ADDRESGS 
10s *JEQUTZ_ JUXTAPOUSITIHN ZZ0LT 7 
10』 DATTUP EQU JUXTAFDSITIODN 』DATA AREA TOP ADDRESS 
1 の Os #/ 
11: DaTEND EQU 4FFFH 3DATA aREA END ADDRES ら 5 Figure-4.3.3 
11s *S4FFF^ZBOOO^ZOTT リ 」 果 2 
11s DATEND EQU BOOOH 3sDATA AREA END ADDRESGS その 2 


1 コ 3 


CA 


sDQATA ARER TUF ADDRESS 
s DATaA AREA END ADDRESB 

sHIBH 日 BIT UHF NEXT "4FFF* 
5SYSTEM CALL ENTRY POINT 


1) SHR B きら 0O" 


5 DaTA AREA TUF _ ADDRESB 
5SYSTEM CALL ENTRY POINT 


SYSTENM CaLL ENTRY POINT 


3SET TOP ADR IN D,E 


5SET TP ADR IN H。L 


1 ヒネ ーー ミー を ーー を ミー ーー ミー ミーー ミ ーー シー シー ミーー ま ーー ミー サー ミーー タ ーーー タ ーー ミーー ジ ーー ーー た ーー ニー たま っ ま ーー ます ーー まま ・ ま に : つっ "せこ ーー ミー る を ーー ーー まま きこ "サー ーー ゴー た ーー ジー を を ーーー ま ーー を … キー る … ゴ コー トー を 


11』 #*70sT/ 
70s 5 PACIF iC GROVE。 
| 7 の 』 ※ 析 ドア 
# \*BMSEQU^ZDM^ZOTT 了 7 了 ----- 
10』 DaTTOF  DM JUXTAFOSITION 
| 11: DATEND DM BOOOH 
12』 ENDADR DuM (DATEND+ 
1 る 』  BDOS DM OOO5H 
BREAK  " 幸 り AT の Z 
1 う 』。 *#11zk:12K) 
11。 *10:4121 ) 
1O0』 DATTOF  DM JUXTAFUSITION 
11』  BDOS DU OO05H 
12s 
1O』 # 日 J) 
10g ※ ュ アナ 
1O』 abcdefqh1 j に 1mn リ 
18 る も ーーーーー- 
0 
10』 BCDEFGHIJKLNN 
10』 *ー リ リリ 
10』 \OV / 
25S02/2757 フ 5 
# ひ 4 ま ー ソ ナー 
* ナ 
| BDQS DM OOO5H 
| リ 
| た 
| 12』 
12』 *# 
1 さ ぇ LXI D。DATTOP 
1 る 3。 */ 
14s LXI H,。 DATTOP 
143。 *H) 
5 \OAQ 7 
4 1 まう | / 
1 
2』 。 nABCDEFGUPQRSTU 
さ 』 VMXYZ hi jk1mn 12 さ 45 
13 *※ け 7 
ロ -(Y/N) 2Y 
s %OAQ 7 
1。 * る T/ 
1 8 
2』 nABCDEFGUPQRSTU 
さ 』 VMXYZ hi jk1mn 12 さ 45 
13 * ロ 
Q-(Y/N) 2Y 
> 


Figure-4.3.3 既存 ファ イル の エディット 


エディット 作 業 を 終え , 最後 に コマンド で 正常 に ED を 終了 する と , ED 起動 前 の オリ ジ ナ ル ・ 
Ca エグ ステ シャ シャ WM 要衝 本 の りり 池 ー 和 ん き 相 て 、 マヤ ナグ テッ ズン スス の 生 旦 あし も の 
まま 保存 され て いる 。. 


1G4 


に は 


Figure-4.3.3 の MEF や MS コマ ンド の 実行 に も 2 ~ 3 表示 され て いる よう に , ED は , 指定 され た 
コマ ンド が 完全 に 実行 で き な か っ た 場合 " 


例え ば BREAK “#” ATAZ 
エラー 種別 トー レー ク が か か っ た 時 の コマ ン ド 


の よう な , ブレ ー ク ・ メ ッ セ ー ジ を 出力 し ます . 

ブレー ク ・ メ ッ セ ー ジ が 出力 され た ライ ン に 関し て は , コマ ンド は 実行 され て お ら ず , も と の まま 
の 内 容 を 保っ て いま す . 

ブレ ー ク ・ メ ッ セ ー ジ に は , 次 の 種類 が あり ます . 


? コマ ンド が 間違っ て いる . 

> エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ が いっ ぱい に な り , これ 以上 追加 する こと が で き な い 、. 

# 指定 回 数 分 の コマ ンド の 実行 が で き な い . バッ ファ ある い は ファ イル の 最終 まで 来 て し まっ た . 
0 R コ マン ド て で 読み 出す ファ イル が OPEN で き な い . 該当 LIB フ ァイル が な い . 


次 に , 先 の リス ト で 実習 され て いな い “N? と “W” コマ ンド に つい て 実習 し ます . 


"N コマ ンド は 。 文字 列 サ ー チ の “『” コマ ンド と 朴 て いま す が 。「『 コマ ンド は エディ ッ ト ・ 
バッ ファ 内 の テキ スト だ け に 効力 が ある の に 対し , “N" コ マン ド は アペンド され て いな い デ ィ ス ク 上 
の オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル に 対し て も 自動 的 に アペンド お よび セー ブ を 行い な が ら , 文字 列 ” を サー チ 
し ます , "コマ ンド は , ファ イル の 最後 まで を 対象 と する グロ ー バ ル 本 3 コマ シギ と 芋 え ます .。 


Figure-4.3.4 ファ イル SORT . ASM?” の 最初 に 現れ る 文字 列 “BDOS” を 捜し て タイ プア ウト する 。. 
見 つか る まで は , どん な に 長大 な ファ イル で も ファ イル の 最後 まで を 自動 的 に サー チ す 
る . 
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一 度 に エディ ッ ト ・ バ バッファ に アペンド (ロー ド ) で きる テキ スト の 容量 は , 48K CPM で 約 27 KK 
バイ ト , 58K CPM で 約 35 角 バイ ト と 限ら ちら れ て いま す . よっ て , これ 以上 に 長い ファ イル の 各部 を エ 
-・ ディッ ト し た い 場 合 は , テキ スト を いく つか に 分 け て エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ に ロー ド す る 必要 が あり 
朱 補 。 

その よう な 場合 の た め に , “W′ コマ ンド が 用 意 き れ て いま す . 


) 
適当 な 行 数 を アペンド (A) 
\ 目的 の エディ ッ ト を 終え た ら , そ の 
エディ ッ ト 作 業 っ 時 点 で E コ マン ド で ED を 完了 する . 
! も ちろ ん HH コマ ンド を 使っ て も よい . 
適当 な 行 数 を テン ポラ リ ・ フ ァイル に セー プ (W ) 
(セー プ さ れ た 行 数 分 , バッ ファ は 空 に な る ) 
| 


で 結 ご 誤 3 扉 居 き (! 


上 記 の 手順 で どん な に 長い ファ イル も エディ ッ ト が 可能 で す 。 実際 に は , 


0:A( エ ディ ッ ト ・ パ バッ プ ァ の 半分 アペンド ) 
! 

エディ ッ ト 作 業 
! 

# W( バ ッ フ ァ 内 の 全部 を セー ブ ) 


の よう に 行う と , 分 り 易 く て 便利 で す . 
次 に ファ イル 容量 が 76K バ イト で ある 長い ソー ス ・ フ ァイル “5 KBASIC ASM” を 使っ て , W コ 
マン ド の 実例 を ボ し ます . 
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aa>ED SKBASIC. ASN / 
%O 〇 人 / ガ 
* ら GT / 


8 
1 
1 
ど 4 1 
AT | 
4 
つり $ 


1』 


< く 。 YOur @ 己 dt O ロ rat 上 ioOn 


HANFSHIRE COLLEGE 5SK BASIC 


THIS IS _ VERSION Z1.O FROM JEFF ZURKUM。 MITH THE FULLOMING 
RDDITIOUNAL FEATUREBs 


*O ソ 』 
1 う 78/27575 - 


8 # 林 凡 】 

5 %OaQ / 
73O』 *#5 ら イリ 
730』 MOV 
73 う 1 * TINX 
と か アイ] NOV 
7 う 3s TINX 
ノラ 4 s SHLD 


く 。 YOur @di 上 OD@FatioOn 


5 
1 47 う s 
147 マ る 』 
1474s 
1 475s 
1476』 
1477』 


く 。 YOuFL ed 上 ODration 


* 柱 入 / 

49】。 計 / 

* ら T / - 
LNUNMBg DB 
NGSORi DB 
BUUND: DB 
RDERRs DB 
STOUVLs DB 


8 ※% 相 凡 】 
sg * ま On 7 


く 。 YOur  @d 上 ODeFation 


く Your ed 上 OD@rat 上 ioOn 


林 


\OQ / 


ーーーーーーーーーーー 


8 * 桂 り / 

5 *OA ナ 
408O』 *ーB ヨ ー5T / 
461 昌 k  BOFAs DS 
4619: MEMTOPz DS 
4620s H 
4621s 5 
4622』 END 


く < 。 YOur @Gd』 人 上 OpDeration ロ 


仙 > 


Figure-4.3.5 


*%E J/ 


エディ イット 


2 


ょ M sLOM OURDER TEXT ADDR 
M s HIGH OURDER TEXT ADDR 
saDDR OF PREVIOUS CONTROL STACK ENTRY 


ッ > 


"LINE NUMBER "" 

*" NEGATIVE SQUARE ROOT "" 
"BUOUNDS "” 

4 READ チ 

*STURAGE OVERFLOM "” 


> 
っ 


> 


2 53START OF FILE ADDRESS 
2 53STURAGE FOR LAST ASSIBNED MEMORY LOCATTIODN 


メ 


・ バ ッ フ ァ よ り 大 き な フ ァイル の 編集 作業 


に 


1 コ フ 


QA>STAT SRKBASIC.* 】 


ReCS5 Bytes Ext Cc 

606 76 ド 5 R/M AgSREBAS1C。 AnSM 4 が 

606 76k  R/M Qi5KBASIC. BAQK AA 
Bytes Remaininq n si 17 ト ED 終了 後 の フ ァイル の 確認 . 
人 > 正常 に ED を 終了 し た の で 。 バッ クア ッ プ ・ フ 
ァイル が 作ら れ て いる . 


胡 説 ED 


ここ で , ED 作業 に お ける , 各 時 点 の ディ スク 上 止 の ファ イル と エディ イッ ト ・ バ バッファ の 関係 を 図示 し 
て お きま す . 作業 の 通常 の 流れ は 1 ) 一 2 ) 一 … 6 ) の 順 で す が , テキ スト ・ フ ァイル が 短けれ ば 3 ) 
や 4) は 行う 必要 は あり ませ ん . 


エディ ッ ト 作 業 時 の アド バイ ス 

エディ ッ ト 作 業 は , 適当 な 時 点 で , コマ ンド を 使っ て , 今 ま で に 出来 上 っ て いる エディ ッ ト ・ バ パ 
ッ フ ァ の 内 容 を , 一 了 皇 , ディ スク 上 の オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル に 組み 込み , それ か ら 新 た に 作業 を 再開 
本 る こと を お 奮 の し ます 、 ま た , EE コ マン ド で , 完 邊 に ED ず 導 了 し て で から,。 BAK ファ イル を 列 
の 名 に リネ ー ム し , 再度 ED に 入る 方 法 も あり ます . いずれ も 不慮 の 事故 ・ 過 失 に よる 影響 を , 少し 
で も 赤 済 する た め の 手 段 で す . 


ED 


ォ ス ペク 


low 
ED に 入る 前 の 状態 

ディ スク 上 に は , オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル の み 
存在 し て いる . 


| ) 


ED 以前 


high 


ED を 起動 し て , ファ イル の テキ スト を バッ 
ファ に デバ シド . 

ディ スク 上 に は , 中 身 が まだ 空 の テン ポラ リ ・ 
ファ イル が 作ら れる . も し ^SORT.BAK” が あ 
れ ば , “BAK” つつ “$$$" と リネ ー ム され る . 


ED に 入る 


SORT.$$$ 
2 ) 


m 行 
(nーm) 行 が 残る . 


エディ ッ ト 後 ,。 W コマ ンド で m 行 を テン ポラ 
リ ・ フ ァイル に セー ブ す る . 


3 ) 


コマ シド と W コ マン ド の (ササ 通し て で て 、 エ デイ ウッ キース パッ チッ 
より 長い ファ イル も , エディ ッ ト す る こと が 可能 で ある . 


4 ) て YJS 


スト を パッ プ ァ に デ ペ ンド まま るる, 


追加 へ コマ ンド 


E モ コマ シン ギ (終了 コマ シド ) て 


すべ て の エディ ッ ト が 終了 し た ら , E コマ ン 
ド で バッ ファ 内 テキ スト と , オリ ジ ナ ル ・ フ 
ァイル の 残り (あれ ば ) を テン ポラ リ ・ フ ァ イ 
ル に セー ブ す る . 


5 ) 


新 フ ァイル 


最後 に ED は , 

*$$$” っ ASM", ASM” っ“BAK* 
と リネ ー ム し て ED の すべ て を 終る . 
オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル は , パ バックアップ ・ フ 
ァイル と し て 残る . 


6 ) 


オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル 


Figure-4.3.7 ED 作業 の 各 時 点 に お ける ディ スク 上 の ファ イル と エディ ッ ト ・ バ バッファ の 関係 


13 紀 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


4.4 ASM (8080 ア セン プラ ) 
ーーASseMbler- 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


1 ASM、,x : filename 
ドラ イブ x : 上 の ソー ス ・ フ ァイル ~filename.ASM” を アセ ン ブ ル し , 生成 され た H 
EX お よび PRN ファ イル を 同じ ディ スク 上 に セー プ ブ す る . 

2 ASM。,filename.shp 


*s” で 指定 され る ドラ イブ 上 の ファ イル 『filename.ASM” を アセ ンプ ブル し ,“h” で て 指 
定 さ れる 装置 に HEX ファ イル を , “p” で 指定 され る 装置 に PRN ファ イル を 出力 する . 
注 ) x : は それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる . 


CPM の アセ ンプ ブラ は , エク ステ ンション が “ASM? で あぁ る 8080 の アセ ンプ ブリ ・ ソ ー ス ・ フ ァ イ 
ル を アセ ンプ ブル し , イン テル HEX 形式 の オプ ジェ クト ・ フ ァイル (エク ステ ン シ ョ ン は “HE 共 ?) 
と アデ アドレス, オプ ジェ クト ・ コ ー ド , エラ ー・ メ ッ セ ー ジ な どの 付い た プリ ント 形式 の ファ イル ( エ 
クス テン ショ ン は ^PRN?) を 出力 し ます . その 様子 を 次 に 示し ます . 
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ASM 


ーーーーーーーー 一 へ 


( A>TYPE_AnUT。eSh 7 ] 
| 
| 
| 
| 


TYPE コマ ンド で タイ プア ウト し た 
アセ ンプ リサ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル. 


| 2AB_AQUT 7 
| PP/M ABSEMBLER - VER 2。O 
| 
| 


アセ ン ブ ラ の 実行 . 
HEX と PRN ファ イル の 生成 が 
行わ れる . 


O106 
O00H USE FACTOR 
END OF ASSEMBLY 


人 > 


生成 され た HEX ファ イル 生成 され た PRN ファ イル 
の タイ プア ウト . 肖 ky の タイ プア ウト . 


| >TYPE AUT。HEX ) 


| s OBO10O0000EO021E41CDOSOOCED 
s OO000000000 


QA>TYPE AUUT。PRN 7 


0100 
O10O OEO02 


O102 1E41 
Oo104 CDOSOO 
O107 C9 
O108 


向 > 


の 


FIRST ADDRESS O1OO 


LAST ADDRESS O107 | LOAD コマ ンド に よる 
BYTES READ OOOB HEX 一 COM フ ァイル 
RECORDS MRITTEN O1 


の 変換 . 
A ------ ブ プロ プラ ム に より 出力 され だ "A< 純 マシ ン 語 ブ ログ ラム 
A> *AOUT* の 実行 


(A” の 1 字 が 出力 され て いる ) 


Figure-4.4.1 アセ ンプ ブリ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル か ら 即 実行 可能 な コマ ンド ・ フ ァイル が で きる まで の 流れ 
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fllenam@e 


ドラ イブ x : 上 の ソー ス ・ フ ァイル “filename. ASM? を アセ ン ブ ル し , 生成 され た HEX? と \PRN? 
ファ イル を 同一 ドラ イブ x : 上 に セー ブ し ます . 5 章 の 「CPZM に よる マシ ン 語 開発 実習 」 で 作成 す 
る ソー ス ・ プ ログ ラム SORT . ASM? を 使っ て , アセ ンプ ブラ を 実行 し て み ま し ょ う . 


Figure-4.4.2 アセ ン ブ ラ の 実行 と アセ ンプ ブラ の 実行 前 ・ 実 行 後 の フ ァイル の 状態 を 示す . 


5 章 で は , この ソー ス ・ フ ァイル や 生成 され た PRN” ファ イル な どの 完全 な リス ト を 載せ て , 詳 
し く 解 説 し て いま す の で , ぜひ 参照 し て 下さ い . 


用 lename.Shp 


*shp” で 指示 され る 入出 力 装置 を 選択 する “スイッチ "に従って, アセ ンプ ブル を 行い ます . スイ ッ 
チ shp” の 機能 を 次 に 示し ます . ( 


filename.s h PB 


アセ ン ブ ル に より 生成 され る “P 
RN” ファ イル を セー ブ す る ドラ イ 
プ 名 を 指定 する . 


ソー ス ・ フ ァイル `~filename.ASM“ アセ ンプ ブル に より 生成 され る “H 
が 存在 する ドラ イブ 名 を 指定 する . EX” フ ァイル を セー プ ブ す る ドラ イ 
ツー プ ブ 名 を 指定 する . 


ee 


(特別 な 指定 ) 
Z…PRN フ ァイル を 生成 し な い . 
XX ……… PRN フ ァイル を コン ソー ル 
へ 出力 する . OtrlP で プリ 
ンタ へ も 同時 出力 . 


(特別 な 指定 ) 
Z…… HEX フ ァイル を 生成 し な 
も \= 


Figure-4.4.3 アセ ンプ ブラ の コマ ンド 書式 
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ASM 


に 00 
ドラ イブ A : 上 の ソー ス ・ フ ァイル “DUMP.ASM” を アセ ン ブ ル し , 生成 さ 
A>ASM_,DUMP 
れ た HEX と PRN 両 ファ イル を 同一 の ドラ イブ A : 土 に セー ブ す る . 
ログ イン ・ デ ィ ス ク の ドラ イブ B : 上 の ASM プロ グラ ム を 起 由 
ap 滅 B 


ドラ イブ B : 上 の ソー ス ・ フ ァイル を アセ ン ブ ル し , 生成 され た HEX ファ イル 
に JDUMP. 
人 を ドラ イブ B : 上 に . PRN フ ァイル を ドラ イブ A : 上 に セー ブ す る . 


ドラ イブ A : 上 の ソー ス ・ フ ァイル を アセ ンプ ブル し , HEX ファ イル は 生成 せ ず , 
A>ASMLJDUMP.AZX 』 PRN ファ イル の み 生 成 し て ,。 ディ スク に は セー ブ せ ず に , コン ソー ル に 出力 す 
る . 


ドラ イブ A: 上 の ソー ス ・ フ ァイル を アセ ン ブ ル す る けれ ども , 何 も 生 成 し な い . 
A>ASM_JDUMP.AZZ』 ガ 但し , アセ ン ブ ル ・ エ ラー な ど が コン ソー ル に 出力 され る の で , その 確認 の た 
め に , し ば し ば 使わ れる . 


Figure-4.4.4 ソー ス ・ フ ァイル , “DUMP. ASM? を アセ ンプ ブル す る 場合 の コマ ンド 実例 


に 
(ApprR_soRT.* テ SORT.*J ) ] 
Ai SRT ASM | ーー ーー | 

| 


ま 

| | ョ フキ ラバ ナチ |, 宇 行 前 7 
| A>DIR BsSORT。* ) 
NO FILE 


QA>QBN_SORT。ABX 7 -------- ア セン プル の スイ ツチ を “ABX′ と し て 実行. | 
CF/M ASBSEMBLER - VER 2。0 | 


トニ ーー 


5 SRT PRIGRAM for CP/M Learning Bystem 社 2 | 
5 This program SURT 日 bit data at addres55 4OOOH to 4FFFH (4K bytes ) 


5 ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニー ニー ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニー ニ ビ ニニ デニ デニ by Y.MURASGE === 


OO0OH USE FACTOR 
END 0F ASSEMBLY ------ー-/ セ ンプ ル の 終了 


| 

| O1OO ORG 1OOH | 

| 400O = DATTOP EQU 40OOH DATQA AREA TOP ADDRESS | 

| 4PFF = DATEND EQU 4FFFH sDQTA AREA END ADDRESS | 

| 円 

| | 

| ・ この J 6 | 

ます 

| の O1 る 1 OEO9 MV1 C。9 5 ) | 

| O133 CDO5QO CALL BD0S 5 ) END MESSAGE DUT SYSTEM CALL [ 
' 

|  O1 さ 6 C RET 5jEND OF THIS PRDGRAM:。 RETURN TO CP/M 
| 

| O137 ODOA5 る 4F52MSGSTRTk DB OoDH。 ORH。" SHRT PROGRAM START NOM。....、' ,。ODH。 OnH。" ま * | 

|  O15B ODOA46554EMSGEND』 DB ODH。 OAH。" FUNCT TON CUMPLETE* 。 ODH。 OAH。” | 

| O16E END | 

| 

| 

| 

| 

| 


O16E / 
[ 
[ 
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Figure-4.4.5 ドラ イブ A: 上 の ソー ス ・ フ ァイル SORT. ASM” を アセ ン ブ ル し , 生成 され た HEX 
ファ イル を ドラ イブ B : 上 に セー ブ し , PRN ファ イル は , コン ソー ル に の み 出 力 する 
実行 例 . それ と , 実行 前 と 実行 後 の フ ァイル の 確認 . 


アセ ンプ ブリ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル の 書き 方 


アセ ンプ ブリ 言語 の ソー ス ・ フ ァイル の 書式 は , 科 単 な 約束 事 が いく つか あり , それ に 準拠 し て ブロ 
グラ ム ・ フ ァイル を 作成 し な けれ ば な り ま せん . 以下 , CPM アセ ンプ ラ の ソー ス ・ フ ァイル を 作成 
する 上 て 必要 な 事柄 を , 各 項 目 に つい て 解説 し て 行き ます . 


ソー ス ・ フ ァイル の フォ ー マ ッ ト (書式 ) 
ここ は スペ ー ス を 置か な く て も よい . 


(通常 は 書か な い ) LOOP:-。 MOV  …. A,B :get (B) data on (A) 


Figure-4.4.6 CP プ M ア セン プラ の ソー ス ・ フ ァイル の 書き 方 


CPZM アセ ンプ ブラ は 「 自 由 フ ォ ー マ ッ ト 」 で あり , 書式 で 決ま っ て いる の は , 各 フ ィ ー ル ド の 区 功 
り (部分) に 1 つ 以 上 の スペ ー ス を 置く こと と , フィ ー ル ド の 順序 の み で , その 他 は 自由 に 書く こ 
と が で きま す . 普通 は , 各 フ ィ ー ル ド の 頭 を 揃え て 読み 易く する た め に ご 部 に は タブ を キー イン し ま 
す . タプ は | TAB | キー, また は Ctrl- I で キー イン で きま す . も ちろ ん スペ ー ス で も か まい ませ ん . 

次 の リス ト で , 「 自 由 フ ォ ー マ ッ ト 」 の 実例 を 示し て お きま す . 各 ラ イン の 書き 方 は 違っ て も , アセ 
ン ブ ル に は 関係 な いこ と が 分 か り ま す . 


14 人 4 


ASM 


Figure-4.4.7 CPZM ア セン ブラ の 書式 は 自由 で す . 


で は , それ ぞ れ の フィ ー ル ド に つい て 解説 し まし 1 う 5. 


ライン GO に つい や 「 

通常 は ライ ン No. を 用 いま せん . CPM の エディ タ 以 外 の エディ タ の 中 に は , 作成 し た ファ イル 
に 強制 的 に ライ ン No. が 付い て し まう も の も あり , また 他 の アセ ンプ ブラ で は ライ ン No. を 必要 と す 
る も の も ある た め , ライ ン No. 付 き の ソ ー ス ・ フ ァイル で も , アセ モン ブル が 可能 に な っ て いま す .CP ン ノ 
M アセ ンプ ブラ は , ライ ン の 先頭 に ある 数 字 を 無視 し ます . 


ラン ベル に つい て 

ラベ ル は , 1 一 16 文 字 の 英 ・ 数 文字 を 用 い , 識別 は 16 文 字 ま で 行わ れ ま す 。 小 文字 を 書く こと も で 
きま す が , 認識 は 大 文字 と し で 行わ れ ま す ,。 また , カナ は , ラベ ル に は 使用 で きま せん (コメ ント に 
は 使用 可 ). の 

ラベ ル の 中 に 読み 易 す くす る た め に `~$? 記号 を 任意 に 挿入 する こと が で きま す . この `$? 記号 
を アセ ンプ ブラ は 無視 し ます . 

フ ベ ル の 最後 に コロ ン “:” を 置く こと が で きま す . これ は 付け て お く 方 が 良い で し ょ う 。 他 の ア 
セン プラ で は , “ : ” が 必要 な も の も ある し , 何より も エディ タ を 使う 場合 .*:? が 付い て いる と ラ 
ベル の 文字 列 サ ー チ が 非常 に 楽に な り ま す (同じ “文字 列 ” の 場合 、 ラ ベル と 他 の も の と の 区 別 が で 
きま す )。 プ セン プラ は ,。 ラベ ル の . ^・” る を 無視 し ます . 

文 禁止 事項 
O 最 初 の 文字 に 数 字 は 使え ませ ん . 
OMOVY。 TLXI7。… な どの 8080 イ ンス トラ クシ ョ ン ・ ニ ー モ ニッ ク と 同一 綴り の も の は 使え ませ 
ん . 
oORG?。 DB?。 … な どの 疑似 イン スト ラク ショ ン と 同一 の も の も 使え ませ ん . 
oOYA7、YB?。M7。 SSP?。 … な ど , 8080 CPU の レジ スタ 名 と 同一 の も の は 使え ませ ん . 
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ニー モニ ッ ク , オペ ラン ド に つい て 
特別 な 注意 事項 は あり ませ ん . 通常 の 書式 を と り ま す . 8080 ニ ー モ ニッ ク そ の も の の 解説 は , 本 書 
で は 触れ ませ ん . 


コメ アン に らい て 
各 ラ イン に お いて 。 セミ コロ ン “ :? の 後 の 記 述 は すべ て 無視 きれ ます . よっ て “ ,:“ の 後に 説明 
文 や 覚え 書き を 書い て お く と , ドキ ュ メ ント 性 の 面 で 役に立ち ます . カナ を 使っ て も か まい ませ ん . 


ライ と ほ イ ン の 間 に つ いて 
ソー ス ・ フ ァイル を 読み 易く する た め に , ライ ン と ライ ン の 間 を キャ リッ ジ ・ リ ター ン の み で 行間 
を 空け る こと が で きま す . も ちろ ん 。* :/? を ライ ン の 頭 に 書い て リタ ー ン し て お く の も よい で し ょ う . 


医 似 イン トラ クシ ョ ン , 算術 ・ 論 理 演算 子 に つい て 

これ ら に つい て は 実際 に ソー ス ・ フ ァイル の 中 に 記述 し て みて , それ を アセ ン ブ ル し た 結果 を ご 覧 
下さ い 。 演算 は 16 ビ ッ ト で 行わ れ ま す が , その 値 は 、 それ が 使わ れる オペ レー ショ ン ・ コ ー ド に 合致 
し て いな く て は な り ま せん . 


>TYPE ASMSURCE . PRN / 


5 = ら mm じ P/MN ASSEMBLY LANGUAGE SOURCE FILE SAMPLE = エー ニテ ニー 


H by Y.MURASE 

有 oioo  / ノ / QRe 1OQH 

| Q1OO 7 /, LOOFisi , MOV A。B sget (B)data on (の ) 

| O1QO1 54 . LODPL) NOV D,H 3 

ア 

| O1o2 7 LOODP2』 MDV Q。Bsget (B)data on (の Q)-- 

| 

| OOO5 = BDOS EQU に ) 3 

| oO193 Cpo5oo CALL BDOS 5 

| 

| FDOS SET 200OH ) 
O1O6 CDOO2o CALL FDOS 5 

| FDQS SET 40QOH 症 | 
O109 CDOO4O CALL FDQ0S 5 

| FFFF = TRUE EQU QFFFFH 5 

| OOOO = FALSE  EGU NOT TRUE 8 | 

| OQOO = IBOBQO EQU FALSE 3 

| FFFF = Z8o EQU TRUE 8 

| TO IF IBoBO 8 

| リズ JMP 1234H 5 

| こっ ここ ENDIF H 

| IF Z8Q 「 押 

| O1OC C37856 JMP 5S67H | 

| ENDIF 5 


1 4B 


OOOD = CR EQU ODH 』 
OOOA = LF EQU OAH H 
QO1OF 5B59ODOA24 DB *XY" DRK、LF。24H  』 
O114 O5OO7FOO DM BDnS , 7FH : 

Q1 1 日 DS さ つ 3 
O13 日 = KDD EQU 生 

Q1 ミ C さ ミ BO 1 JMF EDED H 
OOOA me PARN1 EQU OOOO$1O01O0B 5 
OOOA = FARNM2 EQU 1 20 9 
OOOA = PARM く る EGU 1 20 H 
OOOA = FARNM4 EQU 10 H 
OOOAR = FARM5 ERU 1QD 3 
OQOQOA = PARM6 EQU OAH H 
4OOO = QA EGUI 400OH H 
QQQ さ = BE EQU さき 3 
400 ス る = X 1 ERU QA+BB 1 

る く FFD = ジィ EQU AA- BE - 
COOO = X さ ECU QA*BB : 
155 ら 5 = X4 EQU QA/ BB H 

OOO1 = X5 EQU AA MOD BB H 
BFFF = X6 EQU NOT AA 1 
OOOO = X7 EQU AA AND BB 5 
40O さ = XB EQU QAQ OR BB 1 
400 さ = X9 EGQU QA XUDR BB 5 
OO1H = X1O EQU BB SHL BB 
OBOO = X 1 1 EDU QA SHR BB 
OQ7F = CPM$ ま ASM EQU O111 ま 1111E H 
QO1SB さ E7F MVI QA。 CPMASN : 
Q1 さ D CSDSE5 PUSH B! PUSH D! FUSH H! ョ 
O14Q0 E1D1C1 POP H! PFOF D! POF B 5 
O14 さ C さ 47Q1 ARCDEFGBHIJKLMNO1』 JMF ABCDEFGHIJKLMNO2 
Q146 OO NOF' 
O147 C さ 4 さ O1 ABCDEFGBHIJELMNO2』 JMP abcdefgHIJELMNO1 』 
Q14a END 1 

仙 > 
Figure-4.4.8 疑似 イ ンス トラ クシ ョ ン , 算術 ・ 論 理 演算 子 の 実例 . 


( 高 ) 
| 


演算 子 の 順位 


| 


( 低 ) 


( ) で くく っ た も の 
* ンプ MOD SHL SHR 


( 横 の 並び は 同 順位 ) 
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ソー ス ・ プ ログ ラム の アセ ン ブ ル ・ エ ラー に つい て 


アセ ンプ ブル 時 , ソー ス ・ プ ログ ラム に 文法 上 。 


記述 上 な どの 各種 の エラ ー が 発見 され た 場合 , アセ 


ンプ ブラ は その つど コン ソー ル に ェ エラー 種別 を 示す 1 文字 の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ と その エラ ー が 存在 
ダイ オン 疹 デ イ オブ プチ た み ド も し ます 。 
故意 に エラ ー の ある ソー ス ・ プ ログ ラム (ASMER . ASM) を 作り , 実際 に アセ ン ブ ル し た 結果 を 


次 に 示し ます . 


ノレ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 


QA>ASM QASMER 7 


P/M ABSEMBLER - VER 2。0 


O100 40 
MAC 
1O1 3EBO 
10 さ OO 
105 424E4D2C2E 
1OB さる 
10C C3O00O 


PHASE 


MISS1 
O1OF 
OOOH USE FACTOR 
END OF ASSENMBLY 


人 > 


Figure-4.4.9 


に 
O100 


1OO 40 
MAC 
1O1 さ EBO 
1O る 3 OO 
104 OO 
105 424E4D2C2E 
1OB さる ぅ 
10C C3OOOO 


PHASE i 
PHASE』 


| MIS81 
O1OF 


READDRD ーーーー 


Figure-4.4.10 


人 n B これ わら の エエ ラー・ メッセ ー ジ と その ライ ン は 
し ヨ に < 導 


A。 BOH* さ 


*QMERTYUIOPZXCVBNMQMERTYUIOP 。 。 。 。 < 
ム 
UNDEF 
H 


ZXCVBNM" -。 


64 文 字 以上 ガ エ ラ ー と な る . 一 ーーーーーー 


アセ ンプ ブラ 実行 時 コン ソー ル に 出力 され る エラ ー・ メ ッ セ ー ジ の 例 . 


QA。 BOH* さ 


* QuMERTYUIUPZXCVBNMQMERTYUIOP < 
| 
UNDEF 64 又 字 以 上 ガ エ ラ ー こ とこ なる. 一 一 一 
H 


> 。 。 。 ZXCVBNN 


NN 


生成 され た PRN ファ イル に も , エフ ラー・ メ ッ セ ー ジ が 付い て いま す . 


ASM 


災 に , 各種 エラ ー・ メ ッ セ ー ジ と それ ら の 主 な 原因 を まとめ て 示し ます . 


『N 


Data エ ラー. エク スプ レッ ショ ン の 値 が デー タ ・ エ リア に 適合 し な い . 

Expression エ ラー. オペ レー ショ ン ・ コ ー ド の ミス タイ プ や 演算 子 の 使い 方 を 誤っ た 場合 な どの 表現 上 の エラ ー 
Label エ ラー. ラベ ル を 正しく 用 いな い 場 合 . 

not-implemented エラー. MAC な どの 上 位 ア セン ブラ に は ある が , CP/M ア セン ブラ に は イン プリ メン 
ト さ れ て いな い 特 別 な 命令 を 用 いた 場合 な ど . 

Overflow エ ラー. エク スプ レッ ショ ン の 値 が , その 場合 の 限度 を 越え た 時 な ど . 

Phase エ ラー. アセ ンプ ブラ 実行 中 の 各 パ ス で , ラベ ル の 値 が 異な っ た 場合 . 

Register エ ラー. オペ レー ショ ン に 対し て , 適合 し な い レ ジス タ が 指定 され た 場合 . 
Undefined ラ ベル ・ エ ラー. オペ ラン ド で 使用 され た ラベ ル が , どこ に も 定義 され て いな い 場 合 . 

Value エ ラー. オペ ラン ド や , エク スプ レッ ショ ン の 値 が , それ に 対す る 範囲 外 で ある 場合 . 


D 
3 
L 
N 


ここ 3 づ 210O 


( 注 . デジ タル リサ ー チ の CP/M マニ ュ ア ル に は 上 記 の 種類 し か 記載 され て いな い が ,, 実際 に は この ほか の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ も 用 意 さ れ て いる . ) 


Figure-4.4.11 エラ ー・ メ ッ セ ー ジ と エラ ー の 主 な 原因 
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4.5 LOAD (HEX フ ァイル 箇 COM フ ァイル 変換 プロ グラ ム ) 
ーーー に 4 ね 作 旨 program 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


LOAD、,x : filename 
ドラ イブ x : 上 の イン テル HEX 形式 の ファ イル , “filename.HEX” か ら , 即 実 行 可 能 な 


純 マ シン 語 の COM” ファ イル を 生成 し , 同一 ディ スク 上 に セー ブ す る . 
注 ) x : まそ それ が 本 グイ シー ディ イス タダ の 場合 : に 午 員 空き る : 


_x:filename 


Figure-4.5.1 

ログ オン ディ メス クト の 5KEBASIC 、 HE 
か ら COM ファ イル を 生成 し , 同じ ディ スク に 
セー ブ す る . 


Figure-4.5.2 

セー ブ さ れ た COM ファ イル の 確認 . 

この 純 マ シン ・ オ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル は 。, 以 
後 。 フ ァイル 名 だ け を キー イン する こと に より , 
トラ シン ジェ ント ・ コ マン ギド よ し て 理科 きれ る 、 
( BASIC の 名 前 と , 実際 の ファ イル 長 と は 関係 
あり ませ ん ) 
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人 n>2SKBASIC ビ リ 
BAS1IC/5 INTERACTIVE INTERPRETER WV <1。G 10/}6/ ア プア 


NEM OUR OLD? NEM 
NEM_ PROGRAM NAME』 TEBT リ 


READY 

10 =S / 

20 B=6 さ 3 / 

SO C=B8 / 

4O0_ PRINT "BC = "4。QAXB/C リ 7 
ら 50 _ END リ 

RUN /) 


SC = さ 。57954 


READY 


Figure-4.5.3 LOAD コマ ンド に よっ て 生成 ・ セ ー ブ さ れ た だ た, “5KBASIC . COM^ を 実行 し て みる . 
BASIC 言 語 が 起動 ・ 実 行き され て いる . 


解説 LOAD 


LOAD コマ ンド は , その 名 前 か ら は SAVE コマ ンド に 相対 する 機能 の よう に 思え ます が , 全く 〈 違 
っ て , HEX ファ イル ゥ COM ファ イル の 変換 プロ グラ ム で す の で ご 注意 下さ い . 

HEX ファ イル の メモ リ 上 へ の ロー ド ・ ア ドレ ス (ソー ス ・ プ ログ ラム の ORG で 指定 され ん て いる 
アド レス ) が , 100H 未 満 で ある 場合 LOAD コマ ンド は 実行 さき れず, エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 出力 され 
ます . LOAD コマ ンド に よっ て 生成 され る COM” ファ イル は アド レス 100H か ら の メモ リ 上 に ロー 
ド さ れ た 後 , 必ず 100H ス ター ト て で 実行 きれ る の で , 100H 未 満 の ORG アド レス を 持つ HEX ファ イ 
ル を LOAD コマ ンド で 処理 する こと は あり 得 な い の で す . ORG が 0 H で ある HEX ファ イル (PTBOOT. 
HE メーーC ビ ビジ M シ ステ ム の プー ト ・ プ ログ ラム ) に , LOAD コマ ンド を 実行 し た 例 を 示し ます . 


1 ら 1 


トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 徹 底 実習 


Figure-4.5.4 実行 開始 アド レス が 0 HH で ある プロ グラ ム の HEX ファ イル に 対し て , LOAD コマ ンド 
を 実行 し た 例 . 
100H 未満 の ロー ド ・ ア ドレ ス を 持つ HEX ファ イル は LOAD で き な い . 


また 100H 以 上 の ORG アド レス を 持つ HEX ファ イル ーー 一 例え ば ORG 2000H な ど は LOAD 可能 
で す が , 生成 され る COM ファ イル は , ORG アド レス の 2000H か ら セ ー ブ さ れる の で は な く , 不用 
で ある 100 革 一 1FFFH まで も 一 緒 に セー プ さ れ ま す . し か も この COM ファ イル を トラ ンジ ェ ン ト ・ 
コマ ンド と し て 実行 する こと は で きま せん . トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド は , 前 述 の 通り 。 メモ リ に ロ 
ー ド され た 後 は , や は り 100H ス ター ト で 実行 され る か ら で す . も ちろ ん アド レス 100H に , アド レス 
2000H へ の ジャ ンプ 命令 を 入れ て お け ば 実行 は 可能 に な り ま す . 

また , 上 記 の よう な , 特別 が ロー ド ・ ア ドレ ス の HEX ファ イル を , 純 マ シン 語 に 変換 し て , メモ 
リ 上 に ロー ド す る に は , 次 ペー ジ の DDT コマ ンド で 行う こと が で きま す 。 
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DDT 


4.6 DDT (8080 デ バッ ガ ) 
ーーDynamic Debugging Too-ーー 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


DDT 
DDT プロ グラ ム を 起動 し , DDT 内 の 全 コ マン ド の 実行 を 可能 に する . 
DDT、 x : filename.ext 
DDT を 起動 する と 同時 に , ドラ イブ x : 上 の ファ イル , `fijlename.ext*” を アド レス |I00H 


か ら メ モリ に ロー ド す る . 

注 |) x: は , それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 。 省略 で き る. 

注 2) DDT も ED と 同じ く , コン トロ ー ル ・ キ ー に よる ライ ン ・ エ ディ ッ テ ィ ング 機能 が 使 
えま す (「 実 習 の は じ め に 」 参 照 ). 


DDT 内 コマ ンド の 機能 
り Assss 1 ステ ッ プ 毎 の ライ ン ・ ア セン ブル を し , その オブ ジェ クト ・ コ ー ド を アド レス ssssH 
琵 か 9 ロード も て 行く . 
プ オペ ラン ド に 書く 数 値 は すべ て HEX で ある が , “HH を 付け て は いけ な い . 
終了 する に は スペ ー ス を 入力 し て リタ ー ン する . 
DssSs, eeee 
アド レス ssssH か ら eeeeH まで の メモ リ 内 容 を ダン プ す る . 16 進 表示 の 右側 に は , 
それ に 対応 する アス キー・ キ ャ ラク タ が 表示 され る . アス キー・ キ ャ ラク タ 以 外 の コ 
ー ド は “. ” で 示さ れる . カナ も 表示 され る よう に DDT の 一 部 を 変更 し た も の も あ 
る 。 
レコ D, eeee 現在 の ディ スプ レイ ・ ア ドレ ス (前 回 の D コ マン ド が 表示 し た 最終 アド レス の 次 ) か 
ら , eeeeH まで を ダン プ す る . 上 記 の コマ ンド の ssss を 省略 し た も の . 
DSsSSS アド レス ssssH か ら 12 行 を ダン プ す る (1 行 は 16 バ イト ). 
D 現在 の ディ スプ レイ ・ ア ドレ ス か ら 12 行 を ダン プ す る . 
ye FSSSS, eeee, CC 
ル アド レス ssssH か ら eeeeH まで の メモ リ 全 部 に , デー タ ccH を 書き 込む . 


1 ら 5 


( 湯 ) 一 ロ 


デ テ SNVY ヘ 


(で MV き N 層 ) テ ハニ 


( 拉 半 ) キ せ ?2 


1 ら 54 


GssSss, bbbb 

Gssss, bbbb DDPDD 
1 つま た は 2 つの ブレ ー ク ・ ポ イン ト (bbbbH と bbDD' H) を 設け て , アド レス SSss 
HH から, リア ル タ イ ム で 被 テ スト ・ プ ログ ラム を 実行 す る. 

G, bbbb 

G, bbbb PDPDD 
スタ ー ト ・ ア ドレ ス が 現在 の プロ グラ ム ・ カ ウン タ (コマ ンド で 表示 , 牙 還 コマ ン 
ド で 変更 可能 ) で ある こと 以外 は , 上 記 と 同様 . 

Gssss ブレ ー ク ・ ポ イン ト を 設け ず に , アド レス ssssH か ら リ アル タイ ム で 実行 する . 

G ブレ ー ク ・ ポ イン ト を 設け ず に , 現在 の プロ グラ ム ・ カ ウン タ か ら リ アル タイ ム で 実 
行 する . 

HxxxX,。 YYYV 
16 進 の 数 値 xxxx と yyyy の 和 (xxxx 十 Yyyy) と 差 (xxxX 一 YYYy) を , 16 進 で 表 
示す る . 


Ifilename . ext 
アド レス 5CH の FCB (ファ イル ・ コ ント ロー ル ・ ブ ロッ ク ) に , 任意 の ファ イル 名 
*filename . ext' を セッ ト す る . 但し , ドラ イブ 名 を 付け る こと は で き な い . 通常 は 
次 の R コ マン ド と 共に , 任意 の ファ イル を メモ リ に ロー ド す る 場合 に 使わ れる . 


R 現在 の FCB に セッ ト さ れ て いる ファ イル (通常 は 上 記 I コマ ンド に よっ て セッ ト さ 
れる ) を , それ が HEX ファ イル の 場合 は , それ 自身 が 持つ アド レス に 純 マ シン ・ コ 
ー ド に 変換 し て ロー ド す る . HEX ファ イル 以外 は , アド レス 100H か ら の メモ リ に そ 
の まま の 形 で ロー ド す る . 

Rbbbb ロー ド ・ ア ドレ ス が 。 十 bbbbH 分 バイ アス (オフ セッ ト ) さ れる 以外 , 上 記 と 同様 . 
バイ アス 値 を 加え た ロー ド ・ ア ドレ ス が FFFEFH を 越え た 場合 , FFFFH の 決 は 0 H 
と し て 数 え ,。 0 を 越え た 分 が ロビ ロード ・ ア ドレ ス に な る 。、 


LSSSS, eeee 
アド レス ssssH か ら eeeeH ま で の メモ リ 内 容 を 逆 ア セン ブル する . 

LessS アド レス agess 上 時 か ら 11 ラ イン (ステ ッ プ ) 分 を 導 ア セン プル する 、 

L 現在 の リス ト ・ ア ドレ ス (前 回 の し コマ ンド の 最終 アド レス の 次 ) か ら 11 ラ イン 分 を 
送 ア セン ブル する . 


ん まさ さ 


DDT 


Mssss, eeee, nnnn 


SSSSS 


Tn 


Un 


アド レス SSsssH か ら eeeeH ま で の メモ リ の 内 容 を , アド レス ssssH か ら へ プ ブロ ク 
転送 する . 


アド レス ssssH の メモ リ 内 容 を 表示 し , 必要 が あれ ば 任意 の デー タ に 変更 する . 
リターン ・ キ ー で アド レス を 順次 進め て 行き , 終了 に は ピリ オド “.” を 入力 し , リタ 
ー ン で 終る . 


現在 の プロ グラ ム ・ カ ウン タ (XP コマ ンド で 任意 設定 可能 ) か ら , n ス テッ プ 分 の 
ト レー ス 実 行 . 各 ス テッ プ ご と の CPU の 状態 が 表示 され る . nm ロニ 1 の と き は 1 を 省 
略 で きる 。 “DEL” キー, また は 何ら か の キー 入力 で 実行 の プレ ー ク が で きる , 
最終 ステ チッ プ の CPU の 状態 の み 表示 され , 中 間 の ステ ッ プ は 表示 され な い 上 記 1n 
コマ ンド で ある . 


現在 の CPU が 保持 し て いる 各 レ ジス タ , カウ ンタ , フラ グ , 命令 な ど を 表示 する . 
r で 指定 する レジ スタ , カウ ンタ , フラ グ を 任意 の 値 に 設定 する . 

r は , 次 の いずれ か を 指定 する . C (キャ リー), ZZ (ゼロ ), M (マイ ナス ), E ( 偶 
数 >* リ ティ ),。 1 (aux キャ リー),。 A, B, 。: 古 。( 各 レジ スタ )。 S (スタ ッ ク ・ ポ 
イン タ )。 P (プロ ダ ジ ぬ っ カンタ) 


1 らら 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


cfilename.ext 


DDT の 実習 に は ,。 サン プル ・ プ ログ ラム と し て , DDT と は 密接 な 関係 に ある 第 5 章 の 「CP/M 
に よる マシ ン 請 開発 実習 」 で 作成 され る , ソー ト ・ プ ログ ラム を 用 いま す の で , 5 章 を 必ず 参照 し て 
下さ きい 。 


の Figure-4.6.1 

] まず DDT の み を 起動 し て お き , DDT 内 コマ 
ンド の TI と R で SORT. HEX′ を メモ リ に ロ 
ー ド する . この 場合 ファ イル 形式 が 何で あっ て 
も ,R コ マン ド に バイ アス を 付け る こと に より , 
メモ リ 上 の 任意 の アド レス に ロー ド 可 能 で ある . 
バイ アス を 付け な い 場 合 ,HEX ファ イル 以外 は 
100H に 固定 . 但し ,。 I コマ ンド に は ドラ イブ 名 
を 指定 する 機能 が な い の で , ログ イン ・ デ ィ ス 
ク 上 の ファ イル し か ロー ド で き な い ( 別 の 方 法 
で 可能 ). 


|I 結果 は 同じ . 
ーーーーーーーーーーーーーー ーー Figure-4:6.2 
DDT の 起動 と 同時 に “SORT. HEX?” を メモ リ 
に ロー ド す る . この 場合 , ロー ドア ドレ ス は HE 欠 
ファ イル 以外 は 100H に 固定 と な る . フ ァイル 名 
に ドラ イブ 名 x : を 付け る こと に より , 任意 の 
ドラ イブ か ら の ロー ド が 可能 で ある . 


注 ) HEX フ ァイル の ロー ド は ,。 1, 2 いずれ の 場合 も ファ イル 自身 が 持つ ロー ド ・ ア ドレ ス に 従 
っ て 純 マ シン ・ コ ー ド に 変換 され て ロー ド さ れ ま す . さら に , R コ マン ド で バイ アス を 付け て 
任意 の アド レス に ロー ド す る こと も 可能 で す . 


DDT 内 の すべ て の コマ ンド の 様々 な 使い 方 を 実習 し ます . ほ と ん どす べ て の 使い 方 を 示し て いま す 
の で , 良い 参考 に な る と 思い ます . キー 入力 と それ に 対す る DDT の 応答 を よく 見 て 下さ い . また 5 
草 で も ソー ト ・ プ ログ ラム の デバ ッ グ を 行い な が ら , 必要 な コマ ンド の 実例 を 示し て いま す の で , 必 
ず 参 照 し て 下さ い . 
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トラ ンジ ェ エン ト ・ コ マン ド 徹 底 実 泊 


瑞 こ ん な テク ニッ ク , 知っ て いま すか ? 回 


1 と 反 コ マン ド で は 。 ログ イメ ・ デ ォ ス クタ 以 狂 の ドラ イブ か ら フ ァイル を ロー ド す る こと が 明 朱 ま 
せん . で も DDT に 入っ て か ら , 別 の ドラ イブ か ら ど うし て も ロー ド し た い / さ て どう し ます か ? 

S コマ ンド で FCB (ファ イル ・ コ ント ロー ル ・ ブ ロッ ク ) の 先頭 アド レス の 5CH の 1 バイ ト を 書 
き 奉 える だ け で 解決 で きま す . 

ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : で , DDT を 起動 後 ド ライ ブ B : 上 の SORT . COM′ を ロー ド す る 場 
合 の 実例 を 示し ます . 


ーーーーーーーーーーー ーー イー プー ーーー ブー イーーーー イ ーー バーーーーーーーーーーーーーーー 


SURT PROGRAM START NOM。。。。・。 
FUNCTIDN CUMPLETE ( この よう に 実行 され , ロー ド が 正常 に 行わ れ て い だ こ と が ガ 分 ガ る . 
*O ひ 1 る 6 


と 
/ 
2 上 ) ーー ニー ニー ニー アン に ヤ プイ シュ ゲイ ペソ /A (が の DD を 起動 . 
DDT VER 2.2 
ーSORT 。 CDNM ) ------ ま ざ 」 コマ ンド で ファ イル 宮 だ け 入 力 す る 、 
| ーー 人 5) ーーーー-ー-ー-ー- ら コマ ンド で どじ し スス 8CH を 目 8 N の ドラ イブ No. に 書き 替え る . 
| OO5C OO 0O27) A : =01。 日 ・ ニ 02。 C : =03.… と な る (00 は 口 ブ イン ・ デ ィ イィ スン を 表す ) 
に りり 0 る 5D うう 。) 
| - 民 リ ーー-ーーーーーーーーーーー- 昌 コマ ンド の 実行 、 ドライブ B : 上 の ファ イル が ロー ド さ れる . 
| NEXT PC 
| O1 ヨ O O1O0O 
| ー8100。 136 7 ----- 試し に , ロー ド さ れ だ い ヾ SORT.COM を 実行 し て みる . 136H は プレ ー ク ・ ポ イン ト . 
| 
| 


ーー プー ーーーーーー プ mmmーーー パ ーーーーーーーーーーーーー ペ ーーーーーーーーーーーーーーー ーー…ー ーーーーーーーーーーー 


Figure-4.6.4 まま 虹 コ マン ド に より ログ イン ・ デ テディ スタ 以外 の ドラ イプ か ら 。 フ ァイル を ローー ず する ナク 
ンタ ダ 。 


DDT 内 コマ ンド の セパ レー タ と し て 梗 わ れる コン マ パ 。7 ダ は,。 スペ ー ス や 。 パイ を な ど で 江 用 
で きま す . その 一 例 を 次 に 示し ます . 


仙 >DDT ) 


DDT VERS 2.2 
ー-D100。11F) ------ ダ ンプ 
O100 GO1 BC OF CS さ D O1 43 4F SO S9 52 49 47 4B 54 20 .。..-=.COPYRIBHT 
O110 2 43 29 20 さ 1 る 9 日 さ O 2C 20 44 49 47 49 4 41 (C) 19BO。 DIGITA 


ーD100 11F) ーーーー- スペ ー ス を 代用 . 
O10O O1 BC OF CS さ D O1 43 4F 5O 59 52 49 47 48 4 20 ....=-COPYRIGHT 
| O110 2 43 29 20 さ 1 さ 9 3 日 さ O 2C 20 44 49 47 49 54 41 (C) 19BO。 DIGITA 


| 
3 Co 2 人 | 
"し り 9、/ ア リーーーーー ニ ーーー 人 直 と ビン フル [ 


OOOO  JMP BA0< | 
OOOS NOP / 

Ooo4 NOP | 

ooo5 JP Coo | 

Ooo8 | 

ーLO フリ ーー------ - ス ペー ス を 代 

OOOO  JMP BAoS 「 

GOO さ NOP | 

OoO4  NDP 

ooo5 JMF 9Coo | 

OooB 


ーF 100。 1OF 。FF ) ----- フ ィ ル 
ー-D1OO 11F/ | 


O1O00 FFP FF FF FF FF FF FF FF FFPFF F FF FF FF FF FF 。。。。。。。。。。。。、。。。 | 
0110 28 43 29 20 さ 】 39 さ 3B さ O 2C 20 44 49 47 49 B4 41 (C) 1980。 DIBITA 


ー-D1OO 11F リ ) 
0100 FF FF FFP FFPFPFFF PFF FF FF FFPFF FF FF FF FF FF 。。。。。。。。。。。。。。。。 
O110 Aa Aa aaQ Aa AA AaQ AA Aa aQ aa aa Aa AA AA AA AA 。。。。。。。。。。。。。。。。 


| 
ーF110 11F AA ) ----- ス ペー ス を 代用 . | 
ニー ニー ニー ジーーーー ペ ーーーー [ 


Figure-4.6.5 バイ レキ を し その ネン マ は 、 ス ペー スズ 。 コ セ ロジ に も ミコ ロン 代用 で きる 


解説 DDT 


DDT は トラ ンジ ェ ン ト ・ プ ログ ラム で は あり ます が , その プロ グラ ム の メモ リ 上 の ロー ド の され 方 
が , 通常 の も の と は 大 きく 〈 異な り ま す . 

これ は DDT が “デバッガ ” で ある た め に , 被 テ スト ・ プ ログ ラム を ロー ド す る た め の ユ ー ザ ー・ エ 
リア を 開放 し て お か ね ば な ら ず , DDT の プロ グラ ム 自 身 は , 邪魔 に な ら な いよ う TPA の 最後 部 へ . 
し か も CCP 部 へ も 侵入 し て 置か れる の で す . 

その DDT 起動 の 流れ を Figure-4.6.6 に 示し ます . 
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トラ ンジ ェ エン ト ・ コ マン ド 徹 克実 泊 


ロー ド さ れ た DDT.COM” は , 

DDT 本 体 キ リロ ケー ト ・ プ ログ ラム 

で ある . 

I00H か ら の ^DDT .COM” の 
仮 ロ ー ド 終了 後 , DDT に 内 
蔵 さ れ て いる リロ ケー ト ・ 
プロ グラ ム の 働き で , DDT 
DDT.COM に 内 蔵 の 本 体 の み を , 各 CP/M の 
お せ ゲ ケー いい デ サイ ズ に 合わ せ て , BDOS 部 


が 省 な による の 前 に リロ ケー ト す る . 
リロ ケー ト が 


^DDT.COM" 
が ロー ド さ れる . 


^A>DDT 』 
を 実行 する . 


行わ れる . 


元 の CCP 部 は , DDT に 占領 
され る . 


リロ ケー ト を 終了 する と, 
DDT が 起動 し , バー” プロ 
ンプ ト が 出力 され る . 


* は , 48K CP/M の 場合 の アド レス . 


Figure-4.6.6 DDT 起 動 の 流れ 


DDT の 起動 に 関し て 。 も う 1 つ 知 っ て お いた 方 が 良い こと が あり ます (DDT を 運用 する 上 で は , 
全然 関知 する 必要 は あり ませ ん が ). DDT を 起動 する こと に より , アド レス 0005- 7 H に ある , BDOS 
へ の ジャ ンプ ・ ベ クト ル の ジャ ンプ 先 ア ドレ ス が , 新しく 書き 替え を られ る こと と , さら に アド レス 0038 一 AH 
に 。G コ マン ド で 実行 され る 被 テ スト ・ プ ログ ラム に ブレ ー ク を か ける RST 7? の ベク トル が 書き 
央 まれ ある こと た です 。 

この DDT の 起動 前 ・ 起 動 後 の メ モリ ・ ダ ンプ リス ト を , 2 章 の Figure-2.5.2 一 3 に 示し て あり ま 
す の で 参照 し て 下さ い . 


1 5 


DDT 


BDOS の ジャ ンプ ・ ベ クト ル は , DDT プロ グラ ム が 位置 する 先頭 の アド レス に 書き 替え られ て い 
る こと が 分 か り ま す . これ は , DDT を 含む “ 新 CPZM シ ステ ム / の 最 下 位 ア ドレ ス を , 外部 に 知ら 
せる 意味 を 持っ て いま す . 

DDT は , 8080 用 の デバ ッ ガ で す . も し , ZZ80 を デバ ッ グ し た い 場 合 に は , デジ タル リサ ー チ 社 か ら 

"ZSID” と 言う DDT と コマ ンド ・ コ ン パ チ ブ ル で , か つ 強 力 な 拡張 機能 を 持っ た , Z80 用 の シン ボ 
リッ ク ・ イ ンス トラ クシ ョ ン ・ デ バッ ガ が 別に 用 意 さ れん てい ます . 参考 まで に , ZSID に よる ファ イル , 

"SORT . HEX? の 逆 ア セン ブル 例 を 示し て お きま す . 


Figure-4.6.7 

Z80 用 デバ ッ ガ の ZSID” に よる 送 ア セン ブル 
例 .、 ザ イロ グ ・ ニ ー モ ニッ ク て で 表示 され て いま 
す . Figure-4.6.3 (157 ペ ー ジ ) と 比較 し て 下さ 
い 。 
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トラ ンジ ェ エン ト ・ コ マン ド 徹 展 実 習 プ DUMP 


4.7 DUMP (ディ スク ・ フ ァイル の 16 進 ダン プ ・ プ ログ ラム ) 
ーーDUMP programーーー 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


DUMP、,x : filename.ext 


ドラ イブ x : 上 の ファ イル ~filename.ext” の 内 容 を , HEX 形式 で ダン プ す る . 
注 ) x : は ,。 それ が ログ イン ・ デ ヂ ディス ク の 場合 。 省略 で きる . 


DUMP コマ ンド は , CPM の シス テム ・ コ ー ル な ど を 応用 し て の プロ グラ ム 作 成 の 見 本 で ある ^DUMP . 
ASM′ (DUMP プロ グラ ム の アセ ン ブ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル ) の 付け 足し の よう な 存在 で あり , 本 命 
は この ソー ス ・ フ ァイル に あり ます . ソー ス ・ フ ァイル か ら は 。 コン ソー ル と の 入出 力 や ファ イル の 
アク セス の 方 法 な ど に つい て 多く の こと を 学ぶ こと が で き , CPM に よる マシ ン 語 開発 者 の 絶好 の 参 
考 と な り ま す 、 

DUMP コマ ンド (DUMP . COM) は , ソー ス ・ フ ァイル を アセ ン ブ ル し , LOAD コマ ンド を 実行 
する こと に よっ て も , 新た に 生成 する こと が で きま す .DUMP コマ ンド 自身 は アス キー 表示 部 も な く , 
ご く 初歩 的 な ファ イル ・ ダ ンプ 機能 し か あり ませ ん . ( 


MP_x:filename.ext 


DUMP コマ ンド で 自分 自身 の 生み の 親 で ある DUMP . ASM? を ダン プ し て み ま し ょ う .“DUMP . 
ASM” は 、 ドラ イブ プ B 上 に ある と し ます . 


QA>DUNF Bi DUMP 。 SN / 


OOOO 3B 09 46 49 4C 45 20 44 SS 4D SO 20 5O 52 4F 47 
OO010 52 41 4D 2C 20 52 45 41 44 53 20 41 4E 20 49 4E 
O020 SO SS 4 20 46 49 4C 45 20 41 4E 44 20 SO 52 49 
003O 4E 54 53 20 49 4E 20 4 45 SB OD 0 さ B OD Ooa 3B 
OO4O QO9 43 4F 5O 59 52 49 47 48 54 20 "2 日 4 る 29 20 31 


Figure-4.7 .1 ドラ イブ B 上 の ファ イル "DUMP . ASM”/ を ダン プ す る . ダン プ 途 中 で 何ら か の キー 入 
力 を 行う こと に より , ブレ ー ク が か か り CP プ M に も どる . 


DUMP ノ SUBMIT 


4.8 SUBMIT (バッ チ 処 理 プ ログ ラム ) 
ーーSUBMIT programー 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


1 SUBMIT。.,subfile 
サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル “subfile.SUB” の 内 容 を バッ チ 女 理 す る . $ |, $2… な どの 代 
用 パラ メー タ を 使っ て いな い サ ブ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル の 場合 の コマ ンド 形式 . 

2 SUBMIT、 subfile_ ip1、,D2_」pD3… 


サブ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル 中 に 代用 パラ メー タ を 使っ て いる 場合 の コマ ンド 形式 . 実 パラ 
ゲー タダ 。 DL p2… を サブ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル 中 の 代用 パラ メー タ . $| $2 … に 代 和 EL 
て , バッ チ 女 理 が 行わ れる . 

"デミ ッ ト ・ フ ァイル aubfile.SEB* は 必ず ドラ ナブ A。 に な ら な けれ ば な ら な い 、. 


実 音 2 の サブ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル “TEST . SUB? の 中 の ,$1,$2,。 …… の 代用 記号 の 代り に, 実 
名 を 入れ れ ば この 実習 が で きま す . ここ で は 省略 し ます が , 各自 で 行っ て みて 下さ い . 


UBMIT_subfile_p1_pg_p3-… 


SUBMIT コマ ンド は , 何 度 も 同じ 手順 を くり 返し て 実行 し な けれ ば な ら な い 場 合 な ど , その 手順 を 
革 い て , ファ イル ( サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル ) し て お き 。,。 実行 時 に その サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル 名 を キー 
イン する だ け で , ファ イル され た いく つも の 手順 を 自動 的 に 最後 まで 実行 し て し まう こと が で まき る, 
非常 に 便利 な コマ ンド で す . ソフ トウ ェ ア の 開発 過程 や , 日 常 業務 の 決っ た 手順 (/ レ ルー チン ) な ど を 
行う 場合 に , 有効 に 利用 され て いま す . 

また , 実行 に 際 し て の 自由 度 を 増す た め に , サブ ミッ ト ・ フ ァイル に は , 各種 コマ ンド や ファ イル 
の 実名 を 用 いな く て も よく , $1,$2,$3, …… な どの パラ メー タ 代 用 記号 で 代用 し て お く こ と が で 
さき, 実行 時 に , 任意 の 実名 を 指定 し て 実行 きせ る こと が 可能 で す . 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 区 実 泊 


実例 と し て 「 ド ライ ブ A 上 の DUMP プロ グラ ム の ソー ス ・ フ ァイル “DUMP . ASM” を エディ ッ 
ト し, その ORG アド レス (オリ ジ ナ ル は 100H) を 任意 の アド レス に 変更 し , それ を アセ ン ブ ル し た 
後 DDT で メモ リ に ロー ド し て , その ロー ド 状 態 を 確認 する 」 一 連 の 手順 を サブ プ ミ ッ ト し て み ま し ょ 


き 


ナ 。 


その サブ ミッ ト ・ フ ァイル (TEST . SUB) を TYPE コマ ンド で 示し ます . 実習 の 際 は , この 内 容 
を ED を 使っ て ファ イル し ます . ファ イル の エク ステ ンション は 必ず SUB” で な けれ ば な り ま せん . 


X5UB 
ED DURMP 。 AS 


>TYPE TEST.SUB / 


SUBMIT け の 拡張 コマ ンド 、. 
DUMP.ASM に に 対し ED を 起動 . 


Oa テキ スト に を エディ ッ ト ・ バ パ バッファ に ビロード.ーーー 

1OT 注 10 行 を タイ プア ウト . | Ep 

FRB (ツブ )$1H | 文字 列 "ORG( タ プ )$1H” を サー ラ 5 キ : て (ウブ ) は 。 マフ キー ま 
QOLT と の を マイン アウト Ctr- 上 | を キー イン 9 る. 
ら ま 1 まつ まさ 文字 列 $S 1 を $ お 3 に 置き 替え る . ン 

OTT その 行 を ツイ プア ウト . | ド 

ASM DUMP 新しい DUMP.ASM を アセ ンプ ブル する . 

DDT DDT を 起動 . 

IDUMP . HEX _ - - 

R [ ー 生成 され だ DI 上 -]- す 、 SS ] DDT 

D も まく 新 ORG アド レス ガ ら | 内 

し まう 新 ORG アド レス ガ ら 逆 ア セン | つ 

GO 1 F ーー 8 8 ン 


サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル の 内 容 を タイ プア ウト で 示す . 


Figure-4.8.1 


サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル の 1 行 目 の XSUB? は , SUBMIT コマ ンド に コン ソー ル ・ バ ッ フ ァ の 読み 
込み 機能 を 与え る 拡張 コマ ンド で あり , これ に より , ED や DDT な どの 内 部 コマ ンド まで サブ プ ミ ッ 
ト 可能 に な り ま す (Version 1.4 に は この 機能 な し ). 例題 と し た この サブ ミット ・ フ ァイル に は , $ 1 , 
$2, $3… の 代用 パラ メー タ が 実名 の 代り に 使わ れ て いる こと に 注目 し て 下さ い . 

さき て, この サブ ミッ ト ・ フ ァイル (TEST . SUB) を 実行 し て み ま し ょ う . オリ ジ ナ ル の DUMPF . 
ASM の ORG は 100H で す . これ を 2500H に 変更 する よう に 代用 パラ メー タ の 指定 を し て 実行 し ます . 

$ ] 三 100 
$ 2 = ハ Z (Ctrl-Z を キー イン する ) 
$ 3 三 2500 


1 6 


nn>SUBNIT 


Qn>XGUB 


TEST 100 ^ 


H # 


n>ED DUNMP 。 SM 
s \ 〇 人 


13 ※\ 


1OT 


ES vpg いら の vee YOS pg 


RG 
BD0S EQU 


10。 CONS EQU 


8 ボ 


FURG 1 OOH 


ORG 
5S10O0 2500 


日 s *OTT 


3 事 


(xSuD acC 
人 Q>nSM DU 


RG 
ビ に 所 9 


1 \ 馬 ) 
MF' ビ 


FILE DUMP _ PROGRANM。 


Z 2500O 』 


に UPYRIGHI (に) 17/ ら つら 。 1 プア A。 1 ツ 77/。 17/B 
DIGITaAL RESEARCH 

BOX 579。 PaCIFIC GROVE. 

CALIFURNTR。 9395O 


100H 

O00 ら H s DUOS ENTRY POUINT 
1 s READ CUNSOLE 
100H 

2500H - 


CF/M ASSEMBLER - VER 2。O 


265 ら 7 
O002H USE 
END OF ^ 


FACTOUR 
SSEMBLY 


(※ ら SuD ら aC ヒ キュ iv ) 


na>DDT 
DDT VERS 
ーIDUMNPF 。H 


ー ド 
NEXT FC 
2613 OOO 


ーD2SOO 

2500 21 
2510 1B 
Z 〇 < の <1 


2590 OF 
2Z58O0 OO 
25BO 25 


ーL2SOO 
25O0O 
25 の 0 る 
2504 


2.2 
EX 


O 


OO OO る 9 22 
< りら 11 ト く こら コ 
OO0 00 ES CD 


OF OF OF CD 
C9 3 人 Q 13 26 
2/ し プア ワ F 16 


LXI H。oooo 
DAD BP 
SHLD 2615 


なの つう 】 9/ 2 ら に D し 1 <9 FE FF し 2 
し 25 ら 5 じ う ) 51 2 3E BO 32 15 26 
< つら 上) DA 1 2 47 7D ES6 0F に 2 


2 の い トド 1 し LD /D < し 7 OE 07 CD OS 
ロ O し 2 B う 25 CD CE 25 BZ CA PB 
うし うぶ 1 う 26 <1 GO 00 19 /E B/ 


リュ 9" 。&1M&。。 ん 。。。 
= ん 。。 ん 。。 ん は 2 ムッ >。 つん 
マン ツン イー に ジン 


2y Se まな > ま 放 は 、 と 


> 。 ま も 。M。。、。。、 た 。、。 た 。。。 
ム /。 。。 く だ 。%!。。、。“ 


SUBMIT 


READS AN INFUT FILE AND PRINTS IN HEX 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実 洗 


2515 CALL 259C 
ぷり 1 日 JNF 2551 
<S1B MVI ^A,8B0 


ーGO DDT を 終る . 
(※ ら い D acC 上 yy@) 
仙 み うみ  --- ーー ここ ーーSUBM 実行 合 終 


Figure-4.8.2 サブ ミッ ト ・ フ ァイル の 実行 . 
ファ イル の 内 容 が すべ て 自動 的 に 実行 され て 行 〈. 


この よう に , サブ ミッ ト ・ フ ァイル 内 の 一 連 の 処理 が , 連続 し て 実行 され まし た . 今回 は ORG100 
H を OKRG 2500H に 変更 し まし た が , $1 と $3 の 値 を 変え る こと に より , 任意 の ORG を 指定 し て 
一 連 の 処理 を 行わ せる こと が で きる わけ で す . 

$1,$2, … な どの 代用 パラ メー タ は , ファ イル 名 , 各種 コマ ンド , 数 値 . デー タ な どの 代用 と し 
て 使い ます が , 実行 に 際 し て 変化 する こと な く < 一定 の も の は , 実際 の 名 称 な り , 数 値 な り を 書い て お 
く 方 が 実行 時 に 楽 で す . 

Figure-4.8.1 の サブ ミッ ト ・ フ ァイル の 2 行 目 に は , 実 フ ァイル 名 が 書か れん て いま す が , も し これ 
を 代用 パラ メー タ に し て お まき, 実行 時 に 任意 の ファ イル を 指定 し た い 場 合 。、 こ の サ プ ミ ッ ト ・ フ ァ イ 
ル (LIEST え . SUB) は 次 の よう に な り ま す . 


Ne 5 5 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー、、 
A>TYPE TESTX.SUB 』 | 


| 
| | 2 る も 4 | | 
| OoTT | | 
E に 3 か 6: 人 4 4 と 同 槍 / 力 俳 揚 | 
PD Figure-4.8.1 と 同様 の 処理 [ 
DDT [ 
IDUMF .HEX | 


R 
D ま 4 
し 中 4 
GO 


和 ロ テ 
2 ヒ ソ ヒ ⑳ ひ 條 條 人 ゼニ ペー マーーー ニ ーー ニー ニーー ニ ーー ン 


Figure-4.8.3 ファ イル 名 を 代用 パラ メー タ に 変更 し た 例 


AA アト ニ ユニ へ ベビ ト ボ ゼム リ ひ ぴ リ VV く V パ 人 ノ UqO ビ iE ビ に ドニ 
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SUBMIT 
_ こ の 場合 の 実行 時 の コマ ンド ・ ラ イン は , 例え ば 次 の よう に な り ま す . 


SUBMIT TESTX DUMP.ASM xxxx へ Z yyyyJ 


ペー 
1 | | ] 
$ 1 $2 $3 $4 
と な り ま す . < れ は 自動 的 に ソー ス ・ フ ァイル *DUMP . ASM? の ORG xxxxH を ORG yyyyH に 
変更 し て , 一 敵 の 如 理 を 行わ せる コマ ンド に な り ま す ., 


トラ ンジ ェ エン ト ・ コ マン ド 徹 底 実 泊 


4.9 SYSGEN  (CP/M シ ステ ム 生 成 プ ログ ラム ) 
ーーSYStem GENerator- 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


SYSrEN 
ディ スケ ッ ト の シス テム ・ ト ラッ ク の 内 容 を メモ リ に ロー ド し た り , メモ リ 上 の CPM シ 
ステ ム を ディ スケ ッ ト の シス テム ・ ト ラッ ク に 組み 込ん だ りす る , 日 常 は . シス テム 
・ デ ィ ス ク の コピ ー に 使わ れる . SYSGEN が 起動 し た 後 は , SYSGEN が 出力 する メッ 
セー ジ に 従う . 
注 ) 8 イン チ の 標準 ディ スク 以外 は , それ ぞ れ の マシ ン 専 用 の アプ ログ ラム で あり , 他 の コ 
マン ド の よう に 汎用 性 は な い . 


テディ スク の コピ ー 


Figure-4.9.1 ドラ イブ AA 上 の ディ スク の も ギド /MM シス チム を 。 ドラ イプ ね : 上 の ディ スク ヘコ ピー す 
る 例 . 


SYSGEN の 起動 後 , ソー ス 側 あ る い は デス ティ ネー ショ ン 側 , どちら の ドラ イブ で も 自由 に ディ ス 
ケッ ト を 入れ 奉 え る こと が で きま す . そし て , SYSGEN プロ グラ ム か ら 出 力 さ れる メッ セー ジ に 従っ 
て , どちら の ドラ イブ か ら ど ちら の ドラ イブ へ で も 自由 に CP ン M シス テム を 何 回 で も コピ ー す る こ 
と が 可能 で す . 
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SY 〇 GEN 


SYSGEN を 使っ た BIOS の 変更 や 新 シ ステ ム の 組み 込み に つい て は , 次 の 「MOVCPM」 で 実習 
し 表 ま 。 


解説 SYSGEN 


SYSuELN コ ゴ ンド は 、 対象 が 『 フ ァイル ” で は な く ,。 シス テム ・ ト ラッ ク 上 の CPZM シス テム ? 
で ある だ ため に , ディ スケ ッ ト 上 の 物理 的 な トラ ッ ク れ セク タ # と 密接 な 関係 が あり ます . よっ て , 8 
イン ナチ 標準 ディ スケ ッ ト の SYSGEN コマ ンド (SYSGEN . COM) は , 8 イン チ 標 準 デ ヂ ディスケット 
の 専用 で あり , 両面 倍 密 度 や , ミニ ディ スク な ど で は 使用 で きま せん . 

同様 に , 各社 の パー ソナ ル ・ コ ンピュータ の CPM の SYSGEN コマ ンド は ,。 その 機種 の 専用 に 
作ら れ た も の で あり , 他 の 機種 で は 使用 で きま せん . この 点 が , マシ ン の 種類 に 関係 な く , 完全 に 互 
換 性 の ある 通常 の コマ ンド (ブログ ラム ) と 異な り ま す の で 注意 し て 下さ い . 


SYSGEN コマ ンド は , デジ タル リサ ー チ 社 の マニ ュ ア ル に は 書か れ て いま せん が , 次 の よう な 使い 
方 が で きる よう で す . CPM シス テム の イメ ー ジ ・ フ ァイル (BIOS と BOOT を 含ん だ も の で ,。 こ 
の 例 で は “32KCPM . COM?) が あら か じ め フ ァイル し て あれ ば , 次 の 手順 で 簡単 に その シス テム ・ 
ディ スク を 作る こと が で きま す . 


A>SYSBEN る 2FECPM。COH SYSGEN に 続け て , ファ イル 化し た CP/M シ ステ ム の ファ イル 名 を キー イン する . 
SYSBEN VER 2.0 (ログ イン ・ デ ィ ス クノ で な い 場 合 は , ドラ イブ を 付け る ) 

DESTINATION DRIVE_ NAME (DR RETURN TO REEOOT)B 通常 は リース ・ ド ライ ブ 名 の 問い が 出力 され 
DESTINATIDN UN B。 THEN TYFE RETURN る が , 省略 され て いる こと に 注目 . 


FUNCTIDN CUMFLETE ドラ イブ B : の ディ スケ ッ ト に , CP/M シ ステ ム が 組み 込ま れ だ . 
DESTINATIODN DRIVE NAME (DR RETURN TU REBD ロ T) 


> 


Figure-4.9.2 マニ ュ ア ル に は 載っ て いな い SYSGEN コマ ンド の 使い 方 .。 シ ステ ム ・ ト ラッ ク か ら コ ピ 
ー す る の で は な い 点 に 注目 . 


ここ で 使用 する , BIOS と BOOT を 含ん だ CPM シス テム の メイ ー ジ ・ フ ァイル は , 例え ば , 
Figure-4.10.5 の 最後 の SYSGEN コマ ンド の 実行 を 行う 直前 。 あるいは , 行っ た 直後 に YSAVE 34 

32KCPM. COM” を 行え ば 作成 する こと が で きま す (セー ブ す る ファ イル 名 は 任意 ). 

また , すでに ディ スク 上 の シス テム ・ ト ラッ ク に 組み 込ん で ある も の は , SYSGEN を 起動 し , ソー 
ス ・ デ ィ ス ク と て ,。 その シス テム を 読み 出し 。 その まま "りり タ ー ン ? し て CPM に も ど し た 後 。 
上 記 の SAVE コピ ンド を 実行 すれ ば ,、 "ファ イル ” と し て CPM シレ ネス テム を 持つ こと が で きま す . 


トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


この 方 法 を Figure-4 .9.3 に 示し ます . 


Figure-4.9.3 シス テム ・ デ ィ ス ク か ら CPM シス テム を ファイル” と し て セー プ す る 例 . 


但し , 以上 は 8 イン チ の 標準 ディ スク に つい て の み 可 能 な こと で あり , 他 の 場合 は , SYSGEN プロ 
グラ ム の 作り 方 に よっ て は , で き な い も の も あり ます の で ご 注意 下さ い . 


LE アノ ルン 


MOVCPFM 


4.10 MOVCPM  (CP/M シ ステ ム ・ リ ロケ ー ト ・ プ ログ ラム ) 
ーーMOVe CP/M system- 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


1 MOVCPMEL ss 」* 
メモ リサ イズ ssK バイ ト の CPM シス テム (BIOS と BOO0T は 含ま れ な い ) を 生成 し , 
SAVE コマ ンド の 実行 が 可能 な よう に , メモ リ 上 に 配置 する . ss は 20 一 64 の 範囲 ( 単 
位 は K バ イト ) で な けれ ば な ら な い . 

2 MOVCPM ネネ * 
コン ピュ ー タ の RAM の リー ドン プラ イト ・ テ スト を 行っ て RAM エリ ア の 最大 アド レス を 
求め , 設定 可能 な 最大 の メモ リサ イズ の CPM シス テム を 生成 する . その 他 は 同上 の 
機能 を 持つ . 

3 その 他 の コマ ンド 形式 は , 一 般 の CP ン M マシ ン で は , まっ た く 実 用 不可 能 で ある の で 
省略 . 「 

注 ) 2 の 形式 の 場合 , 最大 の RAM エ リア を 自動 的 に 求め て し まう の で 。 その 男 囲 に VRAM 

や ワー クエ リア な ど が 含ま れ て いる 場合 ,、 こ の コマ ンド 形式 は , 使う こと が で き な い . 
注意 を 要する . 
メモ リサ イズ に 関し て は Eigure-2.1.2 を 参照. 


MOVCPM コマ ンド は それ だ け を 実行 し て も , 一 般 の CP ン M マシ ン で は 何 の 意味 も な い の で , こ 
こ で は 新しい CPM シス テム を 作成 する 実習 を 行い 。 その 過程 で MOVCPM を 理解 で きる よう に 
解説 し ます . 


解説 MOVCPM に よる 新 C ピ ン M シ ステ ム の 作成 


MOVCPM コマ ンド は , それ 自身 で CP ン M シス テム (BIOS 部 と BOOT 部 を 除く ) を リロ ケー 
タプ ブル な オプ ジェ クト の 形式 で 持っ て お り , それ を ユー ザー が 指定 する 任意 の CP ン M サイ ズ に 合致 
する よう , 自動 的 に リロ ケー ト を 行う コマ ンド で す . コマ ンド 形式 1, 2 の 場合 と りあ え ず メモ リ 
に 置か れる アド レス は 実 ア ドレ ス で は な く , SYSGEN コマ ンド に より , その まま ディ スク の シス テ 
ム ・ ト ラッ ク に 組み 込み 可能 な 位置 (TPA の 下位 ) に 置か れ ま す . 

し か し ,. TPA に ロー ド さ れ た 新 サ イズ の メモ リ ・ イ メー ジ は , まだ BIOS と BOOT の モジ ュー 
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トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 徹 克 実 泊 


メモ リ の TPA 


5 ① "MOVCPM xx こ .* "の 実行 に より , メモ リ 上 に 配置 され る 新 シ ステ ム . 


2 
白 BIOS 部 ) 
A ) _(BIOS 部 ) 
② “SAVE 、,34、 CPMxx.COM "により, 
新 シ ステ ム を 一 且 ディ スク に セー ブ し て 
高位 退避 させ る . 
の 
DDT に より 2 
壊さ れ た ③ NZ。 
B ) 新 シス テム 207 ょ a 
砲 昌 と 
e で ん 
0 
④ DDT に より , “CPMxx.COM” を 
元 の 状態 に 復帰 . 

C ) 
D ) 

組み 込み が 終っ た ら DDT を 終了 する . 

⑥ SYSGEN を 実行 し て , 任意 の ディ スク の シス テム ・ 
E ) トラ ッ ク に , 完成 し た 新 CP/M シス テム を 書き 込む . 


Figure-4.10.1 新 CP プ M シ ステ ム の 作成 手順 


1 7 オ 4 


MOVCFM 


ル が 組み 込ま れ て いま せん . これ ら を 組み 込む た め に は DDT を 使い ます が , DDT が 起動 する 際 に , 
せっ か く ロ ー ド され た 新 シ ステ ム の イメ ー ジ を 壊し て し まい ます (「DDT コマ ンド 」 参 照 )、 これ を 救 

うた め に シス テム を 一 旦 SAVE し て , ディ スク 上 に 退避 し て お く 必 要 が あり ます . MOVCPM が 実 
行 さ れ た 時 に 表示 され る メッ セー ジ ( 後 で 示す ) に , “SAVE 34 CPMxx . COM^ と ある の は この た 
め な の で す . 

新 シ ステ ム ・ イ メー ジ を SAVE し た 後 , DDT を 起動 し て 新 シ ステ ム を 再 ロ ー ド し , その 上 か ら 新 
BIOS と 新 BOOT を 組み 込み ます . 組み 込み が 終 れ ば DDT を 終了 し て , 出来 上 っ た 完全 な CPM 
シス テム を SYSGEN で ディ スク の シス テム ・ ト ラッ ク に 組み 込み , 新 シ ステ ム 作 成 の 作業 は 完了 と 
な る わけ で す . 

以上 の 図 角 を Fig-4.10.1 に 示し ます . この 図 で は , 新 BOOT と 新 BIOS の HEX オブ ジェ クト ・ 
ファ イル は , あら か じ め ア セン ブル に より , すでに ディ スク 上 に 存在 し て いる も の と し て 話 を 進め て 
いま す が , 実習 で は この アセ ン ブ ル を DDT を 起動 する 直前 に 行っ て いま す . 


現在 の CPM サイ ズ が 48K で ある と し て , 新た に 32K サ イズ に 縮小 し た CP ン M シス テム を 作っ 
て み ま し ょ う . 手順 は 少々 複雑 で MOVCPM, SAVE, ED, REN, ASM, DDT, SYSGEN の 各 コ 
マン ド を 駆使 し な けれ ば な り ま せん . し か し まず 前 提 と し て , それ ぞ れ の CPM マシ ン 用 の BIOS 
と BOOT の アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル が 付属 し て いな けれ ば , CP ン M の メモ リサ イズ を 変更 す 
る こと は 不可 能 で す . 


Figure-4.10.2 32K CP ン M シス テム の 生成 と ,。 その イメ ー ジ に 対す る SAVE コマ ンド の 実行 , さら 
に セー ブ さ れ た ファ イル の STAT に よる 確認 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実 洗 


以上 の 手順 で , BIOS と BOOT の モジ ュー ル を 除い た 32K CPM シス テム の イメ ー ジ が , “CPM 
32 , COM” と し て ディ スク 上 に セー ブ さ れ ま し た . Fig-4.10.1 の 図 も 随時 参照 し て 下さ い . 以上 の 操 
作 は 図 般 の A) に 当り ます . 

も し MOVCPM の 実行 で ,。 決 の よう な エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 出力 され て , コン ピュ ー タ が 是 L1 状 
態 (実行 停止 状態 ) に な っ た 場合 は , 現在 働い て いる CPM の シス テム と 実行 し た MOVCPM の 
プロ グラ ム が , 同 一 デブ ィ スク か ら の も の で は な か っ た か ら で す . これ は ,CP/M シス テム と MOVCPM 
プロ グラ ム の 双方 に キー ワー ド が あり , その 両者 が 一 致し な ぃ と MOVCPM は 実行 で き な い こと を 示 
し て いま す . 正規 に 購入 し た CPM で は , も ちろ ん 両者 の キー ワー ド は 一 致し て いま す . 


QA>MOUVCFM さ 2 ※*) Figure-4.10.3 

シン クロ ・ エ ラー が 発生 し た 例 . 
SYNCRUNIZQATIUN ERROR HLT 状態 に な っ て いる の て で, 回 復 に は リセ ッ ト ・ 
ボタ ン に よる か , 割り 込み に よる か いずれ か で 
ある . 


CHNSTRUCTING 32k CP/M vers5 2.2 


次 に , BIOS と BOOT の ソー ス ・ プ ログ ラム の CPM サイ ズ を 変更 し て , 再 ア セン ブル し , 32K 
CP ン ノン M 用 の BIOS と BOOT の HEX オブ ジェ クト ・ フ ァイル を 作成 し ます . 通常 BIOS や BOOT 
の ソー ス ・ プ ログ ラム は ,CP/M サイ ズ が EQU 命令 で 指定 され て お り , この 部 分 を 任意 の サイ ズ (20 一 64) 
に 変更 ・ 再 アセ ンプ ブル する こと に より , 容易 に 任意 の サイ ズ 用 の BIOS や BOOT の HEX ファ イル 
を 作り 出す こと が で きま す ., この 例 で 用 いる BIOS と BOOT の ソー ス ・ プ ログ ラム に は , “MS1ZE 
EQU 48? と 書か れ て あり , エディ タ で この 48 を 32 に 変更 し て アセ ンプ ブル すれ ば よい わけ で す . 


@ED で ソー ス ・ フ ァイル の 48 を 32 に 変更 . 
@REN コマ ンド で ファ イル 名 の 48 を 32 に 変更 . 
@ ア セン ブラ の 実行 . 


を 。 BIOS, BOOT の 双方 に つい て 行っ た 実行 例 を 次 に 示し ます . 


QA>ED PTBIOS48. ABM / 
s #*NMBILZE^ZOTT ) ---- 文 字 列 『MSIZE” を サー チ . その 行 を タイ プア ワ ト . 
さく O』 MSIZE EQU 48 s MEMDRY SIZE IN KBYTES. 
3 る 0 *84 日 ^Z さ 2^ZOTT )ー - 一 48 を 32 に 堅 き 替 えて , その 行 を タイ プア ワ ト . 
る O』 MSIZE "EQU さ 2 5 MEMURY SIZE IN KBYTEGS。 
3 うり 0 ME ーー ー ED を 終了 する . 


>REN PTBIOB さ 2。ASM=PTBIDS4B。 ASM 』 - --- 48 を 32 と リネ ー ム (し て お いた 万 が 今後 の た め に よい 〉 
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人 a>ASM PTBIOS る 2 ) 

CP/N ASSEMBLER - VER 2.0O 
7EC1 

OOBH USE FACTOR 

END OF ASSENMBLY 


A>ED PTBOOT4. SM 』 
| k \NMS1ZE へ 7ZOTT 」 
| 1 ヨコ 8: MSIZE ERQU 4 
| 1 日 。 *B4 ヨ ^Z ス 2^ZOTT 」 
1 日 。 MSIZE EQU さ 32 
1BI #* ビ ピリ 


5 MEMURY SIZE IN DECIMAL KB。 


5 MEMURY SIZE IN DECIMAL KB。 


>QSM PTBOOT32 7 

CP/M ASSEMBLER - VER 2.O 
O0O 

OO2ZH_ USE FACTOR 

END OF SSEMBLY 


| a>REN PTBOOT32。 ASM=PTBOOT 4 日 . ASM 』 
| 


> D り ) ト で 3 に ( 


ここ 


Figure-4.10.4 32K CPM サイ ズ 用 の BIOS と BOOT の HEX ファ イル を 作る 作業 . 


し る 


MOVCFM 


以上 の 作業 で , 新 BOOT と BIOS の HEX オプ ジェ クト ・ フ ァイル が 出来 た の で , 次 は 。 先程 
SAVE し た 新 32K シ ステ ム を 再び メモ リ 上 に ロー ド し て , BOOT と BIOS を 組み 込む 作業 を DDT 
を 使っ て 行い ます . この 操作 は 図解 の B), C), D) に 当り ます . 


| >DIR PT?2?232。HEX 」 3OOTd 
| gk PTBIDBS2 HEX 』 PTBDOT ミ 2 HEX 
| AzDDT CPM さ 2.COM 」 

| DDT VERB 2。 

| NEXT PC 

、。 2soo oloo 


ーIPTBIOUS さ 2。HEX / 
ーRQSBO / 

NEXT PC 

<Z う 00 OO00 


|  -JPTBOUOT32。HEX / 
|  -R ツ OO ) 

| NEXT PF し 

230O_ OOOO 


| HZ7AOO。 ASBO 7 - 
| 。 1FBO D48O 


1 アノ 


トラ ンジ エン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 
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ーD90O,92F )- ーーーー- 


SOUURCE DRIVE NAME 
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の 供 認 
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^L1FOO ) -ー-- - 逆 ア セン プル で は , BIOS 先 頭 の ジャ ンプ ・ ベ クト ル が 見 ら 

1FHO JMP_ 7a9C 

1FB32 JR  /AFGB 

1FB6 JHNF 7BS1 

1FB ワ 9 JHMFP 7BSA 

1F9E JHMEF  /BF ぅ 


還 BOO) 7 の 認 
トン バ (21 失語 ) 


(DR RETURN TO SKIP) ナ 


NAME ( ロ R_ RETURN TO REBOOT)B 


DESTINATION ON B。 
FUNCTIHN COMFLETE 
DESTINATION DRIVE 


〔tu バ く ES ニ 505 ヒー』u ョ キモ ー ニ ュー 了 v ぃ まで 玖 て mm 


THEN TYFE RETURN_7 - - - 言 =: 


/ み び 実 和 ] 
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o99O MVI E。OA 

O902 。 LX1I  BFP。O100 

O905 。 LXI  H,。64000 

oO9OB MVI  D, さ くう 

O916 MVI  B,。O0O 
dd 0099208R323383 po joe Sa 3 な 終 ] Z で まで て 
人 >SYSGEN / メモ ギリ リト に 完成 し て いる 新 CI 


Figure-4.10.5 DDT に よる 新 シ ステ ム へ の BIOS と BOOT の 組み 込み と , メ モリ 上 に 完成 し た 新 CP/ 


M シス チム の SYSGENMN に よる ディ スク 上 の シス デム ・ 


この 5 あと に 。 
イル を 作っ て お く と 便利 で し ょ う 


以上 一 連 の 作業 で ,。 32K CPZM の シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト が 出 米 上 り ま し た . 


入れ て , 起動 し て み ま し ょ う ). 


も プ 紀 


*SAVE 34 32KCPM . COM” を 実行 


( 解 


説 SYSGEN」 を 参照 ). 


トラ ッ ク へ の 書き 込み 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーーーーーー て ーーーーーーmーーmーーー 


し. で て 、. 32 し P/M の 完全 な イメ mー ダ ィ ャ デア 


025 人 に 


MOVCPM 


る 2K CP/M ver2。2 
全 >BiDDT 】 
DDT VERS 2。.2 


ーDO,F 
O000 CS [OS 7A| OO OO CS[OO SC| 16 さく OoE 02 06 O4 79 CD 。。z.。..\. さ 。。。。y。 
こし 

A> 


Figure-4.10.6 完成 し た 32KCPZM の シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト に よる 起動 . つ いで に アド レス 00 一 OFH 
を DDT で ダン プ し て , 00H と 05H の ジャ ンプ ・ ベ クト ル の ジャ ンプ 先 ア ドレ ス に 注目 , 
次 に 示す 48KK の 場合 と 比較 . 


参考 まで に 従来 の 48K CP ン M の 場合 を 示し て お きま す . 


48K CP/M ver2。2 

A>DDT ) 

DDT VERS 2.2 

-DO,F ) 

OOoO CS [OS BAloOO oo CS[Oo 9C| 16 ささ oE o2 06 oO4 79 CD >  …  。。 
ー^ じ 

A> 


Figure-4.10.7 従来 の 48K CP ン M の 場合 . 
00H と 05H の ジャ ンプ 先 の アド レス に 注目 , 上 記 32K の 場合 と 比較 . 


ここ で も う 1 つの 参考 と し て , 32K 用 BIOS の アセ ン ブ ル に よ り 生成 され た ,PRN ファ イル の ORG 
命令 の 付近 の リス ト を 示し ます . 


A>TYFE PTBIOUS32.PRN / 


ZOO ORG BIQS 85START ロ F CBIOS STRUCTURE 。 
注目 . 


I/ ロ JUMP VECTOR 

THIS IS MHERE CPM CALLS MHENEVER IT NEEDG 
TO DO ANY INPUT/OUTPUT 0FPERAT ION。 

USER FROUGRAMS MAY USE THESE ENTRY POINTS 
ALSOD。 BUT NOTE THAT THE LCATIUN QF THIGS 
VECTOR CHANGES MITH THE MEMORY ら SIZE。 


7AOO_ C39C7A JMFP  BQQT jFROM COLD START LOADER。 
7AO3| C3F7A MBUUTEs JMF  MBOOT sFRUM MARM BOOT。 

7A06 - C さ 51 7B JMP CONST 5sCHECK CONSOLE KB STATUS。 
7A09 C35A7B JMF _ CUNIN sREAD CUNSOLE CHARACTER。 


トラ ンジ エン ト ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


Figure-4.10.8 32K 用 BIOS の PRN ファ イル の リス ト の 一 部 . ORG 命令 の 付近 . 


Figure-4.10.6 二 8 の リス ト か ら CP ノ M の メモ リ ・ サ イズ に よっ て , 各 モ ジュ ー ル の リロ ケー ト 先 
が 異な る こと が 理解 され た と 思い ます .48K と 32K で は 16K バ イト の 差 が あり , 当然 の こと な が ら 32K 
CP ン ノン M で は その BIOS も 16K バ イト 分 下位 に リロ ケー ト され て いま す . 

ここ で , 各種 メモ リ ・ サ イズ の BIOS を シス テム に 組み 込む 際 (図解 の D の 作業 時 ) の バイ アス 値 

(Figure-4.10.5 で は A580H で あっ た ) の 一 覧 表 を 示し て お きま す . 


CP/M サ イズ | バイ アス 値 (HEX) ここ こら バイ アス 値 (HEX) | cP/M サ イズ バイ アス 値 (HEX) 


Figure-4.10.9 BIOS 組 み 込 み 時 の 各 メ モリ ・ サ イズ に 対す る バイ アス 値 


変更 シス テム の 組み 込み 


次 に , CP ン M の メモ リ ・ サ イズ は 変更 せ ず , 現在 の CPM の BIOS の み を 変更 し て , シス テム 
に 組み 込む 場合 の 手順 を 示し て お きま す . BIOS に 新しい 機能 を 追加 し て , シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト 
を 作り た い 場 合 , 以下 の 手順 で 作成 する こと が で きま す . メモ リ ・ サ イズ の 変更 より は , こち ら の 方 
が よ < 行わ れる 作業 で し ょ う . 
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に 
で 


>ED_ NOMBIOS. ASM 」 
1 も 

※ 6 

#E 


Aa>REN NEMBIOS。 ASM=NOMB TS. ASN 』 


na>aBM NEMBIOS / 


A>BYSGEN ) - 
SYSBEN VER 2.O 

SDURCE DRIVE NAME ( ロ R RETURN TO SKIP)A - 
SUURCE UN Q。 THEN TYPE RETURN_) 

FUNCT ION COMPLETE 

DESTINATIUN DRIVE NAME (DR RETURN TU REBOOT) ) 


A>SAVE さ 4 NOMCPM.COM 7 - 


>DDT NOMCPM COM リ 
DDT VERS 2。.2 

NEXT PC 

2300 0100 
ーINEMBIOS.HEX / 

ー ド Rxxxx 


ーー 


>BYSBEN 7) ---- 

SYSGBEN VER 2.0 

SUURCE DRIVE NAME (DR RETURN TO SKIP) 7 - 
DESTINATION DRIVE NAME (DR RETURN T ロ REBOOT)B 
DESTINATIUN ON B。 THEN TYPE RETURN 7 

FUNCTIUN COMPLETE 

DESTINATIUN DRIVE NAME (JR RETURN TO REBOOT ) 


> 


Figure-4.10.10 現在 の CPM の BIOS を 変更 し て , シス テム に 組み 込む 手順 . 


MOVCFM 


注 ) CPM に よっ て は BIOS の アセ ンプ ブリ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル が 公開 され て いな か っ た り ,SYSGEN 
コマ ンド が オリ ジ ナ ル の 機能 を 持っ て いな か っ た り し て , CP ン M サイ ズ や BIOS の 変更 が で 


き な い も の が 少な く あ り ま せん . それ ぞ れ の CPM の マニ ュ ア ル を ご 覧 下さ い . 
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作成 する プロ ブラ ム の 目的 


本 章 で は , CPM の み を 使っ て , アセ ンプ ブラ に よる 8080 の マシ ン 語 プロ グラ ム を 作成 する 実習 を 行 
Mr まま 

8080 の マシ ン 語 は , 現在 の 多く の CPM マシ ン で 使わ れ て いる Z80 上 で も その まま 動作 する こと 
は 。 よく ご 姜 知 の こ と で し ょ う . 

ソフ トウ ェ ア を 開発 する 場合 , CPM の 持つ 各 コ マン ド の 機能 を , フル に 活用 し な けれ ば な り ま せ 
ん も ビン / 寺 に あ まれ で ks9 衝 に た ル た イン ・ フ マン に の サオ ーブログ 夫 ん 上 及 シ ジェ テト ・ 
プロ グラ ム ) の ほとん ど は , CPM で ソフ トウ ェ ア を 開発 する 場合 の 支援 ツー ル な の で す . どの よう 
な 時 に , どの コマ ンド を どう 使う か . この Know How は それ ぞ れ の ユー ザー が , 経験 を 積ん で 修得 
する ほか は な い の か も 知れ ませ ん . し か し 本 書 に より , 各 コ マン ド の 機能 の 詳細 は 理解 する こと が で 
きま す . 後 は それ を どう 応用 する か の 間 題 な の で す . 

で は , プロ グラ ム の フロ ー チ ャ ー ト の 作成 ソース ・ フ ァイル の 作成 つ ア セン ブル ー デ バッ グ 一 完 
成 ま で の 全 手 順 を 実習 し て み ま し ょ う . 


5.1 作成 する プロ グラ ム の 目的 


ソー ト ・ プ ログ ラム を 作っ て み ま し ょ う 、 ジー 土 価 事務 用 デ デ リ ケー ショ ン ・ プ ログ ラム な ど で 
欠く こと の で き な い 機能 で あり , ABC 順 や , アイ ウエ オ 順 に 文字 列 を 並べ 夫 え た り , 数 値 を 小さ い 
(また は 大 きい ) 順に 並べ 替え た りす る 機能 の こと で す . 

今回 作成 する プロ グラ ム は , その 最も 基本 的 な も の で あり , メモ リ 上 の 1 バイ ト の 値 (00~-FFH : 
0 -255) を , 小さ い 順 に 並べ 准 え る 作業 を 行わ せる も の で す . プロ グラ ム の 仕様 を 次 に 示し ます . 


実習 で 作成 する プロ グラ ム の 仕様 


メモ リ 上 の , アド レス 4000H か ら 4FFFH ま で の 4 K バ イト に スト ア さ れ て いる | バイ ト 単 位 の デー 
ー タ (00 一 FFH) を , 小さ い 順 に 同じ エリ ア の メモ リ 内 で 並べ 替え よ . 


この ブロ グラ ム が 実行 され た 時 に は , プロ グラ ム 実 行 開始 の メッ セー ジ を , 終了 の 時 に は . プロ 
グラ ム 終 了 の メッ セー ジ を コン ソー ル に 出力 せよ 。。 ま た 。 プ ブロ グラ ム 終 了 と 同時 に .CP プ M に 戻る 
た < 


要する に , アド レス 4000H 一 4FFFH の 4 K バ イト の RAM 上 の 無 秩 訟 な デー タ ( 1 バイ ト 単 位 ) を , 
同じ エリ ア 内 で 小さ い 順 に 並べ 凌 え れ ば よい の で す . 

で は , この ブロ グラ ム 名 を “SORT? と し て , 作業 に 取り 掛か り ま し ょ う . 作業 開始 か ら 完成 まで の 
基本 的 な 手順 を 図 玉 し て お きま す . 
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CHF/M に よる マシ ン 語 開発 実習 


SORT プロ グラ ム 開 発作 業 開始 


^ED' で ソー ス ・ プ ログ ラム の 作成 
まつ 


~LOAD” で 即 実行 可能 な COM ファ イル に 変換 
SORT .COM 完成 


Figure-5.1.1 SORT* プ ログ ラム 開発 手順 
5.2 フロ ー チ ャ ー ト の 作成 


読者 の 中 に は , この 程度 の も の な ら フ ロー も 何 も い ら ず 。 キー ボー ド に 向っ て 直接 ソー ス ・ プ ログ 
ラム を 叩き 込ん で 行け る 方 も 多い と 思い ます . 実は 筆者 も 確たる 見 和 逃し も 立っ て いな い の に “フロー 
チャ ーー ト よ りえ キー ポー ド * の 凍 酸 に 負け て し まう 一 人 な の で すず 。 上 か し 。 フロ ー ま ャ ー ト を 醒 く こと 
こそ , ソフ トウ ェ ア 開 発 を 能率 よく 最短 時 間 で 行う た め の 大 原則 な の で す . フロ ー チ ャ ー ト を 書く こ 
と は 時 間 が か か っ て めん どう な 仕事 で す が , 結局 それ が 最短 コー ス で ある こと は 誰 も が 認め る と ころ 
で す . 簡単 な プロ グラ ム で あっ て も , 極力 フロ ー を 書き まし ょ う . 

さて , この SORT? プロ グラ ム を 本 書 の 例題 向き に , 筆者 が 考え た フロ ー チ ャ ー ト を , Figure-5. 
2.1 に 示し ます . この プロ グラ ム を 実現 する 手法 は , 他 に も 幾 通 り も ある と 思い ます . の ちほ ど , 読者 
自身 も 別 の や り 方 で デザ イン され る こと を お 勧め し ます . 


この プロ グラ ム の フロ ー の 要点 を 解説 し て お きま し ょ 2 う . 
(1) まず ポイ ンタ と し て ,。 D。E お よび H。L し レジ スタ に 。 ソー ト ・ デ ー タ ・ エ リア の 先頭 アド レ 
ス 4000H を セッ ト し て お きま す . 
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フロ ー チ ヤー ト の 作成 


ソー ト 対 象 デ ー タ 範囲 4000H 一 4FFFH の 4 K バ イト 
比較 基準 デー タ C レ ジス タ (00 一 FFH) 


被 比較 デー タ の ポイ ンタ H, し レジ スタ 
プー ト < デ ー チ の スト アア <・ ポ イン 信和 D EE レジ スタ 


に 交 半 2 
| 実行 開始 の メッ セー ジ を 出力 | 
| D, E レ ジス タ に 4000H を セッ ト |--- --- ソ ー ト ・ デ ー タ の スト ア ・ ポ イン タ 
ーーーーーー 被 比較 デー タ の ポイ ンタ 


G レ ジス クタ に 00 を セッ ト に -- ニ ニニ 比較 基準 デー タ 


[(H), (L)] を 4 レ ジス タ に セッ ト |------ 被 比較 デー タ を 取り 出す . 
A レ ジス タ と CO レジ スタ を 比較 に ----- 比較 基準 デー タ と 比べ る . 


YES 


NO 


時 た レジ スタ を トイ シク リ メ ン ト 】 た ビュー ニー 被 比較 デー タ の ポイ ンタ を 進め る . 
H レ ジス タ を A レ ジス タ に セッ ト 


ーーーー デ ー タ の 最終 ポイ ント まで 比較 し た か の チェ ッ ク . 
4FFFH の 次 は 5000H. 


ーーーー 一 - 比較 基準 デー タ を 次 の 値 に セッ ト . 


YES 
で レジ ッッ 02 っ も 。 00 一 FFH の すべ て の 値 に つい て 比較 し た か の チェ ッ ク . 
FFH の 次 は 00. 


D レ ジス タ を HH レジ スタ に セッ ト 
E レ ジス タ を し レジ スタ に セッ ト 


こい H, L を D, E と 同じ ポイ ンタ に し , 再度 比較 を くり 返す . 


終了 メッ セー ジ 出 力 
CP/M に 復帰 
Figure-5.2.1・a “SORT? プ ログ ラム の ディ ー テ イル ・ フ ロー チャ ー ト (その 1 ) 


を プ 


CF/ZM に よる マシ ン 請 開発 実習 


ソー ト の 心臓 部 . 

小さ い 順 に 設定 され て 行く C レ ジス タ の 比較 基準 
デー タ と 一 致す る も の は 全部 D, E ヒ レジ スタ が 指 
す ポ イン タ の デー タ と 交替 , 入れ 替え を する . 


ポイ ンタ を 進め る . 


Figure-5.2.1・b “SORT? ッ プロ グラ ム の ディ ー テ イル ・ フ ロー チャ ー ト (その 2 ) 


C じ レジ スタ に ,。 ソー ト す る デー タ の 最小 の 値 で ある 00 を セッ ト し ます . この 値 は ルー プ ご と に 
次 々 と イン クリ メン ト さ れ ま す . 

4000H か ら 始 まる HH, 上 ポイ ンタ を 次 々 と 進め な が ら , 是 , 上 レジ スタ で アド レス され る メモ 
り の 内 容 と ,。C レ ジス タ の 値 を 比較 し て 行き ます . 

も し 一 致し た デー タ が 笠 見 きれ だ ら . その デー タ を D, セレ ジス タ で アド レス きれ る メモ リ に 
キア ヒ し ます. スト たま 生み 前 に 、 そ こ に 半 馬 だ データ を 一 半 E た アー が あっ た 了 アド レス 
(H, し 上 ポイ ンタ ) に 移し 替え て お きま す . 入れ 奉 え 処理 を 行っ た 後 , D, E お よび 耳 , 上 ポイ 
ンタ を それ ぞ れ 1 つ 進 め て お きま す . 

同様 に , H, し ポイ ンタ を 次 々 と 進め な が ら , 是 , し レジスタ で アド レス され る メモ リ の デー 
タ と , じ と レジ スタ の 値 を 比較 し て 行き ます . 一 致し た デー タ が 発見 され た ら 再 び 4) の 処理 を 行 
ます, 

デー タ ・ エ リア の 最後 (4FFFH) まで 比較 検査 し た ら , 次 は じ レ ジス タ の 値 を 1 つ イ ンク リ メ 
ント し て , 5) の ルー プ を , 今度 は 1 つ 大 きい 新しい デー タ (C じ レジスタ の 値 ) を 基 に くり 返し 
まま 

この よう な こと を 同様 に くり 返し , C レ ジス タ の 値 が , 最大 デー タ で ある FFH を 過ぎ る と , 全 
っ まま の のか が E て も た ちと なり ,。 この プロ グラ テラ ょ 』 村 終了 し ます 


以上 の 要点 を 図 化し た も の を Figure-5.2.2 に 示し て お きま す . な お , メッ セー ジ 出 力 の 部 分 は “ シ 
ステ ム ・ コ ー ル "” と 呼ば れる 機能 を 使い ます が , これ に つい て の 詳細 は , 次 巻 「 応 用 CPM」 で 解説 
し ます . 
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フロ ー チ ヤー ト の 作成 


ポイ ンタ =D, E 


メモ リ 上 の 被 ソ ー ト ・ デ ー タ 
EE ロロ HGC ロ ng 室 2 


レジ スタ 順次 比較 し て 行く 


基準 デー タ 


医 : 太 ポ イン タ 


@ 一 致 デ ー タ の 入れ 替え 処理 を 
行い ,。 さら に 比較 作業 を 進め 
て 行く . 

も う 1 つ 新 た な 一 致 デ ー タ を 
発見 . 


C 
ンジ スタ 
D, E ポ イン タ 
@ その デー タ の 入れ 替え 処理 を 
行い , 同様 に 比較 作業 を 進め 
C) そ 村 た 、 
C 0 
レジ スタ H, し ポイ ンタ 
D, E ポ イン タ 
0 。 デー タ の 最終 了 ド レス (4FEFH) 
。 まで チェ ッ ク し た な ら ば , 今 
回 回 較 に 回 回 回 回 回 加計 52 衝 2 で 2 ウ 
d) 1 リ メ ン ト し て 同様 の 作業 を く 
せ  -: 抽 半生 ーー 
レジ スタ HL ポ イン タ 


次 の 基準 デー タ 
Figure-5.2.2 C レ ジス タ を 使っ た 実際 の ソー ト 手 順 


18 紀 


CP/M に よる マシ ン 語 開発 実習 


5.39 アセ ンプ ブリ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル の 作成 


使用 レジ スタ や , その 目的 な ど を あら か じ め , きち ん と 定め て か ら , ソー ス ・ フ ァイル の 作成 に 取 
りか か り ま す . 深く 考え な けれ ば な ら な い 部 分 は 紙 の 上 に 書い て 検討 し ます が , そう で な いも の は ど 
ん どん キー ボー ド か ら 叩 き 込 ん で 行け ば よい で し ょ う . 但し , その 場合 、 プ リン タ 用 紙 を ケチ ナチ ら ず に 
ふん だ ん に 使用 する こと ./ リス ト の 変更 が あっ た 場合 は , た と え ぇ 僅か な 変更 で も , どん どん 新しい 
リス ト を プリ ント アウ ト す る こと . これ が ミス の 少な いら ソース ・ フ ァイル を 早く 作成 する 秘訣 で す . 

使用 する ディ スケ ッ ト は , 新しい ディ スケ ッ ト (物理 的 に 新しい と いう 意味 で は な く 〈《, “ご クリア な " 

と 4 うこ と) 土 に じ ン IM シス テム と 共に 、。 少な て と も 次 の 5 つの デー ダ ラー ダァ イル を コピ ー レ し 
て お き , その ディ スケ ッ ト 上 で 各 作 業 を 行う の が 能率 的 で し ょ う . 


ーー ペーーーーーーーーmmーーーーーーーーー ーー ーー ーー ーー ーー ーーーーーーーーーーー ーー ーー ニー の ーー の ーー ツー ツー ツーーーー 


人 A>DIR) 
gs ED COM 』 ASN COM 』 DDT COM 』 LOAD CON 
sa STAT CON 


谷 > 


Figure-5.3.1 プログ ラム 開発 の た め に , ディ スク 上 に 用 意 し て お く フ ァイル . 


で は , ED に より ソー ス ・ フ ァイル を 作成 する 作業 を 始め ます . 
SORT 、 ASM" と いう ファ イル 名 で 静 k を 起動 し 。 インサート ・ モ ー ド (エコ マネ 且 。 に 入り ま 
ま 。 


A>ED _ SORT . ASM リ 


NEM FILE 
9 まま 1 ) ーーーーーー 小 文字 の 1 で 


1 Figure-5.3.2 


メー スズ ス ・ フ ァイル の 作成 。 


イン 間 ー キ < モー ギド に 入っ た らち, 敵 に 洪 す ソー ス ・ リ サリ スト を も キー イン し て 行き ます 。 
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ソノ セッ ダース ・ フ ァ マ イル の 作成 


SURT PRUGRAM for CP/M Learnin ロ By5stem 葵 2 


5 This program SORT 日 bit data at address 40OOH to 4FFFH (4K bytes ) 


) ーーー ニー ニー ニー ニー デニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ エニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー by Y。 MURASE == ニ = 


DATTOP 
DATEND 
ENDADR 
BDOS 


NEXT1』i 


9 
NEXT2』 


SURTs 


DONE s 


MSGSTRTs 
MSGENDs 


RG 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 


LXI 
MV 
CALL 


LXI 
LXI 
MV 


MOV 
CMFP 
り Z 


INX 


MOV 
CFPI 
JNZ 


INR 
JZ 


MV 
MOV 
り NMP 


LDAX 
MV 
MOV 
STAX 
TINX 
TINX 
JMF 


LX 1 
2 
CALL 
RET 


DB 
DB 


END 


1OoH 
4OQOH 
4FFFH 


(DATEND+1) SHR 8 


OOQOSH 


D。MSGSTRT 


BDO0S 


D。DATT ロ P 
H。 DATTOP 


じ 。O 
A。M 


SURT 


D。MSBEND 


C。9 
BD0S 


s DATA AREA TOUP ADDRESS 
3DATA AREA END ADDRESS 

53HIGH 日 BIT OF NEXT "4FFF' = "5O* 
3SYSTEM CaLL ENTRY PUINT 


5 ) 
3 ) 
s) START MESSAGE OUUT SYSTEM CALL 


5SET TOP ADR IN D,E 
3 SET TOP ADR IN H, し 
5SET O IN C 


3 SET DATA 
3 CDMPARE MITH C 
slF AmC JUMP SORT』 

*THIS STEP NT QA=C。 GBD NEXT DAaTA 
3SET HL FOR NEXT DATQ ADR 

*CHECK DF DATA END 
3 SET HIGH 日 BIT ロ F NEXT DATA ADR 
3 CDMRARE MITH HIGH 日 BIT OF BUF END ADR 
3 IF NOT END。 GO NEXT DATA 

*THIG STEP END DF DATA BUFFER 
5sSET NEXT PATTERN 
3 IF C=O JUMP PRDBRAM END 

*THIS STEP C=NEXT PATTERN。 CONT INUE 


5) ADJUST D。E = H。L 
5 C=NEXT PATTERN QAND GD LOOP 


%THIS STEP =C。 SORT THE DATA 


5)DONE UNE DATA EXCHANGE PRUCESS 

s INCREMENT SORT DATA STURE POINTER 
INCREMENT DATA PUINTER 

5JUMP CHECK DATA END ROUT INE 


*PRUGBRAM END。 RETURN TO CP/N 
3 ) 
3 ) 
s) END MESSAGE OUUT SYSTEM CALL 


3 END UF THIS PROUGRAM。 RETURN TO CP/M 


QDH, QAH。” SDRT PROGRAM START NOM。.。。.." 。ODH。 ORH。" 
ODH。 OAH。” FUNCTIDN CDMPLETE* 。 ODH。 OAH。” ま * 


Figure-5.3.3 


"SORT" の アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ プ ログ ラム 
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ED の 機能 を フル に 活用 し , ソー ス ・ フ ァイル が 一 応 完成 し た ら 次 の ステ ッ プ に 進み ます . この 時 点 
で は SORT? に 関し て 。 次 の 2 つの ファ イル が 出来 て いる こと で し ょ う ). 


Figure-5.3.4 
ソー ス ・ フ ァイル が 出来 上 っ た 時 点 で の "SORT? 
に 関す る ファ イル . 


5.4 ソー ス ・ フ ァイル の アセ ンプ ブル 


アセ ンプ ブル の 実行 を Figure-5.4.1 に 示し 束 和 .。 


Figure-5.4.1 
アセ ンプ ブル の 実行 . 


この 例 で は , アセ ンプ ブル ・ エ ラー は 発生 せ ず , 無事 に アセ ン ブ ル が 終了 し まし た . 出来 上 っ た オブ 
ジェ クト ・ コ ー ド が 100H か ら 16DH の 6EH バイ ト 長 で ある こと な ど が 示さ れ て いま す . も し アセ 
ンプ ブル ・ エ ラー が ある 場合 は 、。 その つど エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 出力 され , また , アセ ンプ ブル に より 生 
成 さ れ た PRN ファ イル を 見 る こと に よっ て も , リス ト 上 の どこ の ライ ン が 何 の エ ラー で ある か を 知 
る と と が で きま まず 」 「 “ 

アセ ン ブ ル が 終了 し た 時 点 で は Figure-5.4.2 に 示す よう に, HEX と PRKN の ファ イル が 生成 され 
て My ます 。 


Figure-5.4.2 全 “SORT? ファ イル の 確認 . 


Lo 
ア 。 


>TYFE SORT 。 PRN / 


y et 人 2222cGCo の SASCocSoocot2oooooopo2c 


Figure-5.4.3 


11 さ 701 
OEO9 
CDO5OO 


11004O 


21004O 
OEOOQ 


CA2SO1 
っ こ 

フ ヒ 
FESO 
C21OO1 


OC 
CA2EO1 


62 


6B 
に さ 1001 


C さ 1 6O1 


11S8BO1 
OEOg 
CDOSQO 


CC 


QODOAS さ 4FS2MNSGBSTRT』 
ODOA46554EMSGENDs 


ソー スズ ス ・ フ ァイル の アセ ンプ ル 


SURT PRUGRAM for C ヒ P/M Learning By ほ stem 幕 つ 


H Thi5 program SORT 日 bit data at address 4OOOH to 4FFFH (4K ロッ キト ら 6 ) 


) ご ニニ エエ ビニ エニ デニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニュ エニ エニ ニニ ニニ エニ ニニ エニ デーmapm by Y.MHURASE === 


DATTOP 
DATEND 
ENDADR 
BDO0S 


NEXT1s 


5 
NEXT2s 


5 
SURTs 


5 
DOUNE 


DRG 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 


LXI 
MV1 
CaLL 


し Xi 
LX 1 
MV 


MOV 
CNMP 
JZ 


TNX 


MOV 
CFPI 
JNZ 


INR 
り Z 


MNOV ソ 
MOV 
り MP 


LDAX 
MOy 
MOV 
STAX 
INX 
INX 
JMP 


LXI 
MVi 
じ CALL 
RET 


DB 
DB 


END 


100H 
4OOOH s DATA AREA TOP ADDREGS5 
4FFFH s DATA AREA END ADDRES8 
(DATEND+1) SHR は 5HIGH 日 BIT ロ F NEXT "4FFF" = 5O" 
OOOSH 5SYSTEM CaQLL ENTRY POINT 
D,MSBSTRT 3 ) 
ッ す 
BD0S 5) START MESSAGE 0UUT SYSTEM CALL 
D。DATTOP 3SET TOP ADR IN D,。E 
H。 DATTOP 5sSET TOP ADR IN H。L 
C。O #SET O IN C 
人 Q。 NM sBET DATA 
0 s CUMPARE MITH C 
SORT s IF As=C JUMP SORTs 
\*THISG STEP NOT QA=C。 GO NEXT DaTA 
H SET HL FOR _ NEXT DATA ADR 
*CHECK OF DATA END 
仙 。H sBET HIGBH BIT OF NEXT DATA ADR 
ENDADR 5 CUMRARE MITH HIGH 日 BIT OF BUF END ADR 
NEXT1 3IF NOT END,。 GO NEXT DATA 
%【 十 H1S STEP END OF DATA BUFFER 
じ sSET NEXT PATTERN 
DUNE 5 1F C=O JUMP PROGFRSRNM END 
*THIS STEP CmNEXT PATTERN。 CONT INUE 
H。 D 
し 。 も 5)aDJUST DE = H。L 
NEXT1 53 じ =NEXT PATTERN AND GO LOOF 
*THIS STEP A=C。 SORT THE DATA 
D 3 ) 
M。 人 a 8 ) 
人 。 じ 「 
D 5) DONE UNE DATA_ EXCHANGE PROCEBS 
D 51NCREMENT SORT DATA STORE POINTER 
H s INCREMENT DATA POUINTER 
NEXT2 5JUMP CHECK DATA END ROUTINE 
*PRUGRAM END。 RETURN TO CP/M 
D。 MSGEND 5 ) 
じ 。 ワ 3 ) 
BD0S 5) END MESSAGE OUT BYSTEM CALL 


3END 0UF THIS _ PROGRAM。 RETURN TO CP/N 


ODH, OAH。" SDRT PRUGRAM START _ NOM。。。。。。 。ODH。OAH。" 
QODH。 ORH。 "FUNCTIODN COMPLETE* 。ODH。OAH。 "を" 


PRKN ファ イル の タイ プア ウト . 


ボボ で 本 
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5 な BDD に よる デバ パック 


プロ グラ ム の デバ ッ グ を 行う 前 に , まず 4000H-4FFFH 間 の メモ リ に , 適当 に ラン ダム な デー タ 
を 腸 基 に て そお か な か なく て で は な ひま 居 ん 。 李 生 部 ら ば 。 この エリ ア に は 。 デー タ ェ < エン トリ ・ シ スネ テム な 
どか ら の デー タ が 入力 され , それ を この YSORT? プ ログ ラム が 値 の 小さ い 順 に 整理 する 。 と いう こと 
に な る わけ で す . 

プン グ ム な が デー タク タ として, ここ で の デバ パック 用 に は "DDT . に COM 自身 の マシ ン 衣 コー ド を 代用 し 
て 4000 耳 か ら ロ ー ド し ます . 

その 実行 と デー タ の 確認 を Figure-5.5.1 に 示し ます . 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー ーーーーーーー ーーーーーーーーー マ ーー ニー ニー で ーー ニーー マ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ へ こ 、 


-JO0PT CM) _- 、 
-R さ FOO 7 ーー 
NEXT PC 

53oO oO1OQ 


ーFSOOO。 6O000。 O0 7 --ー-- 不用 に な つ だ 5000H-6000H を 再度 0 
-DSFDO, 5O2F 7 --------- 出来 上 つ だ ラン ダム ・ デ ー タ の 供 語 


さ FDO OO OO OO 0O QO 00 O0 QOO OO OO 00 OO QO 0QO OO OO  。。。 に oro 
さる FEO OO 00 OO 00 00 O0 00 00 OO 0O 00 00 00 00 O00 00 に に に に 
SFFO OO OO OO OO OO _QO OO_QOO_QQO_QOO_ 0O0_QO_QOQO_OO_ OO OO 。・ に ・ に ーー 


| 40O0 O1 BC OF CS 3D O1 4 4F 5O 59 52 49 47 4 54 20 ....=.COPYRIGHT 
4O01O 2 43 29 20O さ 1 さ 9 さ 3 3Q 2C 20 44 49 47 49 554 41 (C〉 198O。 DIGITA 
402O 4C 20 52 45 ミ 45 41 52 4 さ 3 4 20 20 20 20 20 20 し RESEARCH 
40 さ O 44 44 54 20 56 45 52 5 2O さ 2 2E さ 2 24 さ 1 QO Q2 DDT VERS 2.2*$1。。 
4040 CN ES 11 30 01 OE 09 CD 68 0O0 Cl1 21 07 00 7E 3D 、。.0、、。。.。 
4050 “0 57 3E OO DS 21 0O0 02 7 Bl CA 65 01 OPD 7E 12 。M。.。!。.x。.m. ご - 
4060 13 23 ヒス 9B 0O】 D】 C1 ES 22 7 日 B1 CA 日 7 Q1 OB 78B .W.X.。。.bk。。。。.( 
4070 E6 07 C2 2A 01 E3 7 に 2 う 2 E さ 6F 7D 17 。F D2 3 01 。。- ェ "0.q) 。 ロ 。 。。 
4080 1A 4 12 1 ふう ビ ES 49 O1 Hi 2E OO E9 OE 10 CD 09 OO0 、 1。.、.-。。.、。 
409O 32 SF 1E C9 21 66 】E 70 2B 71 20 65 1E EB OE 11 2 。、!#、P+GNe。。-。 
40A0 CD OS 00 32 SF 1E C9 11 00 60 OE 12 CD OB OO 2 ...2 、.、。。。.。 2 
4OBO SF 1E C9 21 6 1E 70 2B 71 2A 67 1E EB OE 1 さ CD  。。!h。p+q*qg。。。。< 
4O0CO OS 00 CV 21 22 1 70 2B 71 20 69 1E EB OE 14 PD 。。.!1.p+q%1、。。。。 
4ODO 0O5 OO C9 21 6C 1E 70 2B 71 2 6B 1E EB OE 15 CD 。。.!1 。D+q*#k。。。。。 
| 
| 
| 
| 


[ A>DDpT) 

| DDT VERS 2.2 

| -FSOOO。 600O。OO 7 ----- 3000H 一 6000H を 0 クリア, 
1 
| 


40EO_ 08 OO CV 21 6E 1E 70 2 71 2A 6D 1E EB OE 16 CD 。。。!n。 ロ サロ *m。。..。 
40FO 05 OO0 3 う 2 9F 1E C9 21 Z0 1E Z0 2 71 20 62F 1E ED 、。2_ 、。! 有 .D サ まま ら 。、 


4760 41 20 42 20 20 20 44 20 20 20 4 20 20 2 ご 0 63 SO 9 B D H ら P 
4 プ /0 20 20 50 うく うら 7 20 3 う F 2 う D 20 1E 40 06 00 2) 45 に じ SM  / ア = 9。。! た 
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DD「 に よる デバ ッ グ 


4 70O 上 に う 2 06 じ 3 AA 0。 に 3 CF OD CS B6 OB C く DD OB CS 。。。。。.。、。。。。、。。。 
277 り し 7 08 US 05 0C ES3 20 oOC CE 90 0C 上 EY 44。 0E ES 1F 、。。、。。。-。。、。。、。f。。。 
う 720 0 に し 2 3 22 4A OF E さ て CS 00 OO 2A 06。 00 22 AB 06 。。、。"J。。。、、*。、。『"。、。 
24780 4 AZ 06 22 0】 00 21 OO _ 00 22 O6。 GO AF 32 4F OF !。。、"、、!。 。 い 。。、。20。 
27 じ 0 21 00 01 22 0L 00 22 SD 0F 22 ピロ 7 OF 22 B9 OF 21 !。。"。。 "と 、。…、。! 
2/D0 OO O1 31 B7 OF ES 2) 02 00 ES 2B 2B 22 B7 COF ES 。。1。、。(、、。、*"、、、 
47EO ES 22 4D OF SE CS 2 3 00 21 86 0O。 22 くさ 9 OQ さ A 、"M、>。2 昌 。! 。 "9、』 
2/7FO SD OO FE 20 CA FE 06 2 OO OO E5 ES AD 09 さ 1 AF ]、。 。、、。!。。。。、、。4。 
4900 OF CD 5 09 Dn OD 0O7 21 B0 042 22 0。 OO CD 15 OPD 。。。。。。。 | 。"。、。。。 
4910 3E 2D CD に 7 OB CD BA OB EDB DD OB FE OD CA FE 06 >-。。。。。。。。。。。。。。 
48B だ OO _D6 41 DA AR OB FE 1 D2 AB OB 5F 16 0OQ 21 さ ミ フ 7 0O フ 2 - - こ ーー ーー クニ 
246 うつ 0 17 19 5 に 23 ちら 6 ED E9 7E 0Z7 AB QB AB OB ヒム 07 AB 。。 へ WV。 。 て 。 。 。 
4B40_ OB 5C OB 70 QB DA QB Q4 Q9 QB OBE AB OB 97 0 フ 7 5a w 学 日 。。。。。。s こ ょ > 
4 ロコ つ 0 07 AB OB AB OB QAB OB QAB OB 9C O9 78 OA CS 0A BF 。。。。。。。。。、。z。。。 。 


4F00 79 し う F3 0D に} F}1 CA 28 OE 2 22 82 0F EB 21 AB X。。。。。。、(、%"。。。 。 
4F10 O6 4E 23 46 CD 57 0B DA 2B OE CD EB OD 2A 4A OF 。NWF 。U。 。(。 。 。 。 *J。 
9F20 EB こ E 2 BZ 37 C3 BS_oOB FEB 2A 4D OF 7C BS CA 4E 。>。。7。 。。 。 WM、」1。 。N 
2F う 0 OE <B 22 4D OF CD 1F 0OC PD2 4E OE 3A 4C COF BZ C2 。+ ナ "NM。 。 。 。 。、N。 』L。 。 。 
9F た すき 0 9H 0E CD 65 0 に EC3B50CHCD 490DC さ 85 oO8 CD CB HH 、。。。。。。.D。、。、。。 、 
2 ト FOO 00 3E 2A じ D し 7 0B 2A 57 0F ED 93 09 D2 62 CE 22 。>*。。、*。。。 。 。 。 日 。 
2F60 0 に 600 に D 2E OL 20 B7 OF 22 SD OF CO EE QA 11 0OD 。。。。。、M。。 "1。 。。。 。 。 
29F/0 0UD 2) 2F OF /E A0 2 う ME 23 CEA 81 0OE 14 1HD C2 729 、!/、Y、M。 6、。 。 。 、。 了 
4FGO OE 5 う JA 16 OO 9 2A B ウ OF 46 2 さく ES CD 46E OE <) 49 。Z。。。*。。F。。、N。! 
4F プ 0O OF / う 3 21 9C OE 19 19.5E 23 5856 EB E9 BB OE E0 OE 。B!。。、。。^WV。 。 。 、 。 。 
4FAO BB OE EO OE BE OE F2 0E 04 0OF 26 OF 26 OF 23 OF 。。。。。。 。。 。。&。 も 。 人 。 
42FBO 2 DF 19 0F 26 OF 14 OF CB CE 0E C2 29 0F CD D9 0、。、k。、、。。、。。) 。、。 
2FCO 0OE し 3 29 OF 3 う A AG 06 DJB CO 32A A9 06 BA C9 じ 1 E ビ 1 、。)。』。。。。』。。 。 、 。 。 
4FDO SE 23 ら 56 2 E5 CS CC4 OE 2A B5 0F 5E 2 く 56 CO べ WVW0。。。。。、* 。 。 へ 幕 V、 
4 た FEO し LD CE OE CA ED OE C}) CS 35 02 3 2B OF D1 DS CE くう 。、。、。。、。。 ふ 。 。 す 。 、 。 。 
^4FFo < て OF /B FE FF ヒ 2 FL OE AF 3. 20 OF E6 2 SE 16 )、X。、。。。。、。-- 日 。 
ソー ト ・ プ ロン ラム の 財 清 は ここ ま て . 
5000_QO OO 00 00 OO OO OO.O0_ 90 OO OO OO 0O 0Q OO GO 、。、、。。。。 。、。。、。、。。 
0u40 00 00 00 0O0 096 09 00 00 90 00_ 00 OO0_ 00 OQO OO_ OO 。。。、。、。。、:。。。、。、、。、、 
ud20 00 0O0 00 00 00 O0. 00 00 QO OO DO OO OO OO _ 00 00 。。。。、。。。。 。 


ー^ ビ ーーーー- Ctrl-C で リプ ブー トド し て , CP/M に 戻る . 
仙 > 


Figure-5.9.1 デバ ッ グ の た め に , ラン ダム ・ デ ー タ を 作る . 


ソー ト さ れる デー タ の 準備 が 終っ た ら , “SORT . HEX〉 の イン テル HEX 形式 の オグ ジェ ク ト ・ 
ファ イル を , DDT を 使っ て メモ リ に ロー ド し ます . Figure-5.5.2 に ,。 ロー ド と 2 一 3 の DDT コマ 
ンド の 実行 を が ボ セ ます 
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Figure-5.5.2 
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58901 0) 


| 4O さ SO 44 44 54 20 5S6 45 52 


swe みり つよ に つべ 


DDT に よる “SORT . HEX” の ロー ド と デバ ッ グ 作業 . 


QA>DDT_SURT。HEX リ --- 一 DDT を 起動 し , ASM に より 生成 され だ HEX オ プ ジ エ クト 
DDT VERS 2。2 
NEXT PC 
O16E OOOO 
こ D100。16F 7ー ーー SORT プ ロ プ ラム の マシ ン 語 の 確認 . 
O1OO 11 37 O1 OE O9 CD O5 oo 11 OO 40 21 OO 40 OE OO  。 プ 。。。。。。。。⑨! 。 の 。。 
O110 7E B9 CA 25 O1 23 7 じ FE 50 C2 10 01 0C CA 2E 01 て 。。 ん 。 作 1。P。。。。。 に 
O120 62 6B C3 10 O1 1 77 79 12 1 さく 2 くさ CS 16 O1 11 5B DK。。。。 My 。。 人 #。。。。 X 
0130 01 OE 09 CD 05S 00 C9 OD OQ 5 ミ 4F 52 54 20 50 52 。。。。。..。. BURT PR 
O140 4F 47 52 41 4D 20 5 さく 54 41 52 54 20 4E 4F 5S7 2E OUBRAN START NOW。 
O1SO 2E 2E 2E 2E 2E OD QA 24 OD QA 46 55S5 4E 4 さく 54 49 。。。。。。. ま も 。。FUNCT Ii 
O160 4F 4E 20 4 く 4F 4D SO 4C 4S5 5S4 45 OD QA 24 OB 7B UN COMPLETE。、 ま も 。 て 
ー 日 100。125 リー 一 一 一 一 最初 の デー タ が 見 つか つ だ 時 点 の アド レス , 125H に プレ ー ク ・ ポ イン ト を 置い て 最初 か ら 実生 
SORT PRDGRAM START NUM・・・・・・ SORT プ ログ ラム ハグ ガ ら の 出力 
*O125 - ー125H で プレ ー ク が ガ が ガ が ガ つ だ . 
ーT20 / ー 一 _ 一 縛 け て C20 ズ ステ ナ ソ ッ プ を トレ ー: 実行 . 
COZ1MOE111 =OO _B=OOOO D=400O H=4O さ SE S=O1OO P=O125 LDAX D 
COZ1MOE111 =O1 B=OOOO D=4OOO H=40SE B=O10O0 P=O126 MOV  M。aA 
COZ1MOE1I1 QA=O1 B=OOOO D=400O H ロ =40 さ E S=O1OO P=O127 MOV AA。C 
COZ1MOE111 nA=OO B=OOOO D=400OO H=403E Bs=O10O PF=O128 STAX D 
COZ1MOE111 QA=OO B=OOOO D=40OO H=4OSE S=O1OO P=O129 INX D 
COZ1MOE1I1 Q=OO B=OOOO D=4O01 H=4O3E B=O1O0O P=O12A INX H 
COZ1MOE111 A=OO B=OOOO D=4OO1 H=40 マ SF S=O1OO P=O12B JMP  O116 
COZ1MOE1I1 QA=OO B=OOOO D=40O1 H=403F BmO10OO P=O116 MOV ^a。H 
COZ1MOE11I1 QA=40 B=OOOO D=4OO1 H=40SF 8S=O1OO P=O117 CPI 5Oo 
C1ZOM1E1I1 =40 B=OQOOO D=4OO1 H=403F SB=O1OO P=O119 JNZ  Q11O 
C1Z7OM1E111 =40 BEB=OOOO D=40O01 日 =40SF SG=O1OO P=QO11O MOV AaA。M 
C1ZOM1E111 nA=O2 B=OOOO D=4QOO1 H=403F Sm=O1OO P=O111 CMP CC 
COZOMOEOI1 QA=O2 B=OOOO D=40O1 HH=40 さ SF S=O1OO P=O112 JZ O125 
COZOMOEO1I 1 =O2 B=OOOO D=4OO1 H=40SF SB=O1OO P=O115 INX H 
COZOMOEOI1 QA=O2 B=OOOO D=4QO1 H=4040 8B=O1O0O P=O116 MOV ^aA。H 
COZOMOEOI1 Q=40 B=OOOO D=4OO1 H=4040 SE=O10O P=O117 CPI SO 
C1Z7OM1E11I1 QA=40 B=OOOO D=4OO1 H=4040 8=O1OO PFP=O119 JNZ  O11O 
C1Z7OM1E111 Q=40 B=OQOOO D=4001 H=4040 B=O100O Ps=O11O MOV ^A,M 
C1Z7OM1E1I1 QA=C5 B=OOOO D=4OO1 Hm4O4O SeO1OO PmO111 CMP C 
COZOM1E11I1 Q=CS B=OOOO D=4OO1 H=404O0 SB=O10O P=O112 JZ O125 
COZOMIE1I1 An=CS B=OOOO D=4OO1 H=4040 S=O1OO P=QO115 INX H 
COZOM1E1I1 Q=C5 B=OOOO D=4OO1 H=4041 =O1OO PFP=O116 MOV AA。H 
COZON1E11I1 QA=40 B=OOQOO D=4OO1 H=4O41 S=O1OO P=O117 CFPI SO 
C1ZOMN1E11I1 =40 B=OOOO D=4OO1 H=4041 SB=O10O P=O119 JNZ  O11O 
C1Z7OM1E11I1 QA=4O B=OOOO D=40O1 H=4041 8B=O1OO P=O11O MOV 9^a。NM 
C1ZOM1E111 Qn=CS B=OOOO D=4OO1 H=4041 =O1OO P=O111 CMNP に 
COZON1E1T1 Q=CS B=OOOO D=4OO1 H=4041 S=O1OO P=O112 JZ O125 
COZON1E11I1 QA=CS B=OOOO D=4OO1 H=4041 B=O1OO PF=O115 INX H 
COZOM1E11I1 Q=C5 B=OOOO D=4001 H ロ =4042 SG=O1OO P=QO116 MOV 9 人 。H 
COZOM1E11I1 Q=4O B=OOOO D=4001 H ロ =4042 8B=O1OO F=O117 CPI SO 
C1ZOM1E11I1 Q=4O B=OOOO D=4001 H=4042 S=O1OO P=O119 JNZ  O11O 
1ZOM1E11I1 Q=4O B=OOOO D=4OO1 H=4042 5=O10O0 P=O11O MOV 人 MXO111 
こ D4OOO。4O0F 7 ニーーー ト の に レー スガ ら デー ツガ 入れ 替 つ だ こと ガ 分 る 

| 4O0OO IOO| BC OF C3 さ D O1 43 4F Bo 59 ら 2 49 47 48 54 20 ...。=.COPYR1IGHT 


る 1 O2 DDT VERB 2。2 ま 1。。 | 


COM フ ァイル を 作り , 総合 テス ト 


この 後 さ ら に , DDT の 機能 を フル に 活用 し て デバ ッ グ 作業 を 行い ます . 通常 の 場合 は 「 バ グ ぁ りー 
ED で ソー ス ・ リ スト 修正 つ 再 アセ ン ブ ル ーDDT」 こ の くり 返し に な り ま す . 

DDT で 本 プロ グラ ム を デバ ッ グ する 場合 , 次 の 点 に 注意 し て 下さ い . 本 プロ グラ フラ ム の 最終 出口 は , 
CPM に も どる た め に , “RET? (C9H) を 用 いて いま す 。 DDT 上 で , プロ グラ ム を 最後 まで 走ら 
せる 時 に は , この “RET の アド レス で プレ ー ク を か ける か , また は RET? を \RST 7? (FEFH) 
に 変更 し て か ら 行 っ て 下さ い . さも な いと 暴走 する こと に な り ま す . 

プロ グラ ム の 修正 を くり 返し . バグ は な いと 判断 で きれ ば , 次 に "COM” ファ イル を 作り , さら に 
いろ いろ な 条件 で テス ト を 行い ます . (も ちろ ん 最初 か ら COM ファ イル を 作っ て , デバ ッ グ に 利用 し 
て も か まい ませ ん ). 

往 ) 4 章 の 4.6'DDT コマ ンド 」 の 項 で さら に 詳し く 本 プロ グラ ム の デバ ッ グ を 行っ て いま す . 必 

ず 参 照 し て 下さ い . 


5.6 COM フ ァイル を 作り , 総合 テス ト 


プ ブログ ラム が 一 応 機 能 す る らし い の で , LOAD コマ ンド で , この 場合 の 最終 プロ グラ ム 形 体 で ある 
SORT . COM” を 作り , 総合 的 な テス ト を 行い ます . 

アセ ンプ ブラ に より 生成 され た “SORT . HEX? か ら , SORT . COM^ に 変換 する LOAD コマ ン 
ド の 実行 を , Figure-5.6.1 に 示し ます . 


Figure-5.6.1 
LOAD コマ ンド で COM ファ イル を 作る . 


LOAD コマ ンド の 実行 が 終り , メッ セー ジ に 示さ れ て いる よう に , プ ログ ラム ・ バ イト 長 6 E(HEX) 
の オプ ジェ クト が 出来 まし た . 
ここ で , すべ て の .:SORT2 に 関す る ファ イル を STAT コマ ンド で 見 で み ま じ しょう.、 
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A>STAT SURT。* / 


人 > 


2 コー 
R/ い 
R/M 
R/M 
R/M 
R/ 員 
Bytes Remaining ロ n as 


si SURT 。 ASNM 
人 s SURT 。 BA ド 
Ai SURT 。 CO 
gs SURT 。 HEX 
Qi SURT 。 PRN 
204 ト 


Figure-5.6.2 
すべ て の SORT? ファ イル の 確認 . 


この よう に 最終 的 な "SORT . COM” を 得る た め に , これ だ け の ファ イル が 開発 途上 で 作ら れ た わ 


け で す . 


で は , 最終 的 な 形体 の “SORT . COM” の テス ト を 始め まし ょ う . その 前 に , 再び DDT を 使っ て 
Figure-5.5.1 と 同様 に .。 あら か じ め ラ ンダ ム ・ デ ー タ を 用 意 し て お きま す . 
デー タ の 用 意 が で きた ら , "SORT . COM” を 実行 し ます . それ を Figure-5.6.3 に 示し ます . 


>SURT / 


SORT_ PROGRAM START _NOM.。 . . . 。。 


この 間 に ソ ー ト 作業 ガ 行 われ て いる . 


FUNCTIDN COMFPLETE 


> 


Figure-5.6.3 
一 記 完 成 し た SORT? プロ グラ ム の 実行 . 


一 応 , 目的 通り SITARKT メッ セー ジ が 出力 され て か ら , 少し 時 間 が か か り , 終了 メッ セー ジ が 出力 
きれ て も P/ 虹 に も どっ て いま す . 

問題 の 4000H-4FFFH 間 の デー タ は どう な っ た で し ょ う . ち ゃ ん と ソー ト さ れ た で し ょ うか ? 実 
行 後 の ゲ ー タ ・ エ リア を DDT の ダン プ ・ コ マン ド で 確認 し た も の を Figure-5.6.4 に 示し ます . 
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マン 4444556666 
666666777778BBB 
日 9 ワ 99999994:1』s 


88585 くべ くく ニニ ニニ ニー 


ヒー エー キー キー を ーー ネーー る ーー ジー サー ミー ネ ーー キー キー マーー サ ー 衣 


二 王 モッ > ララ ララ テラ ラテ ララ ナ 
の りり DD)nRRRQRAAAAAA 
41ATA1ATATATA1AT2T2TATAT2T^12121 
QnAAEBBBBBBBCCCCC 
CCCCCCCCCCCCCCCC 
CCCCDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDEEEE 
に に に に に に に に に EEEEEFF 
FFFF BBGGGGGGGHHH 
HHHHHHHHHHHHT ii 


ll 
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4 ロロ DO DE DE BE BE DE BE BE BE BE BE BE DF BF CO CO CO 、。、、。。。。。。。-。。・。 > 
4pD690 に CO CO CO CO CO CO CO じ C】 に 1) C) C) C1) じ 1) CC は 1 CC】3 に 1 。。。。、。。。、、。。 > 。・< ょ > 
949B70 じ 1 C1) CO) C1 C1 C1 じ CC) 上 1 じ 1 C) に 2 C2 C2 CZ2 CZ 。。、。、。。。、。。・・-・。 > 
4D90 じ に 2 し 2 に 2 に 2 し 2 C じ 2 し た に < し 2 じゃ 2 上 に Z じ < じじ 2Z に 2 じ に 2 し 2 。 よ 人 、。/。。。。。 ょ 、 ょ か > ょ 
4D70 し よく に 2 し 2 し 2 CZ CZ CZ2 に 2 に じ 2 に 2 CZ し 2 に 2 CZ2 に C2 DL2 。。 
4BAO し メ し 2 し CZ し 2 に 2 し 2C2 LC2C2 CC2C2C2 EE2 CC2 CC2 2 」J Ji 
4DBO に 2 CZ2 に Z と 2 に 2 し 2 CC2 CC2 に 2 CE2 に 2 CC2 に 2 に 2 C2 DC2 、、 
45 じ O り し 2 に 2 に 2 に 2 し じ 2 に 2CZ2C2C2C2C2ECES う EC うに 3 に じ う し うき 。 
4BDO C3 く CC て 3 ヒヒ 3 CS 3 う 3 C う 3 C3 に 3 C3 ヒヒ 3 3 C さ 3 C3 C う 。。 < つつ 
4BEO C く C3 C3 CS3 C さ 3 5 C3 C3 C さ C さ る CS C3 CS CS CS CS 。。 
4BFO に さじ うに 3 に うじ うじ うに C う C35 じ 3 じ 3 C く て じ 3 CC う 3 じじ くじ 5 に 3 。。。 


4F10O だ 6 に 6 上 6 だ に 6 に 6 E6 E6 E6 E6 E。4 E。 に / に ビラ ヒラ に ラテ トド 、、。 に 。。、。。、。。。。。。・。・ 
4F20 EV EA EA に EB EB 上 ED EH ED ED ED ED ED EB EB ER ER 、。。。。。。。。、、、。。。・ 
4F う 0 ED ED EH EB ED EB EB EB EB EB EN ED ED EB EB ER 、。、。、。。。。。。。。,.。・ 
4F ド 40 ED EE EE ド FO FO だ OF ド FODO 上 すす たよ す た F】F す 人 F1 上 3 1 上 F 人 上 1 、、、。/。。 。。。、。、。。、、 < 
4FO 上 F1) 上 1 上 1 F】 F) F ス ドラ う ト 上 ト う よう F う F う まう F う F さ ドス PP 。。、。> ょ < ん < ょ <・ ょ > トッ ・ ト 
4 た だ 60 3 F3 だ 3 F3 ド う F う F う F こ 上 さ F4 F4F4 F4 F9 た よう 上 9 JSON 
4F/O ドコ FSS 上 つ FODO F コ ドロ トコ 上 F う 9 F ら OF ウ F ラ コ F ラ DF つ PFGO F6O FAN 。、、。。、、。 > こ 、 ム > 
4FBO F6 F 上 4 F6 F ら 6 F ら 上 F ゥ 6 F6 上 6 F6 FB F サ ビラ F テ トラトラ トマ 。、、、、。。。、。。。。 < 
4 ドウ 0 ドラ ー AFD FUD F り 上 FBF し F し FD FE FE 上 に FE FE 上 FE 上 E 。.。、。。。、、。。/ ょ >・・ 
4 トド AO た に 上 F に 上 FE FE FE FE FE F 上 上 EE FE 上 上 に と よ に 上 に FE FE FE 。、。。。。。、。、。、。、。。。 > 
4FBO た よ に た に たと に FE に F た に F に FL に FE FE FE FE FE FE 上 上 FE 上 FE た EL 。、、。/)、。、。、。、、、.)、。 
4FCO FE FE FE FE FE FE FE FE FE FE FE FE FE FE FE FE 。。・・・・・・・・・・・・・・ 
9FDO F ド に 上 上 FE FE に FE FE に FE FE FE FE FE FE FE FE FE FE 、。。。。。 。、。。。。。。 > 
4 ド た いり 上 に 上 FE 上 に FE に FE FE 上 FL FE FL 上 上 FE FE FE FE 上 FE た 上 。、。、。。。、。、。、。。。、、 ょ 
4 トド た り 0 た に FL FE に PF に F に FF FF FF と と FPP FF FF FF PF PF 、。。、。/。、、 ょ > ょ < 


| 
4FO ひ OO E6 ヒム 4 ヒム 6 に ヒム 6 E6 EA ヒ 上 6 上 6 E ゥ 6 E6 E6 上 E ゐ 42 EA4 E6 に 上 62 ES6 。。、。、。。。。、。。。。。。。< 


SOOQ 0QO QO QOQ OO 00 QQ QO OO OO0 Q0O OO OO OO QO OO OO 。。 スス ちろ メス デス ろ 2 デ 2 ろ 22 
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Figure-5.6.4 実行 後 の ゲ ー タ の 確認 . 


この よう に , きれ い に 小 さい 順に 並ん で いま す . 一 見 , 正常 に 機能 を し て いる よう で す が , この 粘 
果 は ほん と うに 正しい の で し ょ うか . これ を 確か め る 方 法 は 4000Hー4FFFH 間 の も と の デー タ を , 
00 が いく つ あ る か , 01 は いく つ あ る か , 02 は いく つ あ る か , …… と 調べ て 行き , 結果 と 比較 すれ ば よ 
いわ け で す .。 し か し , 4 KK バイ ト も の デー タ を 人 間 が 行う の は だ いぶ シン ドイ 話 で す . 辛い 筆者 は , 
昔 作 っ た MMON′ (M モ ニタ ) な る も の に , バイ ト ・ サ ー チ の 機能 が ある の で , この プロ グラ フラ ム を 
利用 し て 結果 の チェ ッ ク を 行っ て み ま し た . 

再び DDT を 使っ て , 元 の ラン ダム ・ デ ー タ を 作り MMON* で チェ ッ ク を 行っ て いる 様子 を Figure- 
5.6.5 に 示し ます 、 
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人 >MMUN 7 


ー5_4O0O 
44EB さ 4 
49B8 さる 4 
4CBF る 34 
4DBD る 4 


-S 4OOO 
49C フ 7 BA 
4FCC BA 


ー5_ 4O0O 
4 さ D7 FO 
48E3 FO 
48BEA FO 
4B34 FO 


-8 49oO 
4ECO FC 
4FF6 FC 


Figure-5.6.5 


4FFF_ 34 
o4 


これ だ け あ つた だ 、 


4FFF _BA7ーーーー- 次 は “BAH^ 


ーー ェ _ mw 
GS | だ け あっ た 


4FFF FO/】 次 は “F0HI 


これ だ け あ つた だ. 


4FFF FC ーーーー ー 火 は FCH 


FR | - に ーー ヽ ゝ 7 室 
OE | これ だ け あ つ だ . 


結 果 の 詳細 な 検証 . 


ー サ ー チ ・ コ マン ド で , 4000H 一 4FFFH 間 に ある “34H 


COM フ ァイル を 作り , 総合 テス ト 


” の デー タマ を 捜し 出す . 


この よう に Search 4000Hー4FFFH で , “34” が 4 個 , “BA” が 2 個 , ^F0O′ が 4 個 , “FC が 2 


個 存 在 し て いる こと が , 判明 し まし た . Figure-5.6.4 の 結果 と 照 し 合わ せる と , 合致 する こと が 確認 さ 
れ ま す . 

プロ グラ ム は 完全 に 機能 し た よう で す . し か し まだ 安心 し て は いけ ませ ん .「 ほ か の デー タ な ら ど う 
か ? 」,「 並 び 方 が 特別 な 場合 は ? 」」 な ど な ど , あら ゆる ケー ス の 場合 を 想定 し て , フロ ー チ ャ ー ト の 
見 直し や 実 動 テ スト を くり 返し て か ら , や っ と 「 実 用 可能 」 と いう こと に な る の で す . 

以上 が , CPM の み を 使っ た , マシ ン 語 の ソフ トウ ェ ア 開 発 の 一 例 で す . 最後 に この プロ グラ ム の 
マシ ン 語 で ある “SORT . COM” を DUMP コマ ンド で 示し て お きま す . 


>DUMP_ SURT 。CON 7 


OOQOO 
OQ010 
OO2O 
OO さ 3O 


OQ4O 
QQSO 
OO6O 
Q070 


仙 > 


Figure-5.6.6 ソー ト ・ プ ログ ラム SORT . COM” を ダン プ し た も の . 


フン 0 1 


CPZM に よる マシ ン 語 開発 実習 


注 ) この “SORT? プロ グラ ム は , 簡素 化 の た め に スタ ッ ク ・ ポ イン タ を ユー ザー・ プ ログ ラム で 
あら た に 設定 せ ず に , CPM の 使用 し て いる スタ ッ ク ・ ポ イン タ を その まま 使っ て いま す . 
CCP か ら ユ ー ザ ー・ プ ログ ラム に 制御 が 移っ た 時 点 で は , CCP 内 の 7 レベ ル の スタ ッ ク が 
使用 可能 で す . も し これ より スタ ッ ク が 深く な る プロ グラ ム で は , この 方 法 を と る こと が で 
きま せん の で , ユー ザー・ プ ログ ラム 内 で スタ ッ ク ・ ポ イン タ の 処理 を する よう に し て 下さ き 
い 。 但し 。 シス テム ・ コ ー ル 内 で は スタ ッ ク を 消費 し ませ ん (シス テム ・ コ ー ル 内 部 で 処理 
され る ). 従っ て ユー ザー は ,。 シス テム ・ コ ー ル 内 の スタ ッ ク に つい て まで 考慮 する 必要 は 
あり ませ ん ・. 


以上 の 開発 に は , CP ン M に 付属 の 開発 ツー ル の み を 使用 し まし た が , マシ ン 語 開発 ツー ル に は , さ 
ら に 強力 な も の が 各社 か ら 発売 され て いま す . ' 

例え ば , デジ タル リサ ー チ 社 の MAC*。 RMACY は , CP ン M 上 で 走ら せる ソフ トウ ェ ア 開 発 の 
た め の , 非常 に 便利 な 各種 ルー ナン を , ライ ブラ リ 形 式 で 含ん だ , 8080, Z80 両 用 の マク ロア セン ブ 
ラ で あぁ あり, "RMAC′Y は さら に リロ ケー タブ ル ・ マ クロ アセ ン ブ ラ に な っ て いま す ., 

また 同社 か ら は , ZZ80 用 の デバ ッ ガ が として,。 DDT と コマ ンド ・ コ ン パ ペチ ブ ル な シン ボリ ッ ク ・ イ ン 
スト ラク ショ ン ・ デ バッ が ガ ZSID” が あり ます (第 4 章 Figure-4.6.7 参 照 ). 

マイ クロ ソフ ト 社 の MACRO-80? も , 8080, Z80 両 用 の リロ ケー タブ ル ・ マ クロ アセ ン ブ ラ で あ 
り , この アセ ンプ ブラ か ら 出 力 さ れる オブ ジェ クト 形式 が , 8 ビット ・ マ イク ロコ ンピュータ の リロ ケ 
ー タ ブル ・ オ プ ブ ジ ェクト 形式 の 標準 と な っ て いま す . 

(これ ら の 開発 ツー ル の 使用 実例 は , 次 巻 の 「 応 用 CPM」 で 紹介 し ます .) 

開発 ツー ル は その 他 に も , 異種 CPU や , 16 ビ ッ ト CPU と の クロ ス ア セン ブラ を 始め , 各種 豊富 
に そろ っ て お り , この 環境 の 良さ は , CP ン M 以外 に は 望め な いで し ょ う . 


ど 49 アス 


みあ と がき 


本 書 「 実 習 CPM」 に より , 今 ま で 使っ た こと も な か っ た , 半 つ か の 有用 な コマ ンド を 発見 され た 
方 も 多い と 思い ぃ ます. 本 書 は , CPM の 実用 書 と し て , 内 容 , 読み や すさ 共 , 読者 側 に 立っ て 実際 
に 使える" 書 と し て 構成 し まし た . きっ と 多く の ユー ザー か ら 愛 用 し て いた だ ける と 思い ます . 

本 シリ ー ズ を 通し て , 何 か お 気付 き の 点 が ご ざい まし た ら , アス キー 出版 の 出版 部 まで お 知ら せ 下 
され ば 幸い で す . 


CPM シリ ー ズ 第 3 巻 (最終 編 )「 応 用 CPZM」 で は , CP ン M 上 で 走る マシ ン 語 開発 に 不可 欠 
の 「 シス テム ・ コ ー ル 全 解 説 」 を 始め , COBOL, FORTRAN, BASIC, PL/1, PL プ M, PASCAL, 
FORTH, C,。 …… な ど , 代表 的 な 言語 に よる ソフ ト 開 発 を , 同一 テー マ を 対象 に 紹介 する 「 各 種 高級 
言語 に よる ソフ トウ ェ ア 開 発 実 習 」 や , 今 話題 の ビジ ネス ・ プ ログ ラム の 実行 例 紹介 ,。 それ に , リロ ケ 
ー タ ブル ・ マ クロ アセ ンプ ラ に よる モジ ュー ル 別 マシ ン 語 開発 法 ,。 マク ロラ イブ ラリ の 利用 法 な ど を 中 
心 に , CPM の 高度 な 応用 に つい て 解説 し ます . 

今 , CPM を 取り 巻く 状 鞭 は , ます ます 活発 に な り , 大 手 企 業 が 本 格 的 に CP ン M へ の 参入 を 開始 
し まし た . CPM 人口 は さら に 急速 度 で 拡大 し て 行く こと に な る で し ょ う . 
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オズ ジェ クト ・ フ ァイル 9 が My が 誠人 e 113 
オペ ラン ド … ーー ドド に に に 146,.153 
オペ レー ショ ンコ ーー ドド に に に に に に に に "ツー 146 
オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム … で ドド ドド で の …ー 11 
カ 

紙テープ ・ シア スー こ ド EPCEEETYFEPEEECCEEYTYSPCCEEYYSYPPPCEP 6 
紙テープ ぞ ・ リ ーー ダー ドド ドド に に に に に 5 


カレ シト ユー ザー・ エ リア ーー トド ーーー の < 57 
E メ ンズ ト ラダ ショ ンー に いれ ょ が mn も 。 146 
キャ リー で Se ら と る る る もみ ぐ の oe ゃ る の の の ゃ の か の 誠 で の ee eueeierwo twise e の も s etete as 155 
偶数 パリ ティ の です を て ルイ て イア エト テテ で マイ ミア そ テ 155 
コー ルド ・ ス ター トド トド いい 72.78 
コー ルド ・ ス ター ト ・ ロ ー ダ … の ドド ーー ドド ーー 17 
コー ルド ・ プ ブー ト ・ ロ ー ダ トド ……ー ド トー…… 17,20 
に と ンタ の 抽 か ーー て 1 つや 1 さ ト ミサト いす よる 1 キト 80 
の まい て は イスト わい コト ササ サ ササ ャ する か けれ いす ひ す 4.5,40,123 
SM ツー ルド チイ スズ に kin な 91 
に の ETC すい 3 
サ 

サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル CT すもも すす し イト リィ イヤ ト パト 165 
シー ケン シャ ル ・ フ ァイル で ドド ドド ーー 74 
周辺 壮 置 人: 狂人 4.5 
ンス テム トニ リア ドド ドド 21 
る > 受 . 学 た ・ コッ ニー ガル いで の い ksm 24,25,164,188 
システム ・ ス クラ ッ チ ・ エ リア の … の の ドー 21 
本 スケ ッッ ト で で liiiiwioiー 16,180 
Ss あ 、* トラ ッ ク sosseeeeeeeeeoossoeeseeeee 1 計 1 
ーー ンプ ベク トル Seeeseseeeeeeeeleeeeeeeeeeeeeeeeeeoe 162 
スキ ュー KO TKYIv 交 KEY KK て X ル シテ スー 17 ,40 
スキ ュー プア ゲ ダ cecseseweeoeseeeolosoeeeeseseeeoeeeesee ゃ 18 
スタ ッ ク ・ ポ イン タタ の (の の“…… ド ドド ドド に に に いい いい いい 155 
セク ダ タ DO AKKOXURNN る の XCK に ん K スル 12 つ CK て ツル ステル 16 , 40 
セン トロ ニク ス 規 格 DOC て て で エア で で で で すす すす すす すす で で で すす すす です で すす すす す すす 6 
ゲー スネ ャ ゲ ィ 区 和 ダット よ DTI て ます すす で と て すし と と と し 89 
属性 COWRYNAYRRAAANXRMMRZUKRRMXAXKZXWXDYAXNOXYYXKX ンス: 75 
ソフ トウ ェ ア 7 ドド ドド ドド に ドド トト し とし 4 
タ 

タプ ・ スベ トス (ドド ドド ドド ドド トト トド トト トット ト トト トト トト トッ ッッ ーー・ 100 
ナ ャ ネル ・ ス イッ チ ナチ に 3 05920:@i@ 了 204828389287@ 59 な:6e: 9 23 
ーー に 人 nm 交 グー ツジ デー の や の の 41,75 
と 」 二 ダ ッッ が 挟 ダ 公 OCNOXNIARXUKYSYRSYYKEXKNUXTXONK KC 4 
と て 6: チゲ 92 9.)W*e1@ 11392816 2052: 4 
ディ レク トリ ぐー ドー ドド ドド ooot 17,41.51,83 
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2 本 。 ナ リト ペア ント トト ドビー 153,161 
2 156 
デン ポラ リ ・ フ ァイル に に に の バート 128,129 
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ナ 
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ハー ド ・ デ スィ イス クタ t… の で to 4.84 
/ さ ッ グ デ ッ プ ・ フ ァイル 7 アント 7 ペイ アト ーママ エイ ヤヤ ヤ デレ ツ ーー 134 
バッ ナ 処 理 DKYYOCKSYNNSKRAKYY YK て いた て いて 165 
> パリ ティ ・ ビ ッ ト ……… ド ドド ドド ドド ドド 100,121 
4 が 和 Nseer2vvP2K を 2 92 
用 。 よ オン ・ コ マン ギ エア ミミ ミミ で で で で で で で すす すす で で で すす すす です すす 14 
メ 了 テイ イル ・ コ ント ロー ル ・ プロ ッ ク ………… 25,160 
プ ァ ガオ ルル > アッチ vs 2yoeeeeses 50,54,74 
フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス …… で er……… 5,23,79.124 
プ リン ヤヤ バ omG ト に 6 
デル レー ク ・ ポ イン の いい Cross 154 
プ ブレー ク ・ メッ キー ジ ・ ド ドド ドド ドド < トト トト トト トト * ト ここ こ ここ 135 
フロ ー チ ャ ー ト の ドド ドド ドド ドー 185,186 
ゲラ サム ・ 浪 靖 ラ ンク ・ ん の い て て ey な Arneceee 154,155 
nw ド ・ ウイン 笠間 <<hYeYrekryeweevayeseEkes 17 
MGNe 兵科 3Yeo や SeRE MER が も bbsye ka 17 
マ 

トド オ ザー イツ バト で ヤ か * い et ネッ で sy 432mackrree ks erkt4xapdN 155 
ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ イス クタ で で ドド ドー 4.16 
ヤ 

ュー ザー・ エ リア …… の it…… 11,21,67,99,106,161 
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ライ ト ・ プ ロ テ ク ト … で の oooeeeerrrrrm 76,85 
on チャ シル アラ めす ま 本 極め 和 間 人 62 
オン デア ャ シン アル oeeooesseeeesedeeeeoeeeeseeeoeeeseee 153 
So の ん ィ チク タス ・ プ テイ TTPPYYYYYYYYYYYYYYP 74 
ラン ダム ・ レ コー ド ・ ポ ジ シ ョ ン …① で で で の の 25 
リー ダ ・ デバ イス ae の も の の の る の ある る る の る の の る る の の の る る る る 94 
リー ド ・ ォ シリ ーー 55,85 
リー ド / ラ イト PPPPPPPTYPPPYYYPYYYYYYYYYYYEPYYYYPYYYYYYSYY 89 
リス ター ト ・ ベ ベク トル … の iri… 2 25 
リス ト ・ デ バイ スス oe 93 
) ネー ム POOLELYOCLKLKKOKOCEOKKIORKKRIRROAOOKRIRSA 47 , 50 
リ ブート coooooooooeeeooeoooeoseeeeeoeoeeeoeeeeeeee 23.64,78 
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リロ ケー トト に に 11.180 
ログ イン ・ デ ィ イス クター ドド io 24,28 
ロジ カル ・ エ クス テン ント で で で の の に に に に で で の 73.74 
ロジ カル ・ デ バイ スス … で の re 5.23.79,124 
EPCPPPPPPPPPPPPEEPTEPPEPEPPPTEYPPEETEYEPPPCTEECPE 135 
SD 76 
に 人 70 CCCUCCCCEELECEPEPPEPCEECEPCTEPCPPCTEECPECEEETEP 75 
人 ARRPRRPRPPPEPPPEEEEPPEPPPEPPEPPEECEECTEPCTEPTEPTETP 75 
Si 75 
キア テト アト ん 135 
し の PF アバ バツ ヤツ シー ヤツ バト 135 


* ホ ホホ トト ホホ ホホ 著者 落書 きよ ネネ ネネ ネネ よ 了 


村瀬 康治 

筆者 に と っ て , アン ケー ト は が き の 批 評 は , よ か れ あし か れ , た 
い へ ん うれ し いも の で す . 「 入 門 CP/M」 に つい て , その 中 の 愉快 な 
ー つ を 紹介 し た いと 思い ます . 


[全文 ]「 初 め て CP/M に つい て 知っ た 私 に も , よく わか り ま し た . 
(マイ コン 歴 1 年 ) も う 一 息 く わし く 〈, と 思い ます が , 続 巻 に 期待 し 
て 目 を つぶ る こと に し ます . FM-8 買っ た ら , CP/M 走 ら せ る か ら 
ね / 大 学 に 入る まで 待っ て て . 」 


岡山 の Y .T さ ん, どう も あり が と う . 出版 部 の スタ ッ フ も 一 同 , 
大 笑い し まし た . し か し 世間 は と っ て も 冷た く , アス キー の 人 達 も 
みん な 根 は いい 人 ば か りな ん で す が , きっ と 待っ て いて くれ な いと 
思い ます . で も 大 丈夫 . その 気力 さえ あれ ば , すぐ に 追い 付き , 追 
い 越 し て 行け る で し ょ う . が ん ば っ て ね . 

話 は 変っ て, 筆者 の メイ ン ・ マ シン の CP/M は , UNIX ike( ? ) 
の CP/M な の で す . この CP/M シ リー ズ を 書く ため に , スク リー ン 
OUT を 必要 に 応じ て , その まま ファ イル に し て し まう 機能 を , BIOS 
に 追加 し た の で す . 

コン ソー ル も ファイル” に な り 得 る UNIX に , そこ だ け は 似 て い 
ます . 起動 時 に は ,“Book CP/M′” な ど と , 変 な メッ セー ジ が 出 ま 
す . 

テレ ビ 朝 日 技術 局 勤務 
初版 時 35 才 
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